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附属学校における教育研究

－附属学校の歴史を通して考える－

奈良女子大学文学部教授山田昇

はじめに

附属学校における教育研究の可能性について、あらためて根本的に検討する必要があると思うが、

本稿では、私が従来、教員養成論を検討しながら、日本教育大学協会や国立大学協会の教員養成制度

委員会において、教育実習の改善充実や附属学校の役割について考える際、自分なりに立脚してきた

附属学校についての基礎的認識について略述することとしたい。

附属学校における教育研究のあり方は、附屈学校の性格とかかわって、今日もくりかえし問い直さ

れている。それ故に、附瓜学校の歴史の中に、附属学校とは何であったのか、何であろうとしたのか

という、いわば常識としての附属学校の擬念を尋ねてみることの今日的な意義があるのではないかと

思う。しかし、附属学校の歴史といった場合にも、それが近代教育発展史の中でもった意味は多種多

様であり、本稿では典型としての附属学校をふりかえってみるにとどまるものであることをおことわ

りしておきたい。

１．へルバルトの教育学ゼミナール

附瓜学校という形態のものを歴史的にどこまでさかのぼることができるかは明砿ではないが、古

いところでは、戦前日本の教授法魁想に大きな影響を与えた哲学者へルパルトが、1809年に、３２才

でケーニヒスベルク大学のカントの占めた識座に就任する際に、希望条件として、教育学の鋼座を

担当したいこと、そして教育学は「唯単に鋼述するだけでなく観察並びに練習を必要とするから－

１mの実験学校を設けたい」という考えを拠出した事実が注目される。そして、「教師の方法という

ものは相互に観察しその経験を交流しあうことが必要である」という観点から、「教育学ゼミナー

ル」を設けたという事実があり、これはおそらく附属学校という形態のもっとも古いものの一つで

あろうと考えられる（松本賢治「ヘルパルトの教育学とその指翻せる教育学ゼミナールについてＨ

口」、「教育学研究」第23巻６号、第24巻３号）。ヘルバルトの実験学校については、すでに稲富

栄次郎も紹介していた。すなわち、「彼は教育学の理論を実践にまでうっさんとし、全学教授の賛

同を得て同大学に教育学研究室を１１１１没し、之に小さな実習学校を附設したが、これは大学における

教育実習機関として附属学校の嘱矢である。この附属学校は股大阪二十人以下の生徒を集め、最も

科学的な方法によって理想の教育を営まんとする実験学校であって、学生が教授の指導監督の下に

其の教育の実習に当るものであった。これに対してiuj親は、少くとも一年間は其の子供の一切を学

校に委せ、全く之に干渉しない?１$が要求されたのである」と犯していた（稲富;I欽郎「ヘルパルト」

昭和11年、２４～25頁）。

前述の松本の研究によれば、ヘルバルトは、１８１０年に、Didactischelnstitute教授練習所を発

足させ、１８１５年には、これを教育学ゼミナールに発展させ、中等学校の教授法研究の場として、彼
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が理想としたdieerziehendeUnterrcht敬育的教授を実地に検証していこうとしたと考えられ

る。そして、この実験学校において、学生が教授の練習を行い、青年たちが「自己の教育力」を意

識する場となし、異年令の子ども災団やさまざまな子ども集団をつくり、単なる知識の伝達に終ら

ない教育的教授のあり方を考える場として位inづけようとしたものと考えられる。このように、ヘ

ルパルトは、教育学ゼミナールに、今日の附IHI学校が任務としている教育研究の役割を与えようと

したもののようである。そして、さらにヘルパルトと学校の教師と学生とは、毎週土Blu日に災って、

各自の研究題目にしたがって報告をしあい、全体で検吋をすすめていった、つまり実験学校の存在

と教育研究とが結びついていたと考えられるのである。以上のような意味で、ヘルパルトにおける

附属学校が、教育教授の改藩と教育研究に深く結びついたものとして設世されたことは十分に注目

されなければならない。

その後、ヘルパルトの弟子たちによって、１９世紀の後半にかけて、イエナ大学やライプチッヒ大

学にこのような附属学校をもつ教育学ゼミナールが開設されることになるが、何といっても、ヘル

パルトの教育学ゼミナールは、附凪学校を教育研究の場として位世づけた先駆的な統験であったと

いうことができよう。

2．デューイの実験室学校

１９世紀には、世界各国において公敬育の発違を促す動きの中で、教師を意識的に愛成しようとし

たが、その場合、pupilteacherなどの徒弟制的な教師養成が一般的であり、模範学校や練習学

校がそのまま教師養成の機能をもった。日本のAi範学校も、当初は公学校における模擬授業をその

まま教育内容としており、やがて設立された附属学校も当初から公教育の模擬学校、練習学校とし

ての性格をもっていた。これらの模範学校、練習学校は、必ずしも教育研究や教育の実験的研究の

任務を明確にはもたず、もっぱら教員養成のための練判学校としての性格をもっていた。このよう

な単なる練習学校とは区別された附属学校として、大いに注目されたのが、デューイがシカゴでは

じめた実験室学校であったということができる。

有名な「学校と社会」が、この実験室学校における教育報告としての調演であることは周知のと

ころであり、この鋼演の中で、デューイは、附属学校が単なる練習学校ではなくて、教育の理論と

実践を結びつける結節点となるべきであることを主摂しており、このことは、附属学校と教育研究

の関係を考える際に見逃すことのできない問題提起であったということができる。

デューイの発召によれば、次の通りである。「私はたぶんわがＩ剤において大学にはじめて教育学

の識座が開かれたのは約20年前のことであって、７０年代の後半にミシガン大学に創設された教育学

の識座がそれではないかと思う。しかしながら、現在に至るまで、理詰と実践との間に関連をもた

せようと試みたことのあるものといえば、わずかに一、二の例があるにすぎない。大学の教育学の

講座なるものは教育そのものの実際の仕事を通してではなく、まず大体において理諭により、識義

により将物にたよることによって敬えている。コロンビア大学においては、ティーチャーズ、カレ

ッジを通して、大学と教瓜菱成とのlIUに広汎かつ密接な関連が存在している。他の一、この大学に

おいても、これと同様な方針でいくらかのことが行われている。われわれは当大学において、さら

にいっそう密接な連合を望んでいる。それは、当大学がそのすべての資料を当小学校の自由使用に

委ね、価値ある教材および正しい方法の進展に資するとともに、一方、当小学校は又、当大学の教

育学の学生がここにおいて諸々の理強や観念が実践され、試験され、批判され、実行され、かくし

て新たな真理が発展するのをみるところの実験室となることを望む」（宮原誠一訳、岩波文庫）と

いうのであった。デューイの教育論の非常にin要な部分が、実験宝学校との深い結びつきの中から
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つくられ、実験室学校の教育実践の指針となったことは大いに注目されなければならない。

デューイは『教育の科学の源泉」（TheSouTcesofaScienceofEducaMon）の中で、教育

実践と教育研究の関係について次のように識じている。

「教育実践こそが、教育について探究すべき諸問題を柳成する資料や紫材を提供する。教育実践

こそが、教育について研究されるべき諸問題の唯一の源泉である」と述べている。つまり、教育実

践の中にこそ、教育研究の課題の出発点があるということである。そしてまた、「教育実践こそが、

あらゆる研究の結論を評価する究極の検証の場である」とも述べている。つまり、教育研究の成果

は、教育実践を通じて検証されるということである。

今日でこそ、教育の理論と実践の関係は一般に自覚的に問われているが、すでにデューイが、教

育研究と教育実践の関係を、教育実践から出発し教育実践に帰らねばならぬという意味で、教育研

究にとっての教育実践の本源性として明確に主張したことは注目されなければならない。デューイ

にとって、実験室学校における教育実践は、彼の新教育理論の源泉であり、彼の新教育理講は、教

育実践において具体的に展開され検証されていったということができるであろう。デューイにとっ

ても、教育実践といった場合、それは必ずしも実験室学校における教育だけを意味しているのでは

ないが、しかし彼の教育科学についての考え方からいえば、実験室学校が彼の教育理請、教育探究

と深く密接な関係におかれていたことはいうまでもない。まさに、附属学校が、教育研究の内在的

要求と結合して発展した歴史的Jli実として大いに注目すべきであろう。

3.奈良の学習と教育学

日本における附属学校の歴史の中で、Ｉﾘj治後期からは附属学校の研究的性格やその教育界に対す

る指導性が注目されるようになり、とくに大正期新教育迎勒において、附属学校等が大きな役割を

果したことは周知のところである。

もちろん、日本における附属学校は、師範学校が設置されて間もなくの頃から、師範学校生徒の

実地授業の目的のためにつくられたのである。しかし、附瓜学校に制度的基礎が与えられたのは、

明治24年11月の尋常師範学校附属小学校規程が岐初であって、附属小学校は「管内j､i多数の小学校」

の設備や学級絹制に準じて整臓するものとし、とくに当時、地域の学校には多かった単級の制によ

る学級を必ず設けることとしたのである。このことは、附属学校が、地域の学校の模範的、実験的

学校としての役割を果すべきことを意味していた。すなわち、師､b生徒実地蝋li習の目的を連するとと

もに、「管内一般小学校教育の進度に趣合せしむる」こととしていたのである。

明治40年４月に師範学校規程が制定された際、その規程の中に附属学校のことも定められること

となったが、この時にも単級制の学級をも設けることなどを原則としていた。さらに、附属学校は、

一層、教育研究をその任務として発展させることを期待されていた。とくに、「盲人唖人又'､心身

ノ発育不完全ナル児武ヲ教育センカ為特別学級ヲ投ケ之力教育ノ方法ヲ攻究センコトヲ希望ス」と

され、附属学校が、実験的実践的な教育研究の場であることの性格を一層明確にしたということが

できるのではないかと考えるのである。

大正７年７月の臨時教育会鍍におけるRlij範教育に関する答申の中でも、「地方二適切ナル軽済的

施投ヲ研究スル為各価ノ絹制ノ学級ヲ設ケ」、また附近の小学校を利用して地域に必要な教育研究

の推進をするよう指示していることは注目される。そして、「種々ナル編制ノ学級ヲ投ケ其ノ施設

及教授法ヲ研究シ教生ヲシテ之ヲ練習セシメ同時二地方二之力範ヲポサシムル」と、実験的研究に

基づいて模範学校たるべきことを明示したのである。附属学校のこのような性格が、附属学校にお

ける研究的な雰囲気を大いに促すところがあったと考えなければならない。かくして、大正期Iとか
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けて、各地の附属学校において、教育界に対する指導的な教育実践の研究や試行が展開され、大正
期新教育の中核となっていったのである。

なかでも、奈良女高師の附属小学校において展開された新教育は、一時期を画することとなり、
とくに木下主事が中心となった学習理請とその実践については多くのことが語られており、ここに
あらためて護ずるまでもないところである。奈良の学習が、附属学校の存在価値を高めたことはい

うまでもない。それはとにかくとして、先般、簸者は、木下主事が活晒した当時の、奈良女高師の

敦育学の研究教育体制について考えてみる機会があった。校長の柧山栄次は、日本の教育学草分け

の時代の箸名な教授学者の一人であり、高橋漸臣、真田幸通、木下竹次、森川正雄、小川正行、松
厨泰厳など、それぞれ当時の翻々たる教育学者が、スタッフであった。これら女高師の教育学スタ

ッフは、附属小学校における教育研究や教育実践と何らかのかかわりをもち、また「学習研究」の

にない手たちであり、とくに校長の槙山栄次は、精力的に附属学校の教育研究活動とかかわりなが

ら、木下主11Jを後援したものと考えられる。しかし、槙山栄次の業紬を、教育学史の中に位Ｉ趾づけ

る仕事は、今日まで十分行われたことはないのであって、鉦者は「柧山栄次の教育学のこと」とし

て、彼の教育学の墳郊を描きだすことを試みてみた（「学習研究』1984年８月号）。

当時、文部次官から、東北、京都の帝大総長を歴任し、後に成城小学校をおこした沢柳政太郎は、

「実際的教育学』を杏いて、空漠たる教育論ではいけない、教育の小実に基づいて教育の実際にか

かわる教育研究が行われなければならないということを主張した。その主張は、アカデミズムの教

育学の主iiIfからは外れていたが、jii要な問題提起であった。槙山は、この沢柳の「実際的敬育学」

に大いに共鳴するところがあったものと思われ、「実際的な」精神を強調したのである。すでに、

明治41年に「教育教授の新潮』を{1$いた時に、敬育轡を銃み、教育学税を研究することも必婆だが、

「自分の見識」を立てる、「思恕の独立」をi￥ることが大切である、「自ら実験を為してE１分の意

見を立てる」ことが大切であると主張していた。大正元年の「小学校における実際問題の理論的研

究」でも、「学理と実際との間に携接なる関係を有たしめ、教育者の主張をして確実なる根拠あら

しめんことは余が平素の希望である」と主張していた。また、「今日の通幣は実際的問題に対する

理論的説明の十分に行はれておらぬため、確実なる根拠なくして軽々しく教育の施設をなすという

ことである」、「その如何なる理由によってた様になさねばならぬかということを究めずして模倣

的に実行せられておることが少<ない」、ところが学校敬育では、「流行を迫うて無意味なことを

した場合には、それがため人の子を誓うべき恐ろしき結果を生ずることが少<ない」とも主張した。

さらに、大正15年の「教授新論」では、「余の見る所では、教育論の中で教授論ほど学校教育の実

際に接近しおるものはない。それ故に、学校救育の改蒋進歩を期せんとするには、空漠たる教育理

想蓋に耽らんよりはむしろ教授鐙に深入りした方が捷径であると思う。教育の実際的研究を尊

71ｔしておる自分が常に教授研究方面に多く没頭しておるのは実にこれが為である」と主張して

いるのである。槙山の校長在任は、大正８年から昭和７年までの約15年間であり、木下竹次の

学習理議とその実践の全盛時代にあたることは興味深いことである。椣山の教育実践に対する実際

的関心というものが、女高師の附脳小学校における新教f7の実践、敬育実験と決して無縁ではなか

ったと考えられるのである。真田幸恵、小川正行らも、当時の代表的な教育学者、教授学者であっ

たし、松涛泰厳なども九大に行ってからもずっと欧米の新教育思想に関心を持ち続けていたらしい。

以上の瓶実を通して考えられることは、大正期から昭和初期にかけての奈良女商師においては、

楓山校長を中心に、真田、木下、小川、松簡をはじめ、その他のスタッフをも含めて、附風学校に

おける教育の展開に関して、迎拠協力する体制がつくられ、大変意欲的な研究的な雰囲気のもとに、

敬育革新への指導的な役割を保持していたのではないかと考えられるのである。このような!！$実は、
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附属学校の研究体制のあり方に関して大きな足跡を残したものであると考えることができる。

4．戦後教育改革と附属学校の改革

戦後教育改革に際して、師範教育の撤廃が課題とされ、その時に附属学校の改革の問題も肛要な

検討課題とされた。急進的な附属学校廃止讃も語られ、文部省の省内資料の中にも、たとえば「附

属学校は比較的裕福な家庭の子弟から優秀な者を選抜し優秀な教師と施設とを以て教育し、いわば

地方における１日学習院的な存在となり、児童生徒に優越感情をうえつけることは民主教育の立場か

ら否定さるべきである」とか、「一般の学校とその成立条件迎営?liIliを異にし、とくに地域社会と

の関連の薄いことは附属学校の教育を脳い皮相的なものにしている」などの批判もあった（「戦後

教育資料」国立教育研究所蔵）。しかし、禰々論議の結果、結局廃止には至らず、附属学校の改革

が方向づけられたのである。とくに、師範学校の大学転換ということを前提として、附属学校の改

革は次のように方向づけられた。すなわち、「１，大学として教育の理洽及び実際を研究実験する

学校、２，大学として研究した教育理冶を実証する学校、３，学生が敬育研究及び教育実習をする

学校、４，現職教員再教育の使命を果す学校」であるとし、附属学校はこれらの機能をもつ上に、

「新しい大学においては、その中心的な施設として大学の研究察と緊密な連携の下に運営せられな

ければならない」とされたのである。

戦後教育改革を論議した教育刷新姿１１会においても、附属学校の性桁が論議された。結局、「学

問研究をするという点からいいますと附屈学校は是非必要であるというような主張もずいぶん強い

のでありまして、従来の幣害はぜひともこの際なくしてしまいたい、そうして研究や学問上あるい

は実験上必要な学校については幣害のない建前で以て残していきたい」（日高学校教育局長）と結

證づけられたのである。さらに、「新教育における教師の仕事の襖推困難なことは、従来の比では

ない、従って、敬育の科学的研究、教師の養成は画期的な整臓拡充が必要である」という自覚のも

とに、附属学校の改革をすすめようとしたのである。このようにして、附属学校は改革された形で、

存続させ、学問上、実験上必要な学校、教育研究と教員譲成に必要な学校として改善充実させるこ

とが決められたのである。附属学校は、戦後教育改革の中で、あらためて、その教育研究と教員謎

成に対する職責を再確認させられたということができるであろう。教育刷新委員会においては、旧

制東京高等学校を東京大学の附属学校とする過程について話題とした際にも、附属学校が単なる実

習校ではなく、「大学の研究に資する」という趣旨のもとに、Iili々捨鍍された。その際、文部省も、

附属学校の位世づけについては苦感しており、「附属学校についてはいろいろ問題があるから、そ

のことを十分検対頂いた上でないと文部省としては賛成できない」と主張した。とくに「附胸学校

については東京大学となんらかの巡IjUがあるということは一般の人述は考えて非常に特椛階級の学

校だという印象を与える虚があるから、募典その他については特に御注意をお願いしたいというこ

とを希里」したのである。これに対して「大学の側においてもそのことは前々から考えておる、決

して慢然と入れるのではない、特定の条件を持ったものを入れるので附属学校として特柵を与える

ようなことをしない」という対応をした。こうして、結果的には、「教育研究のための学級を絹成

する」ということで、いわゆる実験学校、教育研究のために必要な学校として位趾づけられること

となったのである（教育刷新委員会総会識Tl;録による）。

ところで、奈良女高師を母体として、奈良女子大学をiilI没する過程においても、附属学校の位趾

づけが1111題となった。女高師側としては、当初、六学部案（昭和23年１月）を榊想し、「大学卒業

者中には、教育関係の業務に従ＦＩＩするもの相当多数なる兇込にて、特に教育学部を設泄し、かねて

奈良女子高等師範学校の伝統をも活かさんとした」と考えて、附胸校閲をも包含した教育学部の没
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、を検討していた。しかし、文部省との折衝を通じて、女高師側の綱想は漸次縮少され、ついに三

学部案（昭和23年６月）とせざるを得なかった。この段階では、「文学部中に教育学社会学科を置

き」となったが、附属学校については、「附属高等学校、附風中小学校並びに附屈幼稚園は、単に

教育学及社会学科の目的逮成のみに止らず、女子教育全体の観点から、研究の－施設として存置す

る必要を認める」とされたのである。つまり、女商師側としては、新しい大学の中で、附属学校を
維持していくことを基本方針としていた。

ようやく文部省は、新制国立大学設趣の方針を策定し、ＣＩＥと折衝しつつあったが、この中で

一府県一大学の原則が強力にうちだされ、奈良に二つの国立大学を没Ｈ１することは困雌であるとい

う状勢となった。この頃、内藤卯三郎校長の名による「文化国家再建のために（国立奈良女子大学

設立を希いて）」という要望響（昭和23年７月）がまとめられたのは、この困難を打開して国立女

子大学を没慨しようとする熱意からであった。文部省も、ついに「女子敬育振興の為に、特に国立

新制女子大学を東西二箇所に設圃する」ことを最終的な方針としたが、ＣＩＥとの折衝の都合もあ

り、奈良学芸大学の充実のために、女高師の教育学関係を学芸大学に転じ、附瓜学校も学芸大学に

移麹して学術的な大学として女子大学を設置するように指導した（この間の綴繊については、「奈

良女子大学教育学年報」第３号に、「国立女子大学創設に関する考察－奈良女子大学の場合一」を

執錐したので参照されたい）。女高師側の女子大学概想と女高師内部における矛盾、そして文部省

とＣＩＥの指導方針とは、十分に調整されないままに、女子大学の発足に至ったものと考えられる。

前述の「文化国家再建のために」の要望香には、女子大学にとっての附脳学校の意義についてとく

に諸じていることは興味深い。すなわち、厳育の仕事がその大半母の手中にあることをも注意せね

ばなりません。学校教育がいかに整いましても母そのものに子女教育の能力無き場合には一国の文

化は決して向上しないのであります。此の意味において女子の国立大学には幼稚園より高等学校に

至る附属校園の必要であることも自明のことであります。何れの翰業、何れの専門に進む女子と錐

も母たるの梅能は常に保留されて居ります。且つ研究や教育というものがその学園の雰囲気によっ

て支配せらるる懇の大いなるに想い到れば朝に夕に幼児の動作を見、学業にスポーツに専念する生

徒の心理を観察して絶えず子女育成への関心と研究とを誘発し、これに直面せしむることが極めて

有意義であります」とあった。

結局、附属学校は復活し、女子大学にとっての附属学校、文学部にとっての附属学校ということ

の意義があらためて問われた。文学部長時代の服部英次郎が、「わが附凪学校存立の意義」（「学

習研究」1955年４月）を論じ､文学部に附属していることの意味を、「単なる教育理論の上にのみ

立つのではなく」、「その教育理論をも支える深い根抵の上に立つ」と述べているのも面白い。

ただ、服部が、流行に左右され易い教育現実を批判し、「生物科学的心理学などの教育的現実への

無反省な適用」を批判して、「われわれの附属学校は、ただ人類のi3tmiな経験の上に立つヒューマ

ニズムの実験学校としてのみ、存立の意義を有する」と主張した時、いささか抽象的にすぎたよう

に思われる。いずれにせよ、附属学校は、教育の教宵たるゆえんをlllIい焼ける身近な教育的現実の

場としてとらえられ、教育学科の復活と相まって、新しい教育実践と敬育研究の場としてその役割

を果すことが期待されたのである。

5．宮城教育大学の大学改革と附属学校

戦後敬育改茄によって、大学における教員養成という新しい原則が成立した後、今日まで35年の

間、さまざまな敬員菱成の改善充実のための実践が展開された。これらの改龍実践の中で、昭和４１

年東北大学教育学部から分離創設された宮城教育大学の拭ろみが大いに注目された。
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戦後教育改革による、師範教育の撤廃にともなって、戦前の教授法中心の教育学も批判された。

すなわち、師範学校の大学転換にともなって、師範教育を廃めるということとともに、各科教育、

各科教授法ということも甚だ軽視されるようになった。大学における教員養成ということは、諸専

門分野の教養を身につけさせることだと考え、教材研究､薮授法、教科教育法を副次的なものと考え

る傾向があった。とくに、小学校の教師の鍵成には、全教科の教材研究、教授法等がカリキュラム

上、大きな割合を占めているにもかかわらず、大学側はこの分野を軽視する傾向があった。

宮城教育大学においては、この部分を改革しなければ教員鍵成教育を改革することはできない、

大学における教員菱成ということを実質的に実現することはできないと考えたのである。たしかに、

学問的基礎の充実ということが、大学における教員養成ということの基本に据えられるべきである

けれども、学問的基礎の充実のためにも、学問と人間の関係がもっと自覚的に問われなければなら

ない、そして教えるということが生半可の学問ではできない、そういう学問的基礎と教育の仕事と

の緊張した関迎がもっと自覚的に問われなければならない、学問研究の方法と教育の方法には通い

あうところがあるなど、そういう学問と教育の関係を中心に据えて新しい教授学を探究していこう

としたのである。もとより教授学や教科敬育学というものが学問としての基礎がきわめて不十分で

あり、それを重要視するといってもむしろこれから開拓すべき課題として考えられたのである。教

授学という概念は古くから用いられているが、学問と教育の結合という視点で教育実践に即して新

たに創られるべき学問としてとらえ直していこうとしたのである。したがって、単なる教育方法、

教育技術の学問としてでなく、教えることを通して、専門諸科学や教育諸科学に対して、人間との

かかわりで新たな問題を投げかけることができる、そのような新たな学問の可能性として教授学を

考えたのである。このようにして、教授学を中心に、各教科教育を櫛造化する仕瓢や教科教育と教

科に関する専門学との関連、教科教育と教育実習や現職教育との関迎なども熱心に検討されたので

ある。ここに、教育学、心理学と、科学、芸術、技術の専門家と、いわゆる教科教育の専門家や教

育実践家による新たな迎拠と協力がすすめられることとなったのである。

宮城教育大学の大学改革がその後も持続的に成功への道を辿ったということはできず、今日、様

々な矛盾をかかえているように思われる。しかし、大学における教育革新の雰囲気は附属学校にも

影響を与え、附属小学校における熱心な独刎的な教育研究をも促したと考えられる。「宮城教育大

学附属小学校の教育」という実践記録は、附属小学校における教育革新の足跡を犯している。文部

省の、ゆとり時間の先取りという見方もできるが、この学校が本当にやらなければならないと考え

たのは何なのかという観点からこれをみれば、多くの教訓が含まれているということができよう。

すなわち、宮教大附小では、「それぞれの学校は、目の前の子どもたちに直接の賀任を負いながら、

学校変革の独自の努力を創意的に続けること、その中でそれぞれの個性的な顔、形を形づくること

が、今一番求められているのではないだろうか」と考え、各敬科部会ごとに、６年間の教科内容の

削減や縮少、順序のいれかえ、統合などを行い、週当り５時IMIの自由時間をつくりだした。その中

で、今の子どもたちにもっとも必要なもの、今の教育に欠けているものを追究し、表現的活動や創

造的活動などの能助的活助を学校の中にできるだけ実現していこうとしたのである。一般に、今の

学校ではできないこと、つまりある－つのことにたっぷり時間をかけてやるとか、教師一人ひとり

が心底から子どもたちにやらせたい、子どもと一緒に追求したいと思っていることをやろうという

ことで、創造的な実践がつくりだされていった。このような、学校が自らの顔をつくり、今欠けて

いてやらなければならないことをつくりだしていくという教育実践の基本的姿勢から、われわれは

大いに学ばなければならないと考える。そして、大学における、学問と教育の新しい結びつきをつ

くりだしていこうとする動きとかかわりながら、附属学校におけるこのような研究的実践がすすめ
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られたことはきわめて注目されなければならないといえよう。

6．教科教育の研究の課題

以上、略述したように、附属学校における教育研究の展開を通して、附凪学校が、教員養成につ

いての固有の役割を果しながら、とりわけ教育の理證と実践の結節点であったと同時に、教育革新
の先進的な開拓者としての使命を果してきたこと、そしてそれ故に附偶学校が存続したのだという

ことを再認識する必要があるのではないかと考える。教育実習に関する職fiはもとよりであるが、
それ以上に、教育研究に対する責務を明確にする必要があるのではないかと思う。

附凪学校が教育研究を使命とする以上、今日、教育研究の課題として求められている内容は何か

があらためてＩＨＩわれなければならないだろう。しかし、それは個々の学校の歴史と現状の中で検討

されなければならず、女子大の附属中学校高等学校としては、今日何をこそ課題とすべきかが、問

われなければならない。この点については、それぞれの学校が課題のU1確化に努めなければならな

いことである。ただ、教員鍵成問題にかかわってきた立場から、一般蒲として考えてきたことに諒

及するならば、附属学校はやはり、教科研究、教科教育法等の基盤を砿】Xしていく拠点となるべき

ではないかということである。多くの教育系大学では、近年、敬科教育の鮒座を雛iiiし、附属学校

等との迎僻協力による栽科研究の展開が期待されているが、しばしば形式的な関係だけで敬育研究

に関する実質的な協同は連成し難い。本学の場合、附属中学校商等学校の一面救育を確立しこの点

に関してすでに永年の紐験をもっており、中学校高等学校の一貫した戦科の系統を検討し得る点は

大きな利点であり、教育系大学とは異なって大学に教科教育の諏座はないが、附属学校における教

科の研究と教育のための組織はそのまま教科教育の識座と考えることができる。。

教員養成のための教育活動の中で、もっとも改善充実を求められてきたのが、この教科教育法、

教材研究に閲する部分であって、大学における教員霊成の原IlIjが確立されて以来、ずっと諸専門と

敬育諸科学の狭間にあって常に従属的な位置しかもたなかったのである。敬科戦育の分野は、一般

に諸専門のアカデミズムの立場からもきわめて軽視され続けたのであって、それは日本の学問の歴

史や学問と教育の関係の歴史などともかかわって、学問と教育とは別である、節一線の研究者は教

科密の執簸などにはかかわらないといった風潮が続いてきた、あるいはまた、戦後改革によって新

制大学が､]られた時にも、アカデミズムでは評価の低い人を教科教育にまわしたというような事実

も灰川するのである。少なくとも若い間は、諸専門の細分化された研究課題に関心がむけられ、科

学、芸術、技術と人間形成といったいわば総合的な問題に目を向ける人は決して多くはないのであ

る。このような棟々な理由によって、教科教育に関する研究成果を泰げまたそれによって学問的評

価を得ることはきわめて難しく、分野によるちがいもあるが、研究者の世界では片手間のサイドワ

ークとしかみなされなかった、また教育実践家のすぐれた教育研究にしても、それがアカデミズム

における評価を得るにはさまざまな陛路があった。

しかしながら、学問の系統や方法と人間の発達、認識の発連の側巡を解IﾘＩする教科牧育の研究に

ついては、一脳責任のある研究体制を確立する必要があるのではないかと思う。

全国の教育系大学学部には、文部省の政策によって、数科教育の学科目定口がおかれてきたが、

教科敬育の研究を本格的に推進する体制はまだまだ不十分である。毅科戦育のdIMlnの総合性という

ことと、緒専門の研究者と毅育研究者と教育実践家の迎撫協力が必要であることなどのこともあり、

教科教育それのみを固有の研究課題とする研究者は多くはない。このようなＩＨＩ題状況を考えた場合、

本校のような中学校高等学校をもつ附属学校が、毅科教育の研究の中心的なにない手になるという

可能性はきわめて菰嬰な意味をもっているのではないかと考えられる。
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かって国大協教員鍵成制度委員会において調査を行った際、附属学校教官が較科教育等の研究教

育に直接に参加しているケースは多くはなかった。「附属学校の教官が教科敬育法等の授業を担当

している大学は、東京大学、名古屋大学、広島大学、お茶の水女子大学、奈良女子大学などであり」、

敬科敬育の鋼座をもつ教育系大学では、教員菱成実地指導非常効調節の制度によって－認の附属学

校教官が参加している程度である。したがって、「附属学校は、本来、大学の研究教育と密接な関

迎をもち、大学の研究教育の目的に即応した実験、研究を行うことを主な目的の一つとしている。

従って、敬育実践と結合した具体的な教育研究、特に教育内容、方法の研究に関しては十分な施設

投備とスタッフを価えることが望まれる」と報告されている（国立大学協会教員漣成制度委員会「大

学における教員養成」、昭和55年11月）。本学のように、附属学校が教科教育の理請と実践の中心

である現状をもっといかしていくことができるのではないかと思う。附瓜学校が中心となって、そ

こに必要に応じて、各教科の背後にある文科、理科の学問の成果や方法を反映させるために、諸専

''１の研究者の税極的な協力を組織していくことができるのではないかと思われる。もとより、附属

学校教官自身が学問研究に関してすぐれた実績をもつ場合も多々あることだが、教育研究のための

研究協同が、附属学校を拠点として追求される可能性をもっと実際的な課題として考えてみる必要

があるのではないかと思う。

教科敦育の学問性についても、今日なおしばしば疑問がもたれ、敬科教育の研究の性格について

も必ずしも十分な共通理解があるとはいえない。しかし、教科教育に関する先行研究も、今日、よ

うやくかなりの薪積をもつようになっているといえるのではないかと思う。たとえば、国語教育に

はすでに戦前からの、読解教育や作文教育についての多くの遺産がある。岐近では、言語教育や文

法教育についても多くの講議があった。数学教育についても、小倉金之助の業綱以後、数学教育改

良の述助がすすめられ、近年では数教協の実践的な問題提起をめぐって多くの鎗識が行われてきた。

また、数学戦育の現代化をめぐって鋭い争点もあり、数学教育の系統についての考え方もさらに鎗

鍍の対象である。歴史教育、地理教育についても、戦前からの過産がある上、戦後の社会科発足以

後、その目標や系統、方法の点で多くの争点を残しつつ今日に至っている。とくに、軽験と系統に

関する矛盾とその統一の課題は、社会科教育にとって中心1111題であった。自然科学と教育について

も、科学教育に関する連動、科学教育の現代化などをめぐって、学問の系統と教育の系統について

の趣論が発展させられた。あるいは、外国語教育、芸術教育、保腿体育教育、技術教育、生活科学

教育等についても多くの論議と教育改良の提案がなされてきた。このような膨大な戯の教科教育の

理論と実践を典約し、教科の基本概念と方法、技術を正しく学習させるための系統と方法を確立す

ることに関する学問の可能性があるのではないかと思う。

敬科教育学と呼ばれている領域の可能性については消極的である場合にも、すぐれた学問的業績

が、すぐれた人間形成への関心を培ってきた事実には注目せざるをi\ないであろう。学問研究の成

果が正しく伝えられ、人間形成にかかわらなければならないという'111題が、今日、あらためて自覚

的にIM1われているのである。この点に関して、元宮城教育大学学焚林竹二が、次のように述べてい

たことは注目しなければならないと思う。すなわち、「本当に研究なり学'111なりに絨実であるなら、

どうしたら次の世代に商い水準の知識や学問の成果を正しく伝えられるかに深い'19心をもたないと

は考えにくい」、「教育をおろそかにするということは、結局は、研究者としての誠実を問われる

ことにならないでしょうか」と述べ、学問と教育を別のものとする考え方に反諭している。

敦科敬育の研究は、どのような素養を培った人たちによってになわれるべきなのかという問題も

ある。文科や理科の学問をやった人間、あるいは芸術、技術をやった人ＩＨＩが、敬汀と人間形成につ

いて瀞えることは必要である。しかし、文科や理科の人間が教育の視点をもつためには、しばしば

－９ 



まわり道や方向騒換をしなければならない。ところが、教育学をやった人間やはじめから教科教育

を志した人間は、教科の背後にある学問の体系や方法について十分な基礎を培うことがむずかしい。

そのため、どちらからアプローチするとしても中途半端になりやすく、教科教育それ自体の学問と

しての固有の体系や方法が確立されているとはいえない。そういう意味で、教科教育を固有の研究

課題とする研究者はきわめて育ち錘いのである。したがって、教科教育の研究を本格的に櫛薬する

課題は、なお将来の検討課題であり、固有の研究者が育てられなければならないという課題も、将

来の検討課題である。文学、理学の大学院研究科の中に、教育への視点を培う研究教育体制を確立

する課題や、教育学研究科の中で、認識発達と人間形成の総合的な研究教育体制を砿立する課題は

早急に検討されなければならない。このような新しい方策の一環として、附属学校を総合的な教育

学教授学の研究科と考え、諸専門を基盤としすぐれた研究体験をもつ現職教員が、教育懸験を通し

て教科救育の研究と教育のにない手になるという道筋が考えられるのではないかと思う。附属学校

の教師典団は、教科教育の釧座の集団と考えることができるのではないかと思う。

おわりに

私は以前、教科教育の問題について、教育学の立場から従来どのようなアプローチがなされてきた

のかを概観するために、「教員養成における教科教育の研究と教育」（「教育学研究』第48巻４号）

という論秘を轡いたことがある。この時も、各教科毎に従来どのようなアプローチがなされてきたか

ということについてはほとんど視座を広げるよゅうがなかった。しかし、この捻稿をまとめる時に考

えたことが、今日もそのまま課題であると考えている。とくに、城丸牽夫が「現在の科学芸術が達成

した商い水準に依拠し、これを国民大衆に普及するという観点に立ち、－画し、統一した自然観、社

会観のもとに具体的なことがらやものを通して、理法や形象を低次なものから商次なものへと導き、

逆に又、このことを通して、統一的、綜合的な自然観、社会観を子どもに把握させることを研究する

必要がある」と主張したことに言及した。さらに、城丸は、教科教育の研究を充実させるために、①

各教科の基本楓念、基本技能、全体像の究明、②子どもの認識と欲求の系統的発逮の解明、③授業分

析能力の菰視、④研究推進能力の重視などを挙げていたが、これらの基礎的な作業が今日も課題であ

り続ける。そして、教科教育の研究への教育学的アプローチの歴史を通して、私は次の諸課題を摘記

した。①教育内容に関する研究能力の重視、②教職課程の綱造化（原理、心理と教育実習、教科教育

等の関迎づけ）による教師学の確立、③諸専門と教育諸科学、教育実践の学際的研究協同体制の樹立、

④教職教義の刷修基単の再検討、⑤各教科の独自の意義と、全人格発達における各教科の役割と各教科

相互の関係の明確化、⑥教科教育の研究と教育実践の関連などである。これらの仕則｢もなお今日も依

然として課題である。

もとより、教育実践を基盤とした学問研究には多様な広がりがあるが、個別教科毎の系統的研究と

各教科相互の全人格形成への関与の視点から、教科と人間形成の関迎を総合的に研究する課題は、ま

だ緒についたばかりであり、附属学校に期待されている役割として大きな探題であると考える。

－１０－ 



奈良女子大学文学部附属
中．高等学校研究紀要第26災
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情報処理教育について
（卒業生に対するアンケート調査より）

数学科

木村維男・玖村由紀夫・中尾博一

平塚智・松本博史

Ｉはじめに

本校では、昭和50年度より奈良県立情報処理教育センターを利用して、悩報処理教育（主として

電子計算機、電卓の利用に関する研究）に取り組んできた。本年度はちょうど10年目にあたる。表

Iはその歩みの大路である。

(表ｌ）本校の悩報処理教育の歩み

昭和50年当時における悩報処理教育は商業科、工業科が中心であり、県内はもちろん全国的にも

晋jui科での授業の－斑として生徒全員に情報処理教育を実施していたのは本校のみであった。

昭和50年度の実習はセンター主導型であり、教師は引率者にすぎなかった。実習の目的はコンピ

ューターを直接操作する「体験」を通して、社会全般に広く利用されていたコンピューターに対し

て正しい認識を与えることであった。したがって、普段の授業から得難い測々の効果を期待し、ま

ず「実践」するととから始め、漸次改善していくという方向で出発した。その間には教師の研修も

深めていった。

昭和51年度からは、実習のため、高二において、フォートランの初歩を４，５時間程度事前指導

し（表２）、その後２日間のセンター実習を行った（表３）。
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年度（昭和） 実習内容 関連事項

卯印記認図弱露訂兜弱
センター実習のみ２日間

事iii指導（４，５時間）とセンター実習

２日間

カード穿孔機をリース

J廟i指導用テキスト作成

rlriii指導と実習３目間(マイコン実習を含む）

マイコン第１次ブーム

(安価なもので60万～80万円）

ＰＥＴ2001、ＭＺ８０Ｋ

「６ヶ年を通した情報処理教育」

を本校紀要に発表

ＡＰＰＬＥⅡ、ＰＣ8001

ＯＡ革命始まる。

本校紀要に発表

ｾﾝﾀｰにて近附連数学部会を開催



● 

(表２）邪前指導（５１年度）

(表３）センターにおける実習内容（51年度）

昭和53年度から校内にカード穿孔機をリースし、生徒各自の課題を穿孔させた。それを持参して

センターの実習に臨んだ。

また、６年一画の数学教育の中で、電卓とコンピューターの取り扱いを表４のように位置づけ、

数学を「コンピューターで教える」ことをめざした。このように、われわれは「体験学習」から

「魎卯機利用による数学教育」へと目標を変えた。
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指熱内容 時間配当 備考

(1)電子計算機と現代社会4三活

(2)電子計算機のしくみ

(時間）

０．５ 

(3)例題１（台形の面積）により、流れ図のつくり方

(4)例題１により、フォートラン文法のうち

①文字、データーの型、記憶場所につける名前

②文（注釈行、ＥＮＤ行）

０．５ 

文法のみを説UＩす

るより、適当な例

題により寸必要な

文法を税明する。

③入出力文

④代入文

⑤制御文のうちＧＯＴ０文、ＳＴＯＰ、ＩＦ文

１ 

(5)例題２（ヘロンの公式）により、流れ図を自分で作ってみ

る。プログラム作成に必要な文法で、関数、論理演算電子を

教え、自分でコーディングする。

１ 

例１によく似た例

２を自分で作って

みる 。

(6)例題３（選択問題）により、流れ図、プログラムの作成

第一日

カードせん孔①

学校でコーディングしたプログラム（へ

ロンの公式）のせん孔とデータの作成

電子計算機操作①

スライド①

電子計算機一般について

プログラムの補充①

出力したリストの説ﾘＩ

例題３（ｉ'すの値）のプログラムの完
成

紙テープせん孔①

製図の例題を仕上げて製図機にかける。

第二日

1J学とプログラムチェック①

Ｘ－Ｙプロッタ

データスコープ

数値制御機器

i'了のプ。グラムを完成
紙テープせん孔②

齢のプログラムのせん孔とデータの
作成

fE子計算槻操作

小型計算機操作

２つのグループに分れて操作

マークシート・小醐叶算機操作①



(表４）指導内容（.)はコンピューター（卓)は電卓の内容を表す。
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指導項目 指鄭内容

中Ｉ

1．素鋭｡）

2．正、負の数と晒

卓の使用法蝋

3．比例、反比例の

グラフ(劇

4．面積、体繭(』;り

、１００までの素数を求めた上で、１０００までの素数の表を見せる。

･正、負の数の四Hlj演算に習熟したうえで、仮平均利用の応用問題解

決のため、電卓の使用法を教える。

･正比例、反比例のグラフをえがくのに、できるだけ区Illlを小さくと

って電卓利用により、正砿なものとする。

･身のまわりの物の量を堪卓を使って求めてみる。

中２
1．平面図形の論証

(．） 

･推論の流れを図式化するとともに、日常の物事の処理の手順も図式

化してみて、見やすく工夫をする。

中３

Ｌ平方根の値(｣'1）

２実数の分類(｡）

３．２次関数、３次

関数(卓）

４．円の性闘｡）

5．三平方の定理１ｺ）

6．統計(卓）

･電卓を利用してI/TTの近似値を求める。
･分数を小数になおした表を見せる。

､電卓利用により、ｙ＝ロエ２，Ｊ＝ａｘ３のグラフのｘ＝Ｏの近傍にお

ける変化のようすの迎いをできるだけくわしく読みとる。

･図形の證証の手順を流れ図に書いてみる。

．＠2＋６２＝Ｃ２をみたす100以｢の懸数解を見せる。

･平均、標準偏差の意味を知り、電卓利用により、煩雑な計算を処理

する 。

一同１

1．方程式１ｺ）

２対数(劇

3．指数、三角関数

(卓）

4．その他(卓）

･文字係数を含む方程式“＋ｂ＝Ｏ、ａｚ２＋“＋ｃ＝Ｏの解を求める

のに、α罠０，α＝Ｏなどの場合分けに判断記号を含む流れ図を導

入して、計算機実習のための基礎とする。

・電卓を利用して、対数表の作成を試みる。

・電卓利用により、指数、三角関数のグラフをできるだけ正確にえが

〈 。

・等式、不等式の検証、顛推に迩卓を利用する。

一間２

Ｌ行列の倒｡）

２１次変樹｡）

3．漸化式(｡）

4．二項定理(｡）

5．計算機実習(｡）

・行列の積、〃乗を計算した表を見せる。

・１次変換をほどこした図を見せる。

・漸化式より第〃項を求めるのに、くり返し処理を含んだ流れ図の作

成を指導して、数学的帰納法を明確につかむ。

･パスカルの三角形を印字したものを見せる。

・実習に向けて、中】からの既習教材で、手順を明確にし、流れ図で

整理しフォートラン文法の解鋭までを４時間で事前指導する。

実習は奈良県立悩報処理教育センターで２日間行う。

一酉向へ。

1．数列の極限(｣ｉｆ）

2．関数の極限

３関数のグラフ(．）

４定積分(j;り

5．二項分布と正規

分布(｡）

・電卓を利用して、数ﾀﾞﾘの収束、発散のようすそ調べる。

･電卓を利用して、 lim三四‐ニ
エ→Oｘ、

Iim 

〃→Ｃ旨つ

(]+割
〃

の値を求めてみる。

・コンピューターのえがいたサイクロイドなどを見せる。

･区分求積法により図形の面硫を求めたり、台形公式、シンプゾンの

公式等により、求戯を行うのに、電卓を利用する。

･二項分布が正規分布に近づくことを理解するため、コンピューター

のえがいた両分布のグラフを見せる。



昭和53年度時点では、「アルゴリズム」の指導を数学教育の中に位置づけることを計画した。

アルゴリズムについては「数学をアルゴリズムの立場から教えよ」（ユネスコ編心世界の数

学教育〃共立出版Ｐ330）という主張もあるように、その必要性を理解しつつも、十分な実践がで

きていないので、今後、われわれの課題としたい。

いろいろな問題点を持ちながらも、昭和57年度には本校独自のＦＯＲＴＲＡＮ用実習テキストを作

成し、これに基づいて実習を実施している。一方、この１０年間に、コンピューター言語は大きく変

化した。資料としては、古いが先に掲げたい世界の数学教育〃によれば、

1970年

25.8（鬼）

33.6 

３．４ 

1975年

６２．４ 

１８６ 

４．６ 

ＢＡＳＩＣ 

ＦＯＲＴＲＡＮ 

ＣＯＢＯＬ 

である。最新の資料は未見であるが、ＢＡＳＩＣがさらに増加しているのではないだろうか。

また、との10年間には教育でのコンピューター利用の面でも大きな変化があった。すなわち、現

在ではＣＡＩ（コンピューター支援教育）、ＣＭＩ（コンピューター管理教育）、情報処理(仕組み

と操作教育）と大きく三分されつつある。しかし、ＣＡＩやＣＭＩにはすぐれたユースウエアの用

意があってはじめて効果があがると思えるので、それを持たないわれわれの及ぶところではない。

しかし、ＦＯＲＴＲＡＮ実習での生徒の作品（表５）に見られるように、生徒自らの発想により、

教科としての数学にとらわれることなく、自由に課題を設定し、プログラムを組み、コンピュータ

ーを走らせている姿は日常の教室での教師による教壇からの一方的な教え込みではなく、「問題解

決」型の学習である。このような学習を日常の教育で展開するためには「センター据置型」から

「パーソナル型」への転換が必要である。また、表４の大部分の内容はマイコンを利用して画面上

に動きを持って生徒連に提示することができ、コンピューターを「視聴覚機器」として利用するこ

とができる。このように現在のコンピューターを取りまく状況は「ＦＯＲＴＲＡＮからＢＡＳＩＣへｊ

「センター据置型からパーソナル型へ」、「体験から手段へ」と大きな転換期にあると考えられる。

そこで、われわれはこのような動きに対応するため過去10年間にわたって実施してきた県立情報処

理教育センターでのＦＯＲＴＲＡＮ実習を見直し、将来の情報処理教育を展望するため、卒業生に

アンケート調査を実施した。今回の報告は、このアンケート調査の分析と考察が中心である。

－１４－ 



(表５）昭和54年度中型電子計算機（ＮＥＡＣ２２００シリーズ）による生徒作品

（）内は作品数

Ｌ事前学習例題から

・ローレル指数（13）

・三角形の面積（10）

・四則演算 （３） 

・商と余りを求める（１）

・台形の面積（４）

・立体の体積（５）

2．数学教材から

・２元１次方程式（１）

・３次方程式（１）

・九九の表 （１） 

・フェルマーの定理（１）

．〃進法変換（１）

・ユークリッド互除法（３）

・紫数 （２） 

3．物理教材から

・斜方投射 （７） 

．…'十;g'@（１）
・温度変化による音速（１）

・第１宇宙速度（１）

・地震の発生頻度（１）

4．その他

・スポーツ

（雰鯏1jik;ｉｉﾚｰ）
・曜日を求める（２）

・元利合計

・２次方程式

・データの平均

・立方根、平方根表

・最小値を求める

・数列の“、ｓ〃を求める

（３） 

（５） 

（２） 

（４） 

（１） 

（14） 

（２） 

（１） 

（１） 

（１） 

（１） 

（１） 

（１） 

･乱数

・ランダムウォーク

･角度の変換

･座標変換

．赤の値を求める

｡ｅの値を求める

・グラフをかく

･地球の純度と遠心力

･バネ振子の振動エネルギー

･恒星と地球の距離

･恒星の直径、絶対等級

・重力加速度

（１） 

（１） 

（２） 

（４） 

（１） 

・家庭科

(蕊繍Ⅲ毯立の億段）
･星占い、国鉄通貨、世界の時刻

アンケート（Ｐ１５，１６参照）

1．対象

学校で事前指導を受けていて、電算機とかかわる機会が増えるであろう高学年の学生、

社会人を対象とし、昭和51年～53年に実習を受けた３ヶ年の卒業生に実施した。

２形式

主として択一方式

3．実施時期

昭和59年６月（ただし、回答は59年３月現在で）

Ⅱ 

または

－１５－ 



４．回収率

、司

一一因Ｆ円Ｆ正一
一■四－Ｆ■
￣■■－－ 

5．処理

回収したアンケートは、マークカードに転記し、それをマークカードリーダーでマイコン（ＭＺ

BOB）に入力処理をした。その後、個人回答一覧表、年令別・男女別回答一覧表、クロス集計表

として出力した。

Ⅲ結果と考察

１．設問別分析

回答者233名について、各設問の結果の率を（）内に百分率で表し、帯グラフとした。ただし、

回答が全員より得られなかった設問については、回答者の人数を〔〕内に表した。電算機のう

ちマイコンにはＭ、コンピューターはＣと略記した。なお、電算機といえば両者を含むこととし

た。

〔１〕高校卒業後の生活

（１）学生生活の年数

(2)社会人生活の年数

(3)現在の生活

(4)学生時の専攻

〔２ 〕学生時の電算機の利用

(1)自主的読替

無
鍾

読んだ（３３） 読まない（58）

●
●
■
●
 

Ｍ
Ｃ
 読んだ（24） 読まない（６７）

無
答

－１６－ 

実習年度 発送 回収 回収率

5１ 128名 68名 53.1％ 

5２ 136 7７ 56.6 

5３ 131 8８ ６７．１ 

計 395 233 59.0 

瀞 ４年（65） 5年（15） 6年(９）
その(lｈ
(５） 

なし（64） 1年（18） 2年（13） 亨辨

学生（42） 社会人（５０）
無職
（８） 

人文（22） 教育(8) 社会（21）
家政
（４） 急ザ

理
(４） 

エ（19） 医薬(14） 亨?#



(2)受鋼

無
答
な
ど

←
←
 

■
●
●
□
 

Ｍ
（
。
。
）

(3)利用度 無
答
な
ど

●
●
●
●
 

Ｍ
（
日
）

の利用Ｃ

Ｊ
１
 

、
別

１
 

１
Ⅲ
 

●
●
■
●
 

Ｍ
Ｃ
 

その他」
②使用した文法

〔９６〕

〔８０〕

その他

●
●
●
●
 

Ｍ
Ｃ
 

● 

予想されたことながら、時代の流れとして、マイコンがコンピューターより多く利用されている。

また、マイコンに関する知識は大学での講義が少ないこともあって、独学で得る部分が多く、コ

ンピューターについては識義によって知識を得ていることが多い。ただし、我６で見られるよう

に、年々大学での電算機に対する受講者は増加する傾向にある。

（表６）

［［モニノヲ･イヤﾘﾋﾟﾆﾉｦﾜﾌ；'１ｳｸﾞｲ］コ

アら'ケー１，ハーココーウと。

１ 

５ｓ菰'ソリ千一ヨウワーコシ：Ｂ（２４）２５（７４）

５３ネコソリ干園ヨウフーョシ８１（３）３３（９７）

５３ネコソリ千・ヨウ8９（１３）５８（８５）
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

５４ネニノソリキ毎ヨウワーコシ：Ｂ（２１:l）３２（７８）

５４ネコソツキ“ヨワシ際ヨシ；４（１１）３２（８９）

５４宝コソツキ②ヨウ8１２（１６）６４（８３）
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－-－－－－－－ 

５５ネコソOｿ千．ヨウワ･コツ８１〔､（２１）３６（７７）

５５ネンソツ千ロヨウシーョシ８１１（２７）２７（６６）

５５京ニクソリ千・ヨウ８２１（２４）６３（７２）
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－￣￣￣￣＝= 

５３－５５卓コソ､ソヴー墓'シ８２６（２１）９３（７６）

５３－５５京ニノソツシーョシ８１６（１４）９２（８３）

５３－５５ネコソリケイ８４三（１８）１ｓ５（７９）

－１７－ 

受けた（18） 受けない（79） (3) 

受けた（42） 受けない（55） (3) 

よく（14） ときどき（３０） 利用しない（５５） (1) 

よく（10） ときどき（22） 利用しない（６７） (1) 

← 

← 

餌義
(12） 

識義と処理（32） 独学(11）
処理・ソ

フト(11）

ソフト

(７） 
ケーム(別） (3) 

鋼義（52） 識義と処理（36）
処理・ソ
フト（８） (4) 

(4)①利用の仕方 その他］ 

ＦＯＲＴＲＡＮ 

(１５） 
ＢＡＳＩＣ（75） その他(10）

FＯＲＴＲＡＮ（田）
(５） (４） (３） 

考察
BASlC-JCOBCU」Ｌ



〔３〕社会人になってからの電算機利用

（１）自主的読瞥

■
印
■
●

Ｍ
（
口
」
》

Ｊ
１
 

鯛
駒
ｆ
ｆ
 

(2)利用度

●
●
●
Ｇ
 

Ｍ
（
。
）

Ｊ
１
 

閉
爵
Ⅲ
Ⅲ
 

〔利用する内容〕

･各種データー処理（14人）

･債権分析（１人）

（３）知識の修得場所

・ソフト開発（１０人）・システム開発（２人）

・入試処理（1人）

専門学校で

Ｃ
●
●
●
 

Ｍ
Ｃ
 

１
Ｊ
 

露
羽
Ⅲ
Ⅲ
 

･考察

学生の時と社会人とでは読書、利用度ともにその比率に変化は見られない。ただし職場での電算

機に関する知識は、入社後の社員研修で得ているものがほとんどである。

〔４〕マイコンの所持無答

〔５〕実習のとらえ方

（１）実習は楽しかったか

(3)必要性

(5)関係したものは実習が役立ったか。Ｖ役立たず

－１８－ 

よく(9) 読んだ（３１） 読まない（60）

よく（９） 読んだ（17） 読まない（76）

よく（15） ときどき（28） 利用しない（57）

よく（18） ときどき(14） 利用しない（68）

大学
（６） 会社（53） １ ▼、〃】Ｉ 独学（38）

大学（14） 会社（72） 専門学U【

(７） 糯

持つ（16） 持たない（83） (1) 

Ｊ＿ 

はい（79） 何とも（18）
いいえ
(3) 

少ない（58） 適当（40） (2) 

(2)実習瞳多k、

必要（67） 何とも（29）
<要
4） 

多く（11） 少し（妃） なし（40）

(4)卒業後、実習と関係したようなことがあったか。 １W;答

FFY五言ﾗｰ両ラーＴ荷ててTT51届iｌ



･考察

過去の選験として楽しく思いかえし、今後の生徒にもよいこととして、その必要性を認めるもの

は多い。

〔６〕実習に対する意見（紀述式のまとめ、人数）

５１｜ 

,’ 

｜
釦
３
１

Ｑ
Ｉ
【
Ｉ
川
岳

１
３
２
’
 

４
８
６
 

・考察

大半はよい経験であったと考えているが、とくに文系の女子にその傾向が強いようである。また、

実習をキー入力に改めて、時代の流れに合わすべきである（下の意見Ｂ）等の意見には傾聴すべ

きものがあり、今後の学習の方向を示しているものとして興味深い。

〔卒業生の声〕

Ａ，僕の遜験としては実習は修学旅行などと同じぐらい楽しかった。裡雑な機械を自分の思うよう

に動かせて、思うままの計算をやらせることはとにかく楽しい。この楽しい径験が．将来自主的

にコンピューターを使わせる動機とならないとも限らない。またそうならない人の場合でも、こ

れだけあちこちでコンピューターが使われている時代であるから、それがどのようなものかを知

っておくことは絶対必要なことだと思う。また、コンピューターの力を過大視しないためにも、

それは必要なのではないだろうか。（大学院生、理系男子）

Ｂ、このごろの大型コンピューターの入力は、ほとんどキーボードとディスプレイが使用されてい

ると思います。コンピューター実習をやることは、これからの愉報化時代に対応するための入口

としてよいことだと思いますが、穿孔カードにより入力するものなら、手間がかかり、無駄な時

間や紙を使うし、コンピューターはめんどうなものという印象を与えるので、前時代的な方法な

らやめた方がいいと思います。（会社員、文系女子）

２．段間間の分析

設問のうち、それらの回答に何らかの関迎があるかどうかをみるために、興味あるテーマを選

－１９－ 

項目 内容 文 理 男 女 計

肯定的

．よい経験であった。

．楽しくてよかった。

・大学で役立った。

・進路決定の条件となった。

５１ 

５ 

２３３２ 
２ 

３５２２ 
２ 

０３１ 
５ 

両８３２

改善

・時間が不足。

・ＫＥＹ、ＤＩＳＰＬＡＹ入力をすべき。

・ＢＡＳＩＣをやるべき。

・その他の言語で。

・時前学習を充実すべき。

・時代に則したものを。

・学校ですべてをやるべき。

・クラブを作るべき。

・ハードのこともやるべき。

８２９７３１ 
１ 

８４６２５１３１ 
１１ 

５１９１８３３１１ 
２１ 

１５６１４１ 
１ 

６６５２２４３１１ ３１１１ 

否定的

･希望者だけでよい。

･無意味である。

･疑問である。 １７４ ３１２ ３５４ １３２ ４８６ 



んでマイコンを利用してクロス集計を行った。その結果について、さらに、ｒｐ－検定をほどこし

た。以Ｆについてはそれらの考察である。

〔１〕学生と社会人という身分の通いによる差はあるか。

実習の楽しさ、実習fitの適否、今後の実１Wの必要性など、実習に対するとらえ方には、学生

と社会人という身分での差異は認められなかった。（表７）。また、卒業後の電算機とのかか

わりについても何ら有意差はない。マイコンの所有率にしても差はない。

（表７）

■■エ■
函一回ｍｍｍ
ｍ■正司ⅧｍｍＦＦ■
廊冠四mmⅢ■■■
－－可 x2=0289＜juib5＝3.841 

〔２〕〕文系進学者と理系進学者による差はあるか。

学生時の専攻が理学、工学、医学、薬学、興学系のものを理系進学者とし、その他のものを

文系進学者と分類した。両者の差異を考察したところ、実習鼠、実習の楽しさなど実習についての

感じ方には有意な差がなかった（表８）。理系のものは、卒業後実習の内容と関係したことを多く

経験し（表９）、実習の必要性を強く感じていると認められる（表10）。また、理系のものは

文系のものに較べて、学生、社会人生活をjuiじて電算機と接する機会、読替nt、受講員とも多

く、動機づけとして高校での実習が役立ったと考えている。

学生時代のマイコン、コンピューターの利用頻度は文理で差があり、社会人になっても、依

然コンピューター利用については差があるが（表11）、マイコンの利用については差がなくな

る（表12）。

（表８）

Ｆ一五

配－mm、
函一ｍｍⅢ
曄醗＝■■■■Ⅲ■■■
－－m 

￣＝霊￣ 

x2=0004＜端05＝3.841

(衣９）

一罵勇雲
目と卒業後の僕

￣ 

鋲＝1258＞燗０，＝6635

－２０－ 

学生 社会人 計

必要 肌 5２ 146 

不要 4７ 2２ 6９ 

針 141 7４ 215 

実習の必要性 学生 社会人 無職 計

必要 9k１ 5２ 1１ 157 

何ともいえない 4５ 1７ ６ 6８ 

必要でない ２ ５ 0 ７ 

肝（人） 141 7４ 1７ 232 

実習の楽しさ 文 理 計

楽しかった 108 7３ 1８１ 

何とも 2５ 1７ 4２ 

楽しくなかった ４ ３ ７ 

計（人） 137 9３ 230 

文 理 計

楽しかった 108 7３ 181 

そうでなかった 2９ 2０ 4９ 

肝 137 9３ 230 

実習と卒業後の関述 文 理 ilf 

多かった ３ 2０ 2３ 

少し 6４ 4８ 112 

全くなし 6８ 2５ 9３ 

計（人） 135 9３ 228 

文 理 計

あった 6７ 6８ 135 

なかった 6８ 2５ 館

計 135 9３ 228 



（表１０）

二

壷ヨｍｍｍ
－泪囮、田

￣ 

ｘ２＝6.8787＞ xib，＝6.635 

(表１１）

時面ｍｍｍ
ＥＴＨｍｍＴ■四ｍ

￣ 

r2＝4.263＞ ﾎﾟ05＝3.841 

（我１２）

＝ 
雨一面Ⅷ、
翫司刀西田■【■■■

￣ 

x2＝3076＜ 燗05＝a別１

〔３〕実習についてのとらえ方によって、卒業後の電算機とのかかわりに差があるか。

実習が楽しかったと答えたものが約80％に連しているが、だからといって、卒業後も電算機

と積極的なかかわりを持つとはいえない（表13）。実習は校外学習で、電算槻が自由に使える

など、普段の授業と全く異なり、種々の体験が楽しいだけで、卒業後の電算樋とのかかわり

（読普、受識、利用など）を深めることまでつながらない。また、実習H1のとらえ方について、

実習且が多い、少ないによって、学生時代の電算機の利用頻度に差はないし（表14）、職場に

入ってからマイコンの利用頻度にも差が見られないGAil5）。つぎに、実習の必要性を感じて

いるものと、そうでないものとの電算機に対する取り組みでは、学生時代に差が認められるが

（表16）、社会人になると蕪がなくなる（表17）。

(表１３）

￣ 

罐＝1.510＜ 端０５＝3841

－２１－ 

文 理 計

必要 8３ 7１ 154 

不要 5４ 2１ 7５ 

計 137 9２ 229 

実習の必婆性 文 理 計

必要 8３ 7１ 154 

何とも 4９ 1９ 6８ 

必要でない ５ ２ ７ 

計（人） 137 9２ 229 

職場でのコンピューター*II用 文 理 計

よく利朋 ６ ９ 1５ 

ときどき利用 ９ ３ 1２ 

利用しない 4２ 1２ 別

計（人） 5７ 2４ 8１ 

文 理 計

利用 1５ 1２ Ｚ７ 

利用しない 4２ 1２ 5４ 

計 5７ 2４ ８１ 

文 理 計

利用 2２ 1４ 3６ 

利用しない 3７ 1０ 4７ 

計 5９ 2４ 8３ 

職場でのマイコン利用 文 理 計

よく利用 ４ ８ 1２ 

ときどき利用 1８ ６ 2４ 

利用しない 3７ 1０ 4７ 

計（人） 5９ 2４ 8３ 

楽しか
つた

そうでな
かつ士

計

利用する 6１ 1２ 7３ 

利用しな0， 120 3７ 157 

計 181 4９ 230 

学生時の
コンピュ一夕-利用

楽しか
つた

何とも
楽しくな
かつ士

計

よく 1９ ３ 0 2２ 

ときどき ⑫ ７ ２ 5１ 

利用なし 120 3２ ５ 157 

計（人） 181 ⑫ ７ 230 



（表１４）

-ラ

端05-3841x2＝0.010＜ 

（表１５）

－う

x2＝0.798＜ ﾎﾟｏ５＝3.841 

（表１６）

→ 

x2＝lU85＞ 垳０，＝6635

（表１７）

－＞ 

Ｚ２＝0049＜ｘ;０５＝3841 

－２２－ 

少ない 適当 多い 計

よく利用 1６ ６ 0 2２ 

ときどき利用 2６ 2３ ２ 5１ 

利用なし 9０ 6４ 155 

計（人） 132 9３ ３ 228 

少ない その他 計

利用 4２ 2９ ７１ 

利用しない 9０ 6４ I別

計 132 9３ 225 

少ない 適当 多い 計

よく利用 ６ ６ 1３ 

ときどき利用 1３ 1０ ０ 2３ 

利用しない 2７ 2０ ０ 4７ 

計（人） 4６ 3６ １ 8３ 

少ない その他 計

利用する 1９ 1７ 3６ 

利用しない 2７ 2０ 4７ 

針 4６ ３７ 8３ 

必要 何とも 不要 計

よく利用 2８ ４ ０ 3２ 

ときどき利用 5１ 1７ 0 6８ 

利用しない 7６ 4７ ７ 130 

計（人） 155 6８ ７ 230 

必要 不要 if↑ 

利用する 7９ 2１ 100 

利用しない 7６ 5４ 130 

計 155 7５ 230 

必婆 何とも 不要 計

よく利用 ９ ６ 0 1５ 

ときどき利用 ８ ３ 1２ 

利用しない 3６ 1５ ４ 5５ 

計（人） 5３ 2４ ５ 8２ 

必要 不要 計

利用する 1７ 1０ ２７ 

利用しない 3６ 1９ 5５ 

ilLI. 5３ 2９ 8２ 



〔４〕高校卒業後実習内容と関連することを蝶験し、役立ったと考えたものが、その後電算機との
かかわりを深めているか。

卒業後、実習内容と関係あることを経験したものは約60形いる。体験の有無と、卒業後の電

算機に対する読書、受鋼、利用などの項目間には有意な差があり、体験者は電算機と積極的に

取り組んでいろといえる（表18）。しかし…動機づけとなったと思っているものが40形近くい

るにもかかわらず、卒業後極極的に麺算機と取り組んだ形跡はない（表19）。

（表１８）

￣ 

ｘ２＝38.91＞ｘ６Ｏ１＝6.635 

（表１９）

￣ 

jr2＝0002＜ｘ;０５＝3.別１

〔５〕マイコンとコンピューターの関述はどうか。

当然のことながら、マイコンとコンピューター利用に関しては、学生時代の読替、受鋼、利

用度には、強い関連のあることが認められた（表20,21）。

読書（表２０）

￣ 

端０，＝6635ｘ２＝52.11＞ 

－２３－ 

あった
なかつ
た

計

利用する 8３ 1８ 101 

利用しない 5３ 7５ 128 

計 136 9３ 229 

多くあ
つた

少しあ
つた

なし 針

よく利用 1５ 1６ １ 3２ 

ときどき利用 ３ 4９ 1７ 6９ 

利用しない ５ 4８ 7５ 128 

計（人） 2３ 113 9３ 229 

役立つ その他 計

利用する 1２ 1３ 2５ 

利用しない ９ 1０ 1９ 

計 2１ 2３ “ 

*f全弓ﾌ7三;;;ii;ﾐミミ 役立つ
なんと
も

役立
ず

た
計

よく利用 ６ ３ ２ 1１ 

ときどき利用 ６ ８ ０ 1４ 

利用しない ９ ９ 1９ 

計（人） 2１ ２０ ３ 4４ 

読む iliijまない 計

む甦江 6６ ８ 7４ 

読まない 3１ 125 156 

i汁 9７ 133 230 

よく ときどき なし 計

よく 1１ ６ ０ 1７ 

ときどき ６ 帽 ８ 5７ 

なし ２ 2９ 125 156 

計（人） 1９ 7８ 133 230 



利用度 （我２１）

￣ 

ｴ2＝52.11＞ jUibl＝6.635 

Ⅳおわりに

はじめに述べたように、時代の流れは、据置型からパーソナル型に、コンピューターからマイコ

ンに移っているのではないかと思い、マイコンとコンピューターに分けて、アンケート調査を実施

した。その結果、利用頻度はマイコンがコンピューターに鮫べて高かつた。また、コンピューター

についての知識は、大学での受鱗が中心である。社会人になってからは、会社での研修によって得

られることが多くその数は漸次増加している。一方、マイコンについては、大学での舗装が少ない

こともあって、知識の修得は独学による部分が大きい。しかも職場でのコンピューター利用は、文

理による差があって、必要なものは限定される傾向にあるが、戦場でのマイコン利用には、文理に

よる差が認められない。したがって、コンピューターに関する知識は、必要なものが必要な時に、

必要な場所で修得すればよく、マイコンについては、基礎的技能を考えることが必要、あるいは有

効であるといえるであろう。

以上の考察により、マイコンがコンピューターに較べて、一般的であるといえる。したがって、

高校時代にはＦＯＲＴＲＡＮよりＢＡＳＩＣを修得させる方が良いと思われる。この意味において、

本校では昭和59年度にはマイコン実習を加え、授業にも取り入れつつある。

また、はじめに述べたように、昨今数学教育にマイコンが或要な位置を占めるようになってきた。

なかでも、教具としてのマイコン利用の研究は、われわれにとってもっとも急がなければならない

課題であろう。しかも、センターにおける生徒の「問題解決」型の学習の姿勢を学校においても持

続させる意味を加えて、このような､力向に対処したい。そのためには、

（１）われわれ教師が、マイコンについての研修を深める。

（２）マイコン導入のための予算措世を急ぐ

ことなどが課題であろう。

－２４－ 

よく ときどき なし llLf 

よく 1３ ７ ２ 2２ 

ときどき 1４ 2３ 1４ 5１ 

なし ５ 3８ 114 157 

計（人） 3２ 6８ 130 230 

利用 利用しない 計

利用 5７ 1６ 7３ 

利用しない 4３ 114 157 

計 100 130 230 



） 佃報処理教育についてのアソヶーＭＨ在昭和（）年３月卒粟氏名（

(田和…３月末現在で答えて下さい｡【'〕～〔`】の[＝｡にIi数字を６３入して下さい｡）

〔３〕社会人の８６の刷劉Ju麺について答えてＦさい。

IUm1J似に田する本を自主的に12(`だことがありますか。

しょく暁ん輝込院んだｃとがある［二コ
３１２んだことがない

個画禍での矼算蚊の利用囲反はどれ位ですか。

1．よく利用するａ時々利用する［=．
３、全く利用しない

IMI鰯に利用される方のその内容は何ですか。

（） 
③田咀で矼算楓を利用されている方は．その扱作の知風を．ど

のようにして取得されましたか。

Ｌ大学の鴎硬で２会社の敬阿で［＝E=．
ａ学生の町専門学校に切って４独学で

５．会社に助めながら野1孚佼に通って‐

（４）マイコンを四人でお持ちですか。［二コ
１゜持っていない

２持っている（151■は）

〔５J両尋学校２年の時の傭報処理の典習について答えてＦさい。

［二コⅢ実習は餌しかったですか。

】、東しかったzなんともいえ雌I'、３．嚢し<虹かつ允

凹爽囹のElは適当でしたか。

Ｌ少ぱいユョョョ.多い［．
③高等学校卒鍵伎の生活において、典翻した内容と関係するこ

と"ありましたか。

Ｌ多くあったユ少しあったa全くな`、［二．
関係することがあった人は．その時の国風づけとして．爽団が

［二コ役立ちましたか。

Ｌ役立った２なんともいえ江1,、ａ役立たなかった

１４１圧鞍された実習の必艮性についてどう凪われますか。

Ｌ必要aなんともいえ錘ぃａ必要種い［=．
（６）高校時の個個センターでの実習について奪えられることを自由

におむ合Ｆさい。
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トルコと日本

一世界史における導入の例

松村正樹

1．まえがき

授業における導入のたいせつさは学習者の発達段階・年令ともIjUiLしていて、高校よりは中学、
中学よりは小学校での方が導入のもつ重みが大きくなる。とはいえ、大学や成人教育の場でもやは
り、学習者の関心、知的好奇心をかきたて、学習に身を乗り出させ、レディネスを形成するための
方法として、導入は不可欠のものだと思われる。（その点、大学の先生には、潮入ぬきでいきなり
一方的な鋼幾を始めるという古いタイプの人が多いのではあるまいか。）

まして、入学してくる生徒の比率と組成からいってほとんど銭務教育化した現在の高校では、導
入のためのくふうを何もせずに、すべての生徒がどの科目にも関心と意欲をもっているはずだ、と

いうiiiI腿から出発して授業をするのはどだい無理というものだ。

しかし、いま述べたような導入のたいせつさはわかっていても、毎日の授業で適切な導入を行っ

ているかとＩＭＩわれると、まことにお恥ずかしい。「時々やっている」とぐらいしか答えられない。

実際のところ、導入に使えるぴったりの材料を見つけることはなかなかむずかしいのだ。世界史の

場合でも、どんなテーマ、どんな時代にもいい導入教材があるとは限らない。できるだけ幅広くい
ろんな本を読んで、その中からこれと思うものを探し出す以外にないのだ。この小諸で導入教材と

して使っているものも、大島直政氏の諸著などに多くを負っている。

2．教科鶴におけるトルコ族の歴史の扱い

一般に歴史の教科書は時代順に地域別に記述されているのだが、トルコ族のことは古代から現代

にわたって随所に出てくる。本校生徒の使っている山川出版社の「拝挽世界史」（改訂版）では１２

の索にトルコ族が顔を出す。これを大きくまとめると、およそ次のようになる。

Ａ・モンゴル高原を中心としたトルコ系遊牧民族の活蹴

Ｂ・イスラム世界でのトルコ系民族の台頭・建国

Ｃ、東西関係の中でのトルコ系民族（文化交流上の役割・トルコとヨーロッパ駈国）

、、トルコ系イスラム王朝の盛衰

Ｅ・オスマントルコ帝国の衰退とヨーロッパ諸国による圧迫

Ｆ、第一次世界大戦とトルコ、敗戦とトルコ革命

Ｇ･第二次世界大戦後のトルコ（国際政治の中で）

一つの民族がこれほどあちこちに登場する例は珍しく、それがトルコ民族史のだぃじな特色でも

あるのだが、そのくせ学ぶ側の生徒の頭の中にはこれが－つにつながった、まとまったイメージと
してとらえられにくくなっている。どうしてもある時代、ある地域ごとに分断的、断片的にとらえ

てしまって、歴史認識としての筋が立てられない。教科香べったりだとどうしてもそうなってしま

うのだ。

－２７－ 



例えば、旬奴（イラン系説とトルコ系説があるが、トルコの歴史教科書ではトルコ系としている

のでそれに従っておく）からウイグルまでのトルコ系遊牧民は、素・漢から晴・唐におよぶ中国の
王朝を北から圧迫した勢力として、中国を中心に描かれる。かと思えば、近代ヨーロッパの章では
神聖ローマ帝国やスペインを東から圧迫したという形でオスマントルコが登場し、１９世紀のヨーロ
ツパのところでは、衰退したトルコ帝国をめぐる国際紛争が「東方問題」として描かれる。

もちろん、上記の、．などでトルコ系王朝を主体にした記述もあることはあるのだが、数多く登

場しながらその都度扱われる視角がさまざまに変るために、歴史的なつながりがとらえにくくなっ
ており、トルコ民族を統一的なイメージとしてつかむことを困難にしている。時間の余裕があれば
「トルコ族の歴史」とでも題して、主題学習の形で芯をもたせてやってみたいところだが、現実に
はそうもいかない。せめてもの試みとして、私は、オスマントルコの学習に入る前に多少時間をと

って、古代モンゴル高原のトルコ系諸族と西アジアに建国したトルコ帝国とのつながり、それを媒
介するものとしてのウイグルの西方移動、中央アジアのイスラム化とトルコ化（トルキスタンの成

立）、イスラム化したトルコ族の西アジア・インド進出の三点を要約して教えることにしている。
またその際に、トルコについての興味と親近感をかきたてるために、いくつかの導入教材を使っ

てきた。これだけやれば十分というのでは決してないけれども、何の導入もなしで授業に入るのに

比べると、トルコという学習対象と生徒との間の心理的な距離をちぢめ、いくらか意外性のある発

問を重ねて考えさせることで、関心と学習意欲をしげきするのにある程度は役立ったと考えている。

3．トルコ人の日本ひいき導入その1．

アジア大陸の西端にある小国トルコ、同じ大陸の東端に沿って列島状につらなっている日本。二

つの国の間には一見何のかかわりもなさそうだ。そういう常識を出発点にして、その皮相な常識を

くつがえしてやろうというのが、この導入のねらいになっている。

＜発問Ａ、＞日本人の旅行者や滞在者に対して、トルコ人は非常な親近感を示すという｡「トル

コと日本は兄弟だ」とよく言われるそうだ。こんなに遠く離れている国なのに、いったいどう
してだろう？

このままではなかなか答えが出てこない。考える手がかりがないからだ。そこで、

＜発問Ｂ、＞いつぼう、ソ連（ロシア）が大きらいだというトルコ人が多いという。長くトル

コに住んだ人の書いた本によると、冬のトルコで北風の強い日に「今日は寒いですねえ」とあ

いさつすると、「との寒い風はロシアから吹いてくるんだ」という腹立たしそうな返事が返っ

てきたそうだ。なぜそれほどトルコ人はソ連（ロシア）がきらいなのだろうか？

このあたりで．既習の知識が定着していて生きた反応を示すかどうかを見てみる。つまり、トル

コとロシアが昔から隣接していること、絶対主義時代に入ったロシアが、ピョートル大帝（17世紀

後半～18世紀はじめ）あたりからトルコを圧迫して領土を拡大しはじめたことを憶えていて、「Iま

は－ん．ロシアに領土をとられたからだな」と感づいてほしいところだ。だがそういう勘のいい生

徒はきわめて少ない。そして、それも無理からぬところがあるのだ。

なぜなら、オスマントルコを学ぶ段階では、ピョートル大帝やエカチェリーナ二世のトルコとの

戦争のことを習っているだけで、ロシア帝国の本格的な南進策は19世紀の出来事だからだ。そこで

－２８－ 



まだ学んでいないことも少し先取りして、

と問い、既習の両国間の戦争のことを思い出させるとともに、①ピョートル大帝以後両国はほと
んど常に敵対関係にあったこと、②トルコはロシアから10回以上も戦争をしかけられ、たいてい負
けてその度に傾土を燕われたこと、③最盛期のオスマントルコは現在の別か国（ソ迎領内の共和国
をふくめて）にわたる領土を有していたが、衰退期に入ると次々に領土を失っていって、１９世紀は
じめから２０世紀はじめまでの100年間だけでも、領土は20分の１に縮小したこと、④過去の栄光から
現在の小半島国への転落があまりにドラスチックであったので、トルコ人はそれを外国、とくにロ
シアのせいにしたがること、などを話して次の問いへ導いていく。

＜発IMI、．＞ロシアをこんなににくんでいるトルコ人が、２０世紀はじめから、あることをきっか
けにしていっきに日本びいきになり、日本人に強い親近感を示すようになった。そのきっかけと
なった出来瓶は何だろうか？

この問いはやさしい。半分以上の生徒が「わかった！」という表１Wを見せる。「トルコのにくん

でいるロシアを、トルコと同じアジアの小国日本が日露戦争で負かしたからだ」という答えがすぐ

返ってくる。それをきちんと確認しておいてから、日露戦争がトルコ人に与えた衝撃の強さを印象
づけるため、次のようなエピソードを紹介してやることがある。

①日本の勝利のニニースでトルコの首都イスタンブールは歓声で､iき返り、皇帝は「神は偉大なり
！」と叫んだという。（一神教であるイスラム教の神アッラーが無数の神仏を拝む多神教徒の日本
人に味方することなどありえないのに……）②今でもトルコの小学校の教科番には日本悔々戦の絵
と東郷元帥の写真がのっていて、町の中にもトーゴー通りとかノギ通りというのがあるそうだ。③
トルコ同榔の小国日本がどうして大国ロシアに勝てたのか、という疑問が生まれ、明治維新と立懲
体制にその原因を求めるようになり、トルコの改革を目ざす青年将校やインテリが日本のことを研
究しはじめた。のちにトルコ革命を指導し、「近代トルコの父」と呼ばれるケマル・パシャもその
一人で、彼は終生日本ぴいきだったという。（この点は、日清戦争に敗れた消で明治維新をモデル
にして中国を改革しようとする「変法自強」運動がおこったこととよく似ている）

多少理屈っぽく言えば、トルコ人の多くが日本に温かい目を向けているのだということに気づか
せて、エモーショナルな面でトルコに親しみを感じさせられるのが、この導入のメリットだし、そ

れに加えて、ロシアの北からの圧力がトルコを弱める－つの（すべてではない）原因だったという、
これから学ぼうとするトルコの歴史についての予備知識を与えることもできる。

ただ、うっかりしていると、国外のある特殊な視測からの評価に引きずられて、生徒が、日鱒戦

争に勝ったのはやっぱりよかったのだとか、明治維新は全面的にすばらしかったのだとか、そうい
う受けとめかたをするおそれもあるので、気をつける必要があろう。

4．ことばがつなぐもの導入その2．

導入その１．の代りに、ちょっと生徒の意表を突く次のようなやり方もある。
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＜発問Ｃ、＞境を接しているトルコとロシアとの関係はどうだったのか？



高２，商３の生徒ならこの程度の英作文は何とかできるのではあるまいか。返ってきた答えを黒

板に書き、「トルコ譜ではこうなる」とうけうりの知識を披露して英文の下に書く。最後に日本文
を書くと、こういう板谷ができあがり、続いて発問する。

Ｗｈａｔｃｏｌｏｒｉｓｔｂｉｓｓｈｉｒｔ？－英語

（何）（色）（です）（この)（シャツは)(か）

ＢｕｇｏｍＩｅｋｎｅＩｅｎｋｔｉｒ？－トルコ語

(この）（シャツは）（何）（色）（ですか）

このシャツは何色ですか日本語

く発問Ｆ、＞この三つの言莱を比べてみて、何か気がつくことはないか？

すぐに適確な答えは期待できないが、しばらくわいわいがやがや言わせておくうちに、トルコ語

と日本語の語順が同じで、このグループと英語とは文法的に大きなちがいがあることがわかってく

る。そこで、たいがいの教科書にのっていて、あまり説明もなしにすまされたはずの「語族」の分

類表を見させる。英語はインド・ヨーロッパ語族に入っていて、トルコ語はアルタイ語族に入って

いる。日本語は疑問符をつけられながらもトルコ語と同グループに入れられている場合が多い。

上の文に即して言えば、疑問文だと英語では主語と述語の位世が入れかわるが、トルコ語と日本

語では語順はまったく変らず、文尾に疑問詞（トルコ語ではｔｉｒ、ｍｕ、日本語では「か」）がく

るだけだ。会話の場合、英語ならしゃべりはじめた途端に「尋ねられているな」とわかるが、トル

コ語と日本語では、岐後までllllかないと、肯定文なのか疑１１１１文なのかわからないのだ。

トルコ語と日本語が語順の上でまったく同じだということは、日本人がトルコへ行っても、また

逆にトルコ人が日本に来ても、簡単なトルコ語辞典、あるいは日本語辞典を見て、自国語と同じ語

順で単語を並べたら、たいがいの意味は通じるということだ。

参考のために、語順のほかにもどんなに多くの共通点があるかを、村山七郎・大林太良共藩の｢日

本語の起源」によって見ると、

冠詞（英語のａ，theにあたるもの）がなく、名詞に「性」がない。

前冠詞（ｏｎ，ｔｏなど）がなく、後置詞（へ、を、に、など）を用いる。

語頭に子音が二つ以上重なる（例えばStrike）のをさける。

代名詞が格変化（Ｉ，ｍｙ，ｍｅのように）しないで､後につく語（は、が、の、に、など）に
よって格を示す。

形容詞に比較級、雌上級がない。

形容詞、副詞は名刺や助詞の前にくる。

名詞の単数、被数の区別がほとんどない。

関係代名詞がない。

こういう話をしても、英文法でしぼられているからよくわかるようだ。ちょっと鰯いたような顔

をして、ふんふんうなずいてよく聞いてくれる。ここまで引っぱってきておいて、次の発問をする。
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＜発問Ｅ、＞「このシャツは何色ですか？」は英語ではどういうか？



＜発問Ｇ・＞東西にこんなにも遠く離れている二つの園の高葉．トルコ語と日本語が文法の上

でなぜこんなによく似ているのだろうか？

ここでこう問いかけるのは難問のように見えるが、答えを探す手がかりがないではない。モンゴ

ル高原という比較的日本に近い所にトルコ系民族が住んでいたことを既に学んでいるからだ。だが

それがなかなか結びついてこないのが実情だ。そこで生徒の手さぐり思考を助けるために．次のよ

うな導入教材をつかうこともできる。

5．トルコの建国記念祭導入その3．

＜発問Ｈ･＞現在のトルコ共和国は第一次世界大戦後のトルコ革命によって1923年に成立した。

その前身のオスマントルコ帝国は13世紀末に建国した。ところが、トルコ共和国はこのいずれの

年をも述国の年とはしていない。そして1952年にトルコ建脚1400年記念祭を盛大に行った。いっ

たい、何をもって処図の年としているのだろうか？

問いがうんとやさしくなる。年斐で1952年の1400年前のところを探せばいいのだ。６世紀の５５２

年をトルコ建国の年としていることがわかる。この年はトルコ系遊牧民の突厭がモンゴル高原で連

田した年だ。つまり、現代のトルコ人は自分たちを突厭の直系の子孫だと思っているわけだ。国名

・民族名の類似からも両者のつながりをたしかめることができる。

＜発問Ｉ．＞トルコ（Turky，Turkie）と突阪（Ｔｕｒｋ）という名前はどんな共通点をもってい

るか？

とＩⅢくこともできる。ｔ，ｒ，ｋの三子宵が共通しているしその順序も同じなのだ。教科轡には

出てこないが、北アジアに登場する鉄勒という民族もこの特徴をもっていて、トルコ系であるとい

われるし、漢字で丁零、丁霊、丁令などと表されるのは三子音のうち岐後のＫが脱落しているが、

やはりトルコ系遊牧民を指している。

＜発問Ｊ・＞突臓の活躍し支配した頒士はどのような範囲に及んでいたか？

歴史地図帳を見させる。中国のlihrの領土を北と西から包みこむようにして突駅帝国の領土がひろ

がっていろ。西はアラル海に沿う中央アジア、北はパイカル湖の南にまで及んでいるが、とくに注

意させたいのはその餓士の東北辺だ。トルコの歴史教科轡にのっている地図では、モンゴルから東

にのびたその領土は中囚東北区に及んでいるし、さらに現在ソ連領である沿海州までふくめて日本

海沿岸までを突厭帝１Ｎの範囲としている地図もある。

これをもってしても、はるか遠い時代からトルコ系遊牧民が北アジアの日本列島に近いあたりま

でを行動範囲にしていたことがわかる。モンゴル高原を中心に活躍した彼らの言語や習俗が、「満

州」・朝鮮を経て日本に伝わったとしてもちっともふしぎではない。ここでもう一度、教科書の語

族の分矧表を見させてみよう。モンゴル語、満州語、朝鮮語も、トルコ譜、日本語と同じくアルタ

イ語族に入っていて、一つの大きな共通の葛iMl・文化圏に脳していることがわかるはずだ。
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6．女王卑弥呼とトルコ族一導入その4．

日本語の系統についてはさまざまな説があるが、マラヤ・ポリネシア系の南島語を基lViにして、

その上にアルタイ系ijr譜が重なってできたもので、文法体系はアルタイ系だというのが定挽に近い。

つまり、北アジアーイ1;にひろがっていたアルタイ系遊牧民文化の影響を強く受けた時期があったと

いうことだ。この時期には、言葉だけではなく、それとともに北方遊牧民的な習俗も日本に入って

きている。それを靭入に使うことも可能なはずだと考えて、シャーマニズムをとりあげてみた。

ただ、これはまだ実際の授業ではやったことがない。こういう試みもできそうだと思うので、一

つのプランとしてあげてみる。

＜発問Ｋ・＞女王卑弥坪という歴史上の人物を知っているか？

たいがいの生徒は知っているだろう。中国の古代史{!「に述べられている３世紀の日本のAK女王で、

彼女の治めた邪馬台風をめぐって九州説と大和税があることは中学でも習っている。

＜発問Ｌ、＞串弥呼はどんなやりかたで政治を行ったのか？

この問いにもたいがいの生徒は答えられると思う。要するにシャーマンとして、神盤を呼びよせ、

自ら神がかり状態になって託宣や予言を行い、それによって万般のことを決めていたのだ。「鬼逝

を事とし、よく衆を惑わ」したと中国の史書にある。神や祖遮が上天から天降るという観念がシャ

ーマニズムの基本にあるのだが、これはモンゴルを中心とした北アジアのトルコ系・モンゴル系民

族の世界に共通していて、日本神話の「天孫降臨」と同系統の始祖降臨説話がこの地域のさまざま

な民族に見られる。すこし専門的になりすぎるが、趣雅夫氏によれば、日本の宮中で今も行われて

いる大嘗祭の砿式は、突隊やモンゴルの君主の即位般礼と本質において同じだという。

＜発問Ｍ、＞神や盛を呼び降すとか、神や霊を自分にのりうつらせてその言葉を伝えるという

ならわしが日本には古くからある。現代の日本でもそういうシャーマニズムが行われていないだ

ろうか？

下北半島の恐山の「いたこ」は有名だが、それに繭した習俗は今も日本の各地で生き続けている。

天理教の教祖中山ミキにも天理王命という神がのりうつった。大体、日本の神道そのものがシャー

マニズムだといえる。神社でかしわ手を打つのはその宵で神を呼びよせるのだし、神耶につきもの

の桶（さかき）は神のよりしろ、緋のはかまでお神楽（かぐら）を舞うのも神迎えのための音楽と

踊りなのだ。神を呼びよせるシャーマンのことをトルコ語やモンゴル語で「カム」と呼ぶそうだが、

村山七郎氏によると日木譜のカミ（神）はこれと関係があるという。こうして、古代北アジアで活

翻したトルコ族と日本とは、シャーマニズムという特異な宗教観念・習俗を共有していたのであり、

今もそれは日本の社会にいきいきと受けつがれているのだ。

導入の材料としてはあまり一般向きではないが、文化の深嫡でトルコと日本がつながっている点

をわからせることができるし、その意味での意外性に1;『んでいるのではなかろうか。

7．民族分布の地図を使って導入その5．

現在のトルコ共和l刊は、面積78万キロ、人口210万の小さな阿婬だがこの国の住民と同系の民族
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はきわめて広範囲に分布している。ユーラシア大隙でこれほど広く分布している民族はほかにはな

いだろう。（トルコに征服され、長い間トルコ帝脚の領土だった東欧の一角バルカン半島にも、ト

ルコ系の住民がいる。例えば、ブルガリアやギリシアがそうだ。）

プロジェクターを使って｣zの地図をスクリーンに投影して生徒に兄せる。照<ぬりつぶされた部

分がアルタイ語族の分布を示していることを税ⅢIする。日本や朝鮮もその中に入っているが、それ

を除いた黒い部分の大半はトルコ系民族の居住範囲だ。

もう少し説明を加えることが必要だろう。

（１）西のはしは現在のトルコだが、ヨーロッパのバルカン半島にもトルコ系の住民、スラブと混

血したトルコ系住民がいる。

（２）西アジアのイラン、イラク、アフガニスタンにもかなりの数のトルコ系住民がいて混I1lが進

んでいる。

（３）南アジアのインド、パキスタンについても同じことが言える。

（４）ソ連の中では次の(Iil々の住民がトルコ族を主体にしている。

ウズベク共和国、カザフ共和国、キルギス共和１Ｎ、トルクメン共和llil、アゼルバイジャン共和

（１１、パシキール自治共和田、ヤクートＦ１治共和１１１。

（５）中薙人民共和国の西北部、シンチャン・ウイグル自治区の住民はトルコ系ウイグル人を主体

にしている。

（６）モンゴルでは古くからモンゴル族とトルコ族がまじりあってきた。

この地図教材のねらいは、まずはトルコ系民族の居住する地域の広大さを目で見て驚かせること

にある。現在のトルコというＩＨＩの小ささと、同系の民族のひろがりの大きさとのコントラストを実

感させ、そこから「なぜ？」と疑問を抱かせようというわけだ。そして、この黒ぬりの部分が、ど

のあたりを原点として、どのような経過でひろがっていったのか、それを時の流れにのせて歴史的

につないで考えさせてみたいのだ。いわば、民族分布の平面図をもとにして、歴史の縦軸を加えた

１１体側をつくらせてみる武みだ。

＜発問Ｎ・＞この無ぬりの部分は．どこから始まってどのように座がっていったのだろうか？

何だか漠然とした問いかけで、つかみ所がないようにも思えるが、既に学んでいることの中にハ

ーケンを打ちこむ場所がある。教科香のいちばん古い時代に登場するトルコ系民族は何だったか、
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その民族はどのあたりに建国したか、というふうにより答えやすい形で問い直してもよい。

モンゴル高原を中心に大遊牧国家をつくった突駅（もしくは甸奴）という答えが出てくる。つま

りトルコ族の原郷はモンゴル高原だということが確かめられ、スタート地点がつかめたわけだ。こ

こから北へ浸透して行ったのがシベリア北部のヤクート族だ。また、突職の緬土を示す地図を見さ

せればわかるように、その支配はすでに中央アジアにまで及んでいたのだが、モンゴル族に押され

はじめると徐々に西方に移り、とくにウイグル族が９世紀に大且に中央アジアに移住したことによ

って、中央アジアの「トルキスタン」化が決定的となる。と同時にトルコ族のイスラム化も進行す

る。やがてトルコ族は、まだ同族の多くを中央アジアに残しながら、その一部が、四周にイスラム

という超民族的な宗教を放射している中心地西アジアに引きつけられて行く。そしてその地で形成

された大帝国がオスマントルコだったのだ。この国の領土を示す地図も当然見させることになるが、

西アジアに中心を趣きながら、中央アジア南部、南ロシア、東ヨーロッパ、北アフリカにまたがる

大版図はまさに歴史上の偉観だと言える。さらに、モンゴル族とまざりあったトルコ族の勢力はイ
ンドにも進出してムガール帝圃を樹立するのだ。

こういうトルコ族の移動・拡大の歴史を簡単に図示してやるとよくわかると思う。

先にあげたトルコ族と日本

との文化的なつながりに即し

て高えば、この図の中央アジ

ア以南・以西はイスラム教の

世界（束ヨーロッパではギリ

シア正教と混在する）である

のに対して、モンゴル高llji・

シベリア・日本は、古くから

シャーマニズムの世界であっ

た。したがって、トルコ族の

イスラム化とは、シャーマニ

ズムから一神教への移行でも

あったわけだ。

シベリア

モンコル

高原
ﾄルキスタン

東ﾖｰﾛｯﾊﾟ
日本中央アジア

西アジア

インド

8．あとがき

以上五つにわたって、トルコ族の歴史を教える際の導入のやり方をあげた。実際の授業では五つ

ともやる必要はない。私もこのうちの二つか、せいぜい三つぐらいをやって授業に入って行く。要

は生徒が身をのり出してくれればいいのだから、同じ学習テーマへの導入をいくつもやりすぎると、

かえってそつぼを向かせることにもなりやすい。だから、効果的な導入を－つやりさえすればいい

のだ。私の擁験では、導入その１．とその２．が効果的だった。その理由として、その1.はトルコ人の

対日感燗という心情的な而から入って行くから、その２は生徒が５～６年間学んできた英語と日本

語・トルコ語の概造のちがいを対比させるところに珍らしさがあるからだと思う。

心ｲｶﾞ的なもの、身近で親しみのもてるもの、自分の体験ずみのものから入って行って、未知のも

の、遠い所のもの、はるか１１３のこと、自分で体験することのできぬことへの知的好奇心を抱かせ、

さあ今からこれを勉強するぞという心理的条件をつくり出すのが導入だから、方法はさまざまにあ

る。テレビやビデオを見させるのもいいし、音楽を１１１１かせるのもいい。私も、マルチン．ルターの
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作った讃美歌「神はわがやぐら」、「ラ・マルセイエーズ」、チャィコフスキーの「1812年」、ロ

シア民囲の「ステンカ・ラージン」や黒人霊歌などを導入教材としてよく使っている。また、軽い
エピソードから入るのも決して悪くはない。

導入は学習のメイン・テーマに入るためのスプリング・ボードではあるけれども、それだけで役

目が終わってしまうわけではない。ボードを蹄みきったはずみが飛び箱をこえて着地するまでの体

を支えているように、メインの学習に入ってからもそれを下から支え続ける。だから、導入がうま

くいけば学習の成果もそれだけ大きくなるはずだ。その意味で大いに教師の意欲をかきたてる仕巫

であるしやりがいもある。

また、このテーマの学習への導入にはこれがいいという決まったやり方がなくて、まったく教師

のオリジナルなくふうに委ねられている分野だといえる。この自由に創意をこらせる点では楽しい

仕駆でもある。さらにまた、われわれ高校の教師が今まであまり関心を払ってこなかったというこ

ともあって、まだまだ未開拓の分野で．空白部分がいっぱいある。そういう空白部分のすみつとの

一部でも埋められたらと思ってこの未熟な導入プランをあえて提示することにした。

<参考櫻目＞

大島直政「遠くて近い国トルコ」（中央公論社）

同「アナトリア歴史紀行」（自由国民社）

同「ケマル・パシャ伝」（新ｉＷｌ社）

陳舜臣「トルコ民族の足跡を追う」

江上波夫・陳舜臣・ＮＨＫ取材班「騎馬・隊商の逆」（ＮＨＫ）所収

麺雅夫「遊牧騎馬民族国家」（訓淡社）

同「古代遊牧帝国」（中央公講社）

同「草原とオアシスの人々」人間の世界歴史７（三省堂）

堀一郎「日本のシャーマニズム」（識談社）

村山七郎・大林太良「日本語の起源」（弘文堂）

Ｒ､Ｊ･クーツ（今井・朝倉訳）世界の歴史教科番シリーズ「トルコ」（帝国番院）

－３５－ 
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生徒の活動を重視した数学の授業実践

一問題解決学習の立場から－

松本博史・山野上智子・平塚智

はじめに

岐近の数学敦育の祇襲な課題として、問題解決学習がある。我々は、＜問題解決学習とは、既に

穫得している知識を利用して、新しい未知の状態にある問題を解決する方法を学ぶ＞学習と定義し

ておく。問題解決といえば、ポリヤの四段階く理解一計uIi-実行一検討＞がある。銀林浩氏のく数

学は人間行動の様式化である＞との立場から、ポリヤを,'j櫛成したのが下の表である!）

の現実娚耐

現実の世界で問題に出会ったとき、まず、’111題を理解する段階①から始まる。授業では、問題提

示の場面である。この場面での教師の仕事は、生徒たちに探求心を起こさせる場、状位くsituatio

n＞を設定することである。そうして、生徒たちは、そのsituationが問題を含んでいることに気

付き、問題自体に対する理解や、Ｉ１ｌｌ題の背景にあるものに対しての理解をしなければならない。

段階②では、問題から必要でない条件を取り除き（捨象）、データを摂理し、必要な条件を抽象

し、未知の問題と結びつけて、抽蚊的な数学の世界で問題を確定させる。この状態が、＜数学化

mathematization＞である、即ち、一つのsituationの中で当面の問題に関係あるものとそうでな

いものを識別することである。くつの表現ではく数学的モデルの柵成＞と言うことである。

次の段階③はく数学モデルの解決＞である。モデルを操作することによって解決に至る。解決の

ための極々の技法、たとえば、顛比、一般化、特殊化、１１１１通を部分に分解し解決後全体にilj櫛成、

逆思考、背理法などの利用の場面である。このようにして、数学の世界で解を一応得る。

股後の段階④では、得た解を現実の世界に膜す為に解釈をし直して、現実に合うかどうかを検証

する。数学的モデルを岐初の状位に適するような言葉に翻択し直す。生徒たちは、解決することに

よって既に侍っていた各自の数学の枠組を拡扱し、充実させる段階である。

以上が、我々の考えるく問題解決学習＞である。木柵では．上記①．③の過iMを、生徒趣の自主

的な活動による解決をＩＦ[視した授業の展開例を報告する。

－３６－ 

1M'四の碓定 '111皿の解決

欧学の世界

思考（Idl象）レベル

、ﾘﾐの世界

感覚運動()し体）レベル

②散学一（計画実行）－③解

(定式化）（技法）（jW法）

Ｉ Ｕ 
(''''四の理解）（検証）

①現実柵面……（行動）…………④解決



実践報告

学年内容授業者

中１（１１文字の利用松木博史

中１（２）関数の導入山野上智子

高１（３）三角比の導入平塚智

高１（４）＜クルクル＞三角関数平塚智

以上の４つの授業について生徒たちの反応を中心とした実践報告を行う。

(1)文字の利用

数学教育において、文字起号が自由に使用できるようになることは重要な事である。＜しかし、

現状では小・中学校を通じて、文字の指導はうまくいっていない。その最大の理由は、指導する側

が文字記号の本質とその使用の本当の意味について、十分な考察を行っていないことである。その

結果、文字は典に子どものものとはならないから、文字がでてくると、「ぞお－」つとするという

中学生を大肚につくり出しているＤＩ２１

このような現状を打開するために、数協教ではく箱の代数＞を提案している。小・中学校の数学

教育のなかで扱われる文字は、主として

未知数、変数、一般定数

の三つと考えてよいだろう。これらの三者の|〆別は絶対的なものではなくて、文字の置かれている

文脈、榊造に依存してきまる、その自由性が文字の有効性につながる半面、子どもたちには、＜い

ろいろな文字があって意味を覚えにくくて、とてもむすかし0醤'ものにしている。
この文字の特質としては、

（１）そこに、数や1Ktが代入できる。

（２）それ自体、数や杜のように操作できる。

が考えられる。

文字のもつ三つの側面を統一的に、また、その特質くそとに何かがいれられて、しかもそれ自身

物のように操作される＞ものを蚊もぴったりとイメージさせるものとしてく箱＞がある。

われわれは、＜文字＞をplacehoIderと考える。数教協のく箱＞とは少し鍵なり次のようなモ

デルを考える。（従来の数教協のモデルとの比較は橘を改めたい。）

まず、箱（われわれは、Ｂ５判の本のケースを利用した）に窓をあける。そこに．文字くｘ＞を妃

入したカードを入れると箱はく文字ｘ＞になる。さらに、引き続き、＜数字＞の瞥いたカードを文

字カードのiiiに挿入すれば、文字ｘに数をく代入＞することになる。また、文字カードを取り出し

たとき数字のi１２入されたカードが一枚だけ入っているとき、この箱はく未知数＞と考える。数字カ

ードを入れない、あるいは入らない箱がく一般定数＞とみなせる。

何枚もの数字を妃入した大価カードの束（定裟域）を文字カードの後ろに入れた箱を.我々は､＜変

数＞と考える。

＜窓のあいた箱＞は、正しくくブラック・ボックス＞である。２□＋３の□の中に次々と数値を

入れる事は、□の位置に数字（定役域）がいっぱい詰まっているく鞆＞を瞳いたと考えれば立派な

関数である。

従って、我々の文字指導はくblackｂｏｘ＞から入った。そうして、＜文字＞とは、「数や価が

これから入る、または．いっぱいつまっているく箱＞のようなもの』と言うイメージをあたえシェ
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カード

一枚〆
Ｉ
』

文字カード

代入

○し 數勢一ド
空き箱

t圭士
未知数

Ｅ= 
－－ 

譲らないplaceholder 文字Ｚ

一般定数

－マ＜箱＞で、上で述べたモデルの箱を20個ほど作り、それを使ってく文字＞の授業をすすめた。
次に報告する舞典報告Iよく文字と式＞で－次式の加減の指導が終了した段階での授業であり、一次方程
式の導入を目標としている。一次方程式を勲入するのに連立二元一次方程式を用いるのは、却弓に転
倒のような印象を与えるかもしれない。しかし、＜なるほど、文字を使えば便利だ＞という場面を
綱成したり、自然に文字を利用せざるを得ない場面に生徒達を追い込む教材としては有効であると

考えた。また、一つの文字を消去すれば結局ａｘ＝ｂ（または、ａｘ＋ｂ＝Ｏ）に還元されることから、
＜さあ、一次方程式を解こう＞ということになる。

－３８－ 



授業の展開

次のようなプリントを配布する。

ちようせん状

ちゅうｌＢのしょくんへ

わしらがどくいれられへんようにキャラメルをふくろにいれたな'

わしらミルキーとアーモンドキャラメルのひとはこのおもさしりたいれん。
もちろんふくろやぶらんとやるねんで。できるかあ－？？

怪人21面相より

課題く袋の中に入ったミルキーとアーモンドキャラメルのセットの重さから、袋を開けることな

く、各々のキャラメルの並さを知るにはどうすればよいだろうか？＞

各セットのキャラメルの個数と重さは、次の表の様になっている。生徒たちの目の前で、

実際にセットの重さを秤で、る゜もちろん、ポリ袋の重さは無視する。生徒たちが求めるの

は、ｘ，ｙの値である。

セットミルキーアーモンド並さ

Ａ３個４個

（認:）(鰻醤）Ｂ２個３個

（ｘｇ/個ｙｇ/個）

授業の流れ

･セットＡの重さを秤で計る。これだけで、各々のキャラメルの重さを知ることができるか。

グループ毎に結果を予想させる。（一意に決まらない）

・もう一つのセットＢの並さが分かればどうか。

さあ、この表からだと、それぞれの重さが求まるだろうか、と團うことで上妃の表を板瞥する。

まず、個々に考え、次に、グループの意見を作る。（約20分）

･各グループの考えを０．ＨＰを用いて発表させる。

゜本時のまとめ－どのグループの考え方が股も分かりやすいか。

各班の結果とその考察

考えられる解法を代数的に表現すれば、次の二種類に大別されるであろう。

ミルキー１個の重さをｘ（９）アーモンドキャラメル１個の重さをｙ（９）とする。

｛菱オ:;二劃二二二：
＜解法１＞＜解法２＞

①－②よりｘ＋ｙ＝９０－③②ｘ３－①ｘ２より

①－③ｘ３６ｘ＋９ｙ＝６９０ 
３ｘ＋４ｙ＝３２０ －）６ｘ＋８ｙ＝６４０ 

－）３ｘ＋３ｙ＝Ｚ７０ 
ｙ＝５０ 

ｙ＝５０ 

次のコピーは、生徒達がＯ・ＨＰを使いグループの発表を行った時のＴ・Ｐ､をそのまま印刷した

ものである。
－３９－ 



VIYilmm 《Q8Pnl班
、1〃

j2023QQD腕t27bj2o-29o宅。

允，
￣● 

４０Lキー

恥ｘ４言〃ｏ

ＪＭｉ'一必二4.

4゜’

ゎ齢に６０，

２１面相o1hOT吋午・・
解法ｌを全く文学を使用することなく、節術的に解決している。数式だけで表現されており、
明的でない。小学校の域を一歩も出ていない、といえる。

２ＢＩ 

Ｚ雲り二

宴⑮ミ'しｷﾖ士?-ﾓﾝＭつz3q翰
三'しキー2～と？一モード3つＺＱ９ｏ４
参を出して三'しﾆｰとｱｰﾓﾆﾄﾞ'つつで!=9ワヨノ

９雄Hてこ(しｷｰ9つと7-ﾓｰﾄﾞ3ｏｚ２脳

と'后二ｔｚｚ三二1ﾐﾆ上國
４功ｈｚＴＬﾓｰﾄﾞ4つＺ２窪
註比三[キ3つzlQO具z2zlMz扇，

説

｜遡六、
トア
》

’
１
 

拠蝿銭一一
ヨ
ヱ

蚊
’

ミILキー３－サアーモ＞ｋ４三3。◎…-信命弐
三'しキー？＋アーモニドョニロンー…Ｂｏ式

三(しキーハアーニ＞ﾄﾉﾆ9グーと一弐

三1軒-34アーニニム色二zir…ｃ－式
アーモニトト＝ク
ルー生二４の'
三'しｷｰﾉ曇牛、 ｻｶﾞ' 

Ｐｉ－Ｂ三(しキーハアーニ＞Ｗ二7グーと一式

ＣＸ３三1軒-34アーニニム色二zir…ｃ－式
９－ｃアーモニトト＝ク

ルー生二４の

総乍鋤貯,←ｉｉ
三'しｷｰﾉ曇牛、

この班も解法１である。２通りの表現方法を(0Fいている。前半では、この戦も解法ｌである。２mりの表現方法を(ＩＦいている。前半では、解法をく`氾号をすこしも用い

ないですべての瓢がらをみな言葉で浴<＞言葉代数（修辞代数）である。後半では．＜すべての１$

-４０－ 



がらを言葉で智<のであるが、何度も何度も同一の迎範や、考えがくり返されるときは、そのかわ

りに略語を使う＞略語代数と考えられる131

ミルキー３つとアーモンド４つで３２０９

ミルキー３＋アーモンド４＝３２０……………Ａの式

この二つの式や、前半と後半の間には、表現上の差異だけでなく、生徒たちの認識のあり方に大

きな差異が存在すると考えられる。前半の曾珸代数の水叩にある生徒にとっては、式は一つの表現

の手段く方法＞にしかすぎない。しかし、後半の路語代数の水準にある生徒にとっては、式そのも

のをＡ－ａＣｘ３のように考察のく対象＞となっている。いわゆる゛ｖａｎＨｉｅＩｅのく認識方法

の対象化>であるＩｉ１
自分たちの班の意見を発表するのに、前半のような表現では、分かりにくいので後半を追加した

のであろう。ここには、＜文字＞＜式表現＞の効用としてのく形式的な思考､操作の対象にできる＞

＜関係や法則を簡潔で見易すぐ表現できる＞へあと一歩であり、その萌芽がみられる興味ある発表

である。
説ｍｌｊ

３班

Ａ８－Ｂ３ｓﾐﾙｷｰ1コ+TLモシ脾1つの酋含/<堀｡－との食寸巴ｃ上ずｮ．

B8-C3x2藝予壱Ｗﾌﾞ分のｆｄＬ７ｼ]。

分

お初(･徽下,．
へＥＮＤ～

1ｍ亘o2②4｡』

解法１であり、表現方法は、２班の後半とほぼ同一である。

４班

41i'1のＺＩＬ十〃二Ｚうり
iWJⅡ 

鳶,,ルヘ砥：;し－し江ｆｚクニ(Ｊｏ
ダニらzハナ…１泥ルハ種ごツー

ｏ７Ｘｌ－４１－ﾂﾑｸ ７ｹ-町=〃←…

一匹二LZj2二里旦臘パ俳二ｚＩＭ２そＭ,鮴
Ｌ 

Ｌ-1-’二の

⑦スCLfヅノ

ニZLl-〃

二（”

解法１である、ここではくすべての形式と計尊を完全に氾号で表す＞』d号代数が用いられている。

もちろん、連立方程式の正しいアルゴリズムは踏まれていない。それは、中２のものである。

－４１－ 



５旺

巨壬だ＄ルキ－

Ａ３ 

7-モシトー

４ ３．．Ｊ 

３ Ｂ２ 23.Ｊ 

Ａ`､ェＢに曇ら’さ（几ｷｰもアーモニト．
Ｃｌ゛十つへ．マ､､３．

応5､エミルキー１，分ヒァーモジトハ分刀

瓊さn余'３Ｊ…2ｺ。忌沖罪汎ろ
Ａの燭台ミ几キール、エ

界ＥニレｈｅツヒイヨＬ

ｆ塾辿蟹ｻﾞｱ子ｱ……應岱ヨ

ミ几キー’、ＬアーＥ」し’っ、出Ｉｄｚ＋，ｚ－'｡＞ノーゲョ

…螺zizf;&Hf麗i麹Z二’
二小」ｑ，ノマ分心さクァーモニL”分），,.Ａ“・ｺﾜ。
晩（上「・の＝＆ラ由りLZ-モール１７クオｒｏ９．

7。‐蛭＝４゜ひミ｣L±￣Ｌ冒磁の霊s罐お山h,，

解法は１であり、言葉代数の水躯であるが、文字を操作の対象としているところが．大きな特徴
である。

ｘ＋ｘ＋ｘ＋ｙ＋ｙ＋ｙ＋ｙで３２０

を（ｘ＋ｙ）ｘ３＋ｙとしてW〔術的にｘ＋ｙ＝９０を求め先の式に代入して270＋ｙ＝320からｙ

をだしている。言語代数と紀号代数の中間、混交型と考えられる。＜文字＞をく物＞のように扱っ

ているが、完全に記号化していないところが興味深い。

６駐

汗H:!]鳫襄!、
１N二三R二匡需|少

６ 

準

5,0汪診ＩＦＵ 

J2U-bux“olZO 

Izo÷Ｊ零'ｏＪミルォー

この班は算術的解決である、言語表現ではなく、図表で解決している。数学的な櫛造は解法２であ

－４２－ 



る。この表を文字を使って表現すれば、加減法にすぐに結び付く。＜この６班の考え方を４駐のよ

うに文字ｘ,ｙを使って表せばどうなるか＞と問いかければよいであろう。

。{i蕊;;二謡。{:蕊:;二謡
教科香では．具体例もなく、抽象的に、ｘの係数を一致させるために①を③のように形式的に変

形しているだけである。①と＠の同値性などは全く意識していない。しかし、この６班の図表によ

る解法を経由することにより、生徒達には、同値性について言及しなくとも、彼等のくコトパ＞で

具体物のイメージを通じて同値性の翌識を持たせることができる。

この斑の方法は、この問題にだけ固有に存在する条件ｘ＋ｙ＝90を使用していない、という点で

一般的な解法であることに気付かせたい。そのためには、例えば、

｛::＃;仁;;：
をそれぞれの旺の方法で解けばどうなるかを考えさせるものも＿案であろう。

次に、肛の意見にならなかった個人の意見で興味あるものについて考案する。

Ａ 

(`uﾐ,UIp雷!､Wiu懇ｑ４Ⅶユユ｡a！‐
輪と白”gsznO

Oo）四噸’１ｍｎＺｍ９一両

⑦盃二二TnRi:『剛
（UQ伽くぺｗｆ3つ蝿。３つ（ｉｌＰ１開は川船,=2ODbノ
余'１は71-毛２１§､,ｹ．ろ,Iruさ３２０'5,-2｢10,8,ニちり胚蝸
鵬一'さ(b肋儘ﾔｶら.、(ろとみ|いに散旦加，

七ｍ．

① 

に

式（ZBo-Box〕)杠二４０

ミＭ－４０９Ｔ１－こ,二>)ｒＨ０９
キャラメルの箱の絵を文字のように扱っている、具体的な絵を用いる事により、問題解決に必要

な情報を、自分で扱いやすいように再榊成し．操作している。このこは、問題解決にとってのイメ

ージの亜嬰な働きではないだろうか。生徒たちの使用するイメージは、我々、教師には想像もつか

ない形式のものもある。上の内容と同一でありながら表現は全く異なるのが次の例である。

－４３－ 
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齊
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;夏:』[Lji:三客。
1.＋１コ=９０

入十’＝9，

３xやツー2lｂ
３Ｚ｡とz７．二ｍ

参二ｍ

一一一皇一一一一一一

アブ

ヲイ

〃沐示
・
一
一
一
一

７
９
『

ｿＤ－ｊロー“ｏ
工已逸。

数学的な表現としては、誤りである。普段の授業での生徒の板怨では、めったにお目にかかれな

い。正式の答案として提出させることを意図せずグループの意見を発表させると最初に言ってあっ

たので気楽に目分流の考え方を瞥いためであろう。文字く３コ＞＜１コ＞を操作の対象としており．

Ｂでは、途中でく１コ＞＜１コ＞を区別した方が良い場面では、文字ｘ、ｙを使用している。しか

し、Ｃでは、股後までく数字＞で徹している．生徒たちのイメージの多榔性と柔軟性を示す例であ
ろう。

、

ｒ冒辰=〒曹２，字二Ｆ、
⑥ 

,-や気｜
膵剴｣白⑪

（ 
⑤ 

” 

‘９０ 
．〔ＩＦＯ）

Ｖ罐>lご)白ｃＦ

化-ｹ・平ｏ

五ﾖ鴫>４０１ﾘー

文字と図表をうまく使った解法で分かりやすい｡⑤をＣのように並べかえて⑥とＣの差巽から、

ｘ＋ｙ＝90をだし､ｏでｘとｙのペアーを作っている。文字x､ｙを自由に操作していることが錠取

れる。文字のもっている本質的なく物的性格＞を把握しており、＜箱＞として自由に操作している
と考えられる。

－拠一



(2)関数の導入

く文字＞と同橡に、関数概念は、中学生にとって（大学生にとっても同様であるが）分かりにく

い観念であるＦ１この原因として.餌林浩氏はく関数の-in概念に先立って具体的関数を知らねば
ならず、その具体的関数を理解するのに逆に一般橿念が前提となるＪ１＜関数を理解させるため具体
的Fli例からはいろうとしても、それがわかるためには関数を知っていなければならない、というの
はりlらかに１つの

循現鑓（▼iciomeime）

である。これが､関数理解の本質的にむずかしいところだと思う。＞と述べられているＦ１
だから、いきなり集合間の対晦や、一意対応を教えてもダメと言うことであろう。我々は、関数

をく変化の解析＞＜法則性の数学的表現＞と促らえ、＜変われば、変わる＞＜決まれば、決まる＞

というようなイメージを与えたい。

ここでは、中１の生徒が、与えられた具体的場面からどのような関数関係を抽出するかを観察して、

関数指導の方法を考察する。

まず、中ｌの関数を導入する以前の小学校での索地指導は次のようである。

３年：数圃関係を公式の形で表す。

４年：伴って変わる二つの数戯を、対lijする値の組を表などにしてその関係を調べる。

５年：簡単な式で表されている関係を、二つの数肚の対嚇や変わり方に着目して調べる。

６年：正比例、反比例の意味．式、グラフ。

〔関数指導のねらい〕常識的には、次のような目標が考えられる。

（１）現実場面、Ｐｌｊ染の観察から、関数関係にある２つの数IiMQ係を見つけだす。（問題状況、問題

設定）

(2)兇出だした関数関係にある２つの対噌を数式やその他の方法で表現する。（数学モデルの櫛成）

(3)(2)での表現から(1)の事象を舵明する小ができる。また、そのときには、不明であった特徴や即Ｊ

柄を数学モデルを使って説明や、予測ができる。（数学モデルの翻訳）

〔授業の目的〕上の(1)を中心とした、１つのsituationの中からく共なって変わる２つのmを体験

し、それらの間に成り立つ関係を見付ける＞11iである。

〔方法〕点滴の器具を使って、上のピンから下のビーカーへ管を通して水を流す、管の途中には、

水litの調節器と空剣沼めがある。この器具を用いて、共なって変る２つの戯を見出だし、それらを

測定することを体験し、測定結果をまとめる過程において、２つの風の川に成り立つ関係を導きだ

す。

授業の展開

･器具の説明点滴の器具である。上のピンには水が入れてあり、下のビーカーに水を溜める。水

の流れは調節器で調節できる。実験の途中では、調節器を動かさない。

。目的の説明調節器を開くことによって起こる変化について、何がどのように変化するか観察、

記録しまとめる。（約１o分）

･実験まえの話し合いどのような変化が起こるか予想し、何を観察するかをグループで話しあっ

て決める。役割分担を決める。（実験は１グループ４人で行い、操作係、紀騒係、時

計係、進行係など。約１０分）

･実験（約２０分）

。まとめ（約10分）

－４５－ 



実験結果と考察一
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この実験では、点滴ピンの水位の減少（し択一トＡ・Ｂ）、下のビーカーの水位の墹加（レポー

トＣ）、空罰溜めの中に落ちる水滴の数（し狼一卜Ｂ）、の３種の変化が観察されるであろう。上

の左は、グループのレポート、右は個人のレポートであるが、Ａ、Ｂともに、点滴ピンの一定水位

の減少と時間の関係、Ｂには、一定時間内に何滴落下するかをも観察している。水を流し始めてか

らの時間の変化に対する水位、水仕の変化という見方ではなく、点滴ピンのｌ目盛りの分の水位の

低下に必襲な時間はどれだけか、２目盛りでは、………という捉え方である。レポートにもまとめ
ているように、彼等が既に所有しているく比例＞の枠組みで対象を捕らえている。レポートＡも同

様に、１目盛り分の水の減少に対して、それに必要な時間を対応させている。Ａでは、連続的な直

娘のグラフに表現しているが、ｘ－軸のく水の、＞を連続価として把握しているのではなくて、離

散且（１目盛り）として捕らえて、小学校でやったように、点と点を桔むだに過ぎないと考えた方が

よいだろう。

Ａ、Ｂともに、今の状態がこのまま続けば、この現蚊はく比例＞しているから、＜将来はこのよ

うになる＞と予測している。これは、すでに､生徒たちには、＜こうなれば、こうなる＞（因果律

?）という感覚､〈フラットという感覚､一様性の感覚(銀林浩)翌)に支えられているくこのよ
うな現象は比例する＞というようなく比例モデル＞とでも言うべき榊造が形成されており、この実

験をそのモデルに当てはめて解釈している、ということではないだろうか。この点に関しては、次

のレポートＣも同様である。

Ｃ 
ＩＲｌ４Ｂ３ＦＲ急ヨエ？ｹﾞュ七頁；6F：。､Ｈ１弓１／ｆ、
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レポートＣでは、教師のことばで表現すれば、下のビーカーに溜まる水の位を時間の関数ととら

えている、と言える。＜正比例（直線）のはずであったが＞と述べて、比例にならなかった原因を

考えている。これから判断すると、やはりく比例モデル＞に依存していると考えられる。ここでの

教師の仕Zliは、＜変われば、変わる＞＜決まれば、決まる＞という現象についての見方、考え方、

またはく比例モデル＞の数学化（mathematization）としてｙ＝ａｘを導かなければならない｡(こ

れで関数の指導が終わったわけではない､Ｉ（)=a（)で象徴される、「働き｣の実体化(銀杯浴１１０）
がのこっている。)このとき、生徒の既に所有するく枠組み＞を利用し、それを拡大するという方向

で新しい概念を導入すべきである。

＜関数指導には実験＞という考えが定着してきているが、その多くは、事象の中から伴って変化す

る２つの変数、変肚ｘ，ｙをとりだすことに主眼がＩＨＩかれているが、それらの変数、変吐を組(xJ）
としてとらえ、そのすべての組の全体に存在する不変性（働き）を抽出する過麗も重要視しなけれ

ばならない。さもなければ、関数とはく一方が変化すると他方も変化＞するものというイメージし

か残さない9１

中学１年生の授業からの結臘

生徒連のくコトパ＞（発想）や過去の優験をく数学化＞の場面に生かす。たとえば、連立方程式

において、係数を一致させる、表を作る、岐小公倍数を掛けるなど、正比例関数では、＜～は、～

に比例する＞、＜こうなるはず＞の生徒の職験的、血蜆的方法を請理的、体系的な加減法や関数、
変化の割合等に定式化、一般化すべきである。

岐近、数学固有の問題として、数学の発趣をく内容と形式＞の側面から把握すると蘭う立場があ

る。（Byers,Ｖ、Whystudythemstoryofmathematics？１，t.」.MathEducSci

Techno１．１３，１，５９－６６）数学教育においても同様の観点が取れるのではないだろうか。連立方

程式の生徒のレポートに見られるように、＜内容～（方法と結果）は、いずれのレポートもよく似

ている。教師は、この認識方法、発想を授業に生かさなければならない、しかも、生徒の活動が中

心となる場面である。

＜形式＞とは、シンボリックなijd号と推護であるが、各々のレポートで大きく異なる。これを、

正しい記号や適当な文字を用い、概念や関係の本質を抽象化し、単純化して、妃号化する必要があ

る。この場面は、教師の菰要な仕斬であろう。

(3)三角比の導入

高校での数学の授業は、教科の性格上、教室の中で、教師主導型でく黒板とチョーク＞

という形態が多い。

本来は数学、特に、幾何学は、実用から発生した学Illlである。しかし、生徒たちが、日常学ぶ数

学はその片鱗すらＫＩＩうととはできない。そこで、数学史のなかに現れる実用数学の－面を利用して、

実習をとりいれた三角比の導入の授業実践を報告する。

ここでは、江戸時代の寺小屋の卯数のテキストとして使われたく隈却自諜'を利用した｡塵却紀は
単なるそろばんの解鋭書だけではなく、日fii生活に必要な数学的知識が豊富に盛り込まれている
大衆的な凹物であったので．さし絵いりで親しみ易く作られている。

相似三角形を利用して、物の高さを測ることは、ギリシア「７賢人」の一人のミレトスのタレス

（紀元前640～546年)が、ピラミッドの影によって、その高さを測り、アマシス王を聴かせたこと

は、有名である。多分、生徒たちのなかには．その史実を知っている者もいるであろう。しかし、

-４８－ 



／ 

わが、塵却記にもくf二ち木の長さをつもる｡i＞などあることは、知らないであろう。

授案の展開

・腰却紀のコピーを配布する。

。プリントの問いを考えさせる。特に説明を加えない。

。教師用の大きい三角定木に５円玉を糸でつるす。（プリントの図を参照）

・プリントの問３を運動場へ出て実測させる。

。結果をま とめさせる。
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一間＝六尺三寸（後に六尺） 一尺＝３０３ｃｍ 寛永４年（1627年）

問１．①，②のようにすればなぜ木の高さが測れるのですか。

問２．エスカレータの高さを測ろうと思います。その方法を考えなさい。

問３．校舎の高さを測ろうと思います。その方法は？（ただし屋上へは上がらないものとする）
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(4)＜クルクル＞三角関数

旧課程の数学１での三角関数は高校１年にとっては、抽象度の高い教材であり、落ちこぼれの原

因にもなっていた。そこで、今回の教育課程で、数学１（必修）から除外されることになった。し

かし、三角比がその応用の広さとⅢ嬰性から残された。だが、数学１の内容では、若干、異質な教

材となっている。従って．むしろ、蕊礎解析（高２）の三角関数に含める方が、自然で、扱いやす

い。

ここでは．高ｌの生徒たちに、簡単な教具を利用して、三角比の復習と商２で学ぶ三角関数の概

念形成を目的とした授業実践を慨告する。教具を作り．手で操作することにより三角関数のイメージ

を適確に形成させることができる。次の教具は、遠山啓氏の「数学入門」（岩波新書）にその原

理が述べられており､江藤邦彦氏がくクルクル＞と名ずけ教材化したものであ裂くクルクル＞と
は、下図Ａを厚紙に張り付けたものに、下図Ｂのような図形をＴ・Ｐシートにゼロックスでコピーし

たものを、Ａの原点ＯとＢのＯを醜ね、押しピンで固定し、Ｂの部分がくるくるまわるものである。

Ａ 

tａｎＯ 

sinO 

COS０ ＣＯＳ 

ヘヘ０ ０ 

0 

授業の展開

生徒たちは、ＡとＢを押しピンで固定するだけである。本来は、すべての工程を自分達で製作さ

せるのであるが、時間に余裕が無かったので今回のように、教師の方ですべて噸備した。

教師は、教具についてなにも挽明せずに、生徒たちにくクルクル＞まわして、遊ばせて、原理を

見つけさせた。そのうちに、全員がこの教具の原理を発見した。

授業についての生徒たちの感想文を以上の２つの授業の評価と考え、考察にかえる。

－５０－ 



各班の測丘結果と感想
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おわりに

われわれ教師はく現実の中での具体的なイメージと意味を失った抽象的な（コトパや記号）操作

と、その記億の再生をできるだけ速やかにやれる＞114)ことを学力とみなす操作主義・コトパ主義に
陥りやすい。そこで、この小猫では、＜教科轡にいわば裸の鉄骨のような形で出てくるコトパ・記

号・数式などと、生徒の生活感・現実感．それに根ざして生まれてくる興味・関心をどうつなぐか

は、まさしく教師の仕事だ＞05)という立場から、操作主義・コトパ主義を克服することをめざした
授業の実践を試みた。

授業の形態としては、生徒連の既有の知識を新しい場面にどのように生かせるか、生徒達の発想

をどのように授業に取り入れ櫛成していくかという問題解決型の形態をとった。

授業を栂成する要紫として、＜内容＞とく形式＞を考え、＜内容＞は生徒が、＜形式＞は教師が

中心となるべきことを述べたが、今後の問題として、このような視点から、数学の授業を分析して

みたい。

参考文献

(1)松本博史「高校におけるIMI題解決学習」雑誌『数学教育」NU281.Ｐ､９６明治図書

(2)銀林浩監修「算数・数学教育の最前線」Ｐ１１４明治図書

(3)同上Ｐ１１７

(4)小倉金之助補択「カジョリ初等数学史上」Ｐ150共立全啓

(5)Ｐ．Ｍ・ｖａｎＨｉｅＩｅａｎｄＤｖａｎＨｉｅｌｅＧｅｔｄｏｆ輿AMethodoflnitiation

intoGeometryofSecondarySchoolCReportonMethodsof 

lnitiationintoGeometry．ｅd・ｂｙＨ・Freudentha１，Ｊ．BWoIters（1958）

Ｐ、６７～Ｐ、８０

(6)松本博史・船越俊介「数学教育における概念理解について（１）」

神戸大学教育学部研究災録節73災Ｓ、５９年10月Ｐ５２

１７）銀林浩「子どもはどこでつまずくかｊｎｌ４５国土社

(8)銀林浩「暁人間行動からみた数学」Pbl47明治図書

(9)同上Ｐ１１３

００同上Ｐ１４８

ＵＤ前出(6)ＰＬ５５

Ｕ２）吉田光由『座却記」岩波文庫

U31松本博史「カンカン」と「クルクル」雑迭「数学教室」Ｎｕ３２５Ｐ､７４～Ｐ､８０国士*ｔ

Ｍ）松村正樹「授業を見直す－教科教育改造の視座一」本紀要l978P68

u5）同上Ｐ６９

－５７－ 



奈良女子大学文学部附属
中・高等学校研究紀要第26染
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中学男子生徒を対象とした

バレーボールの授業の指導法

米田博行

１．はじめに

体育の授業で行なわれるスポーツ教材の指導は、教材に対する愛好度やjUmiD能力など、個人差を

侍った生徒を対象に、授業時間、クラス鰭成、施投、用具等の大きな制約のもとで行なわれる。した

がって、部活動などの選手養成を目的とした通常の指導法とは異なった指導法が考えられなければ

ならない。バレーボールの指導法については、一般的な技術指導を中心としたものが多数あり、ま

た、授業で行なわれるバレーボール教材についても数々の指導法が主張されている。しかしながら、

これらの指導怯は授業の実践の中で、その優劣が客観的、実証的に、必ずしも明らかにされている

とは召いがたい。そこで、本研究では、バレーボール教材の指導法、とりわけ初心者段階の指導法

について、実験授業を通して実証的に、その蛆ましい指導法を明らかにしようとしてきた。

2.前回の研究

初心者を対象にしてバレーボールの授業を行なっていく場合には、次の４点が並要なポイントに

なると考えられる。①技術指導の系統性、－どのような技術から指導して行くか。②学習形態

一一斉学習、班別学習、グループ学習のいずれの学習形態がよいか。③ゲーム、－どのような

ゲームをどのくらい行なえばよいか。④単元（授業）時間数、－何時Ⅲ]くらい単元を投定すれば

よいか。これらの点に関しては、現在さまざまな主張がみられるが、必ずしも十分に実証的に明ら

かにされていない。そこで、1981年、1982年と過去２回、中学１年生男子の生徒を対象に、バレー

ボール教材の初心者に対する指導法について実証的に明らかにしようと拭みてきた。これらの研究

では、特に、前ｉｄの①技術指導の系統性。②学習形態。③ゲーム。の３点に視点を０１tいて、現在主

張されているさまざまな指導法を分析し、そこから典型的な３つの指導法のモデルを作成した。そ

して、それらのモデルに基づいた１１１元計画を立て実験授業を行ない、その学習成果を技能発達と生

徒の授業評価から比皎検討して、望ましい指導法を明らかにしようとした。

第１回目(1981年)の研究瓢､Ａ型;ｱﾝﾀﾞｰﾊﾝﾄﾞﾊﾟｽから導入するｹﾞｰﾑ多用､班別学習
型。Ｂ型；オーパーハンドパスから導入する個人技能練習中心、一斉学習鋼。Ｃ型；攻峡のコンビ

ネーション中心、グループ学Ｗ型。の３つの指導法のモデルを比較した。その結果、Ａ畑、Ｃ型が

比較的よい成果をあげた。また、ゲームや築団の人間関係などの重要性が示唆された。しかし、と

;鰯I逸翻:;M:戦:鰯縦f不潔了塞魁繩遥震臘蕊２
した。Ａ型はアンダーハンドパスから導入し、ゲームを中心に展開し、Ｃ型は攻撃のコンビネーシ

ョンを中心に展開するようにした。学習形態はどちらもグループ学習とした。第２回目の研究の結

果では、Ａ型、Ｃ型ともよい成果をあげたが、わずかにＣ期がより効果的であることが明らかにな

った。また、第１回目同様、技1iEの発達段階や学習課題に対応したゲーム、民主的な人１m関係や王

・本研究の１部は、昭和58年皮科学研究費補助金（奨励研究Ｂ）を受けて行なった。

－５８－ 



体的な学習態度を高めるグループ学習の亜要性が明らかになった。加えて、単元の中間と単元終わ

りの時点で技能発述の比較の結果、単元時間は少なくとも20時間以上必要であろうと推測できた。

過去２回の研究の戯略は以上であるが、授業を熈成する要因は多様かつ襖雑であり、これらの結

果をもって、一園にはどのような指導法がよいか断言することは困難である。変数を限定して、く

り返し実験授業を行なって検証する必要がある。また、これらの研究では、２１時間の単元時間を設

定して実験結果を行なったが、現学習指導要領では、極目あたりの時間数の制約がなくなり、かつ

面目が柄選されたが、バレーボールの授業に各学年このような時間数をあてることは困避である。

しかし、過去２回の研究の結果から推測できるように、９～15時間程度の単元時間では十分に学習

成果をあげることはできないと考えられる。従来のように、各学年に９～15時間程度の単元時間を

設定して授業を行なうよりも、各学年で敵点教材を決め、十分に単元時間を設定することが必要で

ある。このようなIIii点教材、大単元制の考え方は現学習指導要領においても推奨されている。こう

したことから、中学校では何年生でバレーボールの授業を行なえばよいか明らかにする必要がある。

この点に関して、授業実践の経験や２回の研究を通して、初めてバレーボールを学習する場合、中

学１年生では身体的発達の段階からみて、学習の成果を上げにくいのではないか。むしろ２年生か

ら学習を始め、十分に単元時間を設定する方がよいのではないかと感じてきた。もし、２年生から

学習し、３年生に次の段階の学習を行なうとすれば、1年生から学習し、２年生で次の段階を学習

するのとでは、学習成果にどのような差が生じるかを明らかにする必要がある。

3．研究の目的

研究Ｉで、初めてバレーボールを学習する中学1年生と２年生を対象として、過去２回の研究で

よい成果をえたＡＺｉＬＣ型の指導法のモデルを用いて実験授業を行なって、技能発達と生徒の授業

評価の点から分析しする。その結果を比較し、中学１年生と２年生のどちらでバレーボールの指導

を始めるのがよいか。つまり、1年生と２年生におけるバレーボール教材の適時性を明らかにする。

また、Ａ型、Ｃ型のどちらの指導法がよいか明らかにする。研究Ⅱで、前年ですでにバレーボー

ルの初歩的段階を学習している中学２年生と３年生を対象として、第二段階の指導法を用いて実験

授業を行う。技能発達の面で分析を行って、２年生と３年生の学習成果の差を明らかにする。また、

３年生では、ゲームでのルールのちがいが技能発達にどう影響するかをW]らかにする。以上の研究

Ｉ、Ⅱと過去２回の研究の結果の合わせて考察し、中学男子生徒を対象とするバレーボール教材の

指導法を明らかにする。

4．研究Ｉ

１）研究の方法

（１）実験授業の対象

奈良女子大学文学部附属中学校１年生男子60名（Ａ型クラス30名、Ｃ型クラス30名）。同校

２年生男子61名（Ａ型クラス31名、Ｃ型クラス30名）。なお、対象生徒はすべて初めてバレー

ボールを学習する。また、バレーボール部員は含まれていない。授業実践者は同校のＫ教諭で

ある。

安堵中学校1年生男子40名（Ａ型クラス20名、Ｃ型クラス20名）。同校２年生42名（Ａ型ク

ラス2】名、Ｃ型クラス21名）。なお、対象生徒のうち２年生で若干名が校内の球技大会でバレ

ーボールを軽験しているが、その他は、初めてバレーボールを学習する。バレーボール部員は

含まれていない。授業実践者は1年生が同校Ｕ教諭、２年生が同校Ｍ教諭である。

－５９－ 



(2)実践授業の期日

1982年４月～７月、1983年９月～12月。各モデルと622時間の授業を行なった。ただし、内

２時llUは単元の始めと終わりのスキルテストを行なった。

(3)研究の手続き

①指導方法に関するモデルの設定

過去２回の研究において良い成果を得た２つの指導法のモデルとほぼ同じ内容を投定した。

２つの指導法のモデルの特性は次のようである。なお、２つのモデルは過去の研究との関係

から便宣上、Ａ型、Ｃ型と仮称する。

。Ａ型の指導法の特性

個人技能から災団技能へ段階的に学習しながら絶えずゲームにまとめて行くゲーム中心型

の指導で、学習形態はグループ学習である。このようなゲームを麺視した授業やそれに対

応したグループ学習の意義は[楽しい体育」論を標傍する人達に共通して強調されている。

しかし、技術指導の系統については承認された定型的パターンが存在するわけではないが、
もし、初心者段階でゲームを中心に授業を展開しようとすれば、必然的にアンダーハン

ドパスを中心に指導することが必要になると考えられ、実際に、初心者指導におけるアン

ダーハンドパス中心型の有効性を実証した研究もみられる。そこで本研究では、このよう

な立場の主張を尊重し、また過去２回の研究結果を踏まえて、次のような原則を立てた。

＜技術指導の系統＞－アンダーハンドパスから導入し、漸次オーバーハンドパス、アンダ

ーハンドサーブなどの個人技術を指導し、加えて後半に初歩的なサーブレシープのフォー

メーションやコンビネーション攻隈を指導する。

＜ゲーム＞－－生徒の技能指度や学習指導に応じたゲームを工夫し、ほぼ毎時間ゲームの時

間配当する。なお、ゲームの総時IlU505分である。

。Ｃ型の指導法の特性

Ｃ型は攻験のコンビネーションを中心とした指導で、学習形態はグループ学習である。こ

のモデルの原則は学校体育研究同志会の人達によって提唱されているものであるが、その

原則を生かしながら、２回の研究の結果から、いくつかの修正を加えた。

＜技術指導の系統＞－学校体育研究同志会では、バレーボールの技術的特質は「スパイク

を含むパスラリー」と促えられ、意図的な攻砿であるトス・スパイクを含みながらパスラ

リーが続くことがこのスポーツのｉｌｌｌ白さであると考えられている。そこから、指導法とし

ては、２人のコンビネーション技術（トス・スパイク）をベースにしながら、その練習の

中で個々の技能を高めていく工夫が必要であるとされる。そこで、このモデルではトス・

スパイクという攻撃のコンビネーションの練習に多くの時Ⅱ！]を配当し、後半、レシーブ技

術やフォーメーションを指導する。

＜ゲーム＞－Ｃ型の学習課題か十分述成されるようにルールをエ天した。１つはオーバー

タイムス４回伽のルールでゲームを行なった。これはＡ蝿においてもこのルールで行なっ

雛r五銭liiP:鰭総驚Ｆ１，竺鞠雲雫雲貝鋳ｿ鰯蔬
攻撃につなげるところにある。前半のゲームでは、レシーブ技術の未熟さを考lli【して、味

方からの投げ入れサーブによるゲームを行なった。また、「試しのゲーム」と「終わりの

ゲーム」を除くゲームでは、サイドアウト制なし（サーブ栃なし）の21点制とし、プレイ

のちがいによって得点を変えるボーナス得点制とした。すなわち、トス・スパイクによる

-６０－ 



表1．Ａ型の単元計画
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51分 102５２０雷３０３５如伯５０
ＵＩＵＩＩＩＩＯ 

オリエソテーシⅡン
ＶＴＲＩこよるパレーポー

ルのイメージづくり
学習の目標・方法 グループ分け．役初分1，

２ スキルテスト 卜の肌ス控テ琵狐錘
オーパーハンド゜サークルパス

アンダーハンドロサークルパス
アンダーハンドサーブ

３ Ⅸしのゲ_ム 悦國Ｉ
グループ

観召
ゲーム（鯰球致４回剖・ＩＤ点ゲーム）

４ 威しのゲ－▲ 腱ＩﾘＩ
グループ

風習
ゲーム（触球数４回翻・】0点ゲーム）

５ アンダーハンドパス ｻﾞと巴
の反竹

悦明 アンダーハンドパス
的入れゲーム（アンダーハンドパス）

中中

６ アンダーハンＩｒパス 晩Iil］ 動いてのアンダーハンドパス
的入れゲーム（アンダーハンドパス）

中本

７ 
アンダーハンドパス

オーパーハンドパス
晩ＩｿＩ

アンダーハンドの

パツタパス
オーバーハンドパス

３：３のハーフコート・ゲーム

(味方からの投げ入れサーブ）

８ レシープカパー ｻﾞ,ﾚｰﾂ 
会醜

丁ソ

オー

ハン１２〃

ン牌

fス

ゼス
レシープカパー（ｌ：２）

３：３のハーフコート・ゲーム

(沫万からの投げ入れサーブ）

９ レシープカパー ，ルー
会

ｻﾞ 
限

Ｔソダーハンドパス

オーパーハンドパス
レシープカパー（Ｉ：３）

４：４のハーフコート・ゲーム

(111手コートからの投げ入れサーブ）

1０ サーブレシーブ :,,-： 
アンダーハンドパス

オーパーハンドパス

サープレシープ（４人で：

投入れサーブ）
４：４のハーフコート・ゲーム

(lU手コートからの投げ入れサーブ）

11 
アンダーハンドサープ

サープレシープ
ｻﾞﾙｰﾂ 
会鮫

アンターハンI鼎ｻーブ
サープレシープ（６人で：

アンダーハンドサーブ）

６：６のフルコート・ゲーム

（Ｔソダーハンドサーブ）

1２ [Ｉ８ＩＭｌゲ-△ ｻﾞﾙｰﾂ 
会皿

勿一プU、

皿駈図劃
ゲーム（駐球致４画割｡10点ゲーム）

1３ 中川グーム
脱Ｗｌ
グループ
会限

クループの

脚剛鰹習
ゲーム（”）

】４ ＥＩ８ＩｌＩの反哲
uIlIDゲームのＶＴＲをみての腿櫛（1$にアンダーハンド、オーバー
ハンドパス技術、レシーブの姿飴、レシーブのフォーメーシロン）

グループの学野四度の反禰

1５ 
サープレシープの

うオーメ－シコン
蝉ⅢＩ

Ｔングーハンドパス

オーパーハンドパス
サープレシープのフォーノーシロン ゲーム（６：６）

1６ パス・丁タツク 悦明
オー"←ハ

ンドｊｆス
パスアタツク ゲーム（６：６）

1７ ダイレクトスパイク ﾂﾙｰﾂ 
会鋼

鈎一プの

郷Rn騨濁
ダイレクトスパイク ゲーム（６：６）

1８ トスースパイク ｻﾞﾙｰﾂ 
会鍋

勿一プの

探題邸習
トスースパイク パスートスースパイク ゲーム（６：６）

1９ 
レシ－プ－

トスースパイク
ｻﾞルー
会

ｿ 
頚

レシープーパスートスースパイク グループのElIll原習 ゲーム（６８６）

２０ リグ戦 グループロリ興麺律謝 ゲーム（駐球歓４回刺・'0点ゲーム）

2１ リグ戦 グループp､邸lMQ魂習 ゲーム（”）

璽 スキルテストとまとめ
テストの刀オーパーハンド・サークルパス
松の独りＩアンダーハンド・サークルパス

ｱﾝﾀﾞｰﾊﾝﾄﾞパス
反哲
重とめ



表２．Ｃ型の単元計画

大学のバレーボール郎貝の圏刀そえて、バレー紙一ルのオリエンテーションAIのﾛｷﾞﾘをＶＴＲで作成した。

いすの上に立った行“、３癖ほど殿れたチ･－ムノイトにボールを役Iﾌﾞ．アングーハント,パスで返球されるオ(－ルモ捕球する。
そしてその'１球政を段うゲームである。ネゲトとしで行なうゲームとネヮトなしでやるゲームの双刀を典施した。

ボーナス点制でlユ、トスースパイクでi1l点した場合にIZ3Jfi、ダイレクトスパイク２点．その他のi9点I』Ｉﾉﾀﾞiとした。

Ｃ型では、Ｇ四判の段階では、２'点ｌ１ｊｌＩ（ボーナスi1l点制）を厩川したが、リーグ戦で【よＡＲｒｌとの比較の必抵から,0点ゲームで１J
なった。

－６２－ 

● 

●● 

●●中

中庁中宇

5分１０１５２０２５３０輯４０４５５０

オリエンテーシ、ン
ＶＴＲによるパレーポ

－ルのイメージづくり● 学習の目標・方法 グループ分け．役翻分担

２ スキルテスト

テスト

愚万$
オーパーハンド・サークルパス

アンダーハンド・サークルパス
アンダーハンドサーブ

３ 試しのゲ－ム 説Ｉﾘ１
グループ

畷野 ゲーム（触球数４回禍・’0点ゲーム）

４ 試しのゲ－ム 説9１
グループ

戯轡 ゲーム（触球蚊４１ｺ】制・’0点ゲーム）

５ オリエンテーシヨシ 試しのゲームのＶＴＲをみてのⅨ行 学fIの【】標・方怯の確認（ルールについて）
ソース躯リューノ･の活用の仕刀

６ tｉ 術オリエンテーショントスースパイク） 税印Ｉ
』I（－ル

慣れ
ジャンプキャッチ

ジャンプ１，」ヨトス

ジャンプタッチ
ﾀﾞｲﾚｸﾄｽﾊﾟｲｸ 

ジ＋ンプ１，上トス

ジャンプタプチ

７ 技術オリエンテーション
（トスースパイク）

鍵印Ｉ ジャンプｉｈ上トスースパイク ジャンプ施しトスースパイク パプクトスースパイク

８ ダル－プ凍習
（トスースパイク）

夢ﾙｰﾂ
会期

ジヤンプトス・ジヤンプタヮチ・ダイレクトスパイク
グループ

会韻

９ 

10 

ダル－プ唖籾
（トスースパイク）

ゲル-プ理澗
（トスースパイク）

明プ甑ル説グ会
ﾁﾞﾙｰ 
会

ｿ 
迅

吹上

lfL上

Ｉｎ上

厳し

スージャンプタッチ
スースパィク

スースパイク

スースパイク

４：４のハーフコートでのゲーム
(味方からの投げ入ｵ1サーブ）

６：６のゲーム

(味方からの役Iﾌﾟ入れサーブ）

11 ゲル－プ段ｆｉ
（アンダーハンドサーブ）

夢ﾙｰﾂ
会廻

【f【上

凝し

スースパィク

ｽースパイク
パプクトスースパイク アンダーハンドサーブ

1２ 

1３ 

1４ 

1５ 

中間ゲー△

中ｌｉｌｊゲーム

中ＩＲＤのⅨｒｉ

技術オリエンテーション
（アンダーハンドパス）

グルー
プの澱
Ⅲ伍廿

脚プ鋤

叫プ識
湿グ会

説グ会 識

ルの極クプ皿

’ 一明一説

課
1M』

ゲーム（賊球敗４ILjI制、サイドアウトなし､､21点ゲーム、；ボーナス点制・*・）

ｹﾞｰﾑ("） 

KII間ゲームのＶＴＲをみての反ｆｉ

アンダーハンドパス

グループの学習感度の反行

レシープートスースパイク

レシープーパスートスースパイク

1６ 

]７ 

1８ 

1９ 

2， 

２１ 

2２ 

グ ループュ
レシープーパス

－トスースパイク

ilj 

ダル-プ唖習
レシープーパス

－トスースパイク
） 

ダル_プ瞳粁
(サーブのフォーメーシコ刀

グル_プＨ１脚

リグ職

リグ戦

スキルテストとまとめ オーパーハンド゜サークルパス

ｱﾝﾀﾞｰﾊﾝﾄﾞ･サークルパス
アンダーハンドサーブ

－ル）

－ル）

戊街

まとめ



得点を３点、ダイレクトスパイク、ブロックによる得点を２点、その他はすべて１点とし

た。これによって意図的な攻撃を引き出そうとした。

＜グループ学習＞自主的・民主的なグループ学習が強調されるが、指導の系統性を大切

にしながら生徒染団の自主的活動を促進するということは大変難しい問題であるので、

「技術オリエンテーション」での方向づけを綿密にする。教師の意図する指導内容が的確

に学習されるように、教師がグループの学習活動を祇極的に指導した。このモデルのグル

ープ学習はＡ型に比べて生徒の自主的な学習を期待するものであり、グループの話し合い

による自主的な課題の時間も多い。

②単元計画

それぞれのモデルの原則に基づいて、表１，２のような単元計画をたてた。

③実験授業の分析方法

゜技能発達の分析

スキルテストー単元の始め（２時間目）と単元の終わり（21時間）に、オーパーハン

ドサークルパス、アンダーハンドサークルパス、アンダーハンドサーブのコントロールﾃ

ｽﾄを実施した｡なお､これらの方法は豊｡,雛よるものである｡ｵｰﾊﾟｰﾊﾝﾄﾞサーク
ルパスは半径１，Lの円の中でポールを頭上１．５～２疵の高さに迎続してトスを上げる。片

足がサークル内にあればよいが両足とも外に出れば中止する。２回実施して良い方を記録

する。アンダーハンドサークルパスはオーパーハンドサークルパスと同じ方法で迎続して

アンダーハンドでトスをあげる。アンダーハンドサーブコントロールテストはサービスエ

リアからアンダーサープを５回打ち下記の図１のように得点を与える。そして合計得点と

５回中何回コート内に入ったかをMd録する。ライン上はよい方の得点とする。以上の方法

で個人技能の発達を比較検討した。

ゲーム分析一王にチームプレイの発達を比較検討するため

に、「試しのゲーム」（３，４時間目）と「終わりのゲーム」

（19,20時間）をビデオテープに収め、ゲーム分析を行なった。

分析の内容は、。サーブ成功率、。触球数、。触球数中のオー

パーハンドパス・アンダーハンドパス、スパイク．ブロックの

図1．サービスの得点
使用率、｡ラリー数、゜スパイク数、の５項目である。

エリア

上された「態度測定による体育の授業診断」の方法を用いて分析した。

＞（１時間目）と単元の終わり（22時間目）に調査（質問紙法）を実そのため、単元の始め（１時間目）と単元の終わり（22時間目）に調査（質問紙法）を実

施した。女子大附属中学校の生徒に対しては、あわせて、「バレーボールの授業に関する

調査」（質問紙法）を単元の終わり（22時１１M目）に実施して分析した。

以上の、技能発達と生徒による授業評価の点から、学習成果を比較しようとした。

2）結果と考察

（１）技能発違の比較

①スキルテストの結果

個人技能の発達の度合を知るためにスキルテストを実施したがその結果は表３，４に示す

通りである。「始め」と「終わり」のテストで比較すると、すべてのクラスで、すべての技

能で向上した。ｔ検定を用いて分析すると、1年生全体で、すべての技能の向上について有

意差が認められる。学年間で比較すると、「始め」と「終わり」とも２年生が1年生の技能

－６３－ 



スキルテストの結果

表３女子大附属中

．Ｐ＜0.05.．Ｐ＜０．０１…Ｐ＜０００１ 

表４安堵中

三
－６４－ 

オーパーハンド
サークルパス

(錨） 
ＳＤ 

アンダーハンド
サークルパス

(蛾） 
ＳＤ 

アンダーハンドサーブ

（ 瀧） 
ＳＤ 瀧錯 Ｓ、

モデル間の

七検定

全体
１年

２年

始め

終わり

始め

終わり

3.3 

●●● 

7.2 

13.3●●● 

1９ 

7.0 

7.0 

0.8 

3.2 

5.9●●● 

7.2 

11.8●● 

2.7 

5.9 

8２ 

13.0 

4.6 

6.1●●● 

6.2 

7,3● 

2.3 

2.5 

２０ 

2.0 

3.0 

3.7●◆● 

3.7 

4.1 

1.2 

1.3 

1.1 

0 ９ 

１年
Ａ型

Ｃ型

始め

終わり

始め

終わり

3.1 

8.7●●● 

3.6 

7.3＄● 

1.7 

7.8 

2.1 

6.1 

2.6 

6.6●●● 

3.9 

5.1 

2.9 

６７ 

２３ 

4.8 

4.6 

6.3●● 

4.7 

5.8● 

２７ 

2.3 

２５ 

２７ 

3.0 

4.0●●● 

3０ 

３３ 

１ 

１ 

1 

１ 

４－１’４’ 
４ 

始めのテスト
すべての項目

鰯露紮
トサープ成
功数Ａ＞ＣＯ

２年
Ａ型

Ｃ型

始め

終わり

始め

終わり

9.0 

143●● 

5.5 

122●● 

9.1 

1０２ 

3.5 

11.5 

7.5 

15.6● 

6９ 

8.3 

6６ 

15.9 

9.7 

8.2 

6.5 

7.7● 

5.8 

6.8 

2.1 

1.7 

2.0 

2２ 

3.9 

4.3 

3９ 

１ １ 

0.8 

1.1 

1.0 

始めのテス

鰯；： 
テ 卜［曰ｏしス

トアンターハン
ﾄﾞﾊﾟｽＡ＞Ｃ● 

始め 1年く２年．●● 1年く２年･･･ １年く２年･･･ 1年く２年。．

終わり 1年く２年ﾛ． 1年く２年．． 1年く２年．．

オーバーハンド
サークルパス

(鵡） 
Ｓ、

ｱﾝﾀﾞｰﾊﾝﾄﾞ 
サークルパス

(鰯） 
Ｓ、

アンダーハンドサーブ

（ 戦） 
Ｓ、 １』』． 瀧鑑 ＳＤ 

モデル間の

七検定

全体
１年

２年

始め

終わり

始め

終わり

3.8 

６９●● 

5５ 

104●●● 

2.7 

5.2 

4.9 

6.3 

3.1 

5.7●⑪ 

4.1 

9.5●● 

1.7 

4.6 

2.5 

11.4 

4.0 

６０●● 

5.8 

６８ 

2６ 

2６ 

２５ 

2.3 

2６ 

3.6” 

3.6 

4.0 

1.5 

1.4 

1.3 

Ｌ１ 

１年
Ａ型

Ｃ型

始め

終わり

始め

終わり

４．１ 

7.3●● 

3２ 

碑

3.0 

6.0 

L７ 

2.4 

3.2 

6.2●◆ 

2.8 

4.6 

L９ 

51 

０８ 

2.8 

4.0 

５９●● 

3９ 

6.0 

２７ 

2８ 

2２ 

２３ 

2.7 

3.6 

2.5 

韓

L５ 

1.4 

L６ 

L２ 

２年
Ａ型

Ｃ型

始め

終わり

始め

終わり

6３ 

109●● 

3５ 

● ● 

5.6 

5.4 

1.7 

7.8 

4.3 

11.2 

3５ 

5.7● 

2.7 

13.2 

Ｌ８ 

2５ 

5.8 

6.6 

5.8 

7.2 

２７ 

2.5 

2.1 

1.7 

3.5 

3９ 

3８ 

4２ 

1.4 

1.3 

1.0 

０．６ 

始め 1年く２年． 1年く２年“ 1年く２年●●

終わり 1年く２年●



を上まわっている。特に、女子大附属中学校では、ｔ検定の結果からも、ほとんどの技能に

おいて２年生に有意差が認められる。また、１年生の「終わり」と２年生「始め」と比較す

ると、女子大附属中学校では、すべての技能で、ほぼ同じ程度の技能を示している。安堵中

学校でもアンダーハンドサーブで同じことが言える。モデル１１Mで比較すると、女子大附属中

学校の1年生で「終わり」のサーブ成功率数の項目においてＡ型に有意差が認められる。ま

た同校の２年生で、「終わり」のアンダーハンドパスでＡ型に有意差が認められる。

②ゲーム分析の結果

サーブ成功率－１ゲームにたりのサーブ成功鋼（サーブ成功数／サーブ打数ｘｌＯＯ）を

算出すると表５，６のようである。１年生と２年生を比較する。２年生が「試し」、「終わり」

のゲームとも１年生を上まっている。しかし、１年生は成功串が高くなったが、２年生はほ

とんど変化なしか、やや低下した。でも２年生は「試めし」の時点で１年生の「終わり」の

成効率を上まわっている。モデル間で比較すると、１年生ではＣ型が、２年生はＡ型が少し

優っている。

ラリー数一サーブをレシーブし、ネットを越して相手コートに返した場合にラリー１回

と数え、その後ネットを越えて相手コートに返球するごとに加算する。ラリー数は（全ラリ

ー数／サーブ成功数）で算出する。ラリー数が地せばそれだけゲーム内容が向上したと仮定

できる。学年で比較すると、「始め」で２年生が１年生よりも上まわっている。「終わり」

では、あまり大きな差はない。伸び率で、１年生の方が上まわっている。モデル間では、２

年生でＡ型がＣ型を「試し」、「終わり」とも上まわっている。１ゲーム当たりのラリー回数

の出現頻度は表７，８に示す通りである。

１サーブあたりのラリー数

表５女子大附属中

麺：LＣ

表６安堵中

触球数－１サーブ当たりの触球数の平均回数を算出した。その結果は、表９，１０に示す

通りである。学年間では、２年生が「試し」「終わり」とも１年生を上まわっている。特に

１，２年生は、「試し」の時点で１年生の「終わり」よりも上まわっている。

オーバーハンドパス、アンダーハンドパス、スパイク・ブロックの使用率一ゲーム中の

それぞれの技術の使用＊を求めたものである。その結果は表11,表12に示す通りである。学

－６５－ 

1年 ２年
１年

Ａ型 Ｃ型

２年

Ａ型 Ｃ型

試しのゲーム ０７回 ０９回 0.9回 ０４回 0.8回 1.0回

終わりのゲーム 0.9 1.3 1.0 0７ 1.5 0.9 

１年 ２年
１年

Ａ型 Ｃ型

２年

Ａ型 Ｃ型

試しのゲーム ０４回 1.1回 ０．４回 ０５回 L３回 ０９回

終わりのゲーム 1.0 1.2 1.1 1.0 １．４ 1.0 



1ゲームあたりのラリー回数の出現頻度

表７女子大附属中

表８安堵中

－６６－ 

～ ０回 １回 ２回 ３回 ４回以上

全体
試しのゲーム

終わりのゲーム

１年

２年

１年

２年

13.5(68.6影）

(45.8形）

1U､2(50.9％） 

1.5(45.1形）

４８(別６％）

4.4（219形）

(18.6％） 

6.1（23.6％） 

ｊ 鬼５ ２ く

3.6（179形）

3.3（16.3形）

4.1（16.0％） 

ｊ 形４ ３ く

L5（7.4％） 

1.6（7.8％） 

1.8（7.1％） 

（0.9％） 

1.4（7.0％） 

1.3（６５％） 

L8（７」鬼）

１年
試しのゲーム

終わりのゲーム

Ａ型

Ｃ型

Ａ型

Ｃ型

2.7(633形）

4.3(74.2％） 

11.0（51.6％） 

(50.5形）

(317＄） 

(17.2＄） 

(17.4鮨）

3.7(20.1％） 

6.7（3.3％） 

03（1.7＄） 

(16.9形）

(158＄） 

（1.7鬼）

LO（5.2＄） 

L8（8.5影）

1.3（7.1＄） 

Ｏ（0％） 

1.3（1.7％） 

（5.6Ｚ） 

（6.5＄） 

２年
試しのゲーム

終わりのゲーム

Ａ型

Ｃ型

Ａ型

Ｃ型

(438形）

120(469％） 

11.1（426鬼）

119(47」殆）

(15.1＄） 

(25.8％） 

6」（23.4筋）

(23.8％） 

(別.7％）

(14.1影）

(17.0％） 

(15.0％） 

1.2（8.2形）

1.8（7.0鬼）

（８９％） 

1.3（5.3％） 

（８２錫）

（6.2筋）

（８１形）

02（０８％） 

0回 １回 ２回 ３回 ４回以上

全体
試しのゲーム

終わりのゲーム

１年

２年

１年

２年

13.8（60.4％） 

11.8(49.1％） 

12.7（549鬼）

(39.5％） 

(25.3％） 

(29.2％） 

5.1（22.0％） 

(24.2影）

1.8（7.7影）

(13.5％） 

25（10.7＄） 

5.1（2q6％） 

（3.3形）

（3.1％） 

1.7（7.2％） 

2４（9.7影）

（3.3影）

1.3（5.1％） 

1.2（5.2％） 

15（６０＄） 

１年
試しのゲーム

終わりのゲーム

Ａ型

Ｃ型

Ａ型

Ｃ型

11.5（50.0％） 

160(71.2％） 

12.2（52.7％） 

136(59.0％） 

(28.3＄） 

(222％） 

4.9（2L2形）

5４（23.5＄） 

2.5（1U9％） 

1.0（４４％） 

(lL3影）

（９６％） 

1.0（４３鬼）

0.5（２２鬼）

L７（7.4＄） 

1.6（7.0影）

1.5（6.5％） 

Ｏ（0％） 

Ｌ７（７４＄） 

（0.9％） 

２年
試しのゲーム

終わりのゲーム

Ａ型

Ｃ型

Ａ型

Ｃ型

115(54.7％） 

12.0(44.3％） 

(31.0影）

123（55.2＄） 

５０(23.8％） 

(33.3％） 

(25.8％） 

4.8(2L3％） 

(14.3影）

(13.0＄） 

(24.5鬼）

(13.5％） 

（2.4妬）

1.0（3.7％） 

(11.9＄） 

L３（5.6形）

1.0（４８鬼）

1.5（5.8形）

1.8（6.8％） 

1.0（4.4鬼）



年間で比較すると、２年生は、オーパーハンドパス、スパイクの使用率で「試し」、「終わ

り」とも１年生を上まわっている。

１サーブあたりの解球数

表９女子大附属中

表１０安堵中

オーバーハンドパス、アンダーハンドパス

スパイク、ブロックの使用率

我１１女子大附属中

Ｉ 
6７ 

１年 ２年
１年

Ａ型 Ｃ型

２年

Ａ型 Ｃ型

試しのゲーム 1.4回 2.9回 1.4回 1.5回 3.4回 2.4回

終わりのゲーム ２６ 3.7 2.7 2.5 3.7 3.6 

1年 ２年
１年

Ａ型 Ｃ型

２年

Ａ型 Ｃ型

試しのゲーム 2.2回 ２９回 2.4回 1.9回 2.6回 3.2回

終わりのゲーム 2.8 4.2 1.9 ２６ ４５ 3.5 

オーパー
ハンドパ

ス（トス）

アンダー
ハンドパ

ス（トス）
スパイク ブロック

1年

試しのゲーム

終わりのゲーム

２０．１ 鬼

２３．７ 

78.2 形

65.5 

1.7 影

1０．３ 

0 形

0.5 

2年

試しのゲーム

終わりのゲーム

３３．９ 

３５．８ 

56.0 

46.4 

９．７ 

1５．６ 

0.4 

２２ 

１年
Ａ型

Ｃ型

試しのゲーム

終わりのゲーム

試しのゲーム

終わりのゲーム

２１．２ 

25.0 

1８８ 

２２．１ 

76.8 

63.4 

80.0 

6８１ 

2.0 

lＬ４ 

1.2 

9.0 

０ 

0.2 

０ 

ｑ８ 

２年
Ａ型

Ｃ型

試しのゲーム

終わりのゲーム

試しのゲーム

終わりのゲーム

３１．７ 

３３．８ 

３５．８ 

３８１ 

５７．３ 

48.4 

55.0 

44.2 

ｌｑ６ 

1５．３ 

8.9 

1５．９ 

ｑ4 

2.5 

ｑ３ 

1.8 



喪１２安 緒中

'よアン

ダーハンドパスの割合が商<、技能レベルが聞くなるにつれてオーパーハンドパスの割合が

高くなってくると仮定できる。表13,14は、オーパーハンドパスを１としたときのアンダー

ハンドパスとの別合を示したものである。１年生・２年生とも、終わりのゲームでオーパー

ハンドパスの使用率が高くなったことを示している。また、２年生は、拭しのゲームで、１
年生の終わりのゲームよりもオーパーハンドパスの使用率が岡<なっている。

オーパーハンドパスとアンダーハンドパス

表１３女子大附属中

炎Ⅲ安堵中

■四Ｆ￣－－￣

回囮四四四四
一一画一屯

-６８－ 

～ 
オーパー
ハンドパ

ス（トス）

アンダー
ハンドパ

ス（トス）
スパイク ブロック

1年
試しのゲーム

終わりのゲーム

1３．８ 

24.3 

81.6 

6４７ 

４６ 

9.7 

０ 

1.3 

2年
試しのゲーム

終わりのゲーム

1９．１ 

２９．９ 

68.5 

5Ｌ４ 

11.0 

15.5 

1.4 

3.2 

１年
Ａ型

Ｃ型

試しのゲーム

終わりのゲーム

試しのゲーム

終わりのゲーム

8.2 

20.0 

209 

34.0 

86.3 

69.0 

75.6 

５５．１ 

5.5 

９４ 

3.5 

1０．２ 

0 

１．６ 

０ 

０．７ 

２年
Ａ型

Ｃ型

試しのゲーム

終わりのゲーム

試しのゲーム

終わりのゲーム

16.4 

32.2 

20.9 

24.5 

７６．４ 

4８１ 

6３４ 

59.4 

6.3 

1５．７ 

1４０ 

14.8 

0.9 

４０ 

1.7 

1.3 

オーパーハンドパスとアンダーハンドパスの判合一技能の低いレベルのゲームで

１年 ２年
１年

Ａ Ｃ型

２年

Ａ型 Ｃ型

試しのゲーム １ 6.1 １：１．６ １：３５ １：４．３ １：1８ ｌ：１．６ 

終わりのゲーム １ ２７ １：Ｌ３ １：２．６ １：３０ １：１．４ １：1.2 

１年 ２年
１年

Ａ型 Ｃ型

２年

Ａ型 Ｃ型

試しのゲーム １ 6.1 １：３５ Ｉ：１０」 １：３．７ １：４．６ １：３．０ 

Aさわりのゲーム １：２．７ １：１．７ １：３．３ １：Ｌ６ １：１．５ １：２．４ 



スパイク数一アタックラインからネットまでの間で、ジャンプして片手でポールを打つ

動作をスパイクとしてスパイク数を比較した。表15,16は、１ゲームあたりのスパイク数を

示したものである。１年生と２年生を比較すると、２年生は１年生よりも、スパイク数、特

にチームプレイによるスパイク数が圧倒に多い。また、２年生は、試しのゲームで、１年生

の終わりのゲームのスパイク数とほぼ同じくらいになっている。

１ゲームあたりのスパイク数

表１５女子大附随中

表１６安堵中

［ 
－６９－ 

試しのゲーム

ﾀﾞｲﾚｸﾄ 

スパイク

チームプレ
イによるス
パイク

スパイク

総数

終わりのゲーム

ダイレクト

スパイク

チームプレ

イによるス
パイク

スパイク

総数

１年 ０５回 0回 ０．５回 ３５回 2.1回 5.6回

２年 ０．１ 5.2 5.3 5.2 8.9 14.1 

１年
Ａ型

Ｃ型

0.7 

0３ 

0 

０ 

０７ 

0３ 

4.5 

２４ 

2.3 

1９ 

6.8 

4.3 

２年
Ａ型

Ｃ型

０ 

0.2 

5２ 

5.2 

5.2 

5.4 

6.2 

４２ 

8.7 

7.1 

14.9 

1３３ 

試しのゲーム

ﾀﾞｲﾚｸﾄ 

スパイク

チームプレ
イによるス
パイク

スパイク

絶数

終

ﾀﾞｲﾚｸﾄ 

スパイク

わりのゲーム

チームプレ
イによるス
パイク

スパイク

鰭数

１年 2.3 0回 2.3回 4.0回 2.3回 6.3回

２年 3.5 ４３ 7.8 3.8 12.2 16.0 

１年
Ａ型

Ｃ型

3.0 

1.5 

0 

0 

3.0 

1.5 

4.0 

4.0 

２４ 

2.0 

６４ 

6.0 

２年
Ａ型

Ｃ剛

1.5 

5.5 

2.0 

６．５ 

3.5 

12.0 

4５ 

２７ 

1４５ 

8.8 

190 

11.5 



③パレーポーノレの技能に関する意識調査の結果

単元の終わりに、女子大附属中学校で「バレーボールの授業に関する意識調査」（質問紙

法）を実施したが、その中の技能の発逮について項目の結果は、表17～別に示す通りである。

表１９「オーパーハンドパス」、表２０「アンダーハンドパス」、表２１「サーブ」では、１年生

と２年生の間に大きな差は見られない。しかし、表２２「スパイク」、表２３「トス・スパイク

の連けいプレイ」、我２４「ポールのつなぎ」で、１年生が２年生よりも「ほとんど上手にな

らなかった」と、［Ⅱ1答したものの割合が商い。モデル間でみてみると「オーパーハンドパス」

「アンダーハンドパス」で「ほとんど上手にならなかった」と皿答したものの割合が、各学

年ともＣ型よりも商い。

表１７オーバーハンドパス

￣～ 
￣圷兀￣■碑－
－■冠甸■冠室田

０１ １１ 

Ｉ 巫冠＝ｍ■円＄宝研

一面研、配■
…F■戸Ⅳ盃…
■￣■ 

表１８アンダーハンドパス

－Ｆ￣￣ 
－－－ 
－－－ 

１１ 

-７０－ 

Ａ 

＄Ｎ 

Ｃ 

形Ｎ

全体

形Ｎ

モデル１１１１

のＸ２検定

１年

とても上手になった

少し上手になった

ほとんど上手にならなかった

計

１３３＄４ 

76.7＄２３ 

10.0％３ 

１０００鬼３０

10.7＄３ 

66.3影２０

22.3影７

1000％３０ 

117＄７ 

7Ｌ６＄４３ 

16.0＄１０ 

10Ｕ７＄６０ 

Ｘ２＝４．４９ 

２年
とても上手になった

少し上手になった

ほとんど上手にならなかった

計

200＄６ 

76.7＄２３ 

3.3＄１ 

１０００＄３０ 

23.3形７

56.7％１７ 

20.0＄６ 

100.0＄３０ 

21.7％１３ 

66.6形４０

ｌＬ７影７

100.0鬼３０

Ｘ２＝４．８９ 

学年間のＸ２検定 Ｘ２＝５｣５ Ｘ２＝４．４８ Ｘ２＝４．６１ 

Ａ 

＄Ｎ 

Ｃ 

＄Ｎ 

全体

＄Ｎ 

モデル1川

のＸ２検定

１年
とても上手になった

少し上手になった

ほとんど上手にならなかった

計

133＄４ 

80.0＄２４ 

6.7＄２ 

100.0形３０

16.7＄５ 

56.6＄１７ 

26.7％８ 

1000＄３０ 

15.0＄９ 

68.3＄４１ 

16.7％１０ 

1000＄６０ 

Ｘ２＝７．５０ 

Ｐ＜・O５

２年

とても上手になった

少し上手になった

ほとんど上手にならなかった

針

36.7＄１１ 

53.3影１６

10oｚ３ 

１０００＄３０ 

333鯵１０

46.7影１４

20.0＄６ 

１０００＄３０ 

35.7＄２１ 

50.0＄３０ 

150＄９ 

100.0＄６０ 

Ｘ２＝６．０６ 

P＜・O５

学年間のＸ２検定 Ｘ２＝５．２７ Ｘ２＝４．５６ Ｘ２＝５．６２ 



表旧サーブ

表２０スパイク

［ 
表２１トス・スパイクの連けいプレイ

－７１－ 

Ａ 

影Ｎ

Ｃ 

形Ｎ

全体

形Ｎ

モデル間

のＸ２検定

１年
とても上手になった

少し上手になった

ほとんど上手にならなかった

計

30.ｏｚ９ 

4６ 7形１４

2３ 3鯵７

100 0＄３０ 

23.3＄７ 

閃 4％１９ 

1３ 3形４

100 0％３０ 

26.7＄１６ 

55.0％３３ 

18.3鬼１１

100.0＄６０ 

Ｘ２＝５．１６ 

２年
とても上手になった

少し上手になった

ほとんど上手にならなかった

計

5３ 

3０ 

1６ 

100 

3形１６

0＄９ 

7％５ 

0＄３０ 

2３ 

5３ 

2３ 

100 

3＄７ 

4％１６ 

３％７ 

Ｏ形３０

38.3％２３ 

41.7形２５

20.0鬼１２

100.0％６０ 

Ｘ２＝５．４５ 

学年間のＸ２検定 Ｘ２＝４８５ Ｘ２＝４．２７ Ｘ２＝４．６０ 

Ａ 

形Ｎ

Ｃ 

形Ｎ

全体

影Ｎ

モデル間

のX2検定

１年
とても上手になった

少し上手になった

ほとんど上手にならなかった

計

13.3％４ 

33.3影1０

53.4＄１６ 

100.0％３０ 

3.3％１ 

50.0鬼１５

46.7％１４ 

100.0＄３０ 

8.3％５ 

41.7％２５ 

50.0形３０

100.0％６０ 

Ｘ２＝５．６６ 

２年
とても上手になった

少し上手になった

ほとんど上手にならなかった

計

2３ 

5６ 

2０ 

100 

３影７

７＄１７ 

０％６ 

0％３０ 

33.3影１０

46.7形１４

2ｑＯ形６

１０００形３０

28.3＄１７ 

51.7＄３１ 

２００＄１２ 

1⑪.Ｏ影６０

Ｘ２＝４．５０ 

学年間のＸ２検定
Ｘ２＝７．１６ 
P＜・0５

Ｘ２＝６．６５ 
Ｐ＜・0５

Ｘ２＝６．７４ 
P＜・0５

Ａ 

＄Ｎ 

Ｃ 

影Ｎ

全体

形Ｎ

モデルiIll

のＸ２検定

１年
とても上手になった

少し上手になった

ほとんど上手にならなかった

汁

300％９ 

3３ 3＄10 

3６ 7＄１１ 

100 O影３０

６７形２

300箔９

63.3％１９ 

１０００影３０

１８３＄１１ 

3１ 7％１９ 

5Ｃ O形３０

100 O弱６０

Ｘ２＝５．６６ 

２年
とても上手になった

少し上手になった

ほとんど上手にならなかった

計

4０ 0％１２ 

46.7＄１４ 

13.3％４ 

100.0形３０

23.3％７ 

56.7賭１７

２００％６ 

１０００影３０

3１ 

5１ 

1６ 

100 

7＄１９ 

6影３１

7形１０

0％６０ 

Ｘ２＝４．５０ 

学年間のＸ２検定 Ｘ２＝５．０９ Ｘ２＝７．００ 
Ｐ＜・0５

Ｘ２＝7.75 
P＜・0５



表２２ポールのつなぎ

(2)生徒による授業評価の比較

①「態度測定による授業診断」の結果

小林の方法による「態度測定による授業診断｣(注5)を１１]いて、生徒に授業を評価させた。
主な結果は次のようである。

三つの態度次元（よろこび、評価、価仙）の変価を５段階（Ａ、Ｂ、Ｃ、、、Ｅ）で評価

すると表23,24の通りである。２年生は、女子大附中での「評価」次尤を除いてiIV筵が上が

っている。１年生は、三つの次元とも評定が下がっている。モデル'111では、２年生でＣ型が

Ａ型が評定を上がっている。

表２３態度スコアの５段階評定（女子大附lri中） 表２４噸度スコア５段階評定（安堵中）

'1鱸 '鱸’

よ
ろ
こ
び
一

診断型の判定によって授業の評価レベルを比較すると、図２，３のような結果となった。

１年生は、女子大附腿中は「ふつう」のレベルで変化はないが、安堵中では「かなり商い」

レベルから「アンバランス」レベルに変化した。２年化では、それぞれ「アンバランス」レ

ベルから「かなり商い」レベルに、「低い」レベルから「ふつう」レベルに変化した。

－７２－ 

Ａ 

＄Ｎ 

Ｃ 

＄Ｎ 

全体

＄Ｎ 

モデル間

のＸ２検定

１年
とても上手になった

少し上手になった

ほとんど上手にならなかった

計

33.3筋１０

6０ 0＄１８ 

６ 7＄２ 

100 O形３０

10.0形３

6０ 0＄1８ 

3０ ０形９

100 O形３０

21.7形１３

60.0＄３６ 

18.3％１１ 

100.0＄６０ 

Ｘ２＝６．０６ 

２年
とても上手になった

少し上手になった

ほとんど上手にならなかった

計

4３ 3形１６

5３ 4％１３ 

3.3＄１ 

１０００＄３０ 

3０ 

6６ 

３ 

100 

O形９

7％２０ 

3形１

0＄３０ 

41.7％２５ 

55.0形３３

3.3＄２ 

100.0＄６０ 

Ｘ２＝４．８６ 

学年llUのＸ２検定 Ｘ２＝４．６３ Ｘ２＝６．３８ 
P＜・0５

Ｘ２＝６．５４ 
P＜・0５

1年 2年
１年

Ａ型 Ｃ型
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Ｃ 

Ｃ 
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Ｂ 
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Ｂ 
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Ｃ 
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価
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Ｃ 
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Ｂ 
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Ｂ 
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Ｃ 
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、
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図2．診断型の判定（女子大附属中）

態度変化の診断型の判定によって、授業を総合的に診断すると、図４，５のような結果と

なった。１年生は「やや失敗」、２年生は「成功」やや成功」となった。モデル間では、２

年生でＣ型がＡ型よりも成功ljrが商い。（なお、それぞれの項目の得点の変化等の詳細に

ついては盗料１～12を参照されたい｡）

図3．診断型の判定（安堵中）
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図4．態度変化の診断型の判定（女子大附属中）

図5．態度変化の診断型の判定（安堵中）

②バレーボールの授業に関する調査の結采

表25は授業は楽しかったかどうかを問いかけた結果である。１年生と２年生を比較すると、

２年生に「楽しかった」、「大変楽しかった」とするものが多い。モデル間では１年Ａ型は

「楽しかった」とするものが少なく、約半分ほどしかいない。我26,27は学習集団の質にか

かわった質問であるが、１年生と２年生の全体を比較すると、２８「グループでまとまって仲

瓜<学習できたか」、２９「グループで互いに教え合って学習できたか」の項目のいずれも、

「できなかった」と答える生徒は１年生に多い。また、モデルIIUでは、特にＣ型に「できな
かった」と答えるものの割合が他より高い。

－７４－ 

１年 ２年

１年

Ａ型 Ｃ型

２年

Ａ型 Ｃ型

成功

かなり成功

やや成功
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やや失敗

かなり失敗

夫敗

アンパラ:"〈 ＋ ＋ 十 ＋ ＋ ＋ 

１年 ２年

１年

Ａ型 Ｃ型

２年
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かなり成功
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樅い

やや失敗

かなり失敗

矢敗
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表２５授業は楽しかったか

1１Ⅱ 

匡壷■■￣瓦■■扉一■Ｔｍ
■冠一正正￣匹斫…■

正面面面■冠■ｍＦ転一■

正面回■碇一Ｆ死面、

■魔参五寂迫ﾛ■

辱…湿四一転可一画一
一面冗珂一■転一
唾■￣睡転…■冠＝、匹弼一函
囚医正巫咀曄兀￣■正応一■汀一■

■で五一Ｆ訂正一■

表２６グループでまとまって仲良く学習できたか

－－－ 
座面一座詔一■扉一

庄訂面■■玉■■正痙￣

■扉一ｍｍ冗一庄転＝■

■面■￣■面可一■

表２７グループで互いによく教え合って学習できたか

’ 

■饅屋曇鰻鰻
一■毎口伊転一一
一一一■冠■■
一画而刃■正面一一

－７５－ 

Ａ型

鬼Ｎ

Ｃ型

鬼Ｎ

全体

影Ｎ

モデル間

のＸ２検定

１年

大変つまらなかった

つまらなかった

ふつう

楽しかった

大変楽しかった

計

3.3影１

3.3％１ 

30.0＄９ 

4０ o影１２

2３ ４形７

100 ０鬼３０

0.0＄０ 

1６ ７＄５ 

3０ ０％９ 

3６ 6％11 

1６ ７形５

100 Ｏ形３０

1.7形１

10.0影６

30.0影１８

38.3鯵２３

200鯵１２

100 Ｏ形６０

Ｘ２＝５．１０ 

２年

大変つまらなかった

つまらなかった

ふつう

楽しかった

大変楽しかった

計

0 0＄0 

3.3％１ 

10.0％３ 

33.3影１０

53.4％１６ 

100.0％３０ 

Ｃ 0％0 

６ ７＄２ 

6懲７鬼２

40.0影１２

46.6％１４ 

100.0＄３０ 

0 

５ 

８ 

3６ 

5０ 

100 

O鬼０

O影３

3％５ 

7影２２

0％３０ 

０％６０ 

Ｘ２＝４．１２ 

学年間のＸ２検定 Ｘ２＝４９３ x2＝6.51 
Ｘｚ＝14.97 

Ｐ＜・Ｏ１

Ａ型

形Ｎ

Ｃ型

形Ｎ

全体

＄Ｎ 

モデル間

のＸ２検定

１年
できなかった

少しできた

大いにできた

計

３３％１ 

5０ Ｏ形１５

4６ ７鬼１４

ＩＯＣ O影３０

26.7％８ 

63.3形１９

10.0＄３ 

100.0形３０

15.0影９

56.7％３４ 

28.3形１７

100.0％６０ 

Ｘ２＝７．２６ 

P＜・O５

２年
できなかった

少しできた

大いにできた

計

６ 

5３ 

4０ 

100 

７＄２ 

３＄１６ 

0＄１２ 

0＄３０ 

３３形１

５３３形１６

43.4＄１３ 

1000筋３０

5.0形３

５３３％３２ 

41.7＄２５ 

100.0影６０

Ｘ２＝４．０９ 

学年間のＸ２検定 Ｘ２＝４．１３ Ｘ２＝６．９９ 
P＜・0５

Ｘ２＝５．１５ 

Ａ型

形Ｎ

Ｃ型

＄Ｎ 

全体

影Ｎ

モデル間

のX2検定

１年
できなかった

少しできた

大いにできた

計

6.7＄２ 

60.0＄１８ 

3３ ３％１０ 

100 Ｏ形３０

16.7＄５ 

733＄２２ 

10.0影３

100.0％３０ 

11.7＄７ 

6６ 6影４０

2１ 7％１３ 

100 0＄６０ 

Ｘ２＝５．４２ 

２年
できなかった

少しできた

大いにできた

計

６ ７形２

6３ ３１９ 

3０ Ｏ形９

1000＄３０ 

3.3形１

73.4鬼２２

23.3形７

100.0％３０ 

５ O形３

6８ 3％４１ 

26.7鬼１６

10ｑ0％６０ 

Ｘ２＝４．２０ 

学年間のＸｚ検定 Ｘ２＝４．０６ Ｘ２＝５．０７ Ｘ２＝４．４８ 



（２）結果のまとめと考察

技能発逮の比絞一、スキルテスト、ゲーム分析、生徒の意識調盃を総合すると、１年生、

２年生とも技能の発達が認められる。また、２年生はすべての技能で１年生を上まわっている。

特に注目すべき点は、２年生は単元の始めの段階ですでに、１年生の単元終わりの段階の技能

レベルとほぼ同じ程度の結果を示したところにある。このようなことから技能発連についてい

えば、１年生よりも２年生でバレーボールを学習する方が効果的であり、指導法のモデルでは

Ａ型が効果的であると考えられる。

生徒の授業採価の比較一、「能度測定による授業診断」の結果では、２年生が１年生より

も、よい結果を得た。指導モデルでは、２年生でＣ型がややＡ型よりもよい結果を示した｡｢授

業に関する意識調査」の結果では、２年生が１年生よりよい結果を示した。以上のことから、

２年生で授業を行なう方が、授業は成功する可能性が商いと考えられる。

３）研究の要約

技能発達と生徒の授業評価の結果を合わせて考察すると次のような点が明らかになった。

（１）バレーボール教材は、中学１年生段階よりも２年生の段階で指導した方が、より商い技能発

達や、生徒の授業評価によい結果を得ることができる。このような点から、２年生にバレーボ

ール教材の適時性を認めることができる。

（２）指導法のモデルについては、はっきりと特定できない。２年生では、Ａ型、Ｃ型とも授業は

成功する可能性が高い。強いて言うならば、１年生段階で指導する場合には、アンダーハンド

パス中心にラリーを続けることを目標に設定し、ゲームを中心に授業を展開すれば授業が成功

する可能性が間いと考えられＡ型。２年生では、１年生よりも「スパイクを含んだラリー」に

面白さを見い出す傾向が強く、この意味では、Ｃ型が生徒の欲求にうまく合致しているように

、思われる。

以上の点がこの研究で明かになったが、実験授業での授業実践者のちがいによって、細部の

指導のしかたにもちがいが生じ、また、学習集団の質や人数のちがいなども、実験授業の結果

に少なからず影響していると考えられ、爪ねて迫実験を行なって行く必要がある。

5．研究Ⅱ

１）研究の目的

この研究では、バレポール教材の初歩的段階の学習を前年に行なった、中学２年生と３年生を

対象にして、次の段階の指導法を用いて実験授業を行なう。その結果を技能発達の視点から分析

し、２年生と３年生の学習成果を明らかにする。

技能のレベルや学習課題に対応したルールの砿要性は過去２回の研究などからも明らかである

が、ここでは、３年生で、ゲームでオーバータイムス３回制、４回制と異なるルールを採用する

クラスを設定し、それぞれのクラスの学習成果を技能発述の点から比較する。また、チームプレ

イによる意図的な功撃（トス・スパイク）を引き出そうとしてボーナス得点制のゲームを行なっ

たが、その効果をゲーム分析を行なって明らかにする。

２）研究の方法

（１）実験授業の対象

奈良女子大学文学部附属中学校３年生男子61名（３回制クラス31名、４回制クラス30名）。

なお、対象生徒はすべて２年生で、「Ａ型」、「Ｃ型」のいずれかの指導法でバレーボールを

学習している。授業実践者は同校、Ｋ教鋤

－７６－ 



表別．単元計画

．ボーナス点制：トスースパイクでiIl点したときIi3点．ブロックは２点、その他は１点として．トスースパイクの息閲的な攻箪

はそれにkＩするブロックのプレーを多く61＆出すことを0.らっね

．。グループの鍬麺級判：グループごとに暁刮計画を立案し、敬助の点検を受けて災鹿する。

－７７－ 

5分１０１５２０２５３０３５４０４５５０
１１１１ 

オリエンテーシ幻ン 昨fIf皮の反省(ＶＴＲ、ゲームの』d雌） 学瀞の[l楓・方法の睨明 グループ分け、役別分1，

２ スキルテスト 悦印｝
オーパーハンド・サークルパス

アンダーハンド・サークルパス
アンダーハンドサーブ

３‘拭しのゲーム 税ｑｌｌ・グループ塵濁 リーグ戦（10点ＩＤＩ、サーブはアンダー'、ンドサープ）

４ 拭しのゲ-▲ グループ厘習 リーグ戦（”）

５ 
２人の攻般（２：０）

のコンピネーシ、ン
鋭明 投げあげトスースパイク

血.ヒトスースパイク

施しトスースパイク
パスートスースパイク

６ 
３人の攻軍（３：Ｏ）

のコンビネーシコン
鋭明

２人での

トスースパイク
３人の攻砿のコンピネーシ、ソ

７ ３対３の攻防
グループ､ﾖ1判
(２人、３人の攻峡の

コンビネーション）
ブロックmW1 ３対３での攻頤

８ 
４人の攻撃（４：０）

のコンピネーシ■ン
グループ斑習

９ ４対４の攻防ゲーム

１０ 
サープレシープ

フオーメ-シ、ﾝ

鋭’ﾘＩ

鍵ｌｙｌ

４対４での攻堕 ｹﾞｰﾑ(辻z了鰹;支騨Y）
サープレシープフォーメーション（ｌ：５）

1１ 
グループの郷鋤

便街．ゲーム
狸ＩﾘＩ グループの課題威瀞･・ ゲーム（サーブ樋なし．２１点ゲーム．ボーナス点なし）

1２ 
中間のゲ－▲
（リ-グ戦）

グループ顔判 リーグ戦（サーブ、lなし、２５点ゲーム、ボーナス点制）

1３ 
中間のゲ-ム
（リ_グ戦）

グループ凍洲 リーグ戦（”）

1４ 中間のⅨ竹

'51アタッルシ，ﾌｵーﾒーシ

1６ 

￣￣￣￣￣ 

｜アタヴクレシーブ

ｺﾞン

プロプクフォロ

フオーノーシ訂 ン

1７ 
，サ－プレシ_プ

|フォーメーンョン

摸ＢｊＩ

呪明

魂叫

峰】110ゲームの反省グループの学濁態度についてⅨ行

アタックレシーブ・フォーメーション

プロフクフヰロー・フォーメーシコン

サープレシープ゜フォーメーシコン

（Ｏ：６，移動セッター、ポジションチェンジ）
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安堵中学校２年生男子29名（３回制クラス）、なお、対象生徒はすべて１年生で「Ａ型小
「Ｃ型」のいずれかの指導法でバレーボールを学習している。指導実践者は同校、Ｍ教輸

（２）実践授業の期日

1984年９月～12月、各クラスともそれぞれ23時間の授業を行なった。ただし、内２時間は、
単元始めと終わりのスキルテストのために用いた。

（３）研究の手暁

①指導方法に関するモデルの設定

トス・スパイクといった攻撃のコンビネーションプレイと、それに対するブロック、レシ

ープフォーメーションの練習に多くの時間を配当する。学習形態は、生徒の自主性を尊重し

たグループ学習を採用する。この指導法は、「Ｃ型」の指導法を第二段階の指導にさらに発

達させたものと言える。特に、指導法のねらいは、意図的な攻撃技能の習得にあるといえる。
②単元計画

指導法のモデルの原則に基づいて、表28のような単元計画を立てた。
③実験授業の分析方法

スキルテストー単元の始め（２時1町目）と終わり（22時間目）に、オーバーハンドサー

クルパス、アンダーハンドサークルパス、アンダーハンドサーブコントロールテストを行な
った。その方法は、研究Ｉと同じである。

ゲーム分析一チームプレイの発連を比較するために、「試しのゲーム」、「終わりの

ゲーム」、３年生で、18,19時間目の「ボーナス得点制ゲーム」をビデオテープに収め、ゲ

ーム分析を行なった。分析の内容は、①サーブ成功串、②ラリー数、③触球数、④オーバー

ハンドパス、アンダーハンドパス、スパイク、ブロックの使用率、⑥スパイク数、スパイク
成功率、⑥ブロック（スパイク）に対する使用率

④意識調査一単元の終わり（23時llll目）に技能の発達についての調査（質間紙法）を行
なった。

３）学年間とクラスIHIの比較の結果

（１）スキルテストの結果

個人技能の発逮の度合いを知るために、単元の始めと終わりにスキルテストを実施したが、
結果は表29に示す通りである。

「始めのテスト」と「終わりのテスト」を比較すると、２年生、３年生ともオーバーハンド

パス、アンダーハンドパスでよく向上しており、有意差が認められる。３年生でアンダーハン

ドサーブの向上がみられる。学年間で比較すると、オーバーハンドパス、アンダーハンドパス

で「始め」と「終わり」のテストとも３年生が上まわっており、有意差が認められる。「３回

制」と「４回制」では、「３回制」でオーバーハンドパス、「４回制」でオーバーハンドパス
が向上している。
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表２９スキルテストの結果

．Ｐ＜0.05.．Ｐ＜００１…Ｐ＜Ｏ００１ＳＤは標単偏差

(2)ゲーム分析の結果

①サーブ成功率

サーブ成功率（サーブ成功数／サーブ数×100)の結果は表30に示すとおりである。すべて

で、「終わりのゲーム」において低下している。しかし、成功率は、８０形を越している。

表３０サーブ成功率

②ラリー数

１サーブあたりのラリー数（全ラリー数／サーブ成功数）の結架は表31に示すとおりであ

３年生は２年生よりもラリー数が多い。３年生「３回制」で「終わりのゲーム」で増加して
いる。

表３１１サーブあたりのラリー数
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③触球数

１サーブあたりの触球数（全触球数／サーブ成功数）の結果は喪32に示すとおりである。

すべてのクラスで触球数が墹加している。２年生と３年生では、３年生の方が墹加が著しい。

「３回制」と「４回制」で比較すると「３回制」の方が墹加している。

哀３２１サーブあたりの触球数

④オーパーハンドパス・アンダーハンドパス、スパイク、ブロックの使用率

表33で、みるように、２年生、３年生ともブロック、スパイクの使用率は墹加している。

３年生では、「終わりのゲーム」オーパーハンドパスの割合が墹加し、逆にアンダーハンド

パスの割合が減少している。「３回制」と「４回制」では大きな差はみられない。表34のオ

－パーハンドパスとアンダーハンドパスを比較してもほとんど差はみられない。

表３３オーバーハンドパス、アンダーハンドパス、

スパイク、ブロックの使用率

喪３４オーバーハンドパスとアンダーハンドパスの割合
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⑤スパイク数

スパイクの内容を詳しく分析した。その結果は、表35,表３６，表37、表38に示すとお

りである。表35は、１ゲームあたりのスパイク数、表36は、１サーブあたりのスパイク数、

表37は、ダイレクトスパイクとチームプレイによるスパイクの割合、表38は、スパイク成功

率である。２年生と３年生の比較では、スパイク数とスパイク成功率で３年生が上まわって

いる。また、３年生はスパイク数とスパイク成功率で、「試しのゲーム」において、１年生

の「終わりのゲーム」を上まわっている。「３回制」と「４回制」の比較では、すべての点

で、「３回制」と「４回制」の比較では、すべての点で、「３回制」が上まわっている。

表３５１ゲームあたりのスパイク数

表３６１サーブあたりのスパイク数 (スパイク数／サーブ成功数）

表３７ダイレクトスパイクとチームプレイによるスパイクの割合

表３８スパイク成功率
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２年 ３年
３年

３回制 ４回制

試しのゲーム 6.8回 16.5回 17.6回 15.3回

終わりのゲーム 12.5 183 24.0 1２５ 

２年 ３年
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試しのゲーム 0.3回 ０７回 0.6回 0.7回

終わりのゲーム 0.5 0.8 0.9 0.6 

２年 ３年
３年

３回制 ４回制

試しのゲーム ｌ：１．４ １：２．４ １：２．４ １：２．６ 

終わりのゲーム １：４．９ １：４．５ １：３８ １：６４ 
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表３９スパイクに対するブロックの使用率

⑥ブロック

スパイクに対してどのくらいブロックをしているか、その馴合を求めたものである。その

結果は表39のとおりである。すべてのクラスで、ブロックの使用率が墹加している。２年生

と３年生の比較では、２年生の方が使用率が高い。「３回制」と「４回制」では「４回制」
の方が使用串の増加が著しい。

(3)意識調査の結果

１１１元の終わり（23時間目）に、授業でバレーボールの技能が向上したかどうかを意識調査し

たものである。図６は２年生と３年生とを比較したもの、図７は「３回制」と「４回制」のク
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ラス間を比較したものである。

学年間の比較をみると、２年生は、アンダーハンドパス・サーブ・トス・スパイクの迎けい

プレイで、３年生よりも「上手になった」と答えた者が多い。３年生は、オーバーハンドパス

スパイクで、２年生よりも「上手になった」と答えた者が多い。特にスパイクで差が著しい。

「３回制」「４回制」の比較では、「３回制」は、アンダーハンドパス・スパイクで「上手

になったＪと答えた者が多い。「４回制」は、オーパーハンドパス・サーブ・トス・スパイク

の迎けいプレイで「上手になった」と答えた者が多い。

(4)学年間とクラス間の比較の結果のまとめと考察

①２年生と３年生

２年生は、オーバーハンドパス・アンダーハンドパスが向上している、このことは意識鋼

査の結果からも一致している。ゲーム分析についてみると、スパイク数、ブロック使用率、

チームプレイによるスパイクの割合の墹加しており、意図的な攻醸や防御の集団技能が向上

したものと考えられる。しかし、スパイク成功率が低下したり、ラリー数、触球数にあまり

変化がみられなかったところから、それぞれのプレイの質の問題があると考えられる。

３年生は、オーパーハンドパス・アンダーハンドパス・アンダーハンドサープパスが向上

している。このことは意識調査の結果とも一致している。ゲーユ分析の結果では、オーパー

ハンドパスの使用率が墹加し、チームプレイによるスパイク（トス・スパイク）も墹加した。

またスパイクの成功率も向上した。

２年生と３年生の比較では、実験授業での学習環境の相異があるため、一概には言えない

が次の点で相異がみられた。

個人技能では、スキルテストの結果から、３年生がすべて２年生を上まわっている。災団

技能では、両学年とも、スパイク数．ブロック使用率、チームプレイによるスパイクの割合

が増加し、意図的な攻撃、防御といった技能が習得されたといえる。しかし、単元の始めの

段階で、３年生の方がより高いレベルであること、チームプレイによるスパイク数などから

３年生のゲーム内容が２年生より高度であるといえる。

以上の結果から、中学校において第二段階としてのバレーボールの授業を行なう場合は、

技能発達の面から、３年生の方か効果的で、授業が成功する可能性が高い。

②「３回制」と「４回制」

３年生の授業を「３回制」クラスと「４回制」クラスと分けて行なった。スキルテストの

結果では、「終わりのテスト」の段階で、ほとんど差がみられない。しかし、「４回制」は、

オーパーハンドパス、アンダーハンドパスの向上が著しい。このことは意識調査の結果とも

ほぼ一致している。ゲーム分析の結果では、両方とも触球数に著しい墹加がみられる。また、

スパイク数では「３回伽」が著しく増加した。しかし、チームプレイによるスパイクの割合

は圧倒的に「４回伽」が高い。この点から見ると、「意図的な攻隈技能の習得」という指導

のねらいから言えば「４回制」クラスで股も大きな成果を残したといえる。したがって、こ

の技能段階でのゲームをオーバータイムス４回制のルールで行なうことは有効であるといえ

る。

ボーナス得点制ゲームとの比較４）ボーナス得点制ゲームとの比較

３年生において終わりのボーナス得点制ゲーム（18,19時間目）をビデオテープに収め分析し

た。ボーナス得点制とは、サーブ椀なしで、得点を30点とし、トス・スパイクが決まれば３点。

ブロックが決まれば２点。その他は１点として少しでも意図的な攻撃が行なわれるようにしたも
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のである。このボーナス得点制のゲームの分析の結果を「試しのゲーム」、「終わりのゲーム」

と比較した。

(1)サーブ成功串

ボーナス得点制ゲームは、「試し」、「終わり」のゲームと比較して成功率が高い。

豪４０サーブ成功率

(2)ラリー数

１サーブあたりのラリー数は、表42のとおりである。

し」、「終わり」のゲームよりも多い。

あまり差がみられないが３回伽で､｢拭

表４１１サーブあたりのラリー数

(3)触球数

両クラスとも、「錘し」、「終わり」のゲームに比較して触求数が多い。

表４２触球数
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全体 ３回制 ４回制

試しのゲーム 88.3 形 9０３ 形 ８６．３ 鬼

終わりのゲーム 85.8 85.4 86.1 

ボーナス得点制
のゲーム

91.1 92.5 89.7 

全体 ３回制 ４回制

試しのゲーム 1.6回 1.6回 1.6回

終わりのゲーム 1.6 1.8 1.3 

ボーナス得点制
のゲーム

1.7 1.9 1.4 

３回制 ４回制

拭しのゲーム ３５回 3.5回

終わりのゲーム 3.6 4.0 

ボーナス得点制
のゲーム

3.8 4.3 



表４３オーパーハンドパス、アンダーハンドパス、スパイク、

ブロックの使用率

(5)オーバーハンドパスとアンダーハンドパスの割合

両クラスとも、「試しのゲーム」に比べて、アンダーハンドパスの割合が減少しているが、

「終わりのゲーム」とは差はない。

表44．オーバーハンドパスとアンダーハンドパスの割合

(6)スパイク

表46の１サーブ当たりのスパイク数では「試し」「終わり」のゲームに比べて増加している。

表47のダイレクトスパイクとチームプレイによるスパイクの割合では、各クラスとも、「試し」

「終わり」のゲームに比べて、チームプレイによるスパイクの割合が著しい。特に、「４回制」

での増加が著しい。表48のスパイク成功率は、両クラスとも「試し」「終わり」のゲームに比

べて、わずかに高くなっている。

(7)ブロック

スパイクに対するブロックの使用率は、表49に示す通りである。両クラスともブロックの使

用率が著しく増えている。

(8)考察

ボーナス得点制のゲームの効果を調べるために、ゲーム分析を行ない、「試しのゲーム」と

-８５－ 

オーパーハ
ンドパス

アンダーハ
ンドパス

スパイク ブロック

全体
試しのゲーム

終わりのゲーム

ボーナス

得点制のゲーム

34.1 影

41.1 

40.6 

49.3 形

39.8 

36.9 

14.6 影

15.7 

17.8 

2.0 影

3.4 

4.7 

３回制
試しのゲーム

終わりのゲーム

ボーナス

得点制のゲーム

35.2 

4０８ 

41.2 

48.0 

38.3 

36.0 

1３８ 

17.2 

17.7 

3.0 

3.7 

5.1 

４回制
試しのゲーム

終わりのゲーム

ボーナス

得点制のゲーム

32.9 

41.6 

40.0 

50.5 

42.0 

37.8 

153 

1３４ 

179 

1.3 

3０ 

4.3 

全体 ３回制 ４回制

試しのゲーム １：１．４ １：１．４ １：１．５ 

終わりのゲーム １ １ １ 0.9 1 

ボーナス

得点制のゲーム
１：１ ｌ：０．９ １：１．１ 



表４５１サーブあたりのスパイク数

表４６ダイレクトスパイクとチームプレイによるスパイクの

割合

表４７スパイク成功率

表４８スパイクに対するブロックの使用率

－８６－ 

全体 ３回制 ４回制

試しのゲーム 0.7回 0.6回 0.7回

終わりのゲーム ０．８ 0９ 0.6 

ボーナス

得点制のゲーム
1.0 1.0 0.9 

全体 ３回制 ４回制

試しのゲーム １：２．４ １：２．４ １：２６ 

終わりのゲーム １ 4９ １ ４５ １ 6.4 

ボーナス

得点制のゲーム
１：６．７ １：５．４ １：８．０ 

全体 ３回制 ４回制

試しのゲーム 818 
形

81.8 
形

8Ｌ７ 
鬼

終わりのゲーム 84.4 87.9 80.8 

ボーナス

得点制のゲーム
85.6 89.2 81.9 

全体 ３回制 ４回制

試しのゲーム 8.9 
形

13.1 
形

4.6 
形

終わりのゲーム 23.2 16.7 14.4 

ボーナス

得点制のゲーム
21.2 24.2 18.1 



「終わりのゲーム」のゲーム分析の結果と比較した。ボーナス得点制のゲームは、他のゲーム

に比べて、アンダーハンドパスの使用率が低く、スパイク・ブロックの使用率が高い。また、

サーブ成功率、スパイク成功率もやや高く、触球数．スパイク数も多い。特に、グイレクトス

パイクとチームプレイによるスパイクの割合では、チームプレイによるスパイクの割合が高く

なっている。「４回制」クラスでは、これが著しくなっている。スパイクに対するブロックの

使用率も高い。

このようなことから、ボーナス得点制のゲームの意図的な攻撃を引き出すねらいは十分に達

成されたといえる。

4）研究の要約

（１）バレーボール教材の第二段階を学習する２年生と３年生を対象に学習成果を比較したが、明

らかに差があり、３年生の適性が認められる。したがって、３年生で多くの時間をかけて学習

すれば効果的であると考えられる。

（２）オーバータイムス「３回制」と「４回制」のクラスを設定して、その学習の成果を比較して

「３回制」、「４回制」のルールのメリットを明らかにしようとしたが、「３回制」、「４回制」

とも技能が向上して大きな差はなかった。しかし、チームプレイによるスパイクの割合の変化

で「４回制」が著しい向上をみせた。このことから「４回制」のメリットを否定できない。

（３）ボーナス点制のゲームを行なうことは意図的な攻撃・防御の技能習得に効果的である。

6．研究のまとめ

研究Ｉ、研究Ⅱと過去２回の研究の結果を合わせて、まとめて考察すると、中学校の体育の授業

におけるバレーボールの指導について次のようなことが言える。

（１）バレーボールの授業は、１年生から行なうより、２年生、３年生で行なう方が効果的で、授業

が成功する可能性が高い。

（２）１年生から授業を行なうとすれば、アンダーハンドパス中心のラリーを続けることを目標に設

定し、ゲームを中心に授業を展開すれば授業が成功する可能性が高い。

（３）２年生から授業を行なう場合、アンダーハンドパス中心のゲーム型、攻撃のコンビネーション

型とも授業が成功する可能性は高いが、１年生よりも「スパイクを含んだラリー」にバレーボー

ルの面白さを見い出す傾向が強く、この意味では、攻撃のコンビネーション中心型の方が生徒の

欲求にうまく合致している。

（４）ゲームを指導の中で適切に行なうことは、技能の向上や楽しさを味わせるために大切である。

その際、ゲームと練習の内容とに明確な対応関係を作り出す必要がある。そのためには、技能段

階や学習課題にみ合ったゲームを行なう必要がある。中学生段階で「意図的な攻撃」を学習のね

らいとすれば、ボーナス得点制やオーバータイムズ４回制などのルールが効果的である。

（５）集団スポーツであるバレーボールを教材にする場合、学習集団（グループ）の人間関係が授業

の成否を決定することが多い。したがって、グループのまとまりや協力体制を強調にすることに

努めなければならない。１年生段階のグループ学習では、グループの学習課題をみつける際やグ

ループ内においてトラブルが生じた際には、教師が積極的に関与して方向づけをしてやる必要が

ある。

（６）初心者が十分にバレーボールの楽しさにふれるだけの技能を身につけさせるようにするために

は、２０時間ぐらいの単元時間をかける必要があると思われる。技能発達が時間数によって、どの

ように変わるかについては、実証的に研究したわけではないが、これまでの実験結果から最低2０

-８７－ 



時間ぐらい必要であると考えられる。

あとがき

授業の成果は、授業を構成する様々な要因（教育環境・教師・生徒の質など）で左右される。こう

した授業を対象として行なう研究では、要因を厳密に限定することは困難である。この研究の結果を

もってただちに中学生を対象としたバレーボール教材の指導について結論づけることはできない。そ

こが本研究の限界である。今後、要因を少しづつ限定しながら、繰返し追突験を行なって明らかにし

ていく必要がある。

注．

（注１）米田博行・広瀬裕司他

（注２）米田博行・高橋健夫他

｢体育の指導過程の研究(1)、（２）第32回日本体育学会1981」

｢バレーボール教材の指導法に関する比較研究(3)第33回日本体

育学会1982」

「３回制と４回制」運動文化NU7197a8P17～Ｐ２０

｢バレーボールの指導法に関する研究」東京大学教養学部体育学

(注３）中村敏雄

(注４）豊田博・古沢久雄

紀要ｌ９８Ｌ３Ｐ１～Ｐ１３

｢体育の授業研究」大修館(注５）小林篤

-８８－ 



資料１

－８９－ 

１年生Ｎ＝６０

女子大附属中

項目点（ｏ－ｘ）／〃診断

、麗里兀始 〔墓単元終 ②－① 単元始 変化 単元終

よるこび

１ とこるよい輿薇

２ 心身の緊張をほぐす

３ 生活のうるおい

４ 苦しみより響び

５ 集団活動の楽しみ

６ 友だちを作る場

７ 積極的活動意欲

８ 自主的思考と活動

９ 体育科目の価値

1０ 体育の授業時間数

ス。．ア

0.41 

0.51 

Ｕ3６ 

0.53 

0 5９ 

０ 3４ 

0 2７ 

0 3９ 

Ｃ 5１ 

０ 3５ 

４ 2６ 

020 

0 4４ 

０ 1５ 

0 4９ 

0 5６ 

０ 2７ 

0 2９ 

0 2５ 

0 3１ 

0.56 

3.52 

-0.20 

－〔 0７ 

－０ 2１ 

－０ 0４ 

－０ 0７ 

－０ 0７ 

Ｃ 0２ 

－０ 1４ 

－０ 2０ 

0 2１ 

-0 7４ 

○ 

× 

○ 

Ｃ ２ 

Ｘ 

× 

Ｃ 

評価

1１ キビキビした動き

２ 体力づくり

３ 明，朗活発な性格

４ 精神力の養成

５ 堂々とがんばる習慣

６ 協力の習慣

７ 基本的理論の学習

８ 深い感動

９ 授業のまとまり

2０ 授業の印象

スコア

０ 3６ 

０ 5９ 

0．３１ 

0.29 

0 2７ 

0 5９ 

0 3７ 

0 0８ 

0 3４ 

0.15 

3.35 

0 4１ 

０ 5４ 

0 1４ 

0 1０ 

0 2９ 

０ 4４ 

0 4６ 

0 0０ 

0 4１ 

０ 2６ 

3.05 

0 0５ 

－０ 0５ 

－０ 1７ 

－０ 1９ 

0 0２ 

－０ 1５ 

0 0９ 

－０ 0８ 

007 

0.11 

－０ 3０ 

× 

× 

× 

× 

× 

Ｃ 

’ 

３ 

× 

× 

× 

× 

× 

Ｃ 

価値

2１ チームワークの発展

2２ みんなの活動

2３ みんなのよろこび

2４ 利己主義の抑制

2５ 永続的な仲間

2６ 主体的人間の育成

” 理論と実践の統一

2８ 授業のねらい

2９ 教師の存在価値

3０ 体育科目の必要性

スコア

046 

－０．２７ 

0 ０７ 

Ｃ 1０ 

0 5４ 

０ 4７ 

０ 2０ 

〔 3７ 

０ 4１ 

０ 4７ 

２ 8２ 

0.47 

－０．２０ 

0.05 

007 

058 

0.鋤

0.22 

041 

0.32 

0．５１ 

2.77 

0 

0 

－０ 

－０ 

0 

-0 

0 

0 

－０ 

0 

－０ 

0１ 

0７ 

0２ 

0３ 

0４ 

1３ 

0２ 

０４ 

0９ 

OMI 

0５ 

× 

Ｃ ３ 

× 

○ 

× 

Ｃ 
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２年生Ｎ＝６１

女子大附属中

項目点（○一×）／〃診断

、窯平元始 〔竃単元終 ｡－① 単元始 変化 単元終

よるこび

１ とこるよい輿齋

２ 心身の緊張をほぐす

３ 生活のうるおい

４ 苦しみより害ぴ

５ 集団活動の楽しみ

６ 友だちを作る場

７ 積極的活助意欲

８ 自主的思考と活動

９ 体育科目の価値

1０ 体育の授業時間数

スコア

0.33 

０ 4２ 

０ 1８ 

０ 4５ 

0 6８ 

0 2７ 

0 2３ 

0 1３ 

0 3３ 

０ 6７ 

3.69 

Ｕ5０ 

０ 6５ 

０ 3５ 

０ 6２ 

0 6８ 

０ 3２ 

0 4２ 

0 4２ 

0 5３ 

Ｕ6０ 

5０９ 

0.17 

0 2３ 

0 1７ 

0 1７ 

０ 00 

0 0５ 

０ 1９ 

０ 2９ 

0 2０ 

－０ 0７ 

－１ 4０ 

○ 

○ 

○ 

Ｂ 

〆

〆

４ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

Ａ 

評価

1１ キビキビした動き

1２ 体力づくつ

1３ 明朗活発な性格

1４ 精神力の養成

５ 堂々とがんばる習慣

６ 協力の習償

７ 基本的理論の学習

８ 深い感動

９ 授業のまとまり

2０ 授業の印象

スコア

0.30 

0 4５ 

0 1８ 

０ 1０ 

0 ０７ 

0 4０ 

0 6３ 

－０ 0８ 

０ 3５ 

0.05 

2.45 

0 

0 

０ 

0 

０ 

〔

0 

0 

0 

0 

２ 

4０ 

3８ 

2０ 

0２ 

０８ 

6０ 

5０ 

0８ 

4３ 

3０ 

9９ 

０ 

－０ 

０ 

０ 

0 

0 

－０ 

０ 

０ 

０ 

0 

1０ 

0７ 

0２ 

0８ 

0１ 

2０ 

1３ 

1６ 

0８ 

2５ 

5４ 

× 

× 

× 

× 

○ 

Ｃ 

〆

〆

４ 

× 

× 

× 

○ 

○ 

Ｃ 

価値

2１ チームワークの発展

2２ みんなの活．動

2３ みんなのよるとび

2４ 利己主義の抑制

2５ 永続的な仲間

2６ 主体的人間の育成

2７ 理論と実践の統一

2８ 授業のねらい

2９ 教師の存在価値

3０ 体育科目の必要性

スコ了

0.53 

－０ 1５ 

－０ 0７ 

０ 0０ 

０ 2７ 

０ 1５ 

0 1７ 

０ 3３ 

０ 2８ 

０ 3５ 

１ 8６ 

0 6８ 

－０ 1５ 

０ 1０ 

0 2８ 

0 4０ 

0 5８ 

0 3２ 

０ 6５ 

０ 3７ 

0 5８ 

3８１ 

０ 

０ 

０ 

0 

０ 

０ 

０ 

0 

０ 

0 

1５ 

00 

1７ 

2８ 

1３ 

4３ 

1５ 

3２ 

０９ 

2３ 

9５ 

○ 

× 

× 

、

’ 

’ 

４ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

Ｃ 



資料３

－９１－ 

１年生Ｎ＝４２

安堵中

項目点（ｏ－ｘ）／〃

〔蜜早元始 ②里兀終 ②－① 

診断

単元始 変化 単元終

よるこび

１ とこるよい興奮

２ 心身の緊張をほぐす

３ 生活のうるおい

４ 苦しみより喜び

５ 集団活動の楽しみ

６ 友だちを作る場

７ 積極的活動意欲

８ 自主的思考と活動

９ 体育科目の価値

1０ 体育の授業時間数

スコア

0.28 

076 

069 

067 

0.87 

0.58 

０ 8６ 

Ｃ 4０ 

Ｃ 8９ 

0 朗

6.87 

0.52 

0.62 

0.38 

0.54 

0.58 

0.32 

058 

036 

047 

０ 7６ 

５ 1３ 

0.24 

－〔 1４ 

－０ 3１ 

－０ 1３ 

－０ 2９ 

－０ 2６ 

－０ 2８ 

－０ 0４ 

－０ 4２ 

-０ 1１ 

－１ 7４ 

× 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

Ａ ３ 

○ 

○ 

× 

○ 

○ 

Ｂ 

評価

１ キビキビした動き

２ 体力づくり

３ 明朗活発な性格

４ 精神力の養成

５ 堂々とがんばる習慣

６ 協力の習慣

７ 基本的理論の学習

８ 深い感動

９ 授業のまとまり

2０ 授業の印象

スコア

0.80 

１ ００ 

０ 6６ 

０ 8２ 

０ 7７ 

080 

078 

０４０ 

0.64 

0.35 

7.02 

0 8０ 

0 9８ 

0 6２ 

041 

0.39 

０．４３ 

0.62 

0.06 

040 

0.31 

５ 0２ 

0 ００ 

－０．０２ 

－００４ 

－０ ４１ 

－０ 3８ 

－０ 3７ 

－０ 1６ 

－０ 3４ 

－０ 2４ 

－０ OUI 

－２．００ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

Ａ 

、４

３ 

○ 

○ 

○ 

Ｂ 

価値

2１ チームワークの発展

” みんなの活動

2３ みんなのよろこび

2４ 利己主義の抑制

2５ 永続的な仲間

2６ 主体的人間の育成

2７ 理論と実践の統一

2８ 授業のねらい

2９ 教師の存在価値

3０ 体育科目の必要性

スコア

０ 

０ 

0 

０ 

0 

0 

０ 

０ 

0 

０ 

４ 

6２ 

2５ 

4０ 

1２ 

7７ 

4０ 

0４ 

4２ 

5８ 

6５ 

2５ 

0 3５ 

0 0３ 

0 0３ 

017 

0 3４ 

0 2９ 

0 2５ 

0 2８ 

0 4５ 

Ｃ 3６ 

２ 5５ 

－０.Ｚ７ 

－０ 2２ 

－０ 3７ 

0 0５ 

－０ 4３ 

－０ １１ 

０ ２１ 

－０ 1４ 

－０ 1３ 

－０ 2９ 

－１ 7０ 

○ 

○ 

× 

○ 

○ 

Ｂ 

、Ａ

､４ 

２ 

× 

× 

× 

、



資料４

－９２－ 

２年生Ｎ＝４４

安堵中

項目点（Ｏ－ｘ）／〃

〔窟早元始 〔蔑聖工終 ②－① 

診断

単元始 変化 単元終

よるとび

１ こころよい輿癖

２ 心身の緊張をほぐす

３ 生活のうろおい

４ 苦しみより喜び

５ 集団活動の楽しみ

６ 友だちる作る場

７ 積極的活動意欲

８ 自主的思考と活動

９ 体育科目の価値

1０ 体育の授業時間数

スコァ

0.21 

042 

0.29 

0 5４ 

0 5１ 

0 ０６ 

0 1８ 

０ 0５ 

０ 1９ 

0 8６ 

３ 3１ 

0.30 

030 

011 

0 4４ 

０ 訂

０ 2０ 

0 3６ 

0 2７ 

０ 4２ 

０ 6３ 

３ 4０ 

0.09 

－０ 1２ 

－０ 1８ 

－０ 1０ 

－０ 1４ 

０ 1４ 

0 1８ 

０ 2２ 

0 2３ 

－０ 2３ 

０ 0９ ， ４ Ｃ 

評価

1１ キビキビした動き

1２ 体力づくり

1３ 明朗活発な性格

1４ 精神力の養成

1５ 堂々とがんばる習慣

1６ 協力の習慣

1７ 基本的理論の学習

1８ 深い感動

1９ 授業のまとまり

2０ 授業の印象

スコァ

０ 4３ 

075 

０１４ 

016 

0.26 

0.38 

035 

－０．３０ 

038 

０１４ 

２ 6９ 

0 2９ 

０ 7４ 

0 1１ 

0 2５ 

0 2２ 

024 

0.25 

０ ０４ 

0 00 

－０ 1０ 

２ ０４ 

－０１４ 

－０．０１ 

－００３ 

009 

－０．０４ 

－０１４ 

－０１０ 

０３４ 

－０．３８ 

－０.別

－０．６５ 

× 

， 

’ 

、４

３ Ｃ 

価値

2１ チームワークの発展

2２ みんなの活動

2３ みんなのよるこび

2４ 利己主義の抑制

2５ 永統的な仲間

2６ 主体的人間の育成

2７ 理論と実践の統一

2８ 授業のねらい

2９ 教師の存在価値

3０ 体育科目の必要性

スコァ

０ 

0 

－０ 

０ 

0 

０ 

０ 

0 

0 

0 

１ 

5２ 

1４ 

1５ 

0２ 

3４ 

2０ 

2１ 

0５ 

1７ 

4８ 

開

０ 4１ 

０ 2０ 

0 1９ 

０ 2０ 

０ 5６ 

０ 1８ 

0 1２ 

0.19 

027 

0.35 

2.67 

－０．１１ 

0 0６ 

０ 3４ 

0 1８ 

０ 2２ 

－０ 0２ 

－０ 0９ 

０ 1４ 

0 1０ 

－０ 1３ 

０ 6９ 

× 

× 

× 

× 

、 ３ Ｃ 



資料５

－９３－ 

１年生Ａ型Ｎ＝３０

女子大附属中

項目点（○一×）／〃

ｍ鑓皐元始 の爾墾兀終 ②－① 

診断

単元始 変化 単元終

よるこび

１ こころよい輿舌

２ 心身の緊張をほぐす

３ 生活のうるおい

４ 苔しみより害ぴ

５ 集団活動の楽しみ

６ 友だちを作る場

７ 積極的活動意欲

８ 自主的思考と活動

９ 体育科目の価値

1０ 体育の授業時間数

スコア

0.33 

053 

0.30 

0.57 

0 6０ 

0 3０ 

0 3０ 

0 4７ 

053 

０．５３ 

４ 4６ 

023 

050 

017 

0.60 

０ 7０ 

０ 2７ 

０ 4０ 

0 2７ 

043 

043 

４ 0０ 

－ｑｌＯ 

－０ 0３ 

－０ 1３ 

０ 0３ 

0 1０ 

－０．０３ 

0.10 

－０．２０ 

－０ 1０ 

－０ 1０ 

－０ 4６ 

× 

○ 

○ 

Ｂ 

’ 

、Ａ

３ 

○ 

○ 

× 

Ｃ 

評価

１ キビキビした動き

２ 体力づくり

３ Iﾘｊ朗活発な性格

４ 精神力の養成

５ 堂々とがんばる習慣

６ 協力の習慣

７ 基本的理論の学習

８ 深い感動

９ 授業のまとまり

2０ 授業の印象

スコア

0 4０ 

0 6０ 

0 3３ 

０ 1７ 

0 0７ 

０ 5０ 

０ 4３ 

００７ 

０．５０ 

Ｕ2７ 

3.34 

０ 2３ 

Ｃ 4３ 

０ 1３ 

0.13 

0.33 

0 6０ 

0 4０ 

0 1０ 

0 4７ 

０ 2７ 

３ 0９ 

－０ 

－０ 

－０ 

－０ 

０ 

０ 

－０ 

０ 

－０ 

０ 

－０ 

1７ 

１７ 

2０ 

0４ 

2６ 

1０ 

0３ 

0３ 

0３ 

00 

2５ 

× 

× 

× 

× 

○ 

Ｃ 

、凸

〆

３ 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

○ 

Ｃ 

価値

2１ チールワークの発展

2２ みんなの活動

2３ みんなのよるとび

2４ 利己主義の抑}Ｉｉｌｌ

2５ 永続的な仲間

2６ 主体的人間の育成

2７ 理論と実践の統一

2８ 授業のねらい

2９ 教師の存在価値

3０ 体育科目の必要性

スコァ

063 

－０．３３ 

ｑｌ３ 

0.10 

０ 5７ 

０ 5７ 

0 1３ 

０ 3７ 

０ 4３ 

0 5０ 

３ 1０ 

0 

－０ 

０ 

0 

〔

0 

０ 

Ｃ 

（ 

３ 

5３ 

2３ 

2０ 

1７ 

7０ 

４７ 

1０ 

5７ 

5３ 

5３ 

5７ 

－０ 

０ 

0 

０ 

0 

－０ 

－０ 

０ 

０ 

0 

〔

1０ 

1０ 

0７ 

0７ 

1３ 

1０ 

0３ 

2０ 

1０ 

0３ 

4７ 

○ 

× 

○ 

Ｃ 

’ 

〆

３ 

× 

○ 

○ 

○ 

○ 

Ｃ 



資料６

－９４－ 

１年生Ｃ型Ｎ＝３０

女子大附属中

項目点（○一×）／〃

： 
篭 ②単元終 ②－① 

診断

単元始 変化 単元終

よるこび

１ こころよい輿鱈

２ 心身の緊張をほぐす

３ 生活のうろおい

４ 著しみより醤び

５ 災団活動の楽しみ

６ 友だちを作る場

７ 積極的活動意欲

８ 自主的思考と活動

９ 体育科目の価値

1０ 体育の授業時間数

スコア

048 

0.48 

0．４１ 

0.48 

059 

０．３８ 

0 2４ 

0 3１ 

０ 4８ 

0 6６ 

４ 5１ 

0.17 

038 

0 １４ 

０ 3８ 

０ 4１ 

０ 2８ 

0 1７ 

０ 2４ 

－０ 7０ 

069 

2.16 

－０３１ 

-0.10 

－０２７ 

－０ 1０ 

－０ 1８ 

－０ 1０ 

－０ 0７ 

－０ 0７ 

－１ 1８ 

0 0３ 

－２ 3５ 

○ 

× 

○ 

○ 

Ｃ 

､‘ 

、４

、４

２ 

× 

× 

× 

× 

○ 

， 

評価

１ キビキビした動き

２ 体力づくり

３ Iﾘｊ朗活発な性格

４ 精神力の養成

５ 堂々とがんばる習慣

６ 協力の習慣

７ 基本的理證の学習

８ 深い感動

９ 授業のまとまり

2０ 授業の印象

スコア

0 3１ 

０ 5９ 

０ 2８ 

0 4１ 

０ 4８ 

0.59 

031 

０．１０ 

0 1７ 

0 0３ 

３ 2７ 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

－０ 

０ 

０ 

３ 

5９ 

6６ 

1４ 

0７ 

221 

2８ 

5２ 

1０ 

3４ 

2８ 

0２ 

０ 

0 

－０ 

－０ 

－０ 

－０ 

0 

－０ 

0 

０ 

－０ 

2８ 

0７ 

1４ 

3４ 

2４ 

3１ 

2１ 

2０ 

1７ 

2５ 

2５ 

× 

× 

× 

× 

× 

Ｃ 

〆

、４

〆

３ 

× 

× 

× 

× 

× 

Ｃ 

価値

2１ チールワークの発展

2２ みんなの活動

2３ みんなのよろこび

別 利己主義の抑制

2５ 永続的な仲間

2６ 主体的人間の育成

2７ 理為と実践の統一

2８ 授業のねらい

2９ 教師の存在価値

3０ 体育科目の必要性

スコ了

0 2８ 

－０ 2１ 

0 00 

０ 1０ 

０ 5２ 

038 

0.28 

0 3８ 

０ 3８ 

0 4５ 

２ 5６ 

０ 

－０ 

－０ 

－０ 

0 

0 

0 

０ 

0 

０ 

１ 

4１ 

1７ 

1０ 

0３ 

4５ 

2１ 

3４ 

2２１ 

1０ 

4８ 

9３ 

0 

0 

-（ 

－（ 

－０ 

－〔

０ 

－０ 

－０ 

０ 

－０ 

1３ 

0４ 

1０ 

1３ 

0７ 

1７ 

０６ 

1４ 

2８ 

0３ 

6３ 

× 

× 

× 

， 

、Ａ

、４

２ 

× 

× 

× 

× 

○ 

× 

× 

， 



資料７

－９５－ 

1年生Ａ型Ｎ＝２８

安堵中

項目点（○一×）”

、蜜早元始 〔竃平元終 ②－① 

診断

単元始 変化 単元終

よるとび

こころよい輿斎

２ 心身の緊張をほぐす

３ 生活のうろおい

４ 苫しみより啓び

５ 災団活動の楽しみ

６ 友だちを作る場

７ 悩極的活動意欲

８ ｢Ｉ主的思考と活動

９ 体育科目の価値

1０ 体育の授業時間数

スコア

０４１ 

Ｃ 5９ 

０ 5２ 

0 6３ 

0 7４ 

0 3７ 

0 8５ 

０ 5９ 

0 7８ 

０ 8１ 

６ 2９ 

057 

０ 4６ 

０ 0７ 

０ 3９ 

0 6１ 

0 3２ 

０ 4６ 

0 2５ 

0 3２ 

0 8２ 

４ 幻

016 

－０ 1３ 

－０ 4５ 

－０ 2４ 

－０ 1３ 

－０ 0５ 

－０ 3９ 

－０ 3４ 

－０ 4６ 

0 0１ 

－２ 0２ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

Ａ 

、‘

､△ 

２ 

○ 

× 

○ 

Ｃ 

評価

１ キビキビした動き

２ 体力づくり

３ ＷＩ朗活発な性格

４ Ｗｉ神力の養成

５ 堂々とがんばる習慣

６ 協力の習慣

７ )＆本的理論の学習

８ 深い感動

９ 授業のまとまり

2０ 授業の印象

スコア

0 

１ 

０ 

0 

0 

Ｃ 

0 

０ 

（ 

０ 

６ 

8１ 

00 

5２ 

8５ 

6９ 

5９ 

6３ 

3０ 

5６ 

4１ 

3４ 

０ 

０ 

0 

０ 

０ 

0 

0 

0 

０ 

0 

５ 

8２ 

9６ 

5４ 

4３ 

4６ 

5４ 

6１ 

0１ 

5７ 

3９ 

3６ 

０ 

－０ 

０ 

－０ 

－０ 

－０ 

－０ 

－０ 

０ 

－〔

－〔

0１ 

0４ 

0２ 

4２ 

2１ 

0５ 

０２ 

2６ 

0１ 

0２ 

9８ 

○ 

○ 

○ 

○ 

Ｂ 

’ 

〆

／ 

４ 

○ 

○ 

○ 

○ 

Ｂ 

価値

2１ チームワークの発展

2２ みんなの活動

2３ みんなのよるこび

2４ 利己主義の抑制

2５ 永続的な仲間

2６ 主体的人間の育成

2７ 理論と実践の統一

2８ 授業のねらい

2９ 教師の存在価値

3０ 体育科目の必要性

スコア

0 

－０ 

0 

－０ 

0 

０ 

Ｃ 

0 

0 

0 

３ 

7４ 

0７ 

1５ 

1９ 

7４ 

4４ 

００ 

2６ 

3７ 

9３ 

3７ 

0 

０ 

－０ 

0 

０ 

0 

0 

０ 

0 

０ 

１ 

3９ 

1４ 

1８ 

1８ 

2１ 

11 

1８ 

1８ 

3６ 

2５ 

8２ 

－０ 

０ 

－０ 

0 

－０ 

－０ 

Ｃ 

－０ 

－Ｃ 

－０ 

－１ 

3５ 

2１ 

3３ 

3７ 

5３ 

3３ 

1８ 

0８ 

０１ 

6８ 

5５ 

○ 

× 

× 

○ 

× 

× 

○ 

Ｃ 

、Ｌ

ﾉｖ 

、４

、

、‘

２ 

× 

× 

× 

× 

× 

， 



資料 ８ 
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１年生Ｃ型Ｎ＝１４

安堵中

項目点（ｏ－ｘ）／〃

、潟半元始 （富平元終 ②－① 

診断

単元始 変化 単元終

よるこび

１ こころよい輿ｌｉｉ

２ 心身の緊張をほぐす

３ 生活のうるおい

４ 苦しみより喜び

５ 集団ｉｌｌｉ動の楽しみ

６ 友だちを作る場

７ 積極的活助意欲

８ 自主的魁考と活動

９ 体育科目の価価

1０ 体育の授業時間数

スコア

0.14 

0 9３ 

0 8６ 

0 7１ 

１ 0０ 

0 7９ 

0 8６ 

０ 2１ 

１ 00 

０ 9３ 

７ 4３ 

０．４６ 

0 7７ 

0 6９ 

０ 6９ 

0 5K１ 

0 3１ 

０ 6９ 

0 4６ 

0 6２ 

0 6９ 

５ 9２ 

0.32 

-016 

－０１７ 

－００２ 

－Ｃ 妬

－０ 4８ 

－Ｃ 1７ 

0 2５ 

－０ 3８ 

－０ 2４ 

－１ 5１ 

× 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

× 

Ａ 

、。

、

〆

３ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

Ａ 

評価

１ キビキビした動き

２ 体力づくり

３ 明朗活発な性格

４ 精神刀の養成

５ 堂々とがんばる習悩

６ 協力の習仙

７ 基本的理論の学習

８ 深い感動

1９ 授業のまとまり

2０ 授業の印象

スコア

０ 

１ 

0 

0 

0 

１ 

０ 

0 

０ 

０ 

７ 

7９ 

0０ 

7９ 

7９ 

8６ 

00 

9３ 

5０ 

7１ 

2９ 

6６ 

0 

１ 

0 

0 

0 

０ 

０ 

０ 

０ 

0 

４ 

7７ 

0０ 

6９ 

3８ 

31 

3１ 

6２ 

0８ 

2３ 

2３ 

6２ 

－０ 

0 

－０ 

－０ 

－０ 

－０ 

－０ 

－０ 

－０ 

－０ 

－３ 

0２ 

0０ 

1０ 

4１ 

5５ 

6９ 

3１ 

4２ 

4８ 

0６ 

0４ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

Ａ 

’ 

、４

、

、

２ 

○ 

○ 

○ 

× 

× 

Ｂ 

価値

2１ チームワークの発展

2２ みんなの活助

2３ みんなのよるこび

別 利己二l｛義の抑制

2５ 永続的な仲１１１１

2６ 主体的人間の育成

2７ 理論と実践の統一

2８ 授業のねらい

2９ 教師の存在価値

3０ 体育科目の必要性

スコァ

０ 

０ 

０ 

０ 

0 

０ 

Ｃ 

０ 

０ 

０ 

４ 

5０ 

4３ 

6４ 

4３ 

7９ 

3６ 

0７ 

5７ 

7９ 

3６ 

9４ 

0 

－０ 

０ 

0 

0 

0 

0 

０ 

0 

0 

３ 

3１ 

0８ 

2３ 

1５ 

4６ 

４１６ 

3１ 

3８ 

5４ 

4６ 

2２ 

－０ 

－０ 

－０ 

－０ 

－０ 

０ 

0 

－０ 

－０ 

０ 

－１ 

1９ 

5１ 

4１ 

2８ 

3３ 

1０ 

2４ 

1９ 

2５ 

1０ 

7２ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

× 

Ｂ 

、６

、‘

、‘

２ 

× 

○ 

○ 

○ 

Ｃ 



資料 ９ 
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－９７－ 

２年生Ａ型Ｎ＝３１

女子大附属中

項目点（○一×）／〃

ｍ悪事元始 ②単元終 ②－① 

診断

単元始 変化 単元終

よるこび

１ こころよい興奮

２ 心身の緊張をほぐす

３ 生活のうろおい

４ 苦しみより喜び

５ 集団活動の楽しみ

６ 友だちを作る場

７ 積極的活助意欲

８ 自主的思考と活動

９ 体育科目の価値

1０ 体育の授業時間数

スロコア

040 

0.53 

030 

0.53 

OＢＯ 

040 

０ 3３ 

０ 2７ 

０ 4０ 

0 7０ 

４ 6６ 

043 

0.67 

033 

0.63 

070 

033 

0.53 

040 

040 

057 

4.99 

003 

０ 1４ 

0 0３ 

〔 1０ 

－〔 1０ 

－０ 0７ 

〔 2０ 

0 1３ 

0 0０ 

－０ 1３ 

0 3３ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

Ａ 

’ 

４ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

Ａ 

評価

1１ キビキビした動き

２ 体力づくり

３ 明朗活発な性格

４ 精神力の養成

５ 堂々とがんばる習慣

６ 協力の習慣

７ 基本的理論の学習

８ 深い感動

９ 授業のまとまり

2０ 授業の印象

スコア

0 

0 

０ 

０ 

0 

0 

0 

－０ 

0 

０ 

３ 

5３ 

5０ 

3７ 

1７ 

1０ 

5７ 

6３ 

0３ 

6３ 

1７ 

6４ 

０５７ 

０３０ 

０ 2３ 

－０ 1７ 

0 0７ 

０ 6０ 

0 5７ 

０ 0７ 

０ 4０ 

0 3７ 

３ 0１ 

0 0４ 

-0 2０ 

－０ 1４ 

－〔 3４ 

－０ 0３ 

〔 0３ 

－（ 0６ 

０ 1０ 

－０ 2３ 

020 

－０５６ 

× 

○ 

× 

○ 

○ 

Ｂ 

、ム

ﾉﾜ 

３ 

× 

× 

× 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

Ｃ 

価値

2１ チームワークの発展

2２ みんなの活動

2３ みんむのよろこび

2４ 利己主義の抑制

2５ 永続的な仲間

2６ 主体的人間の育成

2７ 理論と実践の統一

2８ 授業のねらい

2９ 教師の存在価値

3０ 体育科目の必要性

スコア

0 

－０ 

－０ 

0 

0 

０ 

0 

０ 

0 

0 

２ 

6７ 

1３ 

0３ 

0３ 

3７ 

2０ 

3０ 

4３ 

1７ 

5７ 

5８ 

０ 7０ 

－０ 2３ 

０ 1７ 

0 0３ 

０ 4０ 

０ 7０ 

0 3３ 

0 7３ 

0 4３ 

0 7０ 

３９６ 

003 

－０ 1０ 

0 2０ 

0 0０ 

0 0３ 

０ 5０ 

0 0３ 

0 3０ 

０２６ 

013 

1.38 

○ 

× 

○ 

× 

○ 

Ｃ 

〆

〆

ノリ

４ 

○ 

× 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

Ｂ 



資料１０

－９８－ 

２年生Ｃ型Ｎ－３０

女子大附属中

項目点（○一×）／〃

ｍ露早元始 〔詔架元終 ②－① 

診断

ﾌI』

蛤 変化 単元終

よるこび

1 こころよい輿雷

２ 心身の緊張をほぐす

３ 生活のうるおい

４ 苦しみより喜び

５ 災団活動の楽しみ

６ 友だちを作る場

７ liHl極的活動意欲

８ 自主的思考と活動

９ 体育科目の価値

1０ 体育の授業時間数

スコ了

0.幻

０ 3０ 

0 0７ 

０ 3７ 

0 5７ 

０ 1３ 

０ 1３ 

０ ００ 

0 ” 

0 6３ 

2.74 

０５７ 

0 6３ 

0 訂

０ 6０ 

0 6７ 

0 3０ 

Ｃ 3０ 

0 4３ 

0 6７ 

０ 6３ 

５ 1７ 

０．３０ 

０ 3３ 

０ 3０ 

０ 2３ 

0 1０ 

0 1７ 

0 1７ 

0 4３ 

0 4０ 

0 0０ 

2.43 

○ 

○ 

× 

× 

× 

○ 

Ｃ 

〆

ﾉﾜ 

〆

〆

〆

５ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

Ａ 

評価

1１ キビキビした動き

1２ 体力づくり

1３ Iﾘｊ朗活発な性格

1４ 輔神力の養成

1５ 堂々とがんばる習慣

1６ 協力の習慣

1７ 基本的理論の学習

1８ 深い感動

1９ 授業のまとまり

2０ 授業の印象

スコア

0.07 

0 4０ 

0 0０ 

0 0３ 

０ 0３ 

０ 2３ 

０ 6３ 

－０ 1３ 

0 0７ 

－０ 1０ 

１ 2３ 

〔

Ｃ 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

０ 

２ 

2３ 

4７ 

1７ 

1３ 

1０ 

6０ 

4３ 

1０ 

4７ 

2３ 

9３ 

０１６ 

０ 0７ 

０ 1７ 

0 1０ 

０ 0７ 

0 3７ 

-0.20 

0.23 

040 

033 

170 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

○ 

× 

× 

， 

〆

／ 

５ 

× 

× 

× 

○ 

○ 

○ 

Ｃ 

価値

２１ チームワークの発展

2２ みんなの活動

2３ みんなのよるこび

2４ 利己主義の抑制

2５ 永続的な仲間

2６ 主体的人間の育成

2７ 理論と実践の統一

2８ 授業のねらい

2９ 教師の存在価値

3０ 体育科目の必要性

スコァ

０ 4０ 

－０ 1７ 

－０１０ 

－００３ 

０ 1７ 

0 1０ 

０ 0３ 

0 2３ 

0 4０ 

0 1３ 

１ 1６ 

0 

－０ 

０ 

0 

0 

０ 

0 

0 

０ 

0 

３ 

６７ 

0７ 

0３ 

2３ 

4０ 

4７ 

3０ 

5７ 

3０ 

4７ 

3７ 

027 

010 

0.13 

026 

0.23 

037 

Ｏ幻

034 

－０１０ 

034 

2．２１ 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

、

’ 

〆

ﾉｖ 

４ 

○ 

× 

○ 

○ 

Ｂ 



資料 11 
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２年生Ａ型Ｎ＝３０

安堵中

項目点（○一×）／〃

圖
駕 〔冨聖兀終 ②－① 

診断

単元始 変化 単元終

よるこび

１ こころよい輿衝

２ 心身の緊張をほぐす

３ １ ２」 活のうろおい

４ 劃 しみより喜び

５ Ⅱ 団活勤の楽しみ

６ 友だちを作る場

７ 積極的活釛．芭欲

８ 自主的思考と活動

９ 体育科目の価ＩＩＩｉ

1０ 体firの授業時１１M数

スコア

018 

０ 1４ 

０ 1１ 

0 3９ 

０ 3２ 

０ OMI 

0 0４ 

－０ 1４ 

0 0７ 

０ 5０ 

１ 6５ 

024 

0.24 

０ 00 

０ 3１ 

0 別

0 1０ 

０ 2１ 

０ 2４ 

0 ４１ 

０ 5５ 

２ 5４ 

006 

010 

－０１１ 

－００８ 

-0.08 

0０６ 

0.17 

038 

034 

００５ 

０８９ 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

Ｅ 

〆

３ 

× 

× 

× 

× 

○ 

Ｃ 

評価

キビキビした助き

２ 体力づくり

３ Iﾘｌ肌活発な性桁

４ Ｗｉ神刀の鍵成

５ 々とがんばるｉＬｉ１慨

６ 協刀のｉｌ１Ⅲ

７ ｌＩｌｉ本的 諭の学習

８ 深い砿Ｉｌｉｌ１

1９ 授業のまとまり

2０ 授業の印象

スコア

０ 

0 

0 

０ 

０ 

０ 

0 

－０ 

0 

－０ 

１ 

3２ 

5７ 

Oul 

00 

1４ 

2９ 

3９ 

3９ 

2９ 

1８ 

4７ 

０ 1４ 

０ 6２ 

－０ ０７ 

０ ２１ 

０ 00 

0 3４ 

0 ０７ 

－０１４ 

－００７ 

0 1０ 

１ 2０ 

－０１８ 

００５ 

－０１１ 

0.21 

－０１４ 

005 

－０３２ 

０２５ 

－０．３６ 

０．２８ 

－０２７ 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

Ｅ 

、

〆

、

、凸

３ 

× 

× 

× 

× 

× 

、

価値

2１ チームワークの発展

2２ みんなの活、1１

2３ みんなのよるこび

2４ fIl己主義の抑制

2５ 永続的な仲間

2６ 主体的人ｌＩｌｌのｆＴ成

2７ 理冷と実践の統一

2８ 授業のれらい

2９ 敬師の存在価価

3０ 体ｆＴ科目の必要性

スコア

0 5０ 

－０ 0４ 

－０ 0７ 

0 1８ 

０ 2９ 

０ 3９ 

０ 1１ 

－０ 1４ 

０ 2５ 

０ 6４ 

２１１ 

0 1７ 

０ 0３ 

０ 1７ 

０ 0３ 

０ 4１ 

０ 0７ 

０ 2４ 

０ 2４ 

0 2４ 

0.48 

2.08 

－０－３３ 

００７ 

0.24 

－０－１５ 

012 

－０．３２ 

013 

038 

－００１ 

－０１６ 

－００３ 

× 

× 

× 

× 

○ 

， 

、

、

〆

３ 

× 

× 

○ 

× 

Ｃ 



資料１２
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２年生Ｃ型Ｎ＝１４

安堵中

ﾘﾋﾞi目点（○一ｘ）／〃

ｍ寵平元始 の激耶元終 ②－① 

診断

単元始 変化 単元終

よるこび

１ ここるよい興奮

２ 心身の緊張をほぐす

３ 生活のうろおい

４ 苦しみより喜び

５ 染団活動の楽しみ

６ 友だちを作る場

７ Iili極的活助意欲

８ 〔ｌ主的思考と活動

９ 体育科目の価値

1０ 体育の授業時間数

スコア

０２３ 

0 6９ 

0 4６ 

0 6９ 

0 6９ 

０ 0８ 

0 3１ 

０ 2３ 

0 3１ 

0 8５ 

４ 5４ 

０３６ 

0 3６ 

０ 2１ 

0 5７ 

0 5０ 

０ 2９ 

０ 5０ 

０ 2９ 

0 4３ 

0 7１ 

４ 2２ 

013 

－０ 3３ 

－０ 2５ 

－０ 1２ 

－０ 1９ 

0 2１ 

0 1９ 

０ 0６ 

0 1２ 

－０ 1４ 

－０ 3２ 

○ 

○ 

○ 

× 

× 

○ 

Ｃ 

、４

３ 

○ 

× 

○ 

○ 

○ 

○ 

Ｂ 

評価

１ キビキビした動き

２ 体力づくり

３ ＷＩ朗活発な性格

４ 輔神力の養成

５ 堂々とがんばる習慣

６ 協力の習慣

７ 基本的理論の学習

８ 深い感動

1９ 授業のまとまり

2０ 授業の印象

スコア

０ 5４ 

0 9２ 

０ 2３ 

0 3１ 

0 3８ 

0 4６ 

０ 3１ 

－０ 2３ 

０ 4６ 

０ 4６ 

３８４ 

０ 4３ 

０ 8６ 

０ 2９ 

０ 2９ 

0 4３ 

0 1４ 

0 4３ 

0 2１ 

0 0７ 

－０ 2９ 

２８６ 

－０ 1１ 

0 0６ 

０ 0６ 

－０ ０２ 

０ 0５ 

－０ 3２ 

０ 1２ 

0 “ 

－０３９ 

－０７５ 

－０ 9８ 

× 

Ｃ 

〆

、

ﾉﾜ 

〆

、ム

、‘

３ Ｃ 

価値

2１ チームワークの発展

2２ みんなの活動

2３ みんなのよろこび

別 利己主義の抑制

2５ 永統的な仲間

2６ 主体的人間の育成

幻 理洽と実践の統一

2８ 授業のねらい

2９ 教師の存在価値

3０ 体育科目の必要性

スコア

054 

０ 3１ 

－０ 2３ 

－０ 1５ 

0 3８ 

０ 00 

0 3１ 

０ 2３ 

0 0８ 

０ 3１ 

7８ 

０６４ 

0 3６ 

0 2１ 

0 3６ 

Ｃ 7１ 

０ 2９ 

0 0０ 

0 1４ 

０ 2９ 

0 2１ 

３ 2１ 

0 1０ 

Ｃ 0５ 

0 4４ 

０ 5１ 

０ 3３ 

0 2９ 

－０ 3１ 

－０．０９ 

0．２１ 

－０．１０ 

１４３ 

× 

○ 

× 

× 

， 

’ 

’ 

ﾉ, 

〆

、

４ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

× 

× 

× 

× 

Ｂ 



奈良女子大学文学部附属
中・高等学校研究紀要第26梨
1985年６月

地方都市と中心商店街（Ⅱ）

寅貝和男

１．はじめに

これまで、いろんな地方の中・小都市、とくにＢ，Ｄ型の都市の中心街の分布、形態について見て

きた。ずい分あちこち出かけたが、大抵は「一筋商店街」かその変形であるＬ字型、Ｔ字型などで、

股寄品中心の近隣商店街の域を出てないものがほとんどであった。旧町村時代からの商店街が多いため

であるが、全体に未発達なところが多い。人口集中地区（ＤＩＤ）人口も5,000～8,000人規模のも

のが大部分で、一部にＤＩＤをもたない「都市」もある。

商店街を歩くと、昼間だというのに人っ子１人いない商店街もあってびっくりしたことがある。

また、定休日でもないのに店舗の３分の１位がシャッターをおろしており、そのうちの多くの店舗が

「移転ののお知らせ」をシャッターにはりつけていた。そういった商店街は「通り」の照明も不十分

であり、非常にくらい。時折、クルマがかけ抜けていくばかりで、開けている店も全く売れている様

子はない。店の奥に老人がポツンと店番をしている姿は何ともわびしい。華者の巡検を通してとくに

こうした点で目立ったのが総社（岡山）、近江八幡（滋賀）、新湊（富山）などで、中でも総社市の

アーケード街の衰退ぶりは目をおおうばかりであった。そんな中でもいくつかの小都市でちよとした

賑いがあるとほっとすることがある。次にそんな都市の一つ、陸前高田市（岩手）について慨観しよ賑いがあるとほっとすることがある。次に

う。

陸前高田市は岩手県東南端、陸中海岸南

部の拠点に位置する小都市で、人口は３万

弱、ＤＩＤは存在しない。昭和30年、気仙

郡高田町、気仙町、広田町の３町と小友、

米崎、矢作、竹駒、横田の５ケ村が合併し

て市制を施行した。産業別人口では第一次

産業420％、第二次産業25.5影、第三次産

業325影というように、まだまだ農林水産

業の盛んな都市である。

右図に示めしたのは陸前高田市の中心部

１日高田町市街のもので、駅前からかぎ型に

近い形態の商店街が形成されている、①は

「駅通り商店街」、②が「大町商店街」、

③が「荒町問店街」と称しているが、３つ

の商店街は連担している。

筆者が訪れたのは昨年（昭59）８月の中

のアーケードも設けられていて、かなりの

は中心商店街である「大町簡店街」がつづ

第１図陸前高田市要部

F年（昭59）８月の中旬であったが、駅前から伸びる県道の両側の歩道には簡易

うれていて、かなりの人々の往来もみられた。この通りの突きあたりから東側へ

｢大町簡店街」がつづく。この通りは、街路の拡張によって立派な歩道が設けら

－１０１－ 



れており、通りに面した商店もそれぞれ大きく、店舗の柳えも立派で明かるい最観をみせていた。こ

れにつづく「荒町商店街」の方ばや、古いたたずまいの裏が散見され、華やかな雰囲気はみられなか

った。いずれにしろ、県iiiの両側に歩道があり、単の往来を気にすることなく買物ができるのが何よ

りで、駅前からのアーケード街につづいて回遊性がみとめられた｡

第２図

ij1l ″ 

|;鵜11i鵜 函Ｉ

li1鰯： Ⅸ 心IllI1占陶に回した地壊の圧石Ⅱ

車場、空き家などをのぞくとI（

・通りに面して如何に店鋤が恩

図中の⑧は金触機関の文店、(｜

院・旅館と東北電力の出張所７

１年国勢調査人口の町別一覧をｉ

なっているが、中心の商、町・

`今商店の２分の１が111中してし

Ｐ贋

蕊
ロ

い稗でかこん７
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１日町村が現在ｃ

３０００人一との１１１
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陸前高田市は束北側で大船渡市と、南西側で気仙沼市と隣接しているが、いずれも規模的にはさほ

ど大きな都市ではない（気仙沼市が約6.9万､大船波市が約4.0万人､いずれも昭和55年国調）ので、市

内における顧客吸引力はかなり大きいものとみられる。

これから、従来の私の小論で述べてきた人□梨祇の型によって分類したそれぞれの都市の中心商店

街を考察することによって都市の類型化と中心商店街の樋能との関係を講述したいと考える。また、

地方郁市の中心商店街のあり方についても論することができれば、と思う。

大都市近郊の中小都市の事例（Ａ型）

ａ）大都市に隣接する都I1i

①摂津市（大阪府）

摂津市は大阪府の東北部、千里丘陵の南端に位inし、酉は大阪市、吹田市と、北は茨木ＩＩＪ、高

槻市と接し、南は淀川が境界線となって鳥飼大橋によって守口市に通じている。形状はＬ宇型を

しており、東西６１in、醐北4.5ｈＪで、市域面賦は15.71Ｍ、人口82,833人（昭和58年１２月末現

在）の中部市である。大阪の都心部から近いこともあって、田園都市から住宅都市、さらに工莱

を中心とする産業都iljへと変貌をとげてきた。

市内には国鉄東海iii本線、東海道新幹線、阪急京都線の鉄道をはじめ、府直大阪環状線、大阪

京都高槻線、大阪高槻線、近畿自動車道などの幹線道路が縦横に走り、交通の要衝となっている。

東海道本線や阪急哀祁線沿線は住宅地を形成しているが、南東部の味生、鳥飼地区は道路沿いに

大小の工場や倉DIIが立ち並び、大阪経済圏の一翼を担っていることがわかる。摂津巾には国鉄千

里丘駅と阪急正従駅の２つがあり、いずれも通勤、ｉｉｉ学者を中心に多くの利用者がある。昭和４１

年に市制を施行したが、当時の人口は46.U００人でこの１７年間に約1.8倍の増加をみた。人口密

度は5,273人/ｈｉと極めて尚<、ほぼ全域が人口集中地区とみなしてよいような人口密災都iliで

ある。

次頁の第３図は市内の町別区分とそれぞれの町の人口密度を示したものである。図からもわか

るように、人ｕの密災しているのは、安威川より北の、主として東海道線および阪急〕;(都線沿線

の地域となっている。とくに人口密度2U,000を超える高密度地区は正雀2.3.4丁目と正抜本町1

丁目、および香露圃の５つの町丁で、図では画で示してある。市の中心商店街であるＣとりは

この高密度地凶に分布している。Ａ，Ｂの商店街も千里丘でも人口が密集している１丁目、２丁

目に分布している。

具体的な数字でjとると、摂津市の小売商店の総数は1006店舗（昭５９年８月現在）であるが、

そのうちの過半数にあたる５５６店が千里丘、千里丘来、止在の３町に分布しており、これらが摂

津巾の核心地匹を形成している。そのうち千里丘、千里丘来は国鉄千里丘駅に、正維は阪急正従

駅に接している。このように闘い人口密度と鉄ih【の駅舎などの結節点の存在が商店街形成の娑件

となっている。そして第４図からもわかるように、これら４つの商店街以外には小光市場と中小

のスーパーが主な商業施設として存在するのみである。

商店街についてもう少し詳細に考察しよう。第３，４図でしめされたＢ，Ｃの商店街の街LLの

長さはともに約250ｍぐらいであるが、Ｄが170,,Ａが100ｍ程度の規模である。｝lH店街とし

ては、とくにＢ（ことぶき商店街）の場合は線としての街凶のつながりは不十分で、全般にその

形成は未熟である。

2． 
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次に各商店街の業種別の数字をしめす。

第２表摂津市商店街の業種別櫛成
８
３
 

’
５
４
 

１
 

３
３
２
 

１
 '一

「

買
回
品
Ｉ
 

Ａ：店舗数Ｂ：椛成比（鬼）Ｃ：柵成比大分類（影）

全体としては食料品や日用雑貨を中心とする最寄品の割合が高く、とくに千里丘（協）や正雀

町でその傾向が強い。これらの商店街はいずれも近隣性の高い商店街であるということができる。

正雀駅前とことぶき商店街は比較的買回品の割合が高いが、高級専門店とよぶべき店舗はほとん

どみられなかった。全体として店頭訴求力に欠けており、とくにことぷき商店街は閑散としてお

り、場木のような雰囲気が気になった。

３月中旬の土曜の午後にこれら四つの商店街を巡ったわけであるが、jjAも賑っていたのが正

雀本町商店街である。商店街としてはわずか170ｍほどの街区延長であるが、東側にグリーンプ

ラザ、西側に正雀名店街や正雀ニューセンター、大国市場などの小売市場があって回遊性も高く

中々賑っていた。問題点は、道路幅が狭いことと駐拾場があればよいのに、と思うほど自転車

があちこちに放置されていたことである。さらにアーケード、カラー舗装が実現すれば買物を楽

しむことのできるショッピングセンターになりうると思うし、第２表にもみられるように、買回

店が不足しており、これの充実によってさらに回遊性を高めたい。次いで賑っていたのが千里

丘商業（脇）であるが、ここは、一見、外部からはわかり難く、国鉄千里丘駅に近いにもかかわ

らず商店街としての整備がなされていない上に、附近の道路（南側人口に面する道路）は車の交

通量が非常に多く、交通渋滞をみることがしばしばで、回遊性が疎外されてしまう。

他方、残る二つの商店街はいずれも閑散としたもので、とくに正雀駅前商店街などは阪急正雀

駅からすぐ東側にのびる街区を形成していながら、その条件を生かしていないように思われた。商

店街を歩いて感じたことは、まず第一に、それぞれの店舗の魅力がとぼしく、目をひきつけるも

のがない（つまり店頭訴求力に欠けるということである）。第二に商店密度が低く、一般の民家

の混在や、シャッターがおりたままの空店舗が目立った。第三に、駅前という好条件を生かすた

めのアーケード、カラー舗装等による顧客誘引の努力がなされていないことへの疑問などである。

三月中旬の土曜の昼下がり、暖かい日で天気もよく絶好のショッピングタイムと思ったが、非

常に人通りが少なかった。顧客を誘引して活気をとりもどすための対策を立て、摂津市の表玄関

にふさわしい商店街の整備が必要であると考える。
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千里丘商業(協）

Ａ Ｂ Ｃ 

ことぷき商店街

Ａ Ｂ Ｃ 

正雀駅前商店街

Ａ Ｂ Ｃ 

正雀本町商店街

Ａ Ｂ Ｃ 

最寄品
食料品

日用雑貨 ｍ６ 
34.7 

10.3 

44.8 ５４ ２８ ■● ７３ １１ ３１．０ ６４ 
1４０ 

9.3 
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買回品
衣料品

身辺雑貨

耐久・文化品 ６３７ ３２１ ●●■ ０５２ 
１ 

１ 

27.6 ７１４ １４８ ４３３ 
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１ 

41.4 ４１⑬ ３３２ ●■● ９２釦 41.8 ３３２ ０００ ２２８ １１ 3２０ 

飲食・サービス 11 19.0 ７ 24.1 １３ 302 ４ 16.0 

その他 ５ 8.6 １ 3.4 ２ 4.7 ２ 8.0 



もう一つのことぷき商店街の印象は前述したとうりである。こちらは正雀駅前商店街以上に魅

力にとぼしいもので、商店としての綱えがあまりなく、ほとんど一般の民家に近い観景で、そこ

へ民家の混在も目立つとあっては、わざわざ離れた地域から買物に出向こうかという気にはなれ

ないのがあたりまえという印象を持った。街区延長に比して商店も少なく、国鉄千里丘駅に近い

条件を生かせるような修景、店舗の増設、改修をして、明るさと魅力アップをはかる必要があろ

う。

②新座iｉｉ（埼玉県）

以前、研究紀要24集の「はじめに」でとりあげた都市である。町別人口密度圏をしめして、人

口集積が北端と南端に偏して中央部が希薄であるため－個の都市としての求心性に欠ける、とい

う趣旨を述べた。今回はそれに商店街の分布の要素も加えて「新座市」という都市をながめてみ

たい。１０Ⅵ頁の第５図は新座市当局より回答をうけたもので、市内の商店街および各種ショッピン

グセンターの分布図である。市内の梨落分布もかなり明確に表わされていて好都合である。

第６図で市内の町別人口密度図を示した。第５図を数字化した図にもなるが、ＤＩＤ人口密

度5,000以上の基準をあてはめ、人Ｕ密度5,000以上の町を太い実線④，⑧で区切ると、図から

もわかるように、実線④より北側と実線⑧より南側とに両極分化している。そして実線⑧より北

側は東武東上線志木駅を中心に一つの求心性をもっており、それとは別に実線④より南側は西武

池袋線のひばりが丘駅や清瀬駅に求心性を求めることができよう。この④，⑧両方からとり残さ

れた市域の中央部は未だ都市化が進んでいない地域で、人口密度も1,000～3,000人台であり、航

空写真地図でみても、野火止台地には新田集落時代の名残りをとどめる屋敷森や短ざく型の土地

割りがみられる。西部の大和田は旧宿場町であるが、これまでのところ都市化が進展していない。

近年武蔵野線が開通したが、直接都心に接続しないだけに急激な都市化が進行するインパクト

とはなり得ないだろう。なお市のセンターである新座IIj役所など市の行政中枢部が野火止地区

に集中されているが、このような例は日南巾（宮崎県)、佐久市・更埴iIj（長野県）などの後核

都市でよく見られるが、新座市の場合は、核心は市域外にあり、北部は志木市（駅舎は新座市域

の北端にあるが）に、南部は東京都練馬区や保谷市などにあって、行政的には一つの地域であっ

ても、生活の実態は南部は東京都民、北部は志木市民の生活といった方がよい。

さて、第５図にもどろう。前述のことがらがこの図でよく表わされている。集落分布、商店会

の分布いずれもしかりである。新座市の場合、個々の商店会はいずれも街区延長が短く、一日性

の強い商店街であるが、志木駅南口を中心に拡がる志木駅南口銀座商店街は当市を代表する商店

街で、広い駅前広場は数回にわたって拡張整傭された結果、高層のショッピングタウン化してい

る。街並みも純粋に商店街といえるかどうかという考えもあるが、中々繁華な「通り」を形成し

ている。「通り」の南側はニチイをはじめ、西友ストア、カミヤシヨッピングプラザなどがあり

顧客をよく集めている。この商店街のほかでは栄地区南部の四条名店会、栄四丁目商店会と北野

地区のサンケン通り商店会などが主なものである。右頁は志木駅南口銀座商店街の略図である。

－１０６－ 
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第５図埼玉県
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第６図新座市町別人口密度図
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新座市の商店街のほとんどがいずれも小規模で自然発生的なものであり．日用雑貨、食料品の

ほか、喫茶店・レストラン・パーなどの飲食・サービス業を中心とした郊外住宅地のどこにでも

みられる街区の短かい商店街である。そしで多くの場合、商店が連続して軒を辿れていることは

まれで、一般の民家や小さな事業所、工場等と混在している。次にそんな商店街の一つ、サンケ

ン通り商店会の地図を示めす。

第９図サンケン通り商店会

霧iU趣幽囚”』學請簔篝Ｉ

轤鋤欝 礫回圓駆り”□画
面

分布図ではかなり街区の長い商店街になっているが、詳細にみるとほとんど飲食・サービスを

業とする商店である。その他の店も岐寄性の強いものが多く、近隣ＩＨＩ店街の一つといってよい。

それに商店の並びも非連続的であり、民家や倉庫・工場などがあって回遊性に欠ける。業種的に

も極めて不十分であり、少なくとも最寄品業秘の充実と災約化は進める必姿がある。

いずれにしろ、ｉｉｉ述したように、新座市は都IIjそのものが二極分化した祁市であり、一個の都

市として求心性に欠けている。しかも市内を南北に分断するように武蔵野線と関越自動車道が東

西にのびており、主要道も旧街道時代から東西に通じているものが中心である。必要なことは、

市役所がある野火止地区をコミュニティセンターとしてさらに塾ｉｉｉすることで新座市の中心性機

能を高めていかなくてはならない。また、南北を結ぶ道路網を墹投・塾嚇してバス等の交通網を

充実させ、南北の一体化をすすめる必要がある。その際、コミュニティセンターと武蔵野線の新

座駅、さらに志木、ひばりが丘、清瀬等の私鉄駅とを結ぶパス路線の墹投・増便が必要である。

そして、野火止地区に多く残る武蔵野の自然をとり入れた形でのショッピングモールが出来れば

この上ない誘引力を発揮できるように思う。

こうして、現在の新座市の都市形成上の問題点を克服する中で、中心耐店街の再編成もすすめ

てゆけるのではないかと考える。その際、業種の充実（とくに弊Imj店の）、店舗の集約化をすす

め、歩jiiの雛llii、駐車場、駐槍場の確保、アーケードの設世、文化・レジャー施投等の充実を通

してアメニティを間める努力が待たれているのである。

③戸田IIj（埼玉県）

当市は埼玉呉南部、荒)I|左岸の沖積地にあり、荒川をはさんで来京都と隣接している。明治７

年（1874）に戸田橋がかけられるまでは、中山道の中に荒川を渡る「戸田の渡し」があった。昭

和４１年（1966）にilj制を施行してから商工業の発展がめざましく、とくに工業についてみれば、

市内の工業就業者は全就業者の６割近くに達し、県下市町村中第１位を占めている。工業地帯で

は、機械・金風製品などの亜化学工業のほか、鋳物工業も発述している。戸田市は鉄iiiは通って

いないが、新大宮バイパス（国道１７号線）が通じてから東京とＨｆ[精するようになり、巾のIlll部u）

－１１０－ 



人口増加も著しくなった。もっとも近年は、昭和55年(1980）の7.81万人以後横ばいが続いてい

る。

市街は京浜東北線の西川ロ駅から西へのびる県道戸田・草加線に沿って発達しているが、西へ

ゆくほど田畑の分布が目立ってくる。それでも人口密度は4,306人あり､非常に高い数値となって

いる。

戸田市は工業都市であり、第１０図でもわかるように､①響沢商店街からはじまり、④二枚橋商

店街までの約３b｡におよぶ「一筋商店街」が連なっている。その中でも中心になるのがＭ4店を

連ねる本町通り商店街（街区延長750ｍ）である。

全体を園翻して富えることは商店街とはい出ながら製作所などの工場、倉庫、駐車場、ハイツ

（マンション）、一般の民家なども混在したスプロール化が目立ち、なおかつ商店と商店の間隔が

はなれて立地しているところが多く、店舗密度はあまり高くない。このことはとくに響沢中央通

り、中町、二枚橘等の商店街で目立っている。新田ロ、芙笹商店街などはむしろ店舗の万が少な

いくらいのものである。比絞的商店密度が高いのが戸田中央商店街と本町通り商店街で、あわせ

てＬ100ｍほどの街区延災となる。戸田中央商店街は、市内の全商店街の中でただ一つ買回品店

が最寄品店を上まわっている商店街で、この商店街には大型店の一つ、忠実屋がある。本町通り

商店街は、通りからや）離れているものの、北側にマルエツ、西友などの大型店があり、また広

場や繕合病院などの災客施設もあって顧客誘引になにがしかのプラスとなっている。次に戸田市

の主な商店街の業柧柳成を表にまとめたものを掲げる。

卵３衣戸田市主要商店街の業柧榊成

上の表を見てわかることは、岐寄品店の割合が極めて大きいのが喜沢第二公園通りと醤沢中央

通りの商店街で、とくに近隣性の高い商店街であるといえる。また飲食・サービス店の割合がと

くに商いのが喜沢１丁目、斬首二枚橋の二つの商店街である。本町通り商店街は店舗数が多く、

店舗の業顧も壁iiiであり、各種の1町店が比較的よくそろっているのが特徴である。当商店街が戸

田市の中心商店街的役割をはたしているといわれる由縁である。

－１１１－ 

番号 商店街 店舗数 買回品 岐寄品 飲食・サービス 特殊品・その他

①②③④⑤⑥⑦③⑨ 
喜沢第２公園通り

喜沢中央通り

喜沢１丁目

中町

Ｐ 田中央

川岸さつき通り

本町ｉ、り

新曽 枚橋

美笹 岨館弱配旧蛆蛆“弱１ ８０１３３２０９８ ●Ｃ■■■●■●■ 通加創鍋泌妬旧旧咀 ６０３３７２８６１ ■ｂ■■■■●●● 妬印釦羽別釧勿妬調 ５３９５８２８６１ ●●ＰＰＣ●●。■”羽相泌弧鈎幻相泌 １７８８２３７２４ ００●■■■０Ｆ◆ ２６２４５５０２４ 
１ 

１ 

３ 

３ 

総合 462 20.7 341.7 34.7 13.7 



問題は、これらの商店街に歩道がないことであり、人の往来よりも車の通行、が圧倒的に多い

ことからも、商店街としては回遊性に欠けるといわざるを得ない。車の通行盆は全体の70影をこ

えており、バイクや自伝車を加えると９０彫にも連しているから、買物客がショッピングを楽しめ

る環境づくりの必要性が極めて大きい。要するに商店街として買物客の滞留を確保できるような

整備が急務といえる。一つは歩道の整燗、駐車場・駐輸場の設趾、車に対する交通規制など交通

問題の解決がある。二つにはアーケードを含めた装飾面の工夫と店頭訴求力を高めること。三つ

には戸田市内のlHi店街のすべてについていえることだが、貿回品店の綱成比が小さいことである。

買回品業種の店舗の災中をはかり、現代人のニーズに応える品揃えが必要である。さらに、商店

街に住民の災りやすい娯楽施設や買物公園等アメニティを高める方策も考えられるべきである。

節10図戸田市町丁別人口密度・商店数
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ｂ）住宅都市の場合

①交野lｈ（大敗Ⅱf）

こＬでも研究紀要第25染の「はじめに」でとりあげた交野iIiについて詳細に考察することにし

よう。交野巾は人阪府の北東、生駒山地の山施北端に位慨し、北は枚方iIj、束は奈良ﾘﾑ、四は寝

屋川而南は四身U乳i市とそれぞれ隣接している。交野１１Jへは京阪電鉄枚方巾駅から支線にのりかえ

ると、終点側の４駅つまり郡津・交野市・河内森・私巾が市内の駅である。また、国鉄片町線の

河内磐鉛・星田も交野市内である。昭和46年（1971）１１月に市制を施行、昭和55年（1980）の
国勢調査では人口61.425人を数える中翻iIjである。

市域面積は東西約4.5胞、南北約6.51iz2の25.29Adであり、そのうち約５割が山地で占められて

いる。山地には「府民の森」や金剛生駒国定公園の地域があり、また轍いちご狩りロ､轍いもほり面
などの観光幽菜もあって、豊かな田園住宅都市として発腱している。

113頁の第12図の地区別地図をみると､北部や南部の住宅Ｉｈ地では5,000～10,000～27,000の人Ｉｊ

密度をしめしているところもあるが、広く山地を含んでいる星田を別にすれば､一般的には3,500

－１１２－ 



～５．０００の地域が市内で中心核となっているところであり、郡津・交野市・私市（以上京阪線）

星田（片町線）附近に街区延長は垣かいながら商店街も形成されている。その一つ、交野駅前
商店街の図をしめす（第11図)。

第１１図交野市駅附近の商店分布図
商店街は駅前から東北東に

のびるiii路に沿って発達して

いる。もっとも、店舗が連な

っているのは駅からむかって

通路の左側、つまり北側のみ

であり、約20店舗ｶｷ1kんでい

る。右側には交野トップセン

ターがあるが、商店の迎但は

みられない。金融賎関として

大阪銀行支店があり、他は喫

茶店・飲食店・食料品店・ク

リーニング店など岐寄品と日

常住の強い貿回品店とサービ

ス店などで占められている。

この観銑は大都市郊外の私鉄

の各停クラスの駅前によくみ

られる。

183型J色
ペンＯウ

圖過一
Eiii雨諦脈lｈ

もう一つの主要商店街である星田駅前商店街は、片町線星田駅の南側に位遇し、街区延長はほ

ぼ200ｍである。駅前には泉州銀行支店、そして「通り」の両側に菓子店・グリル。よらず星・

自転車店・飲食店・電器店・鮮魚店などが並んでいる。業種的にも岐寄品店が中心であり、近隣

型簡店街である。店舗も全体に老朽化しており、店舗訴求力も低い。１通り」は人も車も少なく、

閑散としていたが、少なくとも最寄品業種を集中し、店舗の改装、品揃えを且嵐にするなどの改

造が必要である。

吹頁の第12図をみよう。交野市の町別地図である。私部9,095､墨田6,988、倉治5,675,藤ケ尾

4.800などが人口が多い町であるが、市役所のある私部かや弘中心性を保持しているものの決定的

なセンターとはなりえていない。町別商店数も分散的であり、同棟人口災賦も分散的である。つ

まり祁市の求心性に欠けているといわざるを得ない。現状はそれぞれの駅を核とした小規模な人

口災脳地が散在しているといえる。このような状況では、大規模な貿回品中心の商店街が発達す

る条件はない。

次に、交野ｉｎを６つのブロックに分けて実施された買物調査の資料（昭和56年７月実施）等に

よって買物先の特徴をまとめた図を示めす（第１３図)。

岐寄品についてはそれぞれのブロック内を中心に市内で買っていることがわかる。しかし買回

品になると、市内の交通条件によって北部のブロックは京阪線で枚方iliへ、南部のブロックは片

町線で大阪へ出ているようだ。要するに、交野市の場合は、貿回品については大阪と枚刀の商圏

が交叉している地域となっているのである。そして、市内での買物は大部分がiii寄品であるから、

illj店街もそれに｣L合った（？）近隣型の妓寄品中心の商店街が立地しているわけである。

岐近、交野市駅西側に大型店のダイエー交野店が誕生した。これが人の流れを変え、少くとも

枚刀へ向いていた足を多少なりとも止める役割をはたすように思われる。ダイエーは各種の店舗
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を入れているため、業種・品揃えの点で期待され、市の核店舗の役割を十分はたし得ると考える。

ただし、この集客施設が地元商店街をもうるおすことになるかどうか、あるいは逆に、とくに

駅前商店街にとっては大きな打撃になるのではないか、といった点はさらなる調査で明らかにし

たいが、商店街とは駅をはさんで反対側に位置しているため、商店街との回遊性がなく、むしろ

打撃をこうむるのではないかと推測している。

第12図交野市地区別図
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②羽曳野市（大阪府）

羽曳野市は大阪府東南部に位超し、槽寧・応神・安閑天皇などの天皇陵や日本式尊陵などの古

墳にめぐまれた丘陵地帯の間の河谷平野に発達した住宅都市である。大阪市の南の玄関、阿倍野

橋から近鉄南大阪線で中心の古市まで急行で約20分のところにある。

古市は、わが国妓古の国道といわれた竹ノ内街道と束高野街道が交叉する位置にあり、古米交

通の用地として栄え、江戸時代には宿場町・市場町として発逮した。大正５年８月に町制を

施き、大正12年には大阪阿倍野との間に鉄iiiが開通した。以来、今日まで大阪の郊外住宅都

市として発達してきた。IMI和30年には高鷲村も町制を施き、恵我之荘の住宅地も建設されている。

その後、これらの地域は羽曳野丘陵一帯の相次ぐ住宅化によって人口が急増し､昭和31年(1956）

９月に古市・高鷲の２町と丹比・埴生・西浦・駒ケ谷の４ケ村が合併して南大阪町となり、さら

に昭和34年（1959）１月に巾制を施行した。現在、羽曳野市の人□は11万人を数え、更なる発展

をつづけている。

第１４図羽曳野市町別地図
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卵14図は羽曳野市の町別地図である。商店街は古ilT､恵我之荘駅とクロスする形で一筋ずつ立

地している。人口分布では、全体的には市内四部への集積が大きいが、古iiiを核とする来部と、

忠我と荘を核とする西部に二分する型になっている。市の中心は歴史的核でもあった古市という

ことになるが、６０年度土地公示価格によると、IlIi菜地では恵我之荘４丁目がＮｎｌの地位を占めて

いることからもわかるように、恵我之荘と古市とは対等な複核部市ということができる。

曳突に恵我之荘と古市とは近鉄南大阪線で結ばれているものの、途中に藤井寺市と経由しての

結びつきであり、恵我之荘・古市の一体化とはなり得ない。さらに双方を決定的に分離してしま

っているのはパスの便であり、思我之荘・古市11Mのパスが一本もないのである。結局、恵我と荘

古Iljは全く独立した核として存在する形になっている。こうなっては、当然のことながら、羽
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曳野市の求心住を認めることはできない。

商店街は前頁の第14図のように二筋が分布するが､古市の商店街は①古市中央商店街十②白鳥

商店街である。殿IiM的には一筋商店街であり、①，②あわせて店舗数は114を数える。恵我之荘

の｡)は店舗数が120であるから、店舗数の上からも忠我之荘と古市はほぼ同じ規模の商店街とい

える。ただし、古市駅前には大型店の近鉄プラザがあり、や出はなれてイズミヤがある。さらに

銀行の支店が４店あることなど業務センターとしての役割もあわせ待っている点、築客能力は高

い、と考えられる。

次に古市と恵我之荘の商店街について業種別割合を示めす。

第４表

上の表を見ると類似した店舗榊成になっている。どちらも買回品店が全体の1／3以上あり、一

応まとまりのある規棋の商店街とみなすことができる。

４月上旬の日附の午後、両商店街を巡検した。まず恵我と荘商店街であるが、一見した観簸は

在町的な近隣商店街であるが、店舗を改装した小ぎれいな店もそこかしとにあり、狭いiii幅の通

りは雨天にもかかわらず、かなりの人通りがあった。118頁の第17図のとうり、駅舎とクロスする

私鉄の近郊にもっとも多い一筋商店街であるが、人jmuりとともに車個の通行丘も多く、iii幅も狭

いため安心して買物をできる環境ではない。その上、歩道がないため回遊性に欠けることおびた

だしい。商店街としては店舗数もかなり多く、駅附近は店舗密度も高いのであるから、交通安全

面での対策、少なくとも率爾の通行制限を設けるぐらいの方策はとるべきである。そして、幅且

が狭くても止むを得ないから、片側だけでも歩道がほしい。さらに駐車・駐鎗の設備が必要であ

る。現状は道幅が狭く、しかも100余の店舗が軒をつらねているのであるから、「通り」の人改造

が困難であるとするならば、共同で核店舗をつくる等の方法も考えられてよいように思う。

他方、古市であるが、駅前の整備がなされている西側、つまり白鳥商店街の方は、国jiil70号

線とクロスする地点までは、バスターミナルや大型店の近間プラザなどもあって賑っていたが、

国道170号線を渡ったところより酉はかなりの店鋤がシャッターをおろしており、寒々とした光

景で、片側に役けられている歩道もほとんど人影を兄なかった。店舗の分布は駅附近は密度は高

かったが、Ｒ１７０を波ってからは極端に低くなり、イズミヤまでの道は商店街と呼称することに

疑問を感ずるほど店は少なかった（第15図）。白鳥商店街の西端にイズミヤがあるが、店内は

中々賑っていた。母親が辿れていた子どもに「今日はよく遊んだね」といっていたように、買物

は今日では単なる用噸ではなく娯楽の一つでもあるという認識を商店街がもたなければ繁栄でき

ないのではないかと考える。

もう一つの商店街は古il7駅の東側で、古市中央lHj店街と称している（第１６図)。人通り・JILの

通行ともに少なく、暗いイメージの通りであった。iii鍋が狭く、また店舗密度も低く、それぞれ

の店も店頭訴求力もとぼしく、全く村のセンター的な蛾蝿であった。店が連担しているのは駅か

ら３０～５０ｍぐらいまでで、全体としてアピールするところがない。

－１１６－ 

商店街 股寄品(” 買回品(” 飲食・サービスCｾﾞﾗﾘ その他陶 計

古市中央商店街

白鳥商店街
33（287） 4０（34.8） 3７（32.2） ５（４３） 115 

恵我之荘商店街 3４（27.9） 4６（３７．７） 3５（28.7） ７（５．７） 122 



総じていえることは、商店街としては恵我之荘の方が繁華で、店舗密度もや､､高い。こきで重

要な点は、古市・恵我之荘のいずれをとっても羽曳野市の商業核とはなり得ていないということ

である。古市にパスセンターがあり、パスもひん発しているが、それらの行き先は羽奥ケ丘方面

と藤井寺方面であって、恵我之荘方面えの路線がないのである。また前述のように、近鉄南大阪

線も恵我之荘と古市の間には藤井寺市の各駅があり、滕井寺駅附近にはジャスコ・ニチイという

二つの大型店もあって、恵我之荘・古市が日常の買物で直接つながりをもつ要因は見あたらない。

このことから、羽曳野市の二つのセンターは、日常生活上は全く別個のコミュニティで生活し

ているというのが実情である。従って、羽曳野市全体のセンターとなるべき中心商店街はないと

いえる。これが10万都市羽曳野の商店街の美態であるが、これは大都市近郊の住宅都市に多い型

の典型例ともいえよう。

一般に住宅都市では、市内にある鉄道の駅とほぼ同じ数の商店街が分布していて、それらの規

模も類似しているため、中心商店街の役割をはたすものが見当たらない。そして、市外にあるよ

り高次の商店街やターミナルの商圏下に含まれることが多く、それぞれは１日町村時代の商業核を

土台にした近隣商店街となっているのが通例である。次に羽曳野市の商店街を例示する。

第15図白鳥商店街
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恵我之荘商店街第１７図
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③八潮市（埼玉）と稲城市（東京）

八潮市は埼玉県東南部に位置し、東京都に隣接している。古くから農耕地帯として発達し、東

京近郊の早場米の産地として知られたところである。
第18図八潮市位置図

昭和31年､八条・八幡・潮止の三村が合併して八潮
（ 

村が誕生したが､３９年に町制が施かれ、更に47年に現

在の八潮市となるなど村から町へ、町から市へと急速

な変貌をとげて発展してきた。

しかし右図を見てもわかるように、鉄道や広域幹線

などの交通条件に恵まれず、また、市の中心的市街地

の形成がおくれており、その都市的発展は周辺諸都市

にくらべて緩慢である。

次頁の（第19図）は八潮市の商店街分布図である

が、いずれも住宅地やそれに接する道路沿いに分散的

に自然発生した近隣型のものである。各商店街（会）

の規模は小さく、全般的に住宅その他の非店舗が混在

していて店舗率が低く、商店街として、まとまりに欠

鐘一へ、

＝■￣ 

していて店舗率が低く、商店街として、まとまりに欠けている。またその多くは道路幅員６～８

ｍと狭く一部をのぞいては歩車道の区分がなく、車輌通行の過密化に伴って歩行者の安全性が阻

害されており、上記店舗の分散と相まって商店街の回遊性はなく、従って、その活気、盛り上り

に欠けている。第二極大型店はパルコ通りや中馬場中央名店会などに位鯉しているが、街区との

つながりは必ずしも緊密とはいえず、それら商店街の核としての機能は弱い。総じて、八潮市の

商店街は小規模、分散的であり、中心的機能をもつものはなく、街区そのものもまとまりに欠け

て、商店街としての機能も未熟である。

下の表（第５表）は八潮市内の商店街の業種榊成をしめすものである。表からもわかるように

大部分が岐寄品主体の商店街である。なかにはパルコ通りのように買回品店が最寄品店を上まわ

っているところもあ
第５表商店街（会）の形成状況．、■企Ｌ▲Barニイ、可ＢｂＧ－－ｎ－■、で

るが、買回品店の取

扱い商品の大部分が

最寄性の強い実用買

回品であって、実質

的には近隣居住者を

対象とした岐寄機能

の商店街である。と

くに大曽根、南川崎

上人瀬などの商店街

は、店舗の2/､~3/４

ｶK妓寄品店というこ

とで、近隣型機能さ

え十分に発揮できな

い状態である。

｜
数会
員
（
商
店
）

四中央公園通り及び伊草商店会会員数及び業種櫛成は商店街店舗配滑団
により、上記以外の会員数、業種櫛成は56年度「埼玉県商業経営実態調
査」による。
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第１９図商店街位避図
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次に稲城市の場合であるが、商店街は下の配世図を見てもわかるように、主として市内北部で

ほぼ東北に走る川崎街道、鶴川街道に沿って分布している。ただ、①の中央商栄会は両街道をつ

なぐ形で南北にのびている。

第２０図稲城ｉｌｉ商店街配趾図

①稲城市中央商栄会

②大丸商店会

③押立商店会

④矢野ロ駅前ショッピングセンター

⑤矢野ロ駅前商店会

⑥宿三谷商友会

⑦金井ショッピングセンター

③弁天通り商店会

⑨坂浜商栄会

⑩平尾団地商店会

⑪平尾商栄会

下の第５表で、稲城市内各商店街の街区櫛成をしめしたが、店舗数が最も多い中央商栄会の場

合、川崎・鶴川面街道をつなぐ南北の道路の幅員が４ｍと狭く、歩道も設けられていないから、

車の通行量が多いために消費者が商店街を回遊してショッピングを楽しむことは極めて困難な状

態である。その他の商店街についてみると、例えば大丸商店街が街区延長800ｍ、坂浜商栄会が

1,500,,､平尾商栄会が1,000ｍと長い街区をもっているが､店舗数はそれぞれ27,型､42と少なく、

店舗密度は極めて低い。消費者側からすれば、買物ではしいものを見て歩くという商店街ではな

い。また店舗数でも中央間栄会（98）のほかは小規模で、商店の連続による繁華さ、買物の便利

さはない。まして、大部分に歩道がないとすればなおのことである。こうした点が、自然発生的

的な商店街の多くがかかえている問題点で、飛躍できないでいる原因ともなっている。人口５万

弱の稲城Ilhiも、多摩ニュータウンの開発で人口増は期待されるが、交通網（パス）の整備によっ

て核となる商店街を造成して、店舗を集中する方策が必要ではないかと思う。現状では中央商栄

会にしても近隣商店街の一つであって、中心商店街として５万稲城市民のニーズを満たすことは
困難である。

第５表稲城市商店街の街区榊造

－１２１－ 

商店街 彊瓊 雛’笹車騨 鼎撹 繍攪 店舗数 鮫
甥

賀
蝋

飲食。
サービス

その他
彫）

稲城市中央商栄会 900 ４ なし 踏切 多い 9８ 37.8 4０８ 10.2 lＬ２ 

大丸商店会 800 1２ 
ガード
レーノレ 非店舗 " 2７ 77.8 29.6 3.7 

抑立〃 750 ４ なし 住宅 や》
多い

2５ 48.0 '１０．０ 8.0 4.0 



3．Ｂ型都市の事例

①鈴鹿市（三重県）

鈴鹿市は三重県北部、四日市市の南に位置し、人口約１６万を数える県下第２の人口規模をもつ主

要都IIiの一つで、工業都市として伊勢湾工業地帯の一角を占めるとともに、また伊勢平野の主要穀

倉地帯の一部でもある。

昭和17年（1937）鈴鹿海軍工廠が開設され、その年の12月に神戸町、白子町他１２ケ村が合併し

て鈴鹿市が誕生した。鈴鹿市は、その発展形態に特異性があり、一般的な都市にみられる－つの中

心核からの波状的な発展ではなく、市内の主要地区である神戸は城下町、白子は宿場町として独自

Ｕ)発展をとげてきた町である。また今日、もう一つの核に成長した平田（牧田地区）も、戦後の車

用地の跡地利用として誘致された工場群を中心に独立した機能と経済圏によって発展している。こ

のように鈴鹿市は、市の中心核をもたないまふ（もっとも市庁舎は神戸地匹にあり、一応の中心と

目されるが）、この地区は分散して発展してきた。そして、この特異な発展形態は必然的に商業に

おいても特異性をもたらし、鈴鹿市の商業センターもこれら地区に分散し、いずれも市の核として

の中心商業地となるには至っておらず、勢力を分散した、いはゆる二極分化を余儀なくされている。

傘者はすでに研究紀要の第24集(人口集積と都市景観Ⅱ）において都市の類型化を試みた際に、

鈴鹿市を、市街地規模は小さくかつ周辺部の集落分布が密であるＢ型の都市として分類したが、と

くに人口総数が大きい都市では、複数の小中心地（あるいはＤＩＤ）を包括しているケースが極め

て多いことを指摘してきた。鈴鹿市もまさにこのケースであり、市の成り立ちがそのまき求心性の

希薄な行政都市であり、中心商店街をもたない複核都市となっているのである。次の表をみよう。

(第６表）三重県下主要都市の人口および商店数（人口:昭55年１０月国調商店数8昭54年）

人口では県下第二位の鈴鹿市も商店数では第５位であり、人口で約半数の桑名市を若干上まわる

のみである。このことは鈴鹿市が人口規模に比して中心市街地の発達が未熟であること、ひいては

商店街形成も未熟であることを予測させてくれる。

さて、鈴鹿巾は、今日、神戸・白子・平田（牧田地区）の二極分化していることを見てきたが、

市内の地区別の人口及び商店数を次に示すことで明確にしよう。

－１２２－ 

商店街
街区
延長

道路
幅員 督車蕊 ＩＤ断

ﾉﾐ況 潔認 店舗数
股甥 賃ｌＭｉｉ 飲食．サービス

そ

蝋
矢野ロ駅前商店会 500 ６～８ なし 唱宅

きわめ
て危険

4０ 7.5 40.0 25.0 27.5 

宿三谷商友会 600 1２ ﾉリ β’ 多い 1８ 27.8 27.8 27.8 16.7 

弁天通商店会 600 4.5 あり 非店舗
きわめ
て危険

3４ 32.4 38.2 29.4 

坂浜商栄会 1,500 1２ ” 点在 多い 2４ 20.8 33.3 33.3 1２５ 

平尾” 1,000 1６ ” ” 普通 4２ 28.6 21.4 45.2 ４．８ 

都市 四日市 鈴鹿 津 松坂 伊勢 桑名

人口 225,“２ 156,250 1440991 113,481 105,621 86,606 

商店数 6,537 20645 30877 3,087 30289 2,020 



第７表鈴鹿市地区別人口・人口密度・商店数一覧

上記の第７表のとおり、商店数において牧田（平田を含む）・白子・神戸の３地区が群を抜いて

多いことがわかる。また人口密度も神戸・白子の歴史的核をもつ２地区と牧田地区で高く、商店

街の発達を予測させる。そして次頁の第２１図でもわかるように､上記３地区は全く分散して位置し

でいることがわかる。

次に商店街の観景であるが、上記３地区の中で商業地域として股も賑っているのは神戸地区で

店舗密度の高い街区もみられる。ただ全体に古い町並であるため、店舗の改装がおくれており、

昔ながらのたたずまいの店が多い。もう一つの問題点は「通り」が狭いこともあって歩道が設け

られていないことで、車輌の通行量も多いから商店街の回遊性は不十分とならざるを得ない。ま

た若者向きの店舗も少なく、全体としてアピールするものが少ない。品揃えの点でも不十分であ

り、買回性の高い専門店を集中したい。

他方、白子駅から国道23号線に通ずる「通り」も賑っている。両側の歩道はアーケード街とな

っており、安心して買物を楽しむことができる。ただし街区は短かく、片側が20店舗ほどの商店

街であるから業種としてやｈ不迅であり、回遊性も十分ではない。ジャスコ白子店も商店街との

つながりに難のある場所に建っているので、核店舗の役割は果たしていない。そこで、駅前通り

から２３号線を突き抜けた位矼に核店舗を設けることによって顧客の勅線を商店街と核店舗を結合

したい。

牧田地区では平田町駅南側にアイリス・ショッピングセンター、すすかハンター、岡本総本店

などの大型小売店が架中しており、顧客をよく集めている。ただし一般の小売店舗の迎担は不十

分であり、店舗密度の高い商店街はみられない。また、商店街はいずれも交通量の多い通りに面

しており、道路幅員は広いものの、歩道も一部をのぞいて設けられていない。その他、商店の店

頭訴求力が不足するなど商店街全体のアメニティに欠けている。もっとも牧田地区は歴史的核を

もたない地域で、広大な原野を開いて工場団地や街づくりがなされた地域であるから、当然の景

観であるともいえる。

－１２３－ 

地区名 人口 人口密度 商店数筋 地区名 人口 人口密度 商店数％

府野登田師子生野曲宮田垣
佐

薬

ノ国庄加牧石白稲飯河一箕玉
11,529 

4,254 

40507 

11,748 

4,156 

26⑰450 

7,1艶
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4,431 

15,484 

４ ４ ７ 

卵躯迦蝿、師唖躯叩叩報
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℃■●己■●●■■
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１ 

１ 

１ 
戸松

名川川田
沢峰内

栄

田間椿伊

神若

天合井久
深鈴庄 瞳燕噸鰹皿卸、蠅醜錦哩６７６１２１４１１３２ 

4,30M４ 

２，０３０ 

974 

258 

248 

491 

863 

153 

265 

192 

120 

２ ■ ５ １ 

２ ■ ４ 

１ ■ ３ 

■ 卵而釘勿Ⅳ皿朗嘔焔網別



結局、これら３地区はそれぞれ独自のスタイルの商業地域を形成しており、そのうちのいずれ

かが１６万鈴鹿市の中心商店街の割役を果たしているわけではない。中級以上の買回品は､ひん発

しているバスやマイカーなどで四日市まで出かけて買うのが一般的であるし、それぞれは一定の

範囲を商圏としてもっている近隣商業地区としての役割をはたしているにすぎない。

実際、鈴鹿市の商品
第21図鈴鹿市要図（地区別）

別の地元購買率をみる

と、県下の主要部市と

比較して低く、とくに

質回品の地元臓買率は
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iljの商業機能の低さが

うかがわれる。課題も

当然ここから浮かび上

ってくるわけで、市内

３地区から等距離の地

域に巾庁舎をはじめ行
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②筑後ilj（Ni岡県）

柧岡染南部、筑後平野のほぼ中心部にありなだらかな丘陵をふくむ海抜５～４０ｍのほぼ平坦な

地域に立地している。八女郡の山間部に源を発する矢部川が束から西に流れ、また矢部川が分岐
した山ノ井川、花宗川がほぼihの中央部を西流して豊富なかんがい用水を供給し、豊かな農業地
帯となっている。

市の面祇は42.37賊、人口が42.581人、人口密度1,0U5人／Ｍである。昭和29年（1954）４月

に、かって懇制時代に宿場町として栄えた羽大塚を中心に水田村、古川村のほか岡111村、下広川

、酉牟田町の一部を合併して成立した。中心となる商業地域は羽大塚駅lii附近に集中している
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が、それぞれの旧村落部のセンターにも若干の架枇がみられる。交通機関は鹿児島本線のほか、

西鉄パスと堀川バスが縦横に走り、交通至便であるといえる。

節８表筑後市の王饗大字別人Ｕ等一覧

上の表では、人口1,500人以上の大字を掲げてあるが､このほか1,000人以上の大字の数が７で、

４１の大字のうち1,000人以上の大字が１７ということになり､率にすると実に４１．５％が人口1,000

人以上の大字ということになる。従って、筑後市は比較的平坦な人口分布、集落分布をしめして
おり、その分、中心性が希薄であるといえる。

店舗数は山ノ弁地区に全体の27％が集中しているが､災中度はあまり高くない。中心商店街は

羽大塚駅前から図iii４４２号線に抜ける１日駅前jEnり、曳在の中央商店街であるが、通り町交叉点ま

での間の片側20店舗ほどの「通り」で、人Ｕは４．３〃の部iIiの中心商店街としては非常に小規模

な街IXである。そのばか、筑後陸橋から山ノ井交叉点の1M]の国道440号線も商店街になっている

が、車緬の通行位が非荊に多くて、そのため片側づつに分断された結果になっており、さらに店

舗自体が昔からの古い越物が多く、店頭訴求力が低い。なお、昭和47年(1972）に、駅前から国

道209号線に直結する都ilj計画道路沿いに大型店オーツカデパートが開店したが、本年３月の時
点では、このin路沿

第22図筑後市中心部街路図
いの店舗染欄は未だ

しの状態であった。

中央簡店街はX１回

品業種の割合は,断〈

（約５０＄)、適皮に

装飾もほどこされて

いたが、街区延及は

短かいから、業１ｍも

少なく、かつ品揃え

も不十分とならざる

を得ない。さらにア

ーケードの没1Mtにつ

いても十数年前より

計画され、貸金の枇

立もなされていたよ

うであるが、未だ実

現をみていない。現
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点
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大字 熊野 西牟田 山の井 久富 蔵数 長浜 前津 和泉 羽大塚 尾島

面積 ２７６ 3.54 1.37 167 1.21 L8３ ２９５ 1.03 059 042 

人口 4,130 3,418 3,244 2,389 2.063 1,860 lp804 1,695 1,674 1,501 

人口
密度 1,496 966 2,368 1,431 10705 1,016 ６１２ 1,646 2,837 3,7別

商店数 7１ 4６ 268 3９ 2９ 4５ 1１ 6２ 5８ 7０ 



状では、いずれの買回品目でみても中心部での購買率が50影を切るのはやむを得ないことであり

都市計画道路・オーツカデパートを含めた回遊性を高める方策をとる必要がある。

③その他のＢ型の二三の都市をみる。

Ｂ型は、全域にほぼムラなく中小の集落が分布している都市である。複核都市であったり、中

心核が単一の場合でも、その人口集積の全市における比重が小さいものなど、中心性機能が不十

分なものが多く、中心となるべき商業地域も近隣センターの域を出ないケースが目立つ。そして

これらの都市は市制を施行した年度の新旧を問わず、多くが旧町村時代からの近隣センターがそ

のま典あるいは多少の装いをこらしただけで今日の商業核となっており、完全に融合して－つの

中心商業地域を形成するまでには至っていない。

ａ、佐久市（長野県）－岩村田地区と中込・野沢地区に分離した複核都市

長野県東部、千曲川の上流に広がる佐久盆地の中心に佐久市がある。昭和36年（1961）に浅間

（岩村田）・中込・野沢の３１ilJと東村が合併し、人口５．８万の佐久市が誕生した。当時の産業別

戸数割合では商業11.3形、工業3.6鯵、腱業56.4形であったから、まさに田園都市の名がふさわ

しい。それでも岩村田・野沢の２つの町は明治20年代に町制を施いており、中込も大正８年に町

となっている。

佐久市は第23図にしめしたように岩村田と中込・野沢地区に市街地が分離しており、市

役所はこれらの市街区の連絡を図って国道141号線（佐久甲州街道）に沿う広大な中込原の真只

中に建設されたが、近年、急速に市街化と工業団地化が進んでいる。これはちょうど日南巾（宮

崎）が妖肥と油津の間の吾田地区に市役所を趣き、近年この附近が発展しているのと類似する。

商店街の分布も前記３地区に分かれている。それ

ぞれに中心商店街となる街区があるが、佐久市の場

合もこれまでの都市と同様、中核となる商店街は存

在しない。岩村田地区、中込地区、野沢地区ごとの

中心商店街があるということだ。次頁の第９表でそれ

ぞれの商店街について業種別商店分布や商店密度等

の資料をしめすが、概していえば、岩村田地区では

本町商店街、野沢地区では十二町商店街が中心商店

街であり、中込地区は区画整理事業の完成によって

高度に商店が集中しているグリーンモールを誕生さ

せている。詳細な分析は来年度の紀要にゆずるが、

このグリーンモールが果たして佐久巾の中心商店街

となるのかどうか、興味ある課題である。ただ現状

では、Ａ・Ｂ・Ｃ３ブロックをあわせても100店舗

に満たない規模であること、岩村田地凶とや》離れ

ており、しかも岩村田地区にも西友を含む中心商店

街があるなどの問題が残る。しかし主要道をはずし

て、それと平行する「通り」をグリーンモールとし

て買物公園化した工夫は中々見事なアイデアという

ほかはない。そして主要県道沿いには駐車場も設け

られ、広範囲からの顧客の誘引にも配愈が示されて

いる。

第23図佐久市略図

瀞
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次に中心となる３つの町の人口を掲げておく。

なお、（）内は卸・小売商店数である。岩村田11,768（447）、野沢7.754（３１２）中込7,459

（535）。いずれも昭和58年１２月現在である。

第９表岩村田・中込・野沢地区の商店街別業種榊成、商店密度一覧（）･･･＄

厄

込

－１２７－ 

地区 商店街 店舗数 貿回品 岐寄品 jik食･ｻービス その他 店舗櫛成比

岩村田 町町町町町
吉本

荷生住西本稲相 ０７２７７ ２４５２３ 
6(30.0） 

1４（298） 

3０（57.7） 

1１（40.7） 

1２（32.4） ＪＪＪｊＪ ０４２６３ ｓＳ■●● 側羽皿羽別くくくくく８１１８９ １１ 

ｌ（5.0） 

1６（340） 

７（17.3） 

６（22.5） 

1３（35.1） ＪｊｊＪＪ ０８９４１ 口■●●。５２３７８ 
２１ 

くくくくく５６２２３ ２５８６７ 幻釦Ⅲ例犯
中込

Ａブロック

Ｂブロック

Ｃブロック 弧鵡羽
1６（53.4） 

２０(71.4） 

１６(41.0） 

４（13.4） 

４（14.3） 

７（18.0） 

1０（33.3） 

４（14.3） 

1５（385） ４６９ ６Ⅵ９ ７７７ 
野

沢

原町

十二町

本町

uｌ町 岨釦型別
型（500）

1１（367） 

８（33.4） 

８（382） 

1４（29.1） 

１２(40.0） 

９（37.5） 

７（33.3） 

９（18.8） 

５（16.7） 

５(208） 

５（23.8） 、の印の２６８４ くくくく１２２１ ５４８４ ■●● 羽閉飢鍋



節２４図岩村田地区商店街の形成
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第25図野沢・中込地区商店街
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127頁の第９表でもわかるように、佐久市には比較的まとまった市街区が３ケ所あるが、店舗密

度の点で賑わいをみせているのは岩村田本町、中込グリーンモール、野沢十二町である。街区延

長は岩村田本町380ｍ、中込グリーンモール400ｍ,、野沢十二町150ｍで、野沢十二町の場合、

原町商店街から連続している「通り」である。回遊性は中込グリーンモールが最も高いことは明

瞭であるが、岩村田本町には街区内に西友があり、また道の両側は道幅２５ｍのアーケード街と

なっており、買回品店の割合も高いことなど回遊性を促す条件がある。これに対して野沢十二町

商店街は、隣町に買物公園ができて顧客の誘引性が低下することはいなめない。グリーンモール

は店舗訴求力を高め、買回品店の割合も高いわけである。野沢地区の商店街は店舗改装や専門店

の集中、さらには核店舗（地元商店を集めたデパートなど）の建設などの方策によって回遊性を

高め、少くとも最寄品業種中心の商店街としてのレベルアップを図る必要がある。いずれにしろ、

北の岩村田本町、南の中込グリーンモールが、現状では商業核として２極分化する格好になって

おり、いずれかが中心商店街として決定的な位置を占めるまでには至っていない。

ｂ、その他Ｂ型の都市についてのコメント

次の表は筆者が分類したＢ型の都市の一覧である。

第10表Ｂ型都市一覧表

Ｂ型は、中心となるＤＩＤ以外の市域の人口密度も高い型であるから、多くの場合複数の小中

心地又は人口集積地が存在する。上の表でみると安中、佐倉、市原、流山、君津、秦野、綾瀬、

黒部、加賀、山梨、更埴、佐久、土岐、各務原、可児、浜北、湖西、西尾、東海、知多、鈴鹿、

名張、富田林、倉敷、井原、備前、光、土佐、松浦、宇佐などがこれに該当する。このうち佐倉

流山、可児、名張、富田林などはもともと一つの町が中心となってできたものであるが、その後

の住宅団地が別の地域に大規模につくられ、大iiiの人口集積をみるようになった例で、いずれも

大都市郊外の住宅都市としての機能が強くなった都市である。

商業核も襖数が立地しており、多くの場合いずれかの商業核がセンターの役割を担うまでに至

っていない。そして多くの商業核は１日町村時代の商業核をほとんどそのま弘受けついでおり、脱

皮して新しい中心商店街として生れかわったものが少ないのが現状である。そこに、今日、消費

者のニーズの変化、モータリゼーションの発達等の諸条件が地元の商店街で満足できず、より大

きな都市の頁回り性の高い商店街なり大型店なりへ顧客が吸収され、近隣商店街の停滞もしくは

衰退という厳しい現実をもたらしているのである。

従って、Ｂ型の都市（もちろん、型の都市もそうであるが）の多くは、区画整理事業等を通じ

ての都市改造等による商店街をつくるか、あるいは最寄品中心の近隣商店街に徹し、店舗集積を
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を高め、品揃えも豊富にして日々の生活の科を提供する役割を受けもつかのいずれかだと考える。

そしていずれの場合も、最寄品と最寄性の大きい買回品については90鯵の地元鱗買力を確保する

必要がある。次にＢ型の都市についてさらにｌ～２の例示を試みよう。

山口県東部、周甫工業地域の東端に光市がある。人口は５万弱、面積は６１賊の小都市である。

戦前は海軍工廠が置かれ、昭和１８年（1943）４月光町と室祇町が合併して市制を施いた。今日で

は鉄鋼業を中心とした工業都市として発達している。市街地は浅江・島田・三井・室積の四地区

にわかれ、それぞれに商店街の分布がみられる。地区別人口は昭和59年（1984）現在で、浅江

15,275、三井4,015､周防2,193,上島田40137、島田市3,990、三井8,034､室積12,219などとなって

いる。

市内の各簡店街の買物状況をみると、浅江商店街が光市の購買力の23.5％を占め、光市内の商

店街の中で最大のシェアをもっている。第２位は室積商店街の20.4％、第３位が島田市商店街で

16.8％、第４位光井商店街12.1％となっており、現在のところ市内の西端と東端に商業の集積地

があることがわかる。とくに浅江地区は光市内ではもっとも人口の増加が著しいところで、この

地区の商業施設の充実が望まれる。

とくに光市の場合、買回り品の地元購入率が低く、郡部の町村並の水準である。こうした点も

近隣に徳山市があるという地理的条件にも原因があるものの、地元商店街が買回り客を引きつけ

る努力を一層つよめる必要がある。下図は光市内の商店街分布図である。

第26図光市商店街分布図

適

光市では、上記のように地区別に商店街が分散しているが、とくに人口の多い浅江地区が店舗

数も多いにもかかわらず商店街としてのまとまりがなく分散しており、光駅の所在地として一番に

開発力特たれる地区である｡室積地区は市内でも最も古い市街地で､明治39年に早くも町制を施いた

地区であるが、今日では最寄性業種中心の店舗数では浅江地区と並んで多い、いわゆる近隣商業

地区の東部の核心となっている。島田巾地区は島田川をはさんで浅江地区と対じしているが、近

年、光巾の中心商業地区に塾燗されつつある。市内肢大の小売店舗としてベストエプリの共同店

舗形式が実現し、市の核店舗としての地位を基きつつある。光井地区は家具、電気器具関係の買

回性のつよい店舗が国道沿いに連なり、細長い商店街を形成している。

このように商業集積の点ではなお分散的であり、一般の買物状況も浅江・室積を両端に分散し
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ているが、島田市と島田川対岸の浅江地区を中心に開発の動きもあり、今後に期待される。

もう一つ、千葉県中部の複核都市、富津巾をとりあげ
第２７図富津市

る゜房総半島から東京湾に突き出した富津州から房総丘

陵に至る広い範囲を市域とする都市である。美しい海と

緑につつまれた海浜都市で、海水浴・釣り・潮干狩りの

他、公園・牧場・自然動物園そして温泉などレジャーに

はこと欠かない東京・千葉方面からの行楽地になってい

る。国鉄内房線でゆくと背堀・大貫・佐貫町・上総僕・

竹岡・浜金谷が市内の駅であるが、ほぼそれらに対応し

た形で、小規模ながら市街地が分布している。他に富津

市では最も大きな市街地であり、昭和50年度国勢調査時

点ではＤＩＤに指定されていた富津地区(人口5.992人）

があるが、５５年国調では準集中地区へ後退した。

商店街の分布もほぼ上記の駅に対応しているが第27図、問l占町の分布もIまほ上記の駅に対応しているが第27図、賑かな通りは大堀と富津の２地|Ｘの

もので、それについで僕地区のものである。（上図のＡ・Ｃ．Ｆである）。他の商店街は民家も

かなり混在しており、漿観上も停滞的で華やかさがなく、商店街の萌芽の域を出ていなかった。

店の種類も食品・菓子店・魚屋・雑貨商など最寄り品や日用品中心の零細店舗が大部分であった。

市役所は摸地区（人口3,149人）にあり、いわば富津市のセンターとしての役割を担う町であるが

商店街の規模も小さく商圏も湊地区に限られる程度のものであった。

次に富津市からの回答による商業地区の分析をまとめてみよう。富津市は行政区域が広く、商

業的に中心とみなされる商業ブロックの形成がりj砿になっていないということで、メッシュ統計

Iこよゐ商業集積地域を出した。それが下の第28図である。また統計上の数値は次頁の第１１表で

第28図メッシュ統計による商業集積地区ある◇
これによると、特に中心性を帯びている地区とこれによると、特に中心性を帯びている地区と

いうものは見あたらないが、それぞれの地区相互

の比較からみて、一番の集積地区は青堀地区とい

えよう。ついで篠、大賞地区で、また景観上から

は渓地区の店舗密度の高さが目立った。

次に商店街という観点から、次頁に表にまとめ

たが、全体的には街区延長が長く、とくに湊地区

に至っては3,600ｍもあり、いさ＞かへきえきする。

筆者もこれらの商店街については巡検したが、

全体的には商業密度が低いから、街区延長が長い

のはただ疲労を増すだけであった。

しかも、表からもわかるように、一般に買回り

品業種の割合が低く、かつ店頭訴求力に欠ける店

舗が多いためショッピングを楽しむ雰囲気は全く

ない。買回品店も娘寄性のつよい薬局、化粧品、

生花、衣料品店などが目立っている。こうした点

からも、現状で中心商店街を規定することは困難

であり、中心的機能はないと判断した。
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第１１表メッシュ統計からみた商業栗債状況

第１２表

以上、Ｂ型については四つの都市をみてきたわけであるが、他に名取iIi（増田・閑上）、土佐in

（高岡・宇佐）、宇佐ilj（長州・四日市）などのような複核都市、さらには南国iti、筑後市のよう

な単核ながら中心市街地が小規模で、商店街の発達も農村をパックにした近隣センター的な商店街

しかみられないものなど、中心商店街を画定できないが、できたとしても非常に小規模である故、

回遊性もほとんど有しないなどの問題点が浮かび上がってくる。見方をかえれば、Ｉまとんどが人口

3～10万の都市のそれではなく、旧町村時代の人口１万人前後のまちの商店街であるということも
できる。
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地区名
商業集積

地区面積
小売販売額 売場面積 商店数 術考

青堀

７k｡！ 

|当翻
523,814 

74,831 

9,642 

1,377 

126 

1８ 

一部君津市部分も
含む

富津

３１h１ｉ 

１賊
当たり

199,781 

66,5例

3,868 

1,289 

105 

3５ 

大貫

５ｈｍｉ 

|譽翻
347,620 

69,452 

7,172 

1,434 

165 

3３ 

佐貫

３域

|当AＷ

119,394 

39,798 

1,865 

622 

4９ 

1６ 

漢

５１ini 

|当溺
373,215 

740643 

7,10世Ｉ

1,421 

143 

2９ 

地区内に不明部分
を含む

竹岡

２１imi 

|当Aｻﾞ
52,866 

26,433 

10509 

755 

3３ 

1７ 

金谷

３ｈｺ！ 

ｌ賊

当たり

108,867 

36,289 

2,785 

928 

5１ 

1７ 

地区名 街区延長 商店数 貿回晶店燗 妓寄品店陶 飲食・サービス閉 その他圀 店舗密度鯛

青堀地匹 2,435 1０８ 3５（32.4） 3１（28.7） 3３（3U6） 9（8.3） ３７．４ 

富津〃 1,850 ８１ 2１（25.9） 2６（321） 2４（29.6)． 10(123） 30.8 

大貫〃 3,317 130 4JＩ（33.8） 4２（32.4） 3５（26.9） 9（6.9） 32.7 

淡〃 3,619 159 4６（28.9） 4７（29.6） 4３（27.0） 23(14.5） 37.3 



４．，型都市のケース

この類似の都市は市街地規模が小さく、周辺の集落分布も粗であるタイプである。このタイプにも
極核都市があり、例えば美祢（吉則・伊佐）、えびの（飯野・加久藤・京町）、南陽(赤揚・宮内）、
東根（東根・神町）、などが例示できるが、先にあげたＢ型にくらべると単核都市の方が多い。そし

て、周辺部が山地、原野等人口分布の希薄な地域の中にあって比較的求心性の高い中心市街地をもっ

ている都市が目立つ。例えば陸前高田・江刺（岩手）、村山（山形）、阿南（徳島）、土佐清水（高

知）、甘木（福岡）伊万里（佐賀）、国分（鹿児島）などであった。これらの都市の街区はいずれも
かなり規模が大きく、甘木・伊万里の街区にはアーケード街もみられた。これらの都市では、いわゆ

都市の「へそ」がはっきりしているわけで、この「へそ」を中心とした都市計画、区画整理、商店街
の美化・修景を加えることで、コミュニティセンターとして求心性を高めることが可能となる。
①阿久根市（鹿児島）

阿久根市は鹿児島県西北部に位撤し、鹿児島IITまで約801$､、川内巾まで約3019J８，出水inまで

約z0hzの位置にあり、交通基盤が整うにつれてこれらの都市との交流も容易になってきた｡当市
は出水in、高尾野、野田、東町、長島の２in４町で構成されている「北薩広域市町村圏」におい
ては出水市に圏域の中枢的機能をゆだねている。

阿久根市は大正１４年（1925）に町制を施行し、昭和27年（1952）に市制を施行、昭和30年
（1955）に三笠町を合併した。人口は昭和30年には約4.1万人を数えていたが、昭和57年には
約２９万人に減少した。

地形的には40hmに及ぶ海岸線に山地、丘陵が迫り、平地が少ない。総面積135.8賊のうち、森
林用地が75.31Ｍ（55.4％）を占めている公林用地が75.31Ｍ（55.4％）を占めている。

中心市街地は西の海岸線に束から丘陵地が迫っている地形上の制約もあって、南北にのびる国

道３号線に沿って細長く形成されている。商店街も同様で、３号線の両側に細長く分布しており、
主として国鉄阿久根駅前から南の方へ約1,200ｍにわたって伸びている。次に分布図をしめす。

第29図商店街形成の現状

厨

上図は、阿久根巾の商店街分布図である。本町、港町両商店街をのぞくと、あとはすべて国道
３号線に沿って分布している。しかし、途中に小学校、公園の丘陵、勾配、高松川などがあって
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分断され、一線上の辺院したまとまりに欠けているうえ、３号線は九州の南北を結ぶ大動脈であ

るため車輌の交通、が極めて多く、片側商店街にならざ６を得ず、従って回遊性に乏しいものと

なっている。特に市街地の形成が西部は海岸線、東部は鹿児島本線の鉄道と丘陵地によりおさえ

られて細長いため、商店街形成も制約を受けざるを得ず、面的な拡がりに欠けるものとなってい

る。

さて、景観的な問題点であるが、とくに老朽化したアーケードと閉店した店舗の多いことが目

につく。アーケードについていえば、すでに改装時期にある（阿久根ih広域商業診断報告瞥・昭

和58年）といわれていたが、６０年３月末に巡検したときも手はつけられていなかった。イメー

ジがくら<、さらに問題なのはアーケードが連続していないため、雨天の時の便宜に資されてい

ないということである。通行人は傘を開けたり閉じたりと大変忙しくしなければならない。そし

て店舗はいたるところで閉鎖されており、一価イメージをくら<している。それと各店舗のレベ

ルにバラツキが大きく、店頭訴求力の低い店が多い。いずれにしろ、今少し照明等に工夫をこら

して、明るい店頭で客を迎えなければならないだろう。鉦者が巡った九州各都市でこれ程ひどい

アーケード街は阿久根IIjただ－ケ所であった。

阿久根巾のもう一つの商店街は、中心部から７５１hm北へ行った脇本地区にある。旧三笠村の最

寄品中心の近隣商業地区で、国道389号線沿いに自然発生的に成立した商店街である。iii路の幅

員が狭く街区は災い。また街区内に畑住宅・倉叩などが混在してまとまりに乏しく、店頭訴求

力も低い。

次に阿久根市の商店街の実態を表にまとめたものを示めす。

節１３表商店街の形成

①商店街別業imWi成表
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駅１１

典数

ｌｉｍり

柵成比

中，

実数

通り

榊成比

本町

実数

通り

榊成比

大丸juiり

突数 桐成比

挫橋通り

実数 構成比

中央Ｉ（

実数

l区会Hｆ

桷成比

脇本地区

実数 栂成1ｔ

貿回品 合品貨品孵料率化貿衣身文 １５６１ １ ４８２ｌ Ｌｄ８５ ｌ １０３４ １Ｉ ７２２１ １Ⅳ５別 ４６ 
8.2 

12.2 １６２３ １ １８３８ １６２４ １ ６ 15.8 ３溺、釦 ０２６３ ８３６ １ ４２４ １ 

32 

1.6 

11.1 

最寄品 合品子品
縫科

寄食用岐飲菓日 ９２３ ３７１ ２２４ 
１ 

５３２ ６２４ ８５３ 
４ 8.2 

４５１ 
１ 

９７１ ０。●５５１ 
１ ５ 132 

訂扣６ １３０ ２３２ 
１ 

１５３４ 
１ 

８９４２ ｕＬ２３ 
ｌ 

・飲食サ１ビス
サービス鯉合

飲食店

サービス

加工修翻 ６５１ １ ２５４ ８幻１ １６ 
1.7 

10.3 ２８２ １８１ ４６４ １ ５１ １ 

5.7 

1２５ ４５２ 
10.5 

13.2 

5.3 ８５５ １４ ９７６ ａ４Ｌ １ ４２２ １ ２５６ ３９Ｌ 
特Ｉ廉専Ｐ１店 ２ 4.1 ５ 5.7 ７ ２．３ ６ ４．８ 

小叶 5９ 808 4５ 776 2８ 57.1 6３ ７１．６ 2２ ５７．９ 217 70.9 6７ 53.2 

その他 1４ 19.2 1３ 22.4 2１ 42.9 2５ 28.4 1６ 4２１ 8９ 29.1 5９ 46.8 

合叶 7３ 100.0 5８ 1000 4９ 100.0 8８ 100.0 3８ 100.0 306 100.0 126 100.0 

固回品店比率 31.5 4８３ 2,.4 露.0 15.8 291 15.9 

最寄品店比率 19.2 17.2 8２ 22.7 】3.2 173 18.3 

飲食・サービス比率 3ｑｌ 1２．１ 鋼.５ 1８２ 28.9 22.2 143 

特殊専門店比率 4.1 5.7 ２．３ 4`８ 



③商店街別店格状況
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③商店街別商店密度

他方、北薩の中核都市とみなされている出水市であるが、都市機能が整備されており、集客施

設が集っているので人の往来も期待されよう。ただし、出水市は昭和５５年（1980）の国調ではＤ

ＩＤは存在せず、人口4,920の準ＤＩＤがあることになっている。市街地は駅から離れており、

米ノ津川を渡って本町に入ると当市の中心商店街である。商店街は米ノ津で３号線から分かれた

国道382号線に沿って発達しており、両側に歩道とアーケードが設けられている。アーケード街

ほ約500ｍの街区であるが、商店密度は比較的高く、個々の商店もまずまずの店頭訴求力である

ただ巡検当日は曇天であったが、アーケード街もや出暗〈、アーケードの蛍光灯が点灯していな

かったことが商店街主体の雰囲気をくら<していた。もう一つの商業地区であるとされる駅前（昭

和町）および広瀬地区は店舗密度が低く、かつ閉店が目立ち、全く沈滞ムードそのものであった

出水市内の人ｕ分布をみると、決定的に人口の多い町はない。周辺部で広大な面積をもつ大字

を別にすれば、昭和55年（1980）１２月末現在で、麓町の2,108人が最も多く、1,000人以上の

町が昭和町、本町、西出水町、大野原町、向江町、中央町、上知識町、五万石町、米ノ津町、住

吉町の１０町を数えるが､これらの町の人口密度も本町の3,936を筆頭に、住吉町2,990,上知識

町の2,440､昭和町の2,388が高いところで､わずかに本町が市街地集落としての人口密度を保って

いる。しかしこれらの町は出水平野の各所に分散しているため、都'１jとしての求心性は小さく、

出水平野内に限れば前述のＢ類型の都市のような景観を呈しているということができる。
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第３０図出水市内要図
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①～＠は簡店街とされているところ
③が中心商店街

②多久巾（佐賀県）

佐賀県u)ほぼLIU央部に位世する農工都Iijである。昭和29年（1954）に１町４ケ村が合併してｌ１ｉ

制を施いた。もともと産炭祁iliであったが、エネルギー革命による炭鉱の壊滅のため、－伝して

過疎の町に転落した。佐賀IIiから唐津線で32～３３分で、またバスも１時間に１～２本の剖合で

佐賀と精ばれている。面概97.16城、人口25,636人（昭和55年国調）であるが、市制施行当時は

４５万人を数えていた。次に多久iiiの地匹別（旧町村別）人口をしめす。

左の我でもわかるように、多久巾の中心は北多
第14表多久｢|ｊ町別人口等….－－－△，』…。－－，mトー…!、

霊f蕊f雪1雛蕊！
画匡HE匹巨旦二巨三]51mYH艦f遍驚篇塁遮鯛慧

Ｄに指定された。

－１３７－ 

地区名 lhi積 人［」 人口密度 小売I1ij店数

東多久町 15.20 6,134 4０３６ 8９ 

南多久〃 1７ 4９ ３ 191 182 ５ 2７ 

多久” 1６ 8５ ３ 69MＩ 219 ２ 4２ 

西多久〃 1９ 5３ １ 89Uｌ 9７ ０ 2４ 

北多久'′ 2８ 0６ 1０ 723 381 ７ 239 

合計 9７ 1６ 2５ 63ｂ 263 ９ 421 



商店街は図中の④、⑧二つが主なものであるが、④は昭和37年（1962）に落成した｡本年３月
に巡検したときは、華やかさも見られず、県道小待・多久線沿いの商店街全体に店舗訴求力、陳
列・展示等の工夫の面での不十分さが目立った。県道沿いのためもあるが、店舗は扉を閉じたま
堅で通りに面した部分は砂ぼこりで白くなっているなど、店なのか否か判断できない家屋もあっ
た。⑧の京町商店街は現在多久iIiの中心商店街というべきだが、商店密度は高く、店頭もまずま
ずの華やかさを保っていた。ただし街区が短かく、100ｍ程の商店街であり、必然的に業種は不
足しており、回遊性も乏しいものにならざるを得ない。

第31図多久市中心部

濡鶚箒上← ､…盲－２匹唖匹itiii雲蔬
TIjlDWbgi凸

⑫`⑪ME、｡⑩ｆ９Ｉ市役所蘇辨多久Ⅸ
中多久駅

5．商店街は都市の顔である。

これまでいろいろな立地なり類型なりの都市について例示しながら考察を加えてきた。大都市に
隣接する都市は、都市のスプロール化現象によって複雑な街区樽造を見せており、雑然とした中に
工場や商店・住宅が混在していて、それ自体一つのコミュニティとしてのまとまりがないものが多
い。商店街は郊外線の駅ごとに一筋ずつ発達しているが、大きな特徴は、商店街に町工場や倉庫、
アパートなどの建物が混在していることで、また、大都市の国・私鉄のターミナルを上位の商店街
としているため、地元商店街は活気がなく、店舗訴求力に乏しく、イメージがくらい。

それに対して住宅都市では、大都市のターミナルを上位の商店街としている点では同じであり、

質回り性の店舗も少なく、活気があるとも言えないが、機能的にベッドタウンということで明確で

あり、分散はしているが小ギレイな商業集積もみられる。とくに最寄品や日用品については必ず売
れるものであり、地元購買率は高いから、経営意欲も発揮され、店頭訴求力もある。商店街の形態

は駅舎にクロスする形での一筋商店街が多い。街路は１日町村時代からのもので、道福も狭く、歩道
・車道の区別もないことが多いので混雑がみられる。都市の中には駅ごとに一筋商店街があって、
いずれも中心商店街としてコミュニティセンター的働きのできるものはない。

Ｂ型の都市はその多くが複核都市である。旧町村時代のセンターが並存し、そのいずれかが抜き
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んでて中心市街地・中心商店街となっているわけではない。近くに大都市がある場合には、商店街

は股寄品中心の近隣商店街である。そうでない場合（例えば岩井巾一茨城）はかなりの商業集積を
みる。買回り品店の割合も高く、専門店もそこかしこに見られる。一般にはＢ型の都市は中心市街

地の規模が小さいから、中心商店街も街区延長は短かく、合併以前の旧町村別人口に見合った範囲
を商圏とする程度の商店街になる。

、型の都市はＢ型の都市のセンターよりは求心性が高い。一つの中心市街地から発達していくの

で、商業核もより明確な形であらわれる。そして人口３万なり５万なりの都市というとき、一般的

にはＤ型の都市の方が求心性は高く、商店街もＢ型のそれよりも中心性を明確にした繁華な景観を

もつ。市街地の規模や面的な広がりも大きく、商店街の回遊性も高い。

ただし、Ｄ型の都市のいくつかには過疎化した地域のセンターとなったものもあり、都市そのも

のが衰退しているため、中心市街地にも活気はない。そんな例が多久市であり、美祢市である。

このような都市の商店街はその都市の立地や成り立ちを正直にあらわしてくれる．商店街はまさ

に都市の顔であり、駅をおりて一歩商店街にふみ込めばその都市の繁栄、衰退ぶりが手にとるよう

にわかる。先にも書いたが総社市の商店街（アーケード街！）に足をふみ入れたとたんいたるとこ

ろに閉鎖した店舗があってあ然としたことがある。アーケード街であるが故によけいに暗く、ほと

んど人通りのないアーケードの下を通り抜けた時ホッとした想いは今でも忘れられない。最後にこ
れら中小都市全体の共通点（問題点）を２つ掲げておこう。

Ｉ）成熟した中心商店街がないこと
●●●● 

Ⅱ）未成熟な商業ブロックが分散して配適されてU､ること

これらの欠陥こそが都市の非力の原因であり、商業核を綱築する努力を怠ってはならないのであ
る。末尾になったが、各市役所から資料提供等でいろいろお世話になったことを記して感謝したい。

（参考文献）

Ｌ下記の都市の広域商業診断勧告書

交野llj（昭和５７年）、戸田市（昭和57年）、八潮市（昭和60年）
摂津市（昭和５３年）、阿久根市（昭和５８年）

２地方都市と中心商店街（寅貝和男）奈良女子大附属中・高等学校研究紀要
3．人口集積と都市景観Ⅱ（同上）同上

第２５集

第24集
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奈良女子大学文学記附属
中・高等学校研究紀要第26梨
1985年６月

スポ－ッルール

ーテニス型サービスの方向づけをめぐって－

奈良重幸

１．はじめに

「近代の競技スポーツの発展を支えてきた要因の一つに、競技ルールがある。この競技ルールは、

近代合理主義をベースに、科学的に見事Iと精選されたものである。」

この小論は、上記の考えに頑なまでに固執し、近代の競技スポーツや、そのルールを無批判に体
育授業の中に取入れ、ほとんど抵抗を覚えることなく過ごしてきた私自身の反省がもとになってい

る。

プロまがいといえるほど、ある種のスポーツにあけくれた私自身の10代・２０代のはじめ、この時

期に培われた競技スポーツ僧様の精神は、ほどなく教融につき、立場を異にしたとはいえ、その後

もほとんど変わることはなかった。当然のこと、授業には競技スポーツ形態を、そっくりそのまま

持ち込んだ。途中、同恢や他方面から直接、あるいは間接に教えられるところは多かったものの、

頭の中の反省のみで、実際には競技スポーツ信棒と思われる授業形態が続いた。

「いい授業をしていないなあ、競技スポーツの得意な生徒だけのものになっているなあ。」とい

う情無い思いから、「何か－つでもやってみよう。」ということで始めたのが．ここで取り上げる

スポーツルールの問題である。直接、授業には関係しないが、私自身の変にこりかたまった頭を

少しは和らげ、やがての授業のたしになるのでは、と思っている。

ここでは、普段の授業で取り扱っているテニス・卓球・バトミントン。それにバレーボール等の

ネットをはさんで行う競技スポーツにみられるテニス型サービスの方向づけの成立過程について論

じる。ただ、卓球、バトミントン・バレーボールは、本来テニスを母体として生まれたスポーツな

ので、本稿を進めるにあたっては、テニスの（サービス、およびコートの）歴史的変遷を中心に論

じていく。

2．テニス型サービスの方向づけ

ことでいうテニス型サービスの方向づけとは、〔図１〕のように、テニスをはじめ、これを母体

にして生まれた卓球・バトミントン・バレーボールにみられるゲーム開始時は、必ず右サービスエ

リアないし右サイドから机手コートの右サービスエリア（バレーボールは、この場合例外）へ打た

なければならないという、サービスに対するルールのことである。

－１４０－ 



０ 

｡ 

卓球

(ダブルスのみ）
バドミントン バレーボール

テニス

〔図１〕

3．卓球・バドミントン・バレーボールの発祥概観

蛇足とも思われるが、テニスを母体にしている卓球・バトミントン・バレーボールの発祥を中心

とした概観を記す。

卓球：１９世紀末、イギリスの宮廷で行われていた、リアルテニス（屋内テニス）にヒントを得て

始められ〉L)テニスの室内版である。床からのネットの位置(高さ）は、テニスとほぼ同じで、
テニスネットをそのまま縦・横同じ割合で縮小していけば卓球のネットのサイズに近づくなど、多

分にテニスにヒントを得ている。

バドミントン：1874年ごろ、インドに進駐していた一将校が、イギリスのグロスター州バドミン

トンで紹介し､流行らせ､1877年にはローンテニスの出現に刺戟されて､規約をつくったり当時は
テニスのネットを使ってプレーし、ネットの高さも当時のローンテニスとほぼ同じであった。

バレーボール：1895年、アメリカのＹＭＣＡ体育主事、ウィリアム・モルガン（Morgan,Ｗ･Ｇ）

が考案した。テニスとハンドボールをヒントに、ネットをはさんでむかいあい、手でポールを打ち

あうﾊﾞﾚｰの着想を得たF１

4．テニスの（サービス、およびコートの）歴史的変遷
一体、テニスの起こりは何時なのか。テニスの発祥年代を掌、棒、それにラケット等を用いて、

ポールを打って遊んでいたギリシア･ローマ時代とみるむきもあるが、現在に直接つながるものと

なればフランスとイギリスの王侯・貴族が宮廷で盛んに行ったジュ・ド・ポーム(Jeudepaume）

が鮫初で、時代はずっと下がり、１４世紀の半ばということになる。

シュ・トポーム：ジュ･ド･ポームは〔図２〕のようなコートを使って行われた。
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14世紀の半ば、フランスとイギリスの王侯・質族によって宮廷・中庭で盛んに行われたこのゲー

ムの中味は、判然としない。

コートの大きさ・広さもまちまちで、なかにはネット状のもので中央部を仕切り、見物人のため

にまわりの壁に庇を設けたものもあった。サービスに関して、稲扇正浩は、「サービスという言葉

が初めてスポーツ用語として登場するのはテニスからである、とする魂は、まずIHI迎いないであろ

う。もう少しｉｆ確にいえば、テニスの前身であるポーム（ＪｅｕｄｅＰａｕｍｅ）がイギリスに伝わっ

てからであるから．14世紀以後ということになろうW」という。この意兇を汲めば､方怯は不'ﾘjだ
が、少くとも、サービスそのものは、ジュ・ド・ポームに存在したといえよう。

〔図３〕ゲーム風凝

リアルテニス：ゾュ・ド・ポームがイギリスで発展したもので、１４世紀末からのものである。別

名をロイヤルテニス（RoyaITennis）といい、多くの見物人の見守るなか、王侯・賞族によって

楽しまれたという。
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〔図４〕ゲーム風景

(図５〕ゲーム風農

－１４３－ 



リアルテニスのころともなると、〔図４〕や〔図５〕のように中央部に垂れ下がったネット、３

万の壁に庇、その下にギャラリーが、という特徴のあるコートがすっかり定着する。〔図６〕は、

いろいろの変遷を径て、最終的に認められたというリアルテニスの正式コートである。
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〔図６〕

（蕊ｮ翼ｲﾄﾞから）（鰭ﾕｨｲﾄﾞから）
このリアルテニスのサービスはどのようにして行われたのか、稲垣正浩は、「まず、コートはネ

ットを間にはさんでサービス・サイド（serviceｓｉｄｅ）とハザード・サイド（ｂａｚａｒｄｓｉｄｅ）

に分かれていて、サービスはサービス・サイドからハザード・サイドに向かって行なわれた。コー

トの壁面には、コートの四辺のうち三辺に庇がついている。三辺とは、サーバーがハザード・サイ

ドに向かって左側の長辺（サイド・ライン）とそれぞれのサイドのエンド・ラインである。サーバ

ーはサーバーの側からみてハザード・サイドの左半分の庇の上にポールを打ちあげてサービスを行

なう。ハザード・サイドのレシーバーは、自分の右うしろの庇からころがり落ちてくるポールを、

ワン・パウメドさせたのに打ち返す。これがレシーブの仕方である！」という。
ハザードとは、ウィニングショットの意味、つまり．相手の死命を制すショットであり、ハザー

ドサイドとは、サーピスサイドに対してのもので、今でいうレシープサイドを意味している。
●●●●●●□ 

さらIと稲垣正浩は続けて、「サービス・サイドのプレイヤーが勝てばポイントになるが負ければ
●●●●●●●●●●● 

即座にチェンジ・コートをしてハザード・サイドに移る。つまり、サービス樅が相手側に移るわけ

である。リアル・テニスではサービス権が移るとそのつどプレイヤーが攻守ところを替えてチェン

ジコーＩｌｉ１をする。」という。
ローンテニス：リアルテニスがかたちをかえ、屋外にとびだしたもので、近代スポーツが花ひら

こうとしていた19世紀後半からのものである。屋外にコートをfilI設ということで、コートも〔図７〕

のように様々なものが考案された。

－１４４－ 
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〔図７〕

サービスに関しては、〔図８〕、〔図９〕のゲーム風躍から、〔図８〕でいえば菱形の部分〔図

９〕でいえば、コートの外の部分から、下打ちの優しいポールが綱えの万全なレシーバーの傍らに、

それも左右両方のサービスエリアに交互におくられた。1880年からは〔図10〕のように現在と同じ

大きさのコートで、サービスも現行の方式で行われている。
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5．考察

現行のテニスのサービスの歴史を遡っていけば、庇に投げあげられたサービスのポールがころが

り落ちるのを待って．レシーブ（ハザード）をしたというリアルテニスに辿りつく。私は、このリ

アルテニスのサービスの方式の中に本稿で問題にしているテニス型サービスの方向づけの鍵をみる。

Ｇ・クレリッチは、リアルテニスのサービスについて、「当時は、ポールをサービスされた側が攻

腰側であったIJI」といい､稲垣正浩は､「リアル．テニス時代のサービスには明らかにレシーバー有
利の擬紫が認められるし、少くとも、サービス・ポールは所定の庇をころがり落ちてくるものであ

って、きわめて変化が少なく、客観性や平等性というものが保障されていた。つまり、サービスは

技術ではなくて、イン・プレイのためのセレモニーであって、ゲーム展開の主導椀はレシーバーが

掘っているという性質のものであった(1)」と述べている。要するに、サービスとは、レシーブ(ハ
ザード）サイドのプレイヤーが万全の綱えでサーピスサイドのプレイヤーにむけて攻鰻のできる性

質を僻ぴたものであった。

ここで、正式のリアルテニスコートといわれる〔図６〕をみてみよう。コートを取り囲む４つの

随のうちの３つに庇が設けられていることがみてとれる。一体、何故四万の瞳に庇をつけなかった

のであろうか。サービスに庇はつきものなのに、どうしてもう一方の盤にはないのであろうか。

】っの理由として、室内コート建築・造営の問題があげられる。それでいくと、少くとも西側の

砿に庇、つまり庇つきのギャラリー（見物席）は余り意味がなかったのである。

コートをつくるに際して、採光への配慰は、欠かせないものである。プレー中のプレイヤーの眼

に直射日光が入るのを避け、見物人には優しい、暖かい光ができるだけ畦時Ⅲ]あたり、さらにコー

ト全体が連くまで照らされ続けているのが最上のコートとされる。これでいくと、東西方向に

長いコートは不適である。何故なら、太陽の述行上、プレイヤーは眩しくてたまらないからである。

コートの方向については、それこそ無数に考えられるが、プレイヤーの立場でいえば、南北に長い

のが－番である。さらに採光がらみで見物人の立場でいえば、室内コートであれば、今でいうサイ

ドライン側に広い見物席（ギャラリー）、それも午後の暖かい西陽が何時までも差し込む場所があ

ればいうととばない。とすると、当然のふと、コートのつくりからいって東側の見物席（ギャラリ

ー）は、つまり東側の庇は必須のもの、見方をかえれば、西側は必婆ないものになってくる。

会田雄次によると、日光の乏しいフランスやイギリスでは日本と迎い、西鵬を簸宝なものとして

建築物にとり入れる工夫を施したという。その箸、「近代への序曲」－生きる喜びと悲しみ－

の中に次のような－節がある。「フランスでは西向きの部屋はよい部屋なのである。すくなくとも

悪い部屋ではない｡ｺﾞｼｯｸ寺院が西正面で、ｽﾃﾝﾄﾞｸﾞﾗｽが西にＨ１点がHTかれているのは､西
方極薬浄土という観念からではなく、長い西賜を利用するためなのだ。」

もう１つの理由として、人間の利き手の問題があげられる。ここでいう利き手とは、幣段の生活

・活動の中において、より巧みな扱い、動き、より大きな力を出すことのできる方の手のことであ

る。利き手をベースに各個人は、大昔から行動の色々な場面、とりわけjunmj・スポーツの場而にお
●●●●●●●■●●●●●●●●●●● 

いては攻めに徹する（攻撃に適した）ポジション・空鵬]－(以下、④とする）と攻撃もさることな

がら、その中にも絶えず守りを考慮したポジション・空間一(⑧とする）とを持ち、場面に応じて

適宜巧みに使いわけ、身のまわりが安全・安心で、個人の思うようにできる場面では＠をとり、守

りの場而が予知されるときには⑧をとろうとしてきた。テニスのストロークを例（適例ではないが

……）にとり、強いていうなら、④は〔図11〕のフォアハンド、⑧は〔Ｍ12〕のバックハンドに該

当しよう。

さて、リアルテニスの時代は、Ｇ・クレリッチや稲垣正浩によると、「ポールをサービスされた

－１４６－ 
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側が攻撃側」とか、「ゲーム展開の主導権は、レシーバーが掘っていた」ということである。とす

ると、庇から緩やかに落下してくるサーピスポールに対処する場合、当然、レシーブ（ハザード）

サイドのプレイヤーは④に咳当するフォアハンドストロークの体勢をとり．然るのち、相手コート

にむけて強打のリターンを行ったであろうということは想像に難くない。そこで、ほとんどの

プレイヤーが④をとったと考えられるリアルテニスではレシーブ（ハザード）の際、〔図13〕の斜

線部の庇さえあれば、欲求はみたされたといえはしな

いだろうか。何故なら、何時の時代にもプレイヤーの

．圧倒的多数を占めるのは右利きだからである。右利き

のプレイヤーがレシーブ（ハザード）そする際に、つ

まり、Ｇ・クレリッチや稲垣正浩の説でいえば、有利
へ

東にことをjuiぼうとする場合、あえて⑬にあたるパック
ーグ

′、ンドストロークをとるであろうか。余程のことがな

い限り考えられないことである。

結局のところ、右利きのプレイヤーが自分述に邪合

のいい④の可能な場所、コートでいえば、レシーブ(ハ

ザード）サイドの右側（庇側）をサービスを受けるエ

一、

酉
一

〔IXI13〕リアにしてしまったのである。

コート上にサーピスサイドとレシーブ（ハザード）

サイドを規定し、何らかの都Krチェンジコートという蝿い、ぬき、休憩をかねた約束ごとをさらに

もうければ、右利きにとっては、願ってもないことといえよう。

閑話休題、以上、コート建築・造営の問題と利き手の問題をみてきたが、つまるところ、この２

つが絡みあってコート上にレシーブ専用エリアができ、そのエリア（ハザードサイドの右側）にお

いてポールを般初にレシーブしてゲームを進めるという方式が定肴し、１９世紀の水、コートが屋外

に出て庇というものが洲えたローンテニスの時代になっても引き継がれたと考えられる。

－１４７－ 
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ついでながら、ローンテニス時代になってのサービスの方向や方式のルールの改灯は、近代の合

理主義、平等主義に基づくものである。そして、これがテニスを母体として生まれた卓球、バトミ

ントン、バレーボールに適当な時期にとり入れられ、遵奉されるのである。

6．おわりに

テニス型サービスの方向づけをめぐって蓋をすすめてきた。調査不足、資料不足、それに力不

足で、無理に点と点をむすびつけ、こじつけるようなことをしたので．ひどい誤りをおかしている

のではないかという不安にさいなまれる。滅茶苦茶な仮説とも思える今回のこの小治に確かな肉づ

けを行い、さらに出来れば、他のルール等に関しても取り組んでみたいと考えている。観技スポー

ツベッタリの考えがルールというほんの小さな部分をさわることにより、「ルールなんて以外と仕

橡もない発想からきているのと違うやろか。」等いうことになり、少しでも今後の私自身の授業を

ゆさぶるようなことになればこの上ないことと思う。

7．註および参考文献

（１）日本体育協会監修、現代スポーツ百科事辞、大修館、Ｐ346,19704W釘

（２）大谷武一他綱、体育大辞！１１、昧堂書店、Ｐ887.1957年

１３）前掲苫(1)に同じ、Ｐ417.1970年

(4)近藤英男武任鐙染、スポーツの文化鎧的探究、稲垣正浩、サービスの歴史的考察、Ｐ５、1981年

(5)前掲機(4)に同じ、Ｐ８

（６）前掲聾I4lに同じ、Ｐ2０

１７１Ｇ．クレリッチ署、虫明亜呂無訳．日本庭球惚会鰐修、テニス500年、鋼談社、1978年

（８）IiiI掲普１４１に同じ、Ｐｌ７

（９）松田智雄世任娼災、近代への序曲、会田雄次、生きる喜びと慈しみ．Ｐ99,1884年
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奈良女子大学文学部附風
中・高等学校研究紀要第26典
１９８５年６月

昭和59年度
海外教育事情視察派遣団に参加して

藤川宣雄

、はじめに

昭和59年度国立大学・学部附属学校等教官海外教育llrWi視察派過団（Ａ団）に参加を評され、

昭和59年10月19日から11月12日まで、デンマーク、イギリス、アメリカ合衆国（ルイジアナ州）(主

視察国）とフランス（従視察同）を旅する機会を与えられた。この視察団は城倉英人氏（文部省商

等教育局大学課教育大学裳丘）を団長とする29名の団員（内２名は女子）で構成され、内訳は、附

属小学校教諭８名、附凪中学校教諭12名、附属高等学校戦鋤６名、附属養護学校教諭２名であった。

デンマーク王国コペンハーゲン市、連合王国スコ，トランド、パース市、アメリカ合衆国ルイジ

アナ州ニューオーリンズ市でそれぞれ学校訪問を行い、教育現場を参観出来たので報告したい。公

式の濡告書は団として作成し文部省にも報告ずみである。その報告晋の一部引用しつつ、王に理科

の教育課程などについて知見の一端を述べたい。その土地に住んでみないと深い11,Fは知り得ないと

思うし、旅行者である身は所詮stlangerにしかすぎぬが、中国の漢杏に「百Ul不如-911Ｊとある。

文献調査以上の何かがi￥られたのではないかと考えている。

二、旅程

東京里上コペンハーゲン且'エパリ旦旦（ロンドン）旦旦（エジンパラ）ニニパースニニ（エジンパラ）

剋璽ロンドンエⅡ(ﾆｭｰﾖｰｸ)工'１Ｌﾆｭｰｵｰﾘﾝｽﾞ旦旦ｻﾝﾌﾗﾝｼｽｺ上上東京、私にと
っては初めての海外旅行、それも25日間の長旅ではあったが、次の表のごとく、学校訪問を行った

都市では４，５日滞在できた。

に
－１４９－ 

宿泊月日 i1l数 宿泊地 坊問校、視察先等

１９８４年

10月20日（士）

’ 

10月25日（木）

５ 

Copenhagen 

Denmark 

コペンハーゲン

｡ 

ＮＯＲＤＲＥＧＡＲＤＳＫＯＬＥＮ 

ＡＭＡＧＥＲＢＲＯＳＫＯＬＥＮ 
。

☆ＴＡＲＮＢＹＧＹＭＮＡＳＩＵＭ 
◎ 

ＢＡＵＮＥＧＡＲＤＳＳＫＯＬＥＮ 
。

TJdRNEGARDSSKOLEN 
。

☆ＴＲＯＮＧＡＲＤＳＳＫＯＬＥＮ 

10月25日（木）

’ 

10月28日（日）

３ 

Paris 

France 

パリ

ルーブル美術館、ノートルダム寺院、

サクレクール寺院、（科学技術1W物航、パリ発

見宮）



☆は私の斑が訪問した学校名を、（）は個人での視察先を示す。

三、デンマーク王国の教育

教育省および、トーンピュー・ジムナジウム、トロンガード・スコーレンの２校を訪問した。まず

（１）教育制度

次我のように

。７歳から16歳までが義務教育期になっている。

。５歳から６歳までの幼稚圏クラスでは、体系的な知識習得や学iUilはしないことになっている。

学習するのは、７歳からである。

゜９年生後の進路については、次の４つがある。

①高校に進学して大学へ進むコース（16歳から19歳）（20歳から28歳）

②１０年生になるコース

③商業学校や工業学校に進むコース

④就職するコース

。現在では45影が闘技へ進学している。残りの55＄の省が10年生までいって、商業高校やIﾕ業

-150-

宿泊月日 泊数 宿泊地 訪問校、視察先等

10月28日（日）

’ 

11月１日（木）

４ 

Perth 

Scotland 

Britain 

ノモース

ＴＵＬＬＯＣＨＰＲＩＭＡＲＹＳＣＨＯＯＬ 

ＰＥＲＴＨＧＲＡＭＭＥＲＳＣＨＯＯＬ 

☆ＳｎＣＯＬＵＭＢＡＳＨＩＧＨＳＣＨＯＯＬ 

ＣＡＬＥＤＯＮＩＡＮＲＯＡＤＳＣＨＯＯＬ 

ＢＬＡＩＲＯＷＲＩＥＨＩＧＨＳＣＨＯＯＬ 

☆ＰＥＲＴＨＡＣＡＤＥＭＹ 

11月１日（木）

’ 

11月４日（日）

３ 

ｎ ｏ ｄ ｎ ｍ 

ｇ 

》

大英l呼物館、バッキンガム宮殿、ロンドン搭 、

(自然史博物館、科学博物館、地質学博物館）

11月４日（日）

’ 

11月９日（金）

５ 

NewOrlfzms 

Louisizmn 

Ｕ・ＳＡ

ニューオーリンズ

LＵＳＦＩＦＲＥＬＥＭＥＮＴＡＲＹＳＣＨＯＯＬ 

ＤＡＮＮＥＥＬＰＲＥ－ＶＯＣＡＴＩＯＮＡＬＳＣＨＯＯＬ 

☆ＧＲＥＧＯＲＹｊＵＮＩＯＲＨＩＧＨＳＣＨＯＯＬ 

ＣＲＯＣＫＥＲＥＬＥＭＥＮＴＡＲＹＳＣＨＯＯＬ 

ＬＩＶＩＮＧＳＴＯＮＭＩＤＤＬＥＳＣＨＯＯＬ 

☆ＭＡＣＭＡＩＮＭＡＧＮＥＴＳＣＨＯＯＬ 

11月９日（金）

’ 

11月１１日（日）

２ 

SanFrandsco 

CaIiIOrnia 

Ｕ,Ｓ､Ａ、

サンフランシスコ

カリフォルニア大学(パークレイ枝)日本人町



ク王国の学校系統図デンマ

犯
訂
妬
溺
別
濁
配
皿
加
旧
旧
Ⅳ
脆
肥
皿
咀
Ｅ
ｕ
ｎ
９
８
７
６
５

■
■
■
。
■
。
■
■
ｑ
０
０
’

回
回
■
回

テスト

学
年

年
令

学校に進学したり、仕PIiについたりしている。仕'11につくといっても失業率が高く、就学して

いる者が多いのが突悩である。

たとえば、１０年liiI20形が高校に進学していたが、現在は、１０年前の２倍をこえる進学牛1にな

っている。ということは、残りの80％の者が就職していたことになる。

。大学は国立しかないが、大学へは25形の者が進学している。

。学力の上下の鋸の少ない図であるが、中級クラスの人たちが、小中学校の教員鍵成大学へ進

学している。養成)011111は、３年間である。高等学校や大学の先生になるためには、さらに、６

年から９年の年限が必婆である。

教育省の仕画と公立学校の現状

・教育省では、教育方針を立てることと試験のコントロールを行っている。

。教育省内にコンサルタントがいて学校の相談にのっているが、コントロールはしていない。

。教員の研修については、とくにということはしていないが、多くの研修が開かれる。たとえば、

１年コースとか、且jOI2か月のコースとがあって、特に典期研修には90＄の者が参加している。

(２） 

－１５１－ 



。教師の採用、給料等は、県・市の組合が決めている。

゜教科轡の採用は、各学校の先生が選択して決めている。たとえば、５年生の英語(週３時１１１，
の指導にあたって、学校もしくは担当の教師が６時１１ｌ欲しいというのであれば、６時１１０実施し
てもよいことになっている。また、校長の裁趾によって１年生からでも英語を教えてもよい。
教育省では、どの教科響で何時間教えなければならないということについては決めていない。
そして、英語については、９年生でスタンダードの拭験があるが、どのように教えるかについ

ても決めてはいない。ということは、他教科についても同様であって、いずれにしてもスタン
ダードの試験にパスすることが要求されているということである。

ところで、学校の教師が何もかも決めるのではなくて、生徒会と保護者会が強い力をもっ
ている。各クラスに生徒会の代表７～８人及び保護者会の委員がいる。もし、トラブルがあれ
ば教師は、これらの会と話し合いをもちながら解決にあたり、教育を進めていく。

゜１年生からlo年生まで同じ担任が持ち上がって、主として担任は母国語（デンマーク語）と
英語を教える。他の教科は、それぞれの教科担当の教Klljによって教えられる。持ち上がるメリ
ットは、ひとりひとりの児童のことがよくわかり、トラブルがあっても、何の、どんなトラブ
ルかを両親と話し合って、その子を伸ばすことができることにある。しかも、クラス網成替え
をしないのは、－Ⅲ教育をねらっているのである。

。教育において正要なことは、助け合い、仲よく、学習し、生活できるよい環境を作ることで

あって鐘争させないことが教師の大きな仕駆になっている。従って、１年生から７年生までは、

テストもしないし、通知表も出さないことにしている。テストは競争を助長するからである。

教育省では、このような考えから７年生までをテストしないｶﾑ保護者会から要舗があれば実

施することもある。従って、学校の事悩によって多少ことなってくる。

。教師が教科譜を選択できることは、先に税明した通りであるが、教師はプライベイトに教科

書会社と共同したり、紹介し合ったりしている。そのため、教科書会社はきそってよい教科轡
づくりに励んでいる。

教師は、教科M1の選択・選定にあたって、教師自身にとって選択したい教科懇はあっても、

保護者会の人たちに相談する。これは、デモクラシーのWf神からなかよくやっていく上で、要な
ことである。

。スカンジナビア語国では、どの国も同じ考えであるが、子どもに罰を与えたり、体刑を加え

たりはしない。また、問題のある子だけに宿題を多く出したりすることもしない。困った子、

怠慢な子、おっくうがる子には、何が原因であるかについて保謹者会で徹底的に猪し合う。

どの学校でも授業以外に趣味の音楽、テニス、ピン狼ソ、工作等の部があって活助している。

たとえば、学校は８時に始まるが、教室で邪魔をする雰囲気のとき、子どもからビリヤードを

したり、音楽をlⅢいたりしたいという希望があれば、授業の邪魔をしないで、教師もそれをす

すめて自分の好きなやりたい活動を認める教育である。立ってじっとしているより活動によっ

て発散させる方法をとっている。

。９年生になるとテストを実施しているが、受験するかしないかは自由意志で決めている。そ

れで、１０鬼くらいは受験しない者がある。これは、よしあしを決めるのではなくて、実力の程

度がわかるところに実施の意味がある。テストが懸かったからといって落第にはならない。

従って、８年生から10年生が受験し、よかった者が進学している。さらに高校では、３年生

でテストがあって大学へ進学することになり、このときのテストは厳しい。

゜障害児教育には２通りあって、１つは特別クラス（その子にとって教科のハンディをもって
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いる場合）いわゆる不得意教科を補う場合と、もう１つは重度の障害児クラスで、それ以外の

者は普通学級に行っている。

。特別活動では、授業の中に５年生から男女共に料理・裁縫の時間をもうけている。また、学

校が終わると、各1mのクラブがあってそれぞれの施設で活動している。いわゆるフリータイム

のクラブである。修学旅行にはドイツ語や英語のための旅行が実施されている。

学校では、１～２時１１１１の体育の時間しかなくて時間をふやす要望が出されている。各スポー

ックラプへは、教師が児茄に入ることをすすめているが、中でもサ．．,カーの人気が高い。スポ

ツは文化省の仕事で、数年前からスポーツだけの高校ができた。しかし、アマチュアは、アマ

チュアで自分で仕瓶をし､､その余暇をスポーツですごしている。

(3)私立学校の現状

私立学校も公立学校と内容は同じである。何がちがうかといえば、経凹の支出割合である｡(公

立100＄、私立85錫）。また、給料を含めて、学校の建築、修理等は75＄支出している。私立学

校は、小規模で多くても200人から300人である。一方、公立学校は、600人から800人である。さ

らに、公立学校では、一学級の定員の最高が、別人であるが、私立学校では、１０人から15人で、

ＩＨＩ別指導が徹底できるようになっている。法111によって、別人をこえると、つまり25人になると

２つに分けることを定めている。ところで、私立学校は、父母が学校をつくっている。たとえば、

生徒が20人で教師が４人あれば、１組は５人で４年生までの学校がつくれて、国から85形の援助

に、給料、建築､､修理等の費用の75＄の援助が得られる。これをもとにして、学校を充実して、

９年生、１０年生のいる学校をつくることができる。

ところで、私立学校へ進学するのは、親の椀限で決めていて、親が子に投資する姿勢の影騨が

大きく、家庭教育の延長と考え、保護者が教師を選択することができる。岐近では、テストをした
り、通知表を出すことを希望する保護者が多くなってきている。

(4)学校視察

alilIllした２校についてその概要を示す。

Ｏ 

ＴＡＲＮＢＹ 
トーンビュー

｢鞆Y1i霧~、 ＧＹＭＮＡＳｌＵＭ 
ジムナジウム

紀録者藤川宜雄

1．防問Ｂ

２・学校の橿要

（１）校長

（２）所在地

（３）ガリ立

（４）教員数

10月23日（火）

VistiJacobsen 

TejnAsse5,z770Kastrup,Denmark 

l966年

69名(校隆を除く)。（男子40名、女子29名)、事務職ロ４名、その他の職員３
名

774名(外'374名、女子400名)、男女共学、３学年(Ｈ、Ｆ、２学年を含む｡）
32学級

200日、１週５日制、８ﾉ】より６月まで。（７）主な行事創立紀念【］

普通教霊27、研究室12、その他に、実験室、音楽室、放送室、資料室、

15077fのガラス張りホール。

無00学校給食無（Ⅱ）Ｐ.Ｔ､Ａ，有０２１現職教育無

無ｕＪ学校甑別l1nj等学校

(5)在癖生徒

(6)授業日数

(8)施護

(9)クラブ活動

⑪敬育実習

－１５３－ 



３．視察の橿要

生け垣を入ると日本風な平屋建の校舎が目に入る。約１万坪の敷地に3500坪の校舎が２つの

大きな中庭をとり入れた設計で対称形にほぼ矩形の形で配置されている。校舎内は壁と間仕切

りがうすい黄色に装飾されたレンガを用い、室内は和紙を用いた球形の照明器具がつるされ、

日本風に統一されたデザインの良さに感心させられる。広い廊下、窓ごしに見える中庭、手際

よく配置されたロッカーなど、北欧の伝統を感じさせる気持ちの良い校舎である。丁度、昼食

時でデンマークの伝統料理であるオープンサンドイッチのランチ、にしんの酢づけ、地酒のシ

ュナップス、そしてビールをいただきながら歓淡が進む。

教育課程について活があり、７年から文系、理系に分かれるが、どちらも必修26単位、選択

411t位の計30単位で、２年では文系はさらに近代譜コース、古典コース、社会と語学コース、

音楽コースの４つに分かれ、理系では、数学と物理のコース、社会と数学のコース、自然科学

コースの３つに分かれる。３年では２年の選択のコースを引き続き行う。男子の大部分は理系

を、女子の大部分は文系を遇択する。選択によりクラスを作るが担任教師に当るものは存在せ

ず、別に学習カウンセラーが生徒の相談、指導に当たる。カウンセラーは４名、（ＨＦには

外に２名）。

教員数を見てもわかるように、授業の１講座の人数が少なく（20名以下）、個人を大切にし

た授業、そして、教師の自信ある指導体制が、生徒の表情と行動に見受けられた。

－●－◇凸●●Ｃ●●●●や守宇一■●－－－■■｡――●●●●●｡｡●●●●●●●●Ｏ●●●｡●●■■●■■▲－の－－▲－凸一一｡￣－●●●●ＣＣＣ●●ＣＣＣ｡●●ＣＯ■￣Ｃや?｡￣￣｡￣￣￣｡￣寺｡ご○□■｡■●□ぜ●｡■■●●●●●●●■■●■■■の一●￣凸●￣￣Ｃ￣●●●の｡●

＊Ｈ、Ｆ、（ホー・エフ）２年間の課程で、当初は社会人のための商校として出発した。現

在、１学年３学級、１学級28名である。文系３クラス、理系６クラスに分れて学習している。

ｏ 

ＴＲＯＮＧＡＲＤＳ 
トロンガード

｢事15E預軍~Z１ ＳＫＯＬＥＮ 
スコーレン

記録者村上重作

1．肋問曰１０月24日

２学校の概要

｡ 

。所在地TRONGARDSVEJ502800LYNGBYDI（[)AＮＭＡＲＫ

ｏｉｎｌ立1959年

・校長名ＢＷｉｌｂｅｋＭ・Brandt

o教員数男子：５０名女子：１９名計：６９塔

･jlF務職員数２名

･その他の轍員数８名

･袷与岐高16,600ＤＬＫｒ：415,000円岐低lL600DKr:290.000円

・週当りの担当授業時数２７時間

。１日当たりの勤務時間数６時間(目８時ａｍ・歪１５：30ｐｍ.）

・授業以外の職務内容牧口養成犬での会議、グループ会議、全体

会議、保護者との個人面談、キャンプその他の準備手配

・生徒在籍生徒数男子：219名女子：201名総合計：420名

学年数１１学級数２３

．学年(年度）年間出ｌ１Ｗ日数：200日週当たりの授業日数：５１１

コペンハーゲオiより西

北へ30分ほどいくと、人

口51,000人のルーンピート

ーベｉ１ｉにつく。

妓近のヨーロッパ名川

でみられる人口減少の傾

向は、ここでもおこり、

ここ10年ほどで、13,000

～14,Cooほど減少し、生徒

数610.000人から4,400人

に減っている。

この学校は、日本庭閲

を中庭にもつ平屋のがっ

ちりしたつくりで、校''１

－１５４－ 
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(5)教育課程

デンマーク王国普通高校(ギムナジウム)教育課程表

ilIlL 

Ｄ－Ｌ 

-１５５－ 

科目

学年

文系

必修

１２３ 

選択

新＝

壗壗
音楽

巖語番
社会系
２３ 

古典系

２３ 

理系

必修

１２３ 

選択

数物系
２３ 

社会系
２３ ;学＃

Ｉ ２４０３ ｜’｜’ １３０３ ’一一一０３５５ Ｉ 
５ 

５６ ’一５８ 

３ 

５０ ３４ 
１ 

６５０ ４３４ 
２４ 

３ 

１３ 

３ ’’一一一－０３４３５４ 教語語語語酌語語宗一英沖毒匪》》Ｉ 



表に見られるように、高校１年生は全て必修で、同じ科目を受釧している。２年生で文系、理
系に分れる。選択は30時間の中、１２～15時間である。理科について兄ると、生物が文系では必修、
理系では１年で化学（２単位）と物理（３噸位）が必修である。

四、スコットランドの教育

（１）教育制度

イギリスの教育制度は、イングランド、ウエールズ、スコットランド、北アイルランドそれぞ

れに特色があって、教育行政上も別々に扱われているとのことである。私たちの視察団はスコ..，

トランドのパースを中心に訪問したわけだが、パース、エデュケーショナル・オフィスのアンダ

ーソン副チーフの説明によると、イングランドとほとんど同じであるということである。
イギリスの学校系統図
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１２２０ 
２ 史繼会理学学学学学㈹ｂ 代と物謝理錘古趣社地生生化物数音１ 



スコットランドの中等学校には下級中等学校（ジュニア・セカンダリ・スクール）、上級中等

学校（シニア・セカンダリー・スクール）、総合制学校の31,類がある。下級中学校は、修業年

限３年の、大学入学試験（ScottishCertificateofEducation）の受験を目指さない者の学校で

あり、上級中学校は、修業年限３～６年の大学入学資桁拭験受験者のための学校である。いずれ

も普通教育、馳業教育のコースを用意している。総合制学校は前二者をあわせたもので、イング

ランド・ウエールズと同梯に総合制中学への再鶴成が進んでいる。

(2)EducationOfficeの役割

アンダーソン氏よりスコ.ソトランドやパース市の教行邪ｲｶﾞについてガイダンスを受けた。オフ

ィスの役割、１３歳～18歳の中高（SecondlyScooI)､担任の問題、テスト等についての概要を述べ

る。基本的には1962年のスコットランド教育法にのっとって教育が行われている。

。このオフィスは総スタッフが50名で、施設としては、図聾館、ビデオ、教材室等がある。

。学校教育の運営・統制をここでは行い、大学に関することは仕事になっていない。

。ﾊﾟｰｽ市ではIiFi社･土木以上に教育にいちば!…圧砿iii鐡關亮鰄￣……………ｉ
ｉｏ,ｸﾗｽ30名の定員で日本と同様に1人｛ん力を入れている。

。学校の教員の質の向上をはかる仕事が重要視。！
：の担任制。芸・音・体は専門教師。

。'980年には両總の考えと学校の考えの調整をｉ・学校によって鍵なるｶﾒ年ごとに担任は変ｉ
はかる役割も負い大切な任務である。

ｉわるようなシステムが一般である。

゜児童生徒の指導(ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ)のセンター。；･教師の任命権は委員会にある。
・特殊教育の子供たちの教育法の研究

１．校長は選挙によって選出される｡教貝の！
・勉強に追いつけない､素行の良くない子供｜移動はあまりない｡(私立の転任可）

･教職雛編:鰯鑿蝋i･鍜墨鱗:；１鶏鯛諾二ｉ
る。

ｉンクになっている。
。カリキュラムへの助簡はするが、人材につい：

てはそれぞれの学校災の権限にまかせられてｉｏＳ４の学年でd-Gradeテストを災施す１
１る。これはスコットランド教育試験槻ｌｌＵｉ

いる。
：が行う。（ScottishEximination

゜スタ..,フ・チューター（指導主蛎)はスコット！
：Board：ＳＥＢ） 

ランドを８つの地匹を分lＵして指導にあたつ！………………………………_…＿………..………』

ている。

(3)学校視察

パースＴＩ『地方教育姿ｌｊ会（PerthDivisIonEducationOmice)を訪問、パース市の２つの学校

を視察した。その概婆を示す。

厚FE扉~5１ ＳＴＣＯＬＵＭＢＡＩＳＨｌＧＨＳＣＨＯＯＬ 

セントコロンパスハイスクール記録者長潔武
10几３０日（火）1．訪問Ｂ

２・学校の橿要

（１）所在地

（２）教職貝

MaIvinaPlace，PerthScotIandl967年創立

学校廷、Ｍ圧ＴｈｏｍａｓＫａｎｅ教口男子19名、女子18名

ﾘﾄﾞ務職LIZ名、その他の職口３名、給与9,459ポンド～9,030ポンド

牧Ｕの学歴University卒３０名College卒７名

－１５７－ 



１週あたりの担当時数32.5時間勤務時間８：50ＡＭ～３：3ＯＰＭ

350名（男子190名、女子160名）共学６学年

年間200日（８月中旬～６月）週あたり32時間（実験４時間）
YUfjm教室１０

特別教室１７（理科実験室、コンピューター、音楽、体育館、ビジネス演習
室など）

その他集会用のホール、小胆場、食堂など

クリスマスキャロル、ミュージカル、外国旅行、スポーツ

クラブ活動ありＰＴＡあり現職教育、教育実習はなし

生徒

授業日数

施没

(３１ 

(4) 

(5) 

(6)学校行躯

(7)その他

パースはスコットランドの鉄道と道路の重要な中継点である。学校はパースの町から北へバ

スで20分程度の所にある。テイ川の提防に近いすばらしい紫観のところである。

カソリック系の学校で、校内のいたるところに十字架がかけられており、生徒の作品が多く

かざられた美しい礼拝所があり、学校の稀神的なささえになっていることを強く綴じた。生徒

会長（女子）・副会長（男子）とも話しあうことができ、その後学校の中を案内してもらった

が、彼等の大きな仕瓶は行Ｌｌｉ等のあいさつ、生徒にIjllすることの校長への報告のようであった。

学力の低下に対応するため、学校の運営にいろいろな工夫をしていることがうかがえた。選

択課目の決定時における校長・両親・生徒が一体となった教育相談、生徒が１名でも希望すれ

ば開講される選択の授業、低学年時からのコンピューターの操作に関する授業の開放、ビジネ

スの学習行楽の授業へのコンピューターの応用等、新しい方法の導入に積極的であった。

授業の参観において股も印象的であったのは、生徒の数が日本に比べて非常に少いというこ

とである。パースの人口そのものが減少しているということであったが教室も10数名程度に設

計してあり、それでもなお空席が目立った。日本でいえば１つか２つのグループがグループ学

習しているようなふんいきで、生徒が明るく楽しそうに活助的な授業をうけているのを大変う
らやましく感じた。

[旱爾i罵可１PERTHACADEMY
パース・アカデミー

3.録者藤Ⅱ｜亘雄

１．訪問日１０月31日（水）

2．学校の概要

（１）校長NMcCorkindale

（２）所在地MurrayPlace,PerthPerthshire,ScotIand,ＵＫ

（３）Kill立1212年（現在地の建物は1932年）

（４）教日数105名（校長を除く）、（男子56名、女子49名）事務職員５名、

その他の職員９名

（５）教員の給与岐高14,000ポンド、岐低6.500ポンド、平均10,500ポンド（校長を除く）

（６）教員の学歴大学卒（７）週当たり授業時数２３時間

（８）勤務時間８時55分から３時30分まで

（９）教員の授業以外の職務内容学校要覧の作成、地区研究会での助言、図押館、オペラ、
ドラマ製作、全てのスポーツ

－１５８－ 



０m在籍生徒1480名（男子721名、女子759名）６学年、６４学級男女共学

Ｕ、授業日数200名１週５日制８月１４日より６月28日まで

⑫授業時数週当り16時間（実験時数10.5時間）

⑬クラブ活動有

伽施設普通教室39、その他に、音楽室、美術室、工作室、コンピュータ室、図聾宰

及び体育施設

05）主な学校行、文化祭、学期末オペラ上演

Ｕ、袷食有Ｕ７）上級学校への進学率４５＄(男子27＄、女子18影）

０８１ＰＴＡ有Ｕ９教育実習有（200学校極別中学校及び高等学校

3．視察の概要

パースの市内をすぎるころ、１戸建の住宅が建ち並ぶゆるやかな坂道を登りつめると、丘の

上に３階趣の堂々とした校舎が道から望見される。黒いガウンをまとった校長の出迎えを受け、

一mりの挨拶が終わると、早速、授業を参観して下さいと、中学１年生の体育（女子が16名）

から参観させてもらう。この学校は中学校、高等学校の併設に当るもので日本の中ｌから商３

までに相当する生徒たちが学習している。一通りの参観が終わったあと、我々参観者の希望の

授業へ１人ずつ案内されて、化学の授業、数学の授業、物理の授業とそれぞれ分かれて参観。

どの教室でも日本からの客を生徒たちも明るい顔で迎えてくれる。どの授業も熱のこもった授

業であり、中でも鋼堂で行われていた器楽合奏の授業は、その夜の身障者のためのチャリティ

ーコンサート出演のため岐後の仕上げの練習の最中で、６０～70名のオーケストラ全員がタクト

を仮ろ教師と一心同体になっての熱気のある場面であった。ここにパースアカデミィーの教育

ありと、どうぞ現場を、教室をご覧下さいと勧めた校長の自信のほどがうかがえた。

(4)セント・コロンバス・ハイスクールの教育課程

スユソトランドの教育はほぼイングランド・ウエールズに似ているが、それぞれが独立してい

る。スコットランドではイングランドのＧＣＥ（CenemlCertificateofEdmcation)に相当する

ＳＣＥ（ScottishCertificateofEducation）が行われ、OrdinaryGmde及びＨｉｇｅＴＧｍｄｅの

段階がある。現在新しくStandardGradeのコースが導入されつつある。これらのテストに合致

するようにコースが組まれ、生徒達は教師の助言を得て適性を見極めて科目の選択を行う。

セントコロンバス枝における教育課程をみると、下表のEnglishstUdyとMathematicaIstudy

教育課程表

－１５９－ 

Cqu『$洸貝も CbIumnl COlumn2 ＣｏＩｕｍｎ３ CD1umn4 ｡】Iu可UＩＵ５ COIumn6 

SCE● 
・ＯＰＣ｢＄〔ＩＣ

。。S，GTnd⑪

ＣＣＵＵｊ１ｔｌ低vｄ

Ｃ 

Ｆ 

(hNrTddl 

F【DumIdll

Icvcl 

o(】、１ｅＶ⑩Ｉ

lDIDUMLcu【型

Ｅ 
剛ＭＩＳ.．

Ｍ alhcmaIIcal 

融udIeso＊
CcogTaphy● 
GDgTaphyo､1ＦＩＦ 
HisLQTy* 
IIIsUoryの゛ＩＦＰ 騨鵜蕊，

Accountancyo 
１３唾iDH貝ぅsPracttceoNFF

Ｃｌ配mIsITyo
Food＆Nu1TuIIon● 

Ｃｅ『、､、巾
LaIIn・

SpanUhh｡ 

ＭＯＤ 四_▲ｐ
ＣｄＪＲ S己Ｓ

ａ 

ｄＢ 

ｐｎ 

ａｎ 

UbCで

ＢＩＯ 101,「

Aquallc6,Ｇｑｍ＆SkoⅡ５ 
＆Dhnre 
蛍

ChDmlMuslc･CompueT 
ｍｕ｡【と.ImslTumPmIal

mun■』dＰ

RaCkU5po｢１５.ouIdoor 
ｐ画1iult5＆Ｃａｍ酉SklⅡ５



Iま必修。ｃｏｌｕｍｎ３から２つ。ｃｏＩｕｍｎ４～６から各１つを選択する。理科については、生物、化

学、物理、科学の中から少くとも１科目を選択しなければならない。これらの６つのｃｏｌｕｍｎで

週40時間の中、3211$IlUがこれに当られ、この他に宗教と社会教育が３時間。残りの５時1111は、美

術、音楽、体行をそれぞれ選択する。（表のMadularcou応ｅは特別の場合に許される。）（１

週40時間の中、3211$IlUがこれに当’

術、音楽、体行をそれぞれ選択す２

単位は40分授業、１日８時間授業）

火Ｉ：ＳＣＥＯＧＩでlｄｅＳ４Ｒｓｕｌｔｓ

I■■■■■■l■■■■ 

我２：ＳＣＥＨ′GradeS5ResuIts

TotalNumberofpupｉＩｓＩｎＳ５＝４３ 

160 

SＵＢＪＥＣＴＳ Ａ１Ｂ 
Ｎｕｍｂｅｒｓ 

ｌＣｌＤＩＥ 

achievingBands 

English ９ 1２ 1５ ６ 1３ 

History（Ａｌｔ） ６ ２ ６ ３ ３ 

Geoguaphy（Ａｌt） ５ ３ ６ ７ 

ArithmeIic 1５ ９ 1６ 1１ ７ 

Mathematics ６ ５ ５ ４ ３ 

Fremh（Ｔrad） ３ ２ ４ ４ 

Cerman（Ｔrad） ２ ３ 

Ａｒｔ＆Design ５ ９ 

ADcountlng ３ ２ 

SecTeIanaISIpdiPs ６ ５ 

Food＆NulrItion ２ ８ ６ ３ 

Fabrics＆Fashion 

Anatomy，PhysIoIogy＆Health ２ ３ Ｆ⑨ 

ＷＯｏｄｗｏｒｋ ３ ３ 

ＭｅｔａＩｗｏｒｋ 

TechnicalDTawing ３ 

EnIPneerIngScience ４ 

BioIogy ３ ５ ６ ５ 

demist｢ｙ ８ ２ ５ ２ ３ 

Physics ５ ２ ７ ２ 

TotalNum唾ｒｏｆＤｕＤ１ＩｓｉｎＳ４－８７

SUBJECTS ＡｌＢｌＣ 
Numberachievinl 

Ｃｏｍｐ‐Ｏ’ 
Ｉｂａｎｄｓ 

English `１ ４ 1１ ６ 

Hisｔｏ｢ｙ（Ｔrad） ３ ３ ４ 

GeogTaphy ２ 

Mathematics ７ 

French（Ｔrad） ２ 

Accounting 

S0c唾tarlalStudi筐 ２ 

Food＆Nut｢i【 ､、 ４ 

鹿brIcs＆FasＩ ｏｎ 

Analomy･Ｐｈｙｓ DIogy＆Ｈｅａｌｔｈ 

ＢｉｏＩｏｇｙ ３ ？】 ５ 

Ｃｈ田T1iStIv ３ ３ ２ 

Phy劃Cｓ ２ ４ ２ 



1983年度に於けるセント・

コロンバス校のＳＣＥの結

果から、理科の選択者とそ

の成績を眺め、その比重を

調べると、周１（S4)では８７

名中、理科の科目を選択し

ているものはＯ'一gradeで

５７名、（66鬼)である。（表1）

高２（Ｓ５)では43名中理科

のＨ仁gradeを選択したもの

はZ7名で(63”｡Ｏこgrade

の選択者は６名で(14鬼)で

ある。（表２，表３）

高３（S6)での理科の選択

者は少ない。最も表に見る

限りでは商３生徒は16名し

か、ＳＣＥの受検者がいな

いことになっている。

次にSocialEdugationの

内容について見ておくと、

表７の如くである。健康教

育、性教育、進路指導教育、

社会教育の多岐にわたって

いる。

（５）Ｓｃ.Ｅについて

その年の５月にScottish

ExaminationBoardによ

ってＳＣＥテストが行われ

る(ScottishCertificate

ofEducation)。

化学のOrdinary-Gradeで

はpaperlとⅡに分れており、

ｐａｐｅｒｌは90分で記述式の解

答法、paperⅡは60分で選

択肢法のテストである。

また、同じく化学のH1gtleT

-Gradeでは、ｐａｐｅｒｌ、Ⅱ

合せて２時間30分である。

いずれの場合も定められた

数表(データ表)の使用が許

されている

表３：ＳＣＥｄＧｒａｄｅＳ５Ｒｅｓｕｌｔｓ

表４：SCECertificateofSixthYea「StmdiesResuIts
］t２ｒｏＩ［ 

日ｄｅｇ６ＲＥ

－１６１－ 

SUBJECTS 
ＡｌＢ１ 
Numbe｢ｓａｃ hRvil, 

ＤＩＥ 
Band目

English １ ３ 

His[Cry（Ａｌt） １ 

Arithmetics １ ２ ２ ２ 

Mathematics ２ 

Statistics １ 

CIassjcaIStudies ２ 

Ａｒｔ＆Desigh 

Music（Alt） １ 

SecretarialStudies 

Ｆｏｏｄ＆Nutntion ２ ２ 

AnaLomMPhysiologD/＆Ｈｅａｌｔｈ ３ ２ ２ 

Ｗｏｏｄｗｏｒｋ ２ 

Tec ｍｌｃａｌＤ｢awing １ 

Biology ２ 

chemistry 

Physics 

SＵＢＪＥＣＴＳ 
Ａ 

Ｎｕｎ 
Ｂ 

be宿ビ
Ｃ 

chievi 
ＤＩＥ 

lgBands 

History 

Mathemat CsⅡ ２ 

Mat鵬ｍａｔ ＣｓⅣ １ １ 

Ａｒｔ＆、蚤 g、（Enquiry） １ 

SecretariaIStudies １ 

BioIogy 

Ｐｈｙｓｉｃｓ ２ 

ＴｎｔｎＩＭｕｍｈｅｒｏｆＤｕＤｉｌＳｉｎＳ６１８ 

ＳＵＢＪＥＣＴＳ 
Ａ 
Ｎｕｎ 

Ｂ 
Ibera， 

Ｃ 
IhIeviT g鶴朧。

English ６ １ 

CeolzraDhv（ＡＩt） １ 

ModernStudies 

Mathemancs ３ 

Cerman（Ｔrad） I 

Art＆Desilm ２ 

Music（Ｔrad） １ 

SecmFetarialStudies １ ２ 

TechnicaIDrawing １ 

Ｐｈｖｓｉｃｓ 

譜５２ＲＣＥＴＩ'ＧｒａｄｅＳ６ＲｅｓｕＩｔｓ



表６：ＳＣＥｄＧｒａｄｅＳ６ＲｅｓｕＩｔｓ

表７ ＳＯＣＩＡＬ 

ＬＳｏｃｉａＩ 

２、Ｈｅａｌｔｈ

ＡＤＵＣＡＴｌＯＮｉｓｄｉｖｉｄｅｄｉｎｔｏＩｂｕｒｐａｒｔｓ： 
Ed1r2tion aSexEducation 

EdIIrq2tion ４．Ｃａｒｅers 

－１６２－ 

ＳＵＢＪＥＣＴＳ Ａ 

Ｎｕｎ 
ＢｌＣ 

Ibersachievin 
， 

：Ｂａｒ iｓ 
Ｅ 

Statistics １ 

MUNsic（Ａｌt） １ 

Acoounting １ １ 

SecretariaIStlrIi唇 １ １ 

Ｆｏｏｄ＆Nutrition １ 

Anatomy，PhysioIogy＆Health ２ 

Engi【neeringScience １ １ 

Physics １ １ 

Ｙｅａｒ Ｔｅｒｍｌ Ｔｅｒｍ２ Ｔｅｒｍ３ 

Ｓ１ 

SociaIedqnC証ion

画SettlingintoSecond

ａｒｙSchool.〃

Ｓｅｘeducation 

３Periods 

ﾄ伯aItheclucation

３ｔａｌｋｓｆｍｍＮｕｒｓｅ 

Hen化rson

Ｃａ｢eers 

JobsCoⅡection，press 

cuttings． 

Ｓ２ 

Ｈｅａｌｔｈ＆Ｓｅｘeducation 

Puberty＆adolesence． 

Ｃａ｢eers 

Preparationfbrsubject 

choice． 

SociaIeducation 

Community 

Environment 

Lei＆qUre 

Ｓ３ 

Socialeduc二ti□、

Livingwithothe｢s、

Ru]ｅｓ＆rBsponsibilities． 

Careers 

SubjectScope． 

ＴａｌｋｓｌｍｍＰｏＩｉｃｅ 

InspectorMacMiⅡａｎ． 

Ｓｅｘeducation 

Emotiomaldevelopment 

＆dating 

HeaItheducation 

BasicFi庵ｔＡｉｄ

Ｓ４ 

Careeｒｓ 

Guestspeakers． 

Ｓｅｘeducation 

ＦｏⅡowingnational 

guideIines． 

Ｈｅａｌｔｈeducation 

ＮＨＳ 

Socialeducation 

Ｓ５ 

＆ 

Ｓ６ 

FIexibIeprogrammewithguestspeakers 

tobearrangedbyREteache店．



1984年５月に実施された。化学〃OrdinaryGradeのＳＣＥについて、その問題を眺めてみる。

Ｏｒｄｉｎａｒｙｇｒａｄｅ－ＰＡＰＥＲＩ 

ＰＡｎＴＡ 

ＭｎｒＡＪ 

A11questionsshouldbeattempに。､ItshouldbenotedDhowever,thatsornequestionscontain
achoice． 

1．（α）HowmanyneutTonsaTe[he｢einanatomofanelementwhichhasAtomicNumbe｢９ａｎｄ 
ＭａｓｓＮｕｍｂｅｒ１９？ 

WhichtypeorbondingoccuTsbetweenthiselementandcarbonP 

Wha[isthelbrmulaofthecompoundfbｍ１ｅｄｉｎ(6)？ 

１ 

１ 

１ 

(3) 

(6) 

(の

2．FTomthisIist： 

glucoseosulphur､sodiumbromideosilver,paraffinwaxosilicondioxide 

（α）nameoneSubstancewhichconductselectricitywhen3olid6 

（６）nameonesubstancewhichconductse】ectTicitywheninaqueoussolution；

（ご）explainｗｈｙ[hesubstanceyouhavechosenibr(6)doe3notconductwhenSolid．

１
 

１
ｌ
１
２
 
ｌ
 

３．ThefbmhulaelbrcerminsubstancesareshownjntbegridbeIow． 

ＡｎｓｗｅＴｔｈｅｌｂｌＩｏｗｉｎｇｂｙｇｉ▼ingthegridnumber・

ＣｈｏｏｓｅｏｎｅｂｒｍｕＩａｉｎｅａｃｈｃａｓｅｗｈｉchrepresents 

⑩）analkanei 

(6)analkanoicacid； 

(は）ａｎ上sにr；

(d）ａｎａｍｍｅ， 

－１６３－ 

(2) 

1． 

Ｈ 
へ

〆
Ｈ 

Ｃ＝＝Ｃ 
￣ 

～ 

Ｈ 

Ｈ 

2． ＨＨＨ 

ｌＩ 
Ｈ－Ｃ－Ｃ－Ｏ－Ｃ－Ｈ 

ｌＩ 
ＨＨＨ 

3．ＨＨ 
Ｈ 

Ｈ 

、 １１ 
Ｎ－Ｃ－Ｃ－Ｈ 

／１１ 
ＨＨ 

Ｈ Ｏ 

０ 
／、Ｃ Ｈ１ＣＩＨ Ｈ 

● ４ 

5． 

Ｈ 

Ｈ－Ｃ－Ｃ 

Ｈ 

Ｈ 

Ｏ－Ｃ－Ｈ 

／Ｉ 
、

０ 

Ｈ 

Ｈ ＨｌＣ１Ｈ ＨｌＮ０ 
６ 

／へＣ ＨｌＣＩＨ Ｈ 

７ 

Ｈ Ｈ－ＣｌＨ Ｈ－Ｃ－Ｈ Ｈ１ＣＩＨ Ｈ 

8． 
Ｈ 

Ｈ－Ｃ－ＯＨ 

Ｈ 



Ｍﾛ｢Ａｓ 
4．CalciumTeactswithwaterfOrmjngcaIciumhydroxidesolutionandhydTogen． 

（α）Wri[eabalancedequationfbrthisreaction． 

（６）Whatisthetestfbrhydrogen？ 

１
 

１
１
２
 
Ｉ
 

5．CaIcuIatethepercentagebymassof､it｢ogeninammoniumcarbonaに:(ＮＨ４)2ＣＯ｡.Showyour
worlEing、

6．ＡｎｓｗｅＴＥＩＴＷ頂ＨＡＯＲＢ

ＡＮａｍｅｔｈｅｇａｓｇｉｖｅｎｏｆＹｗｈｅｎａmmoniumsulpha[eandsodiumhvdroxideareheated 

together・

ＷｈａｔｅＨｂｃｔｗｏｕＩｄｔｈｅｇａｓｈａｖｅｏｎｍoistpHpaperP 

(2) 

１
 

１
１
２
 
１
 

ＯＲ 

Ｂ・Ｎａｍｅ[hegasgivenofTwhenconcentratedsulphuricacidandcopperareheatedtogether，

ＷｂａｔｅＨＣｃｔｗｏｕ１ｄｔｈｅｇａｓｈｚｗｅｏｎｍｏｉstpHpaper？ 

*7．ExpIainthemeaningofeachofthefbllowingstatements： 

（α）TheeIementcarbonhasmorethanonepolymo｢ｐｈ 

（６）Theelementcarbonhasmorethanoneisotope 

IneachcaseDiIIustTateyouranswerwithexampIes， 

卓8．ＡｎＳｗｅＴＥＩＴＷｍＲＡＯＲＢ

Ａ・GivenseparatesampIesofsodiumcarbonateandsodiumch1oride9descTibeomechemical
testanditSresultswhichwouldenableyoutotellwhichwaswhich･ 

OR 

HGivenseparatesampIesofsucroseandstarch，describeonechemicaltestanditsresults 
1Ahichwouldenableyoutotellwhichwaswhich･ 

な，、ＡｎｓｗｅｒＥＩＴ向ｍＲＡＯＲＢ

Ａ・SoapcanbemadefromvegetabIeoiL

（α）Ｎａｍｅ【hemainchemicalreactioninvolved．

（６）DescribebrieHyhowyouwouldob【ainasampleofsoapfmmvegetableoi】．

１
 

１
１
２
 
１
 

(3)＋(1.） 

(2)＋(が）

(2)＋(か）

１ 

３＋１本

(4)＋(1.） 

ＯＲ 

ＢＥｔｈａｎｏＩｃａｎｂｅｍａｄｅｆｍｍｇｌｕｃｏｓｅ． 

（α）NamethispToceSs． 

(6)DescTibeb｢ieIlyhowyouwouldobtainasampleofethanolfmmgIucose． 
、

１ 

３＋１＊ 

(4)＋(1.） 

ＰＡＲＴＢ 

Ａ１１ｑｕｅｓｔｉｏｎｓｓｈｏｕｌｄｂｅａｔｔｅｍpted･Itshouldbenotedhoweverthatquestionllcontainsa 
choice． 

10．ThediagramrepTesentsamol亡cuIeofdiborane．

（ＹｏｕａｒｅｎｏｔｅｘｐｅｃｔｅｄｔｏｈａｖｅｍｅｔｄiboranebefbTe.） 

●｢epresentsaborona〔ｏｍ

ｏ「epre5entsahYdrogenatom

－１６４－ 



｣化｢A３

１
１
 

い）BystudyingthediagrampworkoutthemolecuIarfbTmulalOrdiborane．
（６）UseyouranswerfOr(α)todecidetheempiricaI(simples[)fOmMafOrdiborane． 

（c）AnaIysisshowedthat3･§gofdiboTanecontained2･７５goftheelEmentboron・Ｕｓｅ[his
infbrma[ionandthetableo「relativeatomicmassesonpageＳｏｆｔｈｅＤａｍＢｏｏｋｌｅｔ【o

caIculatetheempiricaI(simplest)fbrmulafbTdibo｢ane、
Showyourworking･ 

ｌＬＡｎｓｗどＴＥＩＴＨＥＲＡＯＲＢ

Ａ，TheHowdiagramshowsthemanuIactureofsuIphu｢icacidbytheContactProcess． 

ｊ
 

２
４
 
ｌ
 

ＧａｓＸ 

ＧａｓＹ－－－－－－－－－ＳｕＩｐｈｕ｢iｃａｃｉｄ 

Oxygen 

１
 

１
１
１
１
４
 
Ⅱ
 

ＮａｍｅＧａｓＸ・

HowisGasXmadeindustrially？ 

ＮａｍｅＧａｓＹ． 

Ｂ｢ieHystatehowGasYisconvertedintosulphuricacid． 

(α） 

（６） 

に）

(の

OR 

BThellowdiagramshowsthemanuねctureofnitTicacjdbytbeOstwaldProcess．

ＧａｓＲ 

ＧａｓＳ－－－－－－－－－Nitricacid 

OxYgen 

１ 

１ 

１ 

１ 

(4) 

ＮａｍｅGasR 

HowisGasRmadeindustriauy？ 

ＮａｍｅＧａｓＳ 

ＢＴｉｅｎｙｓｔａｔｅｈｏｗＧａｓＳｉsconve｢ｔｅｄｉｎｔｏｎｉｔｎｃａｃｉｄ． 

い）

(6) 

に）

(の

12．Studythediagram・

YouaregiventheIbllowinginfbrmationaboutmetalX： 

WAC汀ｍｄｇ〃2SiImuiSj"CO'ｕ２ａａｗｊＩｈｍｅＥａｌＸ,mZg"eSinmco「rodes腕oreｱ叩ｉｔｌｂＭｑ"”ｈ醜iUjbDy
jlSe航

(α）Inwhichdirectionwillelec[rons6owthroughthemﾋﾟに『？

(6)WTiteanion-eIectTonequationfbrthechemicalTeactionatthemagne8iumelectrodE． 

(c）AtwhicheIectrodewilIreductiontakeplace？ 

(｡）WriteabaIancedequationfb「thechemical「eactionwhichwouldoccurbIgtween
magnesiumandasolutionofthemetalnitrate(ｆｂＴｍｕｌａＸＮＯ])． 

１
１
１
 

１ 

(4) 

－１６５－ 



ＭｂｙＡ＄ 
MiIliammeter 

EIPctrcdBma 

ofmatalX 

SoIutionof 

Xnitrate ､it｢ate 

◆13.(｡）ＡｌｉｑｕｉｄＹｂｕ｢ｎｓｉｎａｐｌｅｎｔｉＭｓｕｐｐＩｙｏｆａｉｒｔｏｇｉｖｅcarbondioxideandwateronly、
WhatdoesthistellyouaboutthecompositionofY？ 

（６）YhasnoimmediateeIYbctonbrominewater・

WhatdoesthistellyouabouttheｓｔｒｕｃｔｕｒｅｏｆＹ） 

に）YisusedinrhefbIlowingapparatus．

１ 

１ 

Ｌｉｑ uｉｄＹ 

０１ ｏｎＥ２ｒ３ｍＩｃｗｏ 
Ｇａ５ 

PorceIainchips 

露
Water 

ｌ｝ 
ﾖBntIe 

heat 

ｌｌ 
Ｓｔｍｎｇ 
ｈｅａｔ 

９
０
０
０
 

Ｇ 

（i） 

（ii） 

(iii） 

ThegascoIIectedrapid]ydecoIou｢isesbrominewaに｢､Whyisthis？

NamethechemicalreactionoccurTingintheheatedtube、

AssoonasheatingisstoppedwhatprecautionmustbetakenPExplainwhythisis 
necessa｢ｙ、

－１６６－ 

１
１
 

１＋１＊ 

(5)＋(水）



Ｍ〃姑

●14.TwoconductivityexperimemswerecarTiedoutaSfbIlows． 

Eや"immHﾙSulphuricacidwasaddedto20cm30.1ＭBa(OHLsoIutjon.
ＥｪPeTimml2JsuIphuricacidwasaddｅｄｔｏ２０ｃｍ］Ｏ･IMNaOHsolution・

Theconductivi[ygraphsobtainedfmmbo[hexpenmentsareshown. 

銅匿禰蹄癖彌蕪
8０ 

7０ 

6０ 

く
Ｅ
Ｅ
Ｅ
巴
』
．
。

５０ 

4０ 

３０ 

2０ 

1０ 

０５１０１５２０２５３０ 

ＶｏＩｕｍｅｏｆａｃｉｄｍ⑩□ｄｉｎｃｍ３ 

ＳｔａｔｅｗｈｉｃｈｏｆｔｈｅｐＩｏｔｓＡｏrBisfmmExperimentL 

Explainwhy： 

（i）theinitialcurTentishigherinp】o［BthaninplotA

(ii）rhecurrentinBfallsalmosrtoze｢○． 

FTomthegraphostatethevoIumeofacidneededtoneutralisethe 

(α） 

(6) 

１ 

２＋１＊ 

１ 

に）

(の

rTomtnegrapnostatetnevolumeotacidneededtoneutralisethebariumhydroxide 
soIutionBa(ＯＨル

Writeabalancedequationfb「thereac[ionbetweenbariumhydroxideandsulphuric
acidanduseitandyouranswerto(c)tocalcuIatethemoIarityofthesuIphuricacid． Ｚ 

(6)＋(1.） 

Ordinaryg｢ａｄｅ－ＦＭＵＰＥＲⅡ 

1．Using[heapparatu3Bhown,apupiMilIshiSIungs 
bybrea[hingin［hroughB・Hethenbreathesout
throughA・

ThecaIciumhydroxidesolutionchangeaWhat 
doesthisexperTmentshow？ 

● 

AAiTcontainsoxygenandniKrogen． 

BAiTcontminsnocaTbondioxide・

CBreathed-outaircontamsmorecarbon 

di⑪ridethanbTcathed-inair・

DBreathed･outaircontamsnooxygen． 

Ａ 

ZＩＨＺＢ 

〆，

ｍｈｙｄｒｏｘｉｄｅ 
５ｏＩｕＩｉｏｎ 

ｍｅｗＱＩｅｒ） 

-１６７－ 



２．ApowdeTedmemlformedanoxidewhenheated 
inoxygen・ＷｈｅｎｔｈｅｏｘｉｄｅｗａＳｈｅａにdaloneit
remainedunchanged0butwhenitwasheated 
withhydrogenthemetalwasagainobtained･ 
WhichofthefollowingcouIdthemetalhave 
beenP 

AMagnesium 

BSilveT 

ＣＧｏｌｄ 

ＤＣｏｐｐｅｒ 

３．LeadsulphideisinsolubIeinwaにrandindilute
hydrochloricacid・Iron(、)sulphideisinsolub1e
inwatcrbutissolubIeindilmehydrochloricacid･ 
Whichoneofthefollowingmethodｓｗｏｕｌｄｙｏｕ 
ｕｓｅｔｏｏｂｔａｉｎａｓａｍｐＩｅｏfleadsulphidefroma 
mixtureofleadsu1phideandiron(Ⅱ)sulphideP 

ABoilthemixturewi[hwaterandfilter･ 

BAdddilutehydroch1oricacidtothemixture 
andfilter･ 

CUseamagnettoseparatetheiron(Ⅱ） 
suIphida 

DHeaヒヒｈｅｍｉｘｔｕｒｅｉｎａｉｒａｎｄａｄｄｄｉＩｍ②

hydmchIoricacidto［heproduct、

４．Whichoneofthefollowingparticlescontamsa 
differentnumberofelec[ronsfromtheothe宿？

ＡＡｃｈＩｏｒｉｄｅｉｏｎ 

ＢＡｎｏｘｉｄｅｉｏｎ 

ＣＡｎｅｏｎａ[om 

DAmagnesiumion 

5・CaIciumbasarelatWeatomicmass（atomic
weight)ｏｆ40.Thisindicatesthat 

AallcalciumatomscontainZOprotonsandZO 
neuUtmｎ３ 

Ｂａｔｏｍ３ｏｆｔｈｅｍｏｓｔｓｔａｂｌｅｉsotopeofcalcium 
contain20protonsand20neutrons 

CtheaveTagemassofnaturalcalciumatomsis 
４０atomicmassunits 

Dthereare40electronsineveTycalciumatom、

６．WhichofthefollowingmoIaTsoIutionshasthe 
IowestelectTicalconductivityP 

AFth釦､□iC2CiCU

BSodiumsulphate 

CPotassiumhydroxide 

DPotassiumchloride 

7．AnegativelychaTgedparticlewithelectronic 
con6厚】ｒａｔｉｏｎ２Ｄ８ｃｏｕｌｄｂｅ

Ａａｎｅｏｎａｔｏｍ 

Basodiumion 

CaHuorideion 

Daneonion． 

8．Usingthesameapparatus，thefoIlowingTeSuIts 

wereobtainedfortheconductivitiesofequalvol－ 
ｕｍｅｓｏｆｓｏｌｕｔｉｏｎｓ 

WhichofthefolIowingconcIusionsｃａｎｂｅｃｏ｢－ 
rectIydrawnfromtheseresults？ 

ＡＴｈｅＢ⑪ｄｉｕｍｉｏｎｉＳｍｏｒｅｍｏｂｉｌｅｔｈａｎｔｈｅ 

ｈｙｄｒｏｇｅｎｉｏｎ－ 

ＢＴｈｅｇＤｄｉｕｍｉｏｎｉＳｍoremobilethanthe 

chIorideion． 

ＣＴｈｅｃｈＩｏｎｄｅｉｏｎｉｓｍｏｒｅｍｏｂｉｌｅthanthe 

hydroxideiom 

DNoneofthe窪

9．WhichofthelolIowingsetsofdataismostlikely 
tobetmeofthecompoundthatstrontiumfOrms 
withBuoTine？ 

10．Whatmassofanhydroussodiumsulpｈａｔｅｉｓ 
ｎｅｅｄｅｄｔｏｍａｋｅｌｌｉｔｒｅｏｆａｍｏｌarsolution？ 

Ａ７１ｇ 

Ｂｕ９ｇ 

Ｃ１Ｚ６ｇ 

Ｄ１４Ｚｇ 

11．Ａｎｕｎｌｍｏｗｎｍｅｔａｌｉｓｆｏｕｎｄｔｏｂｅｍｏｒｅｒeactivc 

thansodium・WhichofthefoIIowingismost

likelytobecorrectP 

－１６８－ 

so化fjb〃 Cb"ぬZzjt'iMrmA）

Mhydrochloricacid 
Msodiumhydroxide 
Msodiumchloride ０４８ ８７６ 

ＡＢＣＤ 

Mblt殖poi"’

overlOOOoC 

underOoC 

overｌＯＯＯｏＣ 

ｕｎｄｅｒＯｏＣ 

Ｆｂｐｍ２ｊﾉロ

ＦＢＥＢ ｒｒｒｒ ｓｓｓｓ 

T”eけＢＯ"｡i，uｇ

■■ 

lOnuC 

cov21ent 

ionic 

ionic 



15．Theconductivityofpurewaterislowbecause 

AitsmoIecuIeSarepo1aT 

BomlyafewwatermoIeculcSareionised 

Canyionspresenthavealowmobility 

Dthereareequalnumbersofhydrogenand 
hydToxideiona 

16･Thcelementslistedbelowarebumedinoxygen・

Theproductsaremixedwithwater･Ｉｎｗｈｉｃｈ 
Ｃａ８eiSthepHMgheStP 

ACopper 

BIron 

CCuIFHoIm 

DLe2d 

l7･ThefollowinglMaqueou3solutionsareelcc‐ 
troIWedugingpIatinumelectmdes･Ｆｒｏｍwhich 
wouldhydrogenandoxygenn⑥tbs1iberatedat 
theelectrodes； 

APotassiumhydroxide 

BSilvernitrate 

CZincsuIphate 

DSodiumnitrate 

ItwiUoxidisereadilyinai｢・

ItBImuldbestoredunderwater、

ItscompoundswiUbeunstable、

ItwilIbeobtainedfromitsoxidebyreduc-
tionwithcarbon． 

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
 

12．Thetecbniqueusedtoincreasethethickne33ofa 
IayerofaluminｉｕｍｏｘｉｄｅｏｎａＩｕｍｉｎｉｕｍｉｓｋｎｏｗｎ 
ａＳ 

Ａｓacrificialprotection 

BelectroplaUng 

CgalvaniSing 

DanodiSing 

l3． 

ｅｒ 

ｉｒｏｎ(msuIphofe 
5olu1ion 

lecfrode 

ｂｒｏｍｉｎｅ 

ｗｑｔｅｒ 

eｌｅＣＩｒｏｄ 

questionsl8andl9refer［othefollowingtypes 
ofchemiCnlreaction： 

APrecipitation 

BOxidation/Teduction 

CHydrolysis 

DNeutralisation 

Towhichtypedothereactionsbetweenthefol‐ 
lowingsubstance3belong？ 

Whichofthefollowingtakesplaceiｎｔｈｅａｂｏｖｅ 
ｅｘｐｅｎｍｅｎｔ１ 

ＡＴｈｅｂｒｏｍinewaterisoxidisedtob｢omide 

ions･ 

BTheiron〈１１)ionisoxidiscdtoirom

CE1ectTonsHowthroughthccottonwooIplug 
froｍｔｈｅｉｒｏｎ(11）solutiontothebmmine 
Water･ 

DElectronsHowinthecxternalcircuitfrom 

theiron(Ⅲ)solutiontothebTominewater、

14．Ｗｈｉｃｈｏｌｔｈｅ（ollowingpaiTsofmetalswouId 
producethehighestvoltageifusedastheelec‐ 
trodesofachemicalcelI?(Youmaywishtocon‐ 

sulttheDataBooklet,Page６.） 

ＡＩｒｏｎａｎｄｔｉｎ 

ＢＴｉｎａｎｄＳｉＩｖｅＴ 

ＣＳｉＩｖerandzinc 

DZincandiron 

18．Copper<11）hydroxideanddilutehydrochloriｃ 
ａｃｉｄ 

19.ｓucroseanddiIutehydrocbIoricacid 

ＺｑＡ１ｉｑｕｉｄｈａｓａｐＨｏｆ７･Ｗｈｉｃｈｏｆｔｈｃｆｏｌｌｏｗｉｎｇ 
ｗｈｅｎａｄｄｅｄｔｏitwilldecTcaseitspHP 

AWateT 

BHydrochloricacid 

CSodiumhydroxide 

DSOdi1nnuchloTide 

－１６９－ 



questions幻函dZ8refcrto

Aozidisingagcnt 

Bdehydratingagent 

Cacid 

DcatalysL 

Whichofthe3ebestdescribesthcwayinwhichsul・
phuncacidactsin鯉chofthe歴achon3givenP

２１．ＷｂにhofthefollowingpaiTsarcisome団）

ＡＤｉａｍｏｎｄａｎｄｇｍｐｈｉｔｅ 

Ｂ１;C1andi;ＣＩ 

ＣＥｔｈａｎｅａｎｄｅｍｅｎｅ 

ＤＣＨ戸ＣＨ行ＣＨ戸CHJand

CHjCP-CH， 
ＣＨＪ 

ＺＺＹｏｕａにgwenthefollowingchemicals：

copperOzincDmagmesiumoxide0calciumcarbon･ 
ateOdilutesulphuricacidanddilutehydro‐ 
chloTicacid 

WhichoIthcfoⅡowingsaltｓｃｏｕｌｄｎｏｔｂｅｐｒｅ･ 
paIEdusingthesechemicaIsatroomtempeTa・
ture？ 

AZincchIoride 

BCopper(11)auIphate 

CMagnesiumgulphate 

DC21Eimmchlo｢ide 

Z3･Whendilu8e8uIphuricacidiselectmlysed 

Atheacidi8neutFnIiqPd 

Bthcsulphateionisdi8charged 

CoxygenisreIea3edatthepositiveeIectTode 

Dwateri3foTmedatthenegativeeIectmde・

Z4Whichgas,whcnshakenwithwater,couIdgivea 
sDlu[ｉｏｎｏｆｐＨ３Ｐ 

ＡＡｍｍｏｎｉ包

BMerh”nP 

CHydrogen 

DSulphurdioxide 

Z5、WhichofthefolIowing9ulphur-containingcom‐
ｐｏｕｎｄｓｃｏｕｌｄｂｅｕｓｅｄａｓａｂＩｃａｃＭ 

ＡＮａ■ＳＯＤ 

ＢＦｅＳ２ 

Ｃ（ＮＨＪ２ＳＯ０ 

ＤＰｂＳＯ４ 

２６．Aninsolublesolidproducesagasｗｈｅｎｈｅａｔｅｄｉｎ 

ａｉｒｏｒｗｈｅｎａｄｄｅｄｔｏdilutehydrochloricacid 
WhichofthefOUowing8olid3ha3theseproper･ 
tiesi 

ACoppeT(IDoxidc 

BCulcioqmcarbonate 

CC2Tbon 

DMagnesium 

Z7．ThefoRmationofcarbonfromsugar 

ＺａＴｈｅｆｏｒｍａｔｉｏｎｏｆ画｢bmdioxidefromacaTbo-

naに

Z9．WhichofthefonowingmoIecuIe3wouｌｄｙｏｕｂｅ 
ｍｏｓｔｌｉｋｅｌｙｔｏＨｎｄｉｎｐｅｔｒｏｌＰ 

ＡＣＨ‘ 

BqHO 

CCDHoO 

DCIoH〕0

30．Thcreacnonrepresentedbytheequatjon 

C7HIe＋Br2→Ｃ７ＨＵ９Ｂｒ＋ＨＢ「

ｉｓａｎｅｘａｍｐＩｃｏｆ 

ＡＳｕｂ且tinDTiOn

Baddition 

CcDnden型tion

DhydTolysis、

31．Whichｏ【thefoUomngismadefromamonomer
whichwiUdecolouri3ebrominewater？ 

APolyStyrene 

BRayon 

CNylon 

DCasei、(milkprotein）

３２．Atubecontainingamlxtureofoxygenandnit-
rogenhaselectricspark8pagBedthroughitfor 
aboutZOminut鶴Whenthecontent3ofthetube

aにBhakenwithwateritisfoundtluat

AanaCidiC8olutionisformed 

BaｎｚｌＩｍｌｉｎｅｓｏｌｍｉｏｎｉｓｆｏ｢ｍｃｄ 

ＣｔｈｅｗａｔｅｒｔｕｒｎＳｍｉＩｋｙ 

Ｄｎｏｃｈｅｍｉcalchangehastakcnplace． 

－】7０－



３３．Which◎fthefollowingnitrogen-con[ainingcom． 
ｐoundswouldnormallybeuBedasafe式iliseT？

ＡＰｂ(ＮＯｊＬ 

Ｂ（NH4hSO4 

CH2N(CＨｊｏＮＨ２ 

Ｄ（CHj3qNHjCOOH 

弧．Ａ型bst2ncewasheatedwithsodalime，Ａｎ

ａｌｋａｌｉｎｅｇａｓｗａｓｇｗｅｎｏｆＩ・Thesubstancecould
havebeen 

Aapmtem 

BaSugar 

Ccellulose 

DavegetabIeoiL 

35･Whichofthefollowingreac上ionswouldgivehyd・
Togenasaproduct？ 

ACopperwithvcrydiIuにnitricacid

BCopperwithconcentTatednitTicacid 

CMagnesiumwitlwerydilutenitncacid 

DMagnesiumwithconcentraにdnitTicacid

AAlCohols 

BOrganicacids 

CHydrocarbons 

DCarbohydrateg 

38･Ｔｈｅｒｅａｃｔｉｏｎ 

Ｃ２Ｈ９ＮＨ２＋ＣＨＤＣＯＯＨ→ 
ＣｚＨｓＮＨＣＯＣＨｊ＋Ｈ２０ 

ｉｓａｎｅｘａｍｐｌｅｏＩ 

Ａｈｙｄｒｏｌｙｓｉｓ 

ＢｅＳにTifiCation

Cconden璽rion

Daddition， 

39．WhicbofthefoIlowingisanatuTalpolymerP 

ATeryIcne 

BPolythene 

CNylon 

DCeIlulose 

40．WhiCholthefolIowingstatementsisUrueol 
silicone8？ 

ＡＴｈｅｙａＴｅｅｘａｍｐｌｅｓｏ［ａｒａｎｇｅｏ（polymers 
foundinnarurp・

BTheyfindmanyu9esaslubricantsopolisheSp 
andwaterrepeⅡenta 

CTheyarebighlyHammable・

DThevdonotcontainoxygen． 

36．WhichoIthelollowingcompoundswiIlnotreact 
withCtMnoicacid？ 

ＡＣＨ３ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２０Ｈ 

ＢＫＯＨ 

ＣＣＨＤＣＨzＣＨ２ＣＨｊ 

ＤＫｚＣＯＤ 

37．Towhichofthelo1lowingdoeｓＩｈｅｃｏｍｐｏｕｎｄ 

ＨＨＨ 
ＩＩＩ 

Ｈ－Ｃ－Ｃ－Ｃ－Ｈ 

ｌｌｌ 
ＯＨＯＨＯＨ 

ｂｅＩｏｎｇ？ 
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(6)化学の教科轡について

パースアカデミイ校に於ては、中学段階では致師の手作りのテキストが用いられていたが、Ｉ町

校段階では、例えばＳｃ.ＥのＯ'－９radｅ及びＧＣＥのO-IeveIlIlにvCoreChemistry"(OxIOrd

UniversityPress）が用いられており、また、ＳＣＥのＨ'一glade用にはいHigherChemistry"

が用いられている。目次から、その内容を推定すると、

CoreChemistry HigherChemistry 

lＡ１ｏｍｉＣｔｈｅｏｒｙｌ 

２ＲａｄｉｏａｃｌｉｖｉｔｙｌＯ 

３ＫｉｎｅｔｉｃｔｈｅｏＴｙａｎｄＡｖｏｇａｄｒｏ２ム

ムThermochemistry38

５０xidaticnandreducticn49 

６ThePeriodicTable69 

７Ｃｈｅｍｉｃａｌｒｅａｃｔｉｏｎａｎｄｅｑｕｉ－ 

librium９６ 

８Ｈｙｄｒｏｃａｒｂｏｎｓｌｌ２ 

９Ｆｕｎｃｔｉｏｎａｌｇｒｏｕｐｓｌ３０ 

ＥｘｐｅｒｌｍｅｎｔalsectiOnl53 

M1scellaneousexercｌｓｅｓｌ７４ 

Ｄａｔａｔａｂ１ｅｓｌ８３ 

lＴｈｅｎａｔｕｒｅｏｆｍａｔＩｅｒ９ 

２ＡｔＯｍｉｃｔｈｅｏｒｙ２ム

３Chemicalbondingム２

ムＰｒｏｐｅｒｔｉｅｓａｓｓｏｃｉａｔｅｄｗｉｔｈｔｙｐｅｓｏｆ

ｂｏｎｄｓ５５ 

５Ｃｈｅｍｉｃａｌｆｏｒｍｕｌａｅ６６ 

６ＥｑｕａｔｉＯｎＳ７５ 

７ＡＣｉｄ５，ｂａｓｅＳｏａｎｄｓａｌｔｓ８１ 

BNeutralizationreaCtions91 

９Reactivityandtheelectrochemicaｌ 

ｓｅｒｉｅｓｌＯ２ 

１００ｘｉｄａｔｉｏｎａｎｄｒｅｄｕｃｔｉｏｎｎ５ 

ｎＣｏｒｒｏｓｉｏｎｌ３１ 

１２Ｓｕｌｐｈｕｒａｎｄｉｔｓｃｏｍｐｏｕｎｄｓｌ３９ 

１３ＮｉｔｒｏｇｅｎａｎｄｉＫｓｃｏｍｐｏｕｎｄｓｌ５２ 

１４Ｃａｒｂｏｎｌ６６ 

１５Ｆｕｅｌｓｌ７ム

l6Hydrocarbonsl86 

17MacrOmoleculesl98 

18A1cohOls，ａｃｉｄｓ，ａｎｄｅｓｔｅｒｓ２０８ 

１９Ｆｏｏｄｃｈｅｍｉｓtｒｙ２１４ 

２０ＳＯａｐｓａｎｄｄｅｔｅｒｇｅｎｔｓ２２３ 

２１Ｅｘｐｅｒｌｍｅｎｔａｌｔｅｃｈｎｉｑｕｅｓ２２８ 

ＥｘＰｅｒｌｍｅｎｔＳ２４７ 

Ａｎ５ｗｅｒ５ｔｏｎｕｍｅｒｉｃａｌｑｕｅｓｔｌｃｎｓ２９１ 

lｎｄｅｘ２９３ 

Ａｎｓｗｅｒｓｔｏｎｕｍｅｒｉｃａｌｑｕｅｓｔｉｏｎｓ 

ｌ９１ 

ｌｎｄｅｘｌ９３ 
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五、ルイジアナ州ニューオーリンズ市の教育
（１）ニューオーリンズ

ニュ･－オーリンズは、有益な貿易の植民地となると考えたフランス人によって1718年に基礎が

つくられた。ミシシッピー川の岸にあるその小さな村は、1768年ひそかにスペインに引波され、

1803年のルイジアナ買収において、アメリカ合衆国によってナポレオンより買収される以iiilに再

び秘かにフランスに返却されていた。

しかし、言語や文化は、1812年の戦争後、多くのアメリカ人開拓者の出現まで、フランス語が

主流を占めていた。

ニューオーリンズは都市の境が一致していて、行政官としての市長と７人の議員からなる市鍍

会によって統括されている。

歴史的に、ニューオリンズの主要な経済は海巡業であったが、現在ではオイルとガス産業が主

要産業となり、次いで悔述、観光と変化してきている。

（２）教育委員会

ニューオーリンズの公立学校は、郡市内から逸出され５人の委員によって運営され、市政から

は独立している。

教育委員会は、教育の基本方針を決定するとともに、各学校で実施される教育課程に対しても

管理する義務を負っている。また、毎年の予算案の採択、教職員の採用、教育上有効な体育施設

の設備などの仕耶をしている。

教育委員会の定例議会は、委員会室において、毎月節２．４月曜日の７時30分よりIlllかれる。

この議会は、一般公OIIされ、委員会に鋼願したい人は、委倒会の秘瞥に、出たい日の３日前に申

請すれば、許可されることになっている。場合によっては委員長の許可だけで、荊願をすること・

ができる。

（３）教育費

会計年度は、公立学校では７月１日に始まり、翌年の６月30日まである。学校が新しい予算案

を決定する前に、市民は群に行われる公聴会を通して、意見を述べる機会が与えられている。

この公聴会では、市民の要求を具体的に表したり、歳出を監査した歳入を見積もったり、年間

の予算活動を査定したりする。

予算の総額の48％は州政府から、４０影が市当局から、残りは迎邦政府から支出され、総額の６５

影が教育課程の迎営にあてられている。生徒１人当たりの歳出は81,967（×240＝472,080円)となっ

ている。

（４）学校の組織

ニューオリンズの公立学校は、米国内でトップレベルにあり、州内においては節一位の大規棋

な学校組織を形成している。

1841年に設立された１番目の公立学校では、８３名の生徒が登録され、彼らを教える先生を３人

顕用した。現在では、31,000名の青少年が141地域で、4,400名の先生たちによって教えられている。

生徒の大多数は彼らの住んでいる地域にある学校へ通っている。各地域に数多くの小学校があ

るので、幼稚園から６年生までの生徒は、すぐ近くの学校へ通っている。学校から1マイル以上

離れている地域に住んでいる生徒は、無料スクールバスや公営の交通機関を提供されている。

学習指導の方法も、昔からの学習用法を行う学校、また革新的な問題をとりあげ、それを勉強

に生かしていく学校など、いろいろ試みられている。

すべての高等学校では、大学進学者に対してのプログラムを組んでいる。
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中学校などでは、成績優秀者に対して特別のプログラムを組むことがある。

また、教授法や授業内容等の点で、近所の学校より他の地域の学校のほうが自分のこどもにと

って有益であると考える両親は、地域外入学を希望することができ、その学校が受け入れる余地

がある場合、INF可される。

(5)遍択可能な中等学校

普通高校としてのベンジヤミン・フランクリ高校は、完全に大学進学の準iiiをする選択可能な

学校である。毎年フランクリン校は、奨学金を得る生徒が多いということでは、国内ではトップク

ラスにある。

ＭｃＤｏｎｏｇｈ３５番高等学校は、毎年生徒たちが数多くの奨学金や学1111上の賞を得ているもうひ

とつの選択可能な大学の予備校である。

また、大学予術佼であるＭｃＭａｉｎＭａｇｎｅｔ学校は、中１からnrH3まで生徒がいるユニークな

学校である。同じような学校は、ウエストパンクにあるウォーカ－校や火ニューオリンズにあるア

プラムソン枝、レイクフロントにあるケネディ佼もそうである。これらの学校は互いに他の学校

よりも進んだ大学進学への準胸教育をするための工夫をこらしている。

このため、二丞一オーリンズの大学進学を考えている優秀な生徒は、近くの普通ini校へ入るよ

りも、このマグネットスクールにテストをしても入学している。

この外に特色あるものとして､壁のない学校"と呼ばれるスペクトラム岡校がある。

これらの学校、例えば医療関係の学校は、１年生から３年生まで、本格的な医擦の仕瓶や知識

を学びたい生徒に開放され、また、芸術学校は、ダンス、音楽、演劇や美術をIililにトレーニングを受

けている学生たちに開放されている。彼らは自分の本籍枝である学校でWILjmに授業を受けた後、

これらの学校へパスで送迎されている。そして、基本的な技術をマスターさせるために、訓練上

のきびしいきまりがあり、その学校なりの伝統をもっているので、現在のアメリカでは、学校教

育の艦本的なものになっている。

ニューオーリンズのすべての縫合的な高校は、幅広い範囲の職業的な教育課腿を準側している。

また、ほとんどの避択可能な高校でも、特殊なカリキュラムを単伽していて、職業教育を補足して

いる。その中で、Rabouin職業高校は、商業美術、印刷法や実務iﾘ１１鞭等の徹底的な課程を準燗し

ている。さらにここの生徒は、さまざまな学校外での実習にも参加し、〔1分の職業的進路に応じ

て、大学入学に求められるすべての一般教養科目を学習している。

また、尚２，高３のスペイン語かフランス語に堪能な一部の生徒は、ルイジアナ州が後援する

外国語と国際的な課程を勉強する高校で、半日の授業を受けることができる。

外因鵠のクラスに加わると、近代ヨーロッパとラテンアメリカの歴史や綴済の学習も受けるこ

ともできる。

(6)カリキュラム

ニューオリンズの公立学校の教育課程は、個々の生徒が、黄任磁があり、ハリ造的なTIT氏になる

よう知性や感ｲｶﾞ豊かな子を育てることを使命としている。

このゴールに到連するために、地域ごとに異なる必要に応じた内容や興味に応じた内容に加え

てルイジアナ州によって、定められている必要躯項に従ったカリキュラムがiH･画され、厳に改訂

されている。

゜小学校撰程のカリキュラムは社会科や科学とともに、読みp；きや算数などの隆礎学力に砿点

がおかれている。そして、さらに体育、保健体育、美術や音楽などのクラスで、その他の面が

補足されている。
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第２のカリキュラムは、それらの初歩的なものと同様、生徒たちがより深く探求するために

中級レベルで、更に広く知識が提供され、上級レベルでは、興味がある特定の教科を奥深く勉
強をすることができるようになっている。

。中等学校の優秀な生徒は、特別に必要な学習事項があれば、４つの街にある大学の予備校に

通ってもよいし、近くの学校で提供される優等生課程や、上級クラスに参加してもよいことに

なっている。

芸術面ですぐれているものは、教育委員会で設営している、ニューオーリンズクリュティプ
アートセンターや、１５の学校や、４つの中学校で行われている芸術的な教育課程で学習できる

ようプログラムが準備されている。

゜３歳の幼児期から21歳の青年期までは、どんなアメリカ人でも教育が受けられるよう準備さ

れている。

情緒不安定などの特別な教育を必要とする者のためには18のプログラムが準備されている。

精神薄弱、色覚異常、盲目、唖、言語障害、自閉症、身体障害者などのためである。

こういった特別のプログラムを受ける場合は、事前に親の同意とテストを受けるか、生徒査

定チームによって推せんを受けなければならない。

。両親、先生または校長がテストを受けるように推せんや指示したりする小・中学校レベルで

は、生徒の必要性や才能、要求に応じたものをかねそなえる次のような学校やプログラムがあ

る。

例えば、４つの高校では、陸・海・空軍とつなりfりのある初級将校訓練プログラムがあり、

外国語部門では、フランス語、スペイン、ロシア、イタリア、ラテン、へプライ語を教える学

校が用意されている。

(7)学校視察

ニューオーリンズ市の２つの学校を訪問したのでその概要を示す。

厚i;Ei顯詞 ＷＧＲＥＧＯＲＹＪＵＮｌＯＲＨＩＧＨＳＣＨＯＯＬ、

ダプリユウグレゴリージユニアハイスクール記録者村上璽作
ＦＲＡＣｌＳ 
フランシス

11月７日（水）1．訪問曰

2．学校の概要

（１）所在地

②創立

（３）校長名

（４）職員数

l700PrattDriveNewOrl塾nsLouisiana70122

1959年

ＭＳＭｉＩｄｒｅｄＬ・Weber

65人(男：１５，女：５０）

その他24人(事務職貝４，

給食係12、管理人８）

博士号所有者590万

学士号所有者350万

30時間

８時20分～３時15分

1242名１年生：７クラス

２年生：８クラス

３年生：９クラス

(5)給与(年俸）

週持ち時数

勤務時間

生徒数

１
１
１
 

６
７
８
 

１
１
１
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（９）学校暦授業日数：188日５日制学年開始は８月、終了は翌年の６月

ＵO）週時数実験実習が７時間

（U）施設普通教室：５７音楽室：２実験室：２

Ｕ２その他男女共学給食を実施ＰＴＡが組織されている。現職教育・教育実習

を実施している。学習連進児の指導学級、ろうあ者の指導学級が併設されて

いる。

3．視察の内容

フレンチ・クオーターから北へ20分ほどのところにあるこの学校は、日本の中学校に相当し、

１３～15歳の生徒が学んでいる。

校舎の案内をしてくれた校長代理のMrs･MiIdredWeberさんは、生徒からの信望も厚いら

しく、入っていく教室ごとに生徒から声がかかり、テキパキとにこやかに対応していた。

案内された授業では、音楽の授業の13人から、多いところでは理科の32人ぐらいの生徒数で、

くつろいだ雰囲気で静かに学習に参加していた。ほとんどが黒人系統で、多いところで３人、

他はＩ～２名の白人しか授業を受けていなかった。

この町の黒人と白人の人口比（５６：44）から、比べると黒人のほうが絶対的に多い理由は、

白人の子弟は、私立学校に学ばせていることによるものと思われる。

私たちが教室に入っていくと、先生の指示で、グッドアフタヌーンとコーラスで返ってくる

声が非常に明るく、何かほっとする感情が走った。廊下ですれちがうときも、ハロー、ハロ_

と私たちが通りすぎるまで、声をかけ続ける姿は、ヨーロッパの生徒とは異なった天性の明る

さを感じさせた。

施設の中で、特に驚かされたのは、カウンセラー室の多いことである。案内された一角に９

つほどもあり、３～４個の部屋が使われていた。スローラナーは少ないということなので、進

学や友達の問題についてでも相談していたのか、深刻な雰囲気ではばく簿通りすぎる私たちに

にこやかに微笑みかけてきた。

校舎の案内がほとんどで、細かなことは聞けなかったが、目のクリックリッとしたほとんど

が、黒人ばかりの教室風景に、たじろぎがちであった私たちに、気軽<声をかけてくる生徒の

明るさが奇妙に印象深かった。

｢享扇i嚢~5１ ＭＣＭＡｌＮＭＡＧＮＥＴＳＥＣＯＮＤＡＲＹＳＣＨＯＯＬ 

マクメインマグネツトセコソダリースクール妃録者長澤武
11月８日（木）1．訪問曰

2．学校の概要

（１）所在地

（２）教職員

5172s０.CIaiborneAveNewOrIean，soLA701251930年創立

学校長Ｍｒ・Ｃｌ：ｆＳＬＧｅｒｍａｉｎ 教員５７名

事務職員４名その他の職員１６名給与＄15,236

学歴全員University卒

勤務時間８：２０ＡＭ～３：l5PM

796名（７学年～12学年）クラスの数５０共学

年間176.5日（８月30日～６月４日）１週５日

実験室を用いた授業１週５時間

(3)生徒

(4)授業日数
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（５）施没普通教室５６

特別教室VocalMusicRoom、ＢａｎｄＲｏｏｍ食堂あり

（６）学校行Jｌｆ文化祭、卒業式

（７）その他上級学校進学率９０影

クラブ活釛あり、ＰＴＡあり現職教育・教育実習あり

3．視察の橿要

ニューオリンズの教育躯務所で、進学に特に力を入れている学校として役立されているのカヘ

マグネットスクールであるとの説明をうけて訪問をした。生徒はＩＱが130以上で広い地域から

災められており、さらに人種問題に対する配慰から、いろいろな人liliの生徒をほぼ同じ比率で

受け入れていた。定員をはるかにこえる1005名の生徒が在筋しているとのことで、進学校に入

学希Puの生徒が非常に多いことがうかがえた。進学校ではあるが、身体にハンディキャップの

ある生徒(特に雌聴)に対する配虚、卒業後就職をする生徒のためのコースなど、きめの細かい、

毅行組織がつくられていた。特に州の要請でコンピニーターを)i】いたii譜教育やコンピュータ

ーの操作の演押が積極的にとり入れられていた。

公立学校における雌大の教育問題は、語学教育(作文、読解刀)である梯子で、校内のあちこ

ちに招学がいかに大切かを説明した掲示や、生徒の質問に対する答えなどがはられていた。特

に印象的であったのは、よきアメリカ市民を育成するために、人椛学粁を中心にした教育が積

極的に進められていることである。１１月６日の大統領選挙も教材としてとりあげられており、

生徒に予恕投票をさせ、それをもとにいろいろな角度から授業をすすめるなど、日本とは違っ

た政治に対する感覚というものを感じさせられた。明るくのびのびとした学校であった。

(8)ニューオーリンズ市の理科教育

ニューオーリンズの公立学校でのサイエンスベーシックコースとして⑤ExpectedLeaner
Outcomes″（ＥＬＯｓ）と呼ばれる教育課程が設けられている。理科では

1７７－ 

ゴース名 内容 =lニなテキスト

ＧＥＮＥＲＡＬＳＣＩＥＮＣＥ 生命科学、地球科学、環境科学、

物理科学を含む探求過程。

HoIt，、CeneralScienoe"

PＨＹＳＩＣＡＬＳＣＩＥＮＣＥ 物質とエネルギーの関辿を学習す

る入'１９コース。電磁気、光学を扱

う。Ｉ・Ｐ.Ｓ、GeneraIScience

選択しない生徒向け、ＥＬＯｓの

EarthScienceか、Ｅ､Ｓ､Ｃ・Ｐを腿

背ずみの生徒にかぎる 。

MerriⅡ，、FbcusonPhysical
Science〃

ＢＩＯＬＯＧＹＩ 生物体の相互関係、環境との関迎

を扱う生命科学のコース。ＥＬＯｓ

のＣｅ配raIScienoeかPhysical

Scienceの履習ずみの生徒に限る。

ＨｏｌＬ巴ModernBioIogy
〃



の如きコースが推奨されている。いずれも高校課程であるが、他の州に比べて理科教育に熱心な

事がうかがえる。

六、費用その他

この派遣団に対しては、文部省が渡航費、滞在費を負担し、その内訳は次の通りである。旅行の

全費用ではないが大部分を国が負担した。

〔旅費の主な使途〕

（旅費見積り〕

〔文部省負担の内訳〕

Ａ団

その他の経費

食J1;代(165,000円)、共通経費(80,000円)、第１回事

前打合せ会経費(20,000円)、旅行支度に要する経費、

保健代、旅券印紙代(数次旅券-8,000円)、帰国報告

会経費(報告晋の印刷代を含む)、その他個人的経費

（渡航中の小遣他）

－１７８－ 

ＣＨＥＭＩＳＴＲＹＩ 物質の繊造、組成、反応について

扱う。通常11年生で行う。必修科

目ＥＬＯｓの生物と幾何Ｉを履習ず

みの生徒にかぎる。

MeITiⅡ，、chemistry：

AModernCourse.” 

PＨＹＳＩＣＳ 物質とエネルギーの相互関係を扱

う選択科目。１２年生で行う。

ＥＬＯｓの幾何学Ｉと化学Ｉの履習

ずみの生徒にかぎる。

Merrill，vbPhysics： 

PrincipalandProbIems． 
〃

航空運賃 406,300円

地上賛

ホテル代

(－部食事代を含む。）

視察ｆＹ

ホテル～空港間交通費

都市間移動交ｉｍ費

337,960円

252,900円

２８，１１０円

31,980円

24,970円

代理店経費 29,742円

合計 774,002円

航空賃 406,300円

日当 103,650円

宿泊料 284,850円

支度料 61,990円

合計 856,790円



旅のスナップから

トーンビュー・ジムナジウム(デンマーク)化学実験室でトロンガード・スコーレン(デンマーク）生徒達と

こ＝．!，塾:7.＝二

返礼レセプション(パース市シティミルズホテル）ンド）お茶の時間パース・アカデミィー(スコットラ

コンピューターの授業
マクメイン・マグネットスクール(アメリカ合衆国）

教材センターで(アメリカ合衆国ニューオヨノンズ）
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七、おわりに

短時間の内に多くを理解しようとするのが困難なのかも知れないし、文献から読み取れる悩報よ

りも、より深い伝統に支えられていたり、変化の速さが大きかったりして、理解を困難にしている

のかも知れない。デンマーク王国の教育に見られるように、理由を問う以前に、昔からそうして来
たから今もそうしているという伝統の重みや、アメリカ合衆国に見られるマグネットスクールの現
れなど、聞いて、見て、わかった事も多かった。また、日本の公教育では、宗教色が無いが故に、
schooldistrictとParishの区別の理解に苦しんだりした。宗教に支えられた国にとって、教育と
宗教とは切り離せないものであり、行政区域とは異るParishによって教育行政を行うことの合理性
を今更感じたりした。

個人を大切にし、個性を重んじる教育のあり方、個別化や個性化の問題が呼ばれる今日の教育界
にあって、個に応じた教育の必要性と、集団での一斉教育の中での他の可能性の追求が思われてな

らない。そして、一色の一本しかない路線の日本の教育の問題をあらためて考えてみたい。

おわりに、他国の教育を見たい./世界に旅したい／との思いを実現させてくれた人々、特に本学
の教職員、とりわけ、極々ご支援いただいた本校の教職員の方々、並びに、関係各国に顧々の手配
をして下さった関係省庁の方々や、そして、高三の担任である私の海外出張を認めてくれた今は卒
業生となったもと高三の生徒猪君にもお礼を申し述べます。ありがとうございました。

参考図露

「海外の教育No35」昭和56年８月全国海外教育事情研究会

「StDColumbalsHighSchooll984Prospectus」Ｓｔ,CoIumbalsHighSchool（1984）
「Ｓｃ.Ｅ・CHEMISTRYl984」ScotishExaminationBoard（1984）

「CoreChemistry」OxfbldUniversityPIEss（1978）

「HigherChemistry」OxfbrdUniversityPress（1978）

「NewOrleansPublieSchooIs」ＢｒochurebyNewOrleansSchoolBoard（1984）
「ExpectedLearne「Outcomes」NewOrIeansSchoolBoard（1984）
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今年の研究活動研究調査部

１．校内研究会

第１回本学山田昇教授「附属学校における教育研究の歴史をふり返って」の薊鍍と質疑。

数学科松本博史「教育工学を利用した実習指導について」発我。

社会科鈴木良「社会科における教育実習の指導」発洩。

卵２回囚譜科仲光雄「授業のひと工夫」発表。

理科中道貞子「プリント学習について」発表。

第３回技術・家庭科「標準学力テストの結果について」発表。

数学科平塚智「標準学力テストのＳＰ表について」発表。

理科藤川宣雄「海外教育事燗視察報告」

２．全附迎への参加

鰯Z61QIimi校研究大会（於金沢大附高）に５名が参jiu・数学科松本博史「Wj報処理教育につ

いて」。社会科鈴木良「社会科における教育実習の指導について」、それぞれ発表・側告した。

３教科ならびに個人研究

本年度の各教科、および個人研究は本紀要に集録したもの以外に次のような研究が行われた。
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教科・個人 研究テーマ 概典 発表形式

囚艦 授業の研究
漢字の指導その他各餌域の展開
のしかたなどについて教科

社 会 社会科での教育実習生の指導 全附迎(59年）

数学

。中iiii一貫制における数学の導
人について

゜愉報処理教育のまとめ

近附巡(59年）

全附幽(59年）

日数教(60年）

理科

ア）環境科学
イ）授業研究の実践と報告、検討
ウ）理科中学入検の方法の検討

ア）融合理科の授業を行なうた

めの予備学習
イ）「わかる授業｣の模索

技術・家庭
授業研究、標準学力テストにつ
いての考察

楽
zTz 

l=Ｉ 

標やテストにあらわれた性差に
ついて

熊野佐Ｒ１ｆ 〔1分の高菜を持つ子供を育てる

特に中１対象に自分の持つイメ
－ジを岐大限伝えられるように

大ざっぱな言葉は避け、ｉﾆﾄﾞ葉を
選ぶことを指導する。

芥水スリ｝ iNIi文敬材のiIj編成
入１１１期から発展期への移１７をＩＵ
渦に行うための工夫

鈴木良
生徒が主体的にとりくむ授業づ

くり

中学生で歴史スライド作りなど
のとりくみを行なってきたが、

本年からil]i校の歴史教行の場で
･生徒が動く授業"の実践をし

士い。

未定



本年の研究活動をふり返ってみると、歩みは遅いが少しは前進したのではあるまいか。本学の111田

昇教授に講議をお願いし、また、紀要に執筆いただいた。附属の研究にいま問われている問題そのも

のを指摘され、本校の研究にとって大切な意味を待ったと思っています。
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平塚智
(続)校内のマイコン利用につい
て

･成績処理(教科担当者用、クラ
ス担任用）

･アンケート集計の処理について

校内研究会

松本博史 教育実習の指導法について
工学的手法と非工学的手法の併
用による方法

中道貞子
中・商における｢光合成・呼吸」
の取扱いについて

６か年一貫教育における生物教
宵のあり方について「光合成．
呼吸」についてまとめる。

生物教育会全国大
会

県の生物教育会誌

屋鋪増弘 課題学習について

一斉授業で教えるのではなく、

生徒に課題(プリント)を与えて
生徒に課題を解決させることに

より学習を進める。

堀内幸子
中１英語３時間における定着度
について

辻本美奈子
ア）調理技術指導の系統化
イ）献立指導のためのコンピュ
－タープログラムの改善

原、美知子
家庭科の被服分野における内容

の検討

中高で菰綾する場合も多いので
再検討をする、特に実技指導に
おけるポイントを見直す。

玖村由紀夫
図形指導の教材に関するもの

(その三）

従来の公理系指導の内容をユー
クリッド原論と対比し、ヒルベ

ルトの公理系を新しい図形指導
の方向の中にどのようにとり入
れるかを考える。

林良樹 はく検電器を用いた誘電率の測定 はく検電器で誘電率を求める。
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